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岡 田 三 郞助著 


卷 


一、 本書は 『書 畫骨董 叢書』 の 第十卷 として、 岡 m 三郞助 先生の 講述に ょる、 わが 國に 於け る エ藝美 
術、 並に 乙れ が應 用た る 室內裝 飾に 關 する 槪略を 收錄 する ものである。 

一、 木 ® の述漭 岡 田 先生は、 現に 帝 國 美術 院會 員と して、 美術界 最高の 地位に 在る 洋畫 大家で あぅ、 
同時に 装飾 美術の 方面に 於いては、 最も 精通せ る權 威と して、 何人も 認める 所て ある。 先生、 今や 
本 刊行 會の爲 めに 特に 忙中を 割 い て 此の 講述 ある、 吾人の M 外の 大幸 として 感謝す る 次第で ある。 

1 、 本書は 必ずしも 歴史的 變： 邊、 時代 文化の 狀勢 などとの 關係に 就いて 重きを 置かず、 專ら古 來エ藝 
の 進展の 跡と、 乙れ が 名作と、 及び 乙れ が 應用 とを、 出來 得る 限 4正 しき 出典に 據 6 て 網羅せ んと 
して ある。 只、 エ藝 美術は をの 範圍 非常 ic 廣 く、 古來の 遺品 も隨 つて 乏しくな S 上に、 傳歷 等の 明 
瞭を 缺く埸 合 尠な からぬ ので、 偏， 2  く講 述の對 像と なし 得な かつた が 爲 め、/? のづ から 種類、 細目 
等に 制限を 加 へられた のは 遺慽 とする 所で ある。 

一、 殊に、 頁數の 限 6 ある 爲めに 外國の H 藝 美術に 論及せられ ざしと， 實 例の 寫眞 版を f.'.i' ほ 多く 揭載 


例 


凡 


し袭 かつ-^ とは？ 物 足ら s 所で ある が、 乙れ は憲 若しく S 補の 際に？ くに 審 せしめ 
ょぅと 思 ふ。 

一、 K ^ li 固ょぅ 獨 立して 講述 せられ /2 ものでは あるが、 しかも 第八卷 『骨董の 知識 及 鑑定 法』、 第 九 
卷 『茶道 茶器 及 陶磁器』 とは、 關聯 的、 相 助 的の もので、 隨 つて 茶道に 關す t の、 陶磁器、 古物 
等に して それらの 卷中に 讓つて 黄 祓を 避けた もの も 亦尠な くない。 

一、 本螯 の體 裁、 柿 繪 、項目 及び 講述 の大體 について は、 全然 本 刊行 會 編輯 部の 責を负 ふ 所で ある Z. 
とを、 特に 明記して 置く。 

大正 十一 年 十月 

編輯  者識 
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作 笠 破 川 小 
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印 


藏館物 博 室 帝京 來 


盆 圓彫鳥 花黑堆 


藏寺翔 龍 （作成 張） 盆 朱 堆様模 鳥 長尾橫 


藏 前古 集倉大  盆 形 圓黑堆 草 唐 丹 牡 


藏誼古 集倉大 


盒香朱 堆様模 丹 牡 


藏寺翔 龍 
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エ藝 美術 及 室 內裝飾 

總  說 

L 美術 一 玆に エ郵 美術 及び 2. れが應 用なる 室 內裝 飾に 關し て、 何 かを 語ら ラと す 
るに ^ i つて* 先、 つ 3 ふを 要する のは、 エ藝 美術と か、 美術的 エ藝と いふと、 われ^^の 日常生活とは 
一 特別なる、 S 美の 世界が あつて、 貧に 乙 れらの 美術が 存在す るかの 如く 犯 はれ 易い のて あれ ど、 
說一そ S、 われ {父 間 生活 その物 以外に、 看した 別奚 術が 装す fQ でな S と S ふこと であ 
一る J15 換 へれば、 エ藝 美術— ものは、 人間の 生活の、 外的 様式を の 物の 一 部分に 過 I い。 われ 
j われの 行住坐臥す 〇 所には、 必らず エ 藝 美術が 存在して £) るので あつて、 意 識 すると 否と に拘 はらず* 
われ 等は X 難-美術の 中に、 K 接に 且つ われ-^^ の 生活の 一部と して それ VJ 取扱つ てゐる とい ふ ^ とで 
ある。 余が 謹 H 先つ て 特に 夏す る f は、 世人 f すれ S 術、 fH 震？ 以て、 何 


か 民衆 一凇の 生活とは 特殊な、 美術家と か 物ず きと かの 玩弄凇 であるかの 如く 考へ る からで ある。 隨 
つて、 何 か 一癖 ある、 普通とは 違つ 穴 ものと して これを ii やぅと する からで ある。 決して 美術と いふ 
| ものは さぅ した もの V- はない。 殊に エ藝 美術に 至つ ては、 われ <の 日常生活と 分つ 乙との 出来ない、 
j 生活 その物な ので ある。 

總 j 一  衣食住と エ藝 美術 !— I 故に 例へ ば、 ふ 6 かへ つて われ 等の 衣食住を 见 る. がょ い。 をれ 等は 悉く 
エ藝 美術を の 物では ないか、 或は 當然 エ藝 美術たら し 1T べき もの ばか 6 ではない か。 衣服は、 すでに 
|エ藝美術にょる織物であつて、その染織、模樣の圆案、仕立ての意匠、時代の流行などは、悉くエ麫 
美術をの物なのである。住宅も亦然ぅで、建築といひ繪畫とい3、彫刻といふものも.應用的方而か 
ら兄れ ば 乙れ 凡て エ藝美術たらざるはない。われらの住む室內が、天井に壁に敷物に、机に調度に、 
說一電 燈の笠 や 煙草盆の 末に 至る ^ で、 一として H 藝 美術たら ざるな しで ある。 のみならず、 如何に 事務 
的なる 鈒行# 社官廳 の 室に 於 S て も、 そこには 必らず や 一切の 物エ藝 美術的に 修飾せられ て ゐない も 
のはない。 食事に 就いても 同様で ある。 膳部 器物、 皿 鉢の 末に 至る まで 然 6 で、 食物 ^ の 物 も 亦、 美 
'的 方面から しると 立派な エ藝 美術に 外ならぬ。 一步 、家を 出 でんと すれば、 履物 も ステ キも 道路 も IIJ 
莳 も、 一本の 燈柱 、一臺 の。 ホスト、 すべて 乙れ H 藝 美術品た > b ざるな して あつて、 實 R 人間は エ 藝美 


說 


總 


術 その物 (C 包 ^ され て， Q ると； j n ふべき であ 〇 。 

一 一— エ ls, l ^1 術の 發達  一 の I。 1 _ 術 (と 限らず 凡て S 美術が 看では ある 
一が) 1 は、 分化 的 文明の 今：！： に J て 暴 •特別な エ画術 家 その他— 門 家の 手に ょつ て、 寺 
一に エ藝美 f して 作られる Q で— が、 怎發繁 跡— ど 1 れば 、決して—  ? はなく 
一て、 人 r;0 が 生活 上の 必要から 生じた もの、 そり 物が ITL に货 用品で あると In] 時に 契 術 品で あつたの だ 0 例 
一へ ば 家が 看で I。 今日では いろ くな、 I 的には 無用— 飾 等が 附け加 へられて、 美の 爲 めの 
I 炎と しての み 存在して ゐ るので あるの が、 それ 等 今日に おける 非 實用的 無用の 裝飾 も、 その 發 生の 起 
一 U に-^ かの ぼつて 男 へれは、 悉く 實用的 意義を 布して ゐ るので ある。 卽ち 雨露を しのがん が爲 めに 屋 
一 根 生じ、 f、 へんが 爲 めに 柱、 風を 凌がん が爲 めに 壁、 屋根 i が爲 めに 瓦、 瓦の 雨— 

| ごん か 5 めに 樋と いふ 風に、 進化論 的に 出來 たもの ばか. CN な. ので ある。 だから、 エ藝 美術は、 藝術家 
| や 物ず—、 f  S る缓 として f ベ tQV—くて、 實 H われく の 生活の. 形式を 规整 する 
j  f.K 切—:::— II として f  くて は— 2。 隨？ 乙れ が 一般的の 知 f?®  くと い 
古とは、 美術な どの 意味 以外に、 常 誠と して 缺 くべ からざる ものな ので ある。 

S — m ^ ^ 0 ^ しかし 乍ら、 所謂 エ謹 術の 讀は 非常に 廣 い ので あつて、 乙れ のみの 


一大 百 料 全書を 編しても 到底 收容し 切れる ものでは な sc 故に 兹には 只 最も 主婴 なる 部分の 中で、 特 
に 本 叢書 中の 他の 卷にな S と MK： の 名の、 例へ ば 金工と か 木工と か、 染織 X とかい ふやぅな もの R つ 
一いて、 甚だ 不滿 足では あるが、 偏頗な、 しかも 槪論 的な ものに 止めて M かなくて はならぬ。 又錄 初は 
j 現代の X 藝 美術 JC つ S て、 今少し 親切に 語ぅた かつた けれども、 頁數の 都合と、 おょび 原稿 作製 上の 
總 | 關 係から、 それ も m ふ樣 には 行かな かつた ので ある。 只、 幸に して そ n ic ょつ て、 エ 藝 美術の 何物 か 
一 R 觸れる 乙と を# られば 幸で ある。 


第一 編 金工の 沿革 

I 

/ 

气：  第一章 金工の 沿革 

エー ー神^- 說と 金工 一 我が 邦に 於け る 金工は、 祌 代の ■から 始 まる。 我が 对ぎ爵 の 祖先が 
の 一阈を 0 める に當 つて、：：： 木 以外の 土地よ 6金屬及び金エ法ゲ-持ち來つたか、或は初めよぅ我が阈か歡 
一石 k 用 ひて、 J1 つ これに 加工す るの 法ヶ- 知つ て 居た かは 1*1? よ 6 不明で ある。 たく、 建 國當 時、 g {c 阙 
• .?1 內よ 6 金 ^ を 產出 し、 ' ± た それに 技工を 加へ る 乙と を 心得て 居た とは 想像 s n る。 M し、 が r の 傅 ふ 
軍 一る 所に據 れば 、天照大神の 時に、 石 凝 姥 か と レ ふ 神は、 が 及び 鏡を f 、またル 0- 一卽4といふ神は 
一刀 劍、 斧、 鏺錢等 V. 造つ たと あるのは その 證 とすべき であらぅ。 而して をの ; n a たる 鑛 物は、 今日 11 
|掘3れる邋物等よぅ察して、銅及び鐡であつたことを知るべく、冏時に銅は乙れ&§し、鐡は乙れを 
鍊鍛 した こと. これ 等の 金 質よ- CN 見て 當 然とすべき である 。且つを の 銅なる ものは 銅鑛が 多く 他の 金 
屈と fl.-J 石に ^ まれる .- と、 及び 發掘 遺物の 證明 すると N/ろ に 依. CN、 必ずしも 純 銅なら ずして、 ^ I ろ W 
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六 

銅 若く は 白銅で あつた Z1 とを 11 はしめ、 これに 反して 鐵は 主として 純鐵て あつたと 信ずべき である。 
而して をれ 等は 採掘ょぅ も、 露頭せ る ものを 拾 a 取る 程度の 採鑛 法に 依つ たもの、 從つて 「あらがね」 

を 原石と して 火力 ^ て 加工した ものである。 

一 I 大陸 文明 影響 前 一 然れ ども、 神代の 技工 及び 作品は ' 一  i の 神器 中に 僅に 傳 へる 外、 摅るべ 
| き 遺物が な S から 傅說 中の 一項た る以 k には 語 6 得ぬ が、 た C 世襲 傳 家の 制を 重んじた る當 時 ic あつ 
|て、金エの_未毛二の族に傳へられて三韓服屬の頃にまで及んだ乙とは明かである。卽ち鑄金のエは石 
一凝姥 命の 子孫が 鏡 1 部と して 乙れ を 世 A、 にし、 鍛 金の エは天 目 一箇 命の 子孫が 倭鍛 部と して 乙れ を 承 
| け繼い だ。 例へ ば 綏靖 天皇の 時に、 P 鹿 1 鏃を 作つ た 天津 眞浦は 倭鍛 部の 族に して*' 崇神 天皇の 時に • 
大和 笠 縫 村 R 神器を 移 S れる に當 6、 八 咫 鏡を 模造した のは" 石 凝 姥 命の裔 にして、 天 叢雲 劎を校 造し 
一たのは天目一箇命の裔であつた。をの他同じ頃に太刀十：3、鉾二柄、戧弓二張、鐵箭三具を造つて胆 
一島 神宮 {C 獻ぜ られ たが、 をの 工人 も 恐らく 倭鍛 部の 族て あつ / 2 らぅ。 又垂仁 天皇の 時に、 皇子 五十 瑣 
一 敷 命は、 鍛工 M- JK. に 命じて 太刀 一千 口. V 作らし め、 乙れ 5: 石 上 神宮に 獻じた と あるの も、 同様て あつ 
たと 思 はれる。 

NNNMMNH_ 1!1 しこ、 に； する は、 我が 邦の 金工に 對 して、 朝鮮、 si には 支邮 の大 


陸からの gm が 甚だ-^  くよ-^ あつた 乙 i ある。 ^. 1 が H 本 綴 化しん のは 刺 代で'- め 2  R 紀元 
後で あつたか、 兎に fss 數の武 1 ち來 つて 丹 波 sf'  それが 寶物視 せられ 
一 i を 見る と、 1 す 旣 てに 大陸の 金 S が 少なからず 輸入され てあつ— 言 ふべ く i? れ等が 我 
| の 1 よ-も 優秀で あつ？ のと 舊 せられる。 更に 遙&ヂ て ^. 1. 鳴 ^: • が f 蛇を 退治た 刀剣が、 朝 
企 一鮮 製で あつたと すれば、 我が 金工の 由來 すると 乙る も® はれる。 併しながら、 眞に 著しく 彼の 土 H 
エ j  征 して、 任 f 日— かれて 以來 2 る。 旣— 神— 
- U 朝に、 支那の 文 f 1 じ SHS 博 士ぎと s、 P とい ふ 鍛冶 エ が歸 化し S る。 而 して 彼 
の r 寺の 技 f 漢魏六 朝 S— せる 工法に i つ？？、 明かに 從 來の篇 部の 技術よ— 優れて ■か 
沿 一ら、— に 彼—— るに つれて、 倭鍛 部は ¥; く—， ら 朝鮮 風の 新 技工が 摩署れ た、 卽ち 
j  冶の 起源で t、 故に 常時の 遺品と し S 掘せられ f のを 見る に、 鏡、 i、 I、 馬 乳 
本 111 支 限 1 殊に 籠の 作 仏 か、 然らずんば をの と 思 はれる もので—" 玆に 於いて、 今よ 
一ぅ 一千 四 五 百年 前に 於け る 我 闕金ヱの發 達は、 漢魏の する 朝鮮 風の 影贊 成る ものと しなく 
一て は— S。 然れ ども、 をれ 等の 支那の 技術の 源流を® S ば、 更に 古代。 へ ご ャ その他の 西部 ァジ 
ァ諸 _と相關係あるを龄名けに行かない。斯くして我國の金ヱは、ふ'、太ャに於して以-^界：^ 
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流れを 酌 f  I 基 f  S。 ——里 需、 P1I。 I 用途 

SW 究今— たからず して 知る に—、 上述の 系 f 屬す f のよう 土 層 古く、」、 口 ^ 
於 の£| か 否かは 別， 手 f 原始的 日本に 於  一 5 作せられ f ので— 
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同 4 、金 HI— 上つ g は— の— 

M  f  II 天皇の 士一 一年に、 百濟の はして 金— 一軀、 その— 

1ィ#るゃ これ 我が ㈣ 扱の 精神に 一矩を 黏 じた f のて ぁつたが、 ik、 金 f 以て— せら 

d ノ— 像、 しか！ れが 人間の—— S し？？  — 老も 、その—  — と、 慶 1 セ 
ft 奮—  — つ 巧し かも 最初？ の 美！ の f と 為 _g する S— かつ f の、 IJ- 

r 4 -  1: 11$ につれ て、 S に自 If 佛 If  I しょぅとの 心— fif ° J 
乃 1 峻天緣 頃には 百濟 王の、 を S の馨 丁- 瓦 H、 畫 エ 等と 共に 1 エ 、寧 fi* t の 一て 
Mt んの ^ 初めに、 彼吉 金工 家 f  ☆とし 16 込べ た。 佛 敎が旣 S 等 Qil 股して、 
尸各—日 と 3  I い考佛 像と い—— ふ、 悉く 邦人には ill で—。 斯くて 


X 藝 らしき エ藝 の、 一段と & 飲 ある 趣を 發揮 す 〇 に 至つ た。 然れ ども、 f/〇' ほ 主として 鑄 銅、 若く は 打 
出しの 技 H に M し、 未だ 彫金の 如き 精巧なる ものには 及ばな かつた。 

\  fyw 朝 §~^—ヨ つ S で 我が 邦に 於け る藝 術の 黃金 時代は 佛敎の 光明を 以て 輝 やき 來つ 
|た。をれはかかル4|の漱纪朝の |:!,1 一からで、をの中心人物として聖德太子の偉業のあつた乙とを忘れて 
推 I はなら so 先づ當 時の亭 H に U るに、 推 古 天皇の 二十 六 年、 卽ち 遷都に 先立つ 己と 十三 年、 天皇の 發 
古  一 sr こよつ て 銅像、 練 像、 丈六佛 像 等 各々 一軀を 造つ た。 蓋し、 我が 邦に て 佛像 製作の 乙との 記錄に 見 
朝 I 免る 最初で ある。 此 時の 工人は &£ B« 、 卽ち止 利佛師 とい ふ 朝鮮よう 歸 化し ^ 造 佛エて あつた。 固よ*^ 
の  一 |1-* 棒 一人の 手に なつた ものでは なく、 彼の 指揮 監督の 下に 成つ たので あらう。 此の 時 高麗の 大典 王は、 
金-: 黄金 三百 兩を g じて、 此の佛 像 鍍金の 粆に 供せられ た。 思 ふに 當時 我が 邦 R は 未だ 產金 稀に して、 これ 
を 外阈に 仰がざる を 得な かつた からで あらう。 乙の佛 像は 私 謂 飛鳥の 大佛 にして、 造 建 以來數 度の 火 
災に逢ひ、歡々修理せられて、今は僅にをの頭部に最初 0, 俤^殘してゐる。尙ほ明治に ?- つて これ 
I は銅繡 と共に、 火 和 lil 飛 ^ に 迷 立 s n た 元 典 寺 {C 安® した。 

- ^1,# :.! ン「作」 此の 4 如 lh« 抓に ついて 一言 せんに、 彼は 當 時の 最も 優れた 名工で あつた 
こ！ a なく、 彼の 製作と 稱 T る逍品 、その他に 大和 法 降 寺 金 党 中央に 安® s n た 釋迦三 尊 金 銅 佛の如 


きがある。 乙れ は m. i ±- 子 薨去の 翌年の 所作に して、 光背の 銘 にを の 由来が 記して ある (III) また 法 
隆寺 金堂には、 藥師佛 三 尊 金 銅の 像 も ある。 Z1 れ亦 、光背の 銘文に 依つ て、 推 古 天皇の 十五 年に 造ら 
一れ たもの なる C1 とを 知られる。 然れ ども 當時の 金工 家には" 止 利佛師 及び その 一派の 他に も、 優れ / 2 
| 金工 家の あ 〇 た ¢1 と、 今日 遺 存の當 時代 佛像 等を 見れば 解る。 而して をれ 等の 金銅佛 像は、 法隆寺 か 
推 一ら獻 i した 御物に して、 東京 帝室 博物館に 在る 四十 八 體佛の 如きが ある。 佛像 以外の 金工に も、 當時 
古 一は 餘程 優れた 技術を 現は して ゐる 。例へ ば 法隆寺 金堂 内に ある 玉蟲 厨子に 用 ひられた 金物は、 銅板 R 
朝 |唐草模樣を 5§: 8にし、乙れに鍍金を贼してある。その他於 ^ の金物を始め、木佛乾漆佛等に用ひた佛 
の-像の 飾 金物の 如き も、 £此、 &邱、 又は 透 彫 等に て 巧みなる 圆案を 表出して ある。 その 最も 人に 知ら 
金 一れ たものは、 東京 帝室 博物館に ある 御物の 大金 銅幡 にして、 もと 法陛 寺の 舊藏 であ 6、 天井から 釣ぅ 
X 一  下げる 樣に 製作せられ、 長さ 二 丈 三尺の 大金 幡 である。 全體は 銅の 鑄 物に 鍍金した もので、 頂上は 屋 
I 根の 形 ^ なし、 紐を 輪に 結んだ 形 並に 小幡 鈴な どヒ 術6、 中央の 長く 大なる 板には 諸 菩薩 及び 草花、 

| 雲形、！^ 形な どの 透 彫を 施して ある。 勤し 代表的 遺物の 一で ある。 

第三 章天智 、天武 朝の 金工 


エ 金の 朝 武天智 天 


て 金の 朝  SC 天？？ 天 


.一二 

L 天 智天白 一時 代 一 天智 時代に 入つ て、 八」 X の 上で 最も 著しい のは、 鑛物 採掘の 乙と が 始め 
、て 記錄に 見ぇる 乙と である。 卽 ち天武 天皇の 三年に、 對馬國 に 於いて 銀を 出し、 #. ^. ル ^. の 五 年に 伊 
一豫國 よう 白銀を 獻じ 、文武 天皇の 大寶 元年に 更に 對馬阔 よう 金を g じ、 元 •ル. の和鲖 元年には 武藏 
一 國よ 6 銅を 獻 じた。 勿論、 從來 乙れ 等の 鑛物が 我 國で產 しな かつた のでは ない が、 人 初の 進 1/ と |«| 家 

| の 需用の 堺す 乙と につれ て、 益々 盛に 採掘す G に 至つ たもので あらう 。殊に 天武の 時に、 對馬 銀を 以て 

一 

一 鑄 錢の乙 とが 行は れ 、また 和 銅 年間には 金 錢及び 銅錢 ^: 缝 た 如き、 啦に^|として造られる稃にさへ、 

| 我 邦に 金 M の弘布 を 見た ので ある。 而して 金工に つ いて见る ^ 、天智天皇の時、藤原,足の ||? ずるや 
| 天皇は 大臣の 家に 金の 香爐を 賜 a 、 爻 た その後 內裏に 於 い て 百佛の MSWS を 行 はれる fe う、 天皇 
一は 使を して 種々 の 珍 物と 共に、 金の 鉢 5: 法 陵 寺に 奉納せられ たこと が ある。 その 工人の 誰で あるかは 
I 詳か でない けれど、 乙れ 等は 貴 金屬の 作品の 史上に 見ぇ 〇 はじめで ある 0 5I k 持統 天皇の 朝には、 前後 
一十 七 年を 费した 造 像の 功を 竣へ た。 現に 奈良 西の 京藥師 寺に 安置 3 れ た 藥師三 尊の 大 銅像が 乙れ であ 
一る。 中尊は 臺座 ともに 高 r こ 丈 四 尺" 脇 士は一 丈 三尺 あつて、 その 姿勢の 雄偉に して、 手足 衣紋い づ 
れ も寫實 に據 6 今日よ-^ 見る も 傑作と すべき ものである。 

-telpkbLr^l_ 當 時の 鑄 造の 技法を . M るに、 首と 胴とは 各々 別に 分 鑄して、 のち これを 


エ 金の 朝武 天？？ 天 


紘 ぎ  <； せ / d もので、 乙 れは遠 く 印度 傳來の 技法と V' ふ。 當時三 韓と 交通して ゐたの みならす、 险坑と 
の 交通 も 盛に 行 はれ、 隨つて 佛敎の 本源 地た る 印度 鑄 造の 抜 術 も、 支那を 經て我 邦に 傳來 した 乙と 決 
一して m?. しむ ^ 足らない。 作 ほ 藥師 寺の 藥師佛 三 尊像と 1  お 統及び 樣 式を M じくす る ものには、 同 寺の 阿 
j 彌陀三 尊像、 及び 聖觀 音像、 嗦た 法隆寺 金 货 なる 橘 夫人 念 持 陬ふ傅 へる 阿 彌陀三 尊、 及び 大和 長 谷 寺 
の 法 華 曼荼羅 銅板 等が ある。 いづれ も 稀 有の 作 . V, とすべき である。 

—芡 Itl 天皇 诗代 1 更 に 天武 天皇の 時代に 至つ ては、 合 X の 益々 盛なる ことを 徵 すべき もの 
| が ある。 卽 ち大寶 元年に# 令の 制定せられ る や。 鍛冶 司、 典 鑄 司の 如きを ® かれ / 2 Z. とで ある。 鍛 金、 
一鎊 金の エの遠 く 神代に 發して ゐる乙 とは 旣に 述べた が、 阈 家の 事業と して 朝廷の 保護の 下に 多くの H 
| 人を ir: 川し、 金工を 斯 B する R 至つ たのは 注目すべき であつ た。 をの 鍛冶 rri には 正  一 A、 佐 一人、 大 
一 令史 一人、 小 令 史 一人、 鍛部 二十 人、 使 部 十六 人、 E 丁 一人、 及び 鍛工 v it き、 乙、 にて は 事ら 銅鐡. 
一雜 器の 類 ^ - 製作し、 t た鍛戶 の P  口の 名鍩を 掌つ た。 典 錫 司に も、 正、 佐、 大公 史 、小 八 n al の 各 一人 
及び 雑 X 部 十 人、 小 使 部 十 A、 lrL 丁 一人 及び 雜戶を -K き、 金 鉛銅鐡 の 造 鑄、 M 金 及び 铹坡璃 等の 製作を 
な 3 しめたと 傅へ る。 卽ち當 時の 鍛冶 司の 鍛部の 造つ たものは 鏈起 、鍍金の 類に して、 典 鑄 司の 雑 エ 
の 手に 成つ たものは、 諸種の 鑄 造 品、 鑄 造の 鑄 渡 鍍ダ等 の 如きで、 をの 他 各種の 金工の 發達 してゐ た 


佛大 良奈と 泉 天武聖 


有樣を窺ふ乙とが出元る。元も息の時には和銅開珍の鑄雲も著し<、をの製作の菌にして、文 
《 ， -T の ^ ; i 明かなる こと 本邦 鑄貨中 の 逸 # 70 とする に 足.^ る。 

|  第 章聖武 天皇と 奈良 大佛 

~t  &^l-s — デ ~ ^ — ^ — 一然れ ども 眞に金 エの 美を 發 揮して'  前後に 比の 少 いのはき ^ - ル ^- を 中心 
一 とする 奈良時代で ある。 蓋し、 一 7C* 明 ■§ 都ょ を？、 ^ • 蒙 ^. S 位せられる や、 
矿 土との 交通 盛に して、 佛敎、 111 +、 美術 等頻に 起.^、 文 華の gg たる 乙と 前古に 匹な しとい ふべき 
一 n *o た^' にも 仰^^ 具の 製作は 金工 七 して 最も 著しき 進步に 導いた。 殊に 大佛の 鑄 造は、 流石に 
一 雲 天皇が、 阈舒り 一半を 注がれた  <  け 含て、 その 規模の 大— 乙と、 世界に も gg 少— 所、 從 
つて 工人の 努力を 促す ^ とも 亦 極めて 多 かつた。 

|  R __ ^ — ^ — 0 — 一  抑も奈 良大佛 は、 L の 天平 十五 年、 勅願を 發 して、 衆 海、 來 山、 

一 北璧道 二十 iws 庸 I て、 1 H が 弟？！^ 天下 益 財し— QHI し 交ので あ 
る。 天平 十六 年 四月、 造兵、 鍛冶の 二 司を 廢 して、 それ 等の 工人を 擧げ て大佛 1 の 乙と に從 はしめ 
られ た。 卽 ちその 十一 乃 近 江 阈甲賀 寺に 盧遮那 桃の 大 銅像を 創めた が、 翌 十七 年 八月— つて、 故 あ 


つて S.s-Ki 廢し 、更に 大和 屢上 郡山舍 f 始められた‘ れ晉大 S 雲せられ 
る 所で ある。 をの ISC6 % は 木？ 組立で & #*1 となし、 土砂 皇漫 して 大佛を 作つ たので、 天平 十八 年 
I 十月に 至る、 十 五ヶ f 费 して 原型の 11 mf k 成した。 此の 月、 天皇は 大上 天皇、 皇后と 共に 大佛の 在 
| る 所 H- せられ v、 jt5 11 ^ の 供養を 行 はれた。 佛の 前後に 燈一萬 五 千 七 百餘娶 點 じ、 夜 一更に 
聖 一至ぅ 數 千の 僧 をして 脂 燭を擎 げしめ たとい ふので も、 その 盛儀の 如何 f しかを 想 はれる。 斯くて 天 
JL; 平 十八 年 十二月ょ A 造に 著 手し、 三十 六ヶ 月を 經て 、天平 勝寶 元年 十月、 全くを の エを畢 つた。 つ 

iiL ss 一十 八ヶ i 要し 奚 1 年 二月、 怎雲成 △二月 十四 昆始 $s した。 斯くて その 

奈一 四月 九 = 、來大 寺に 行？？ 文武 百官を 率？？ 設け、 開眼の 大法 會を行 はれ？  X。 しかし 
i 大佛 の II 金は 此の 後 五ヶ 年の说 III を經 て、 天平 寶字 元年 五月までに をの 功を 終つ たもの、 如くで ある。 
大一 大墦 101 六 此の 前古 露の 大 製作の 大佛 は、 i4 f: ム菅恭 として、 高 市 連大國 
佛 i^ tlJ' i K. s. 、 ： 44 和ル 等が 大鑄師 と f 、 身' 晝丈 一一 一尺 丑 寸の大 座像に 仕上け たので ある。 をの 用材 
一は、 熟 銅 七十 三 萬 九 千 五 W 六十 斤、 白 十一 萬 二 千 六 打 十八 斤、 練 金 一 萬 四 可^' 十六 ⑪水 八 干 
一六？ 十兩 、炭 1S ハ 千 六 百 五十六 石で あつた。 外— 西 i—、 並迄重 にして、— は— 二十 
三 丈八寸 、两 ff 二十— 六尺 七寸 Q—j つたが、 乙れ に 盤の— 各々 八 丈 八 尺 二 

一 五 


寸 、その 材料 熟 銅 七 萬 五 千 五百餘 片 、白鐺 四百 九 斤 十雨、 練 金 一千 五 ：山十兩二分を用ひ、 ^ れも， 3: た 
鍍金した ものであった。 又 別 k 鐘 一口を 鑄た が、 をの 高 3 一 丈 三尺 六寸 、口 徑九尺 一寸 三分、 口 厚八 
一寸、 乙れ に 要した 熟 銅 五 萬 二 千 六 瓦 八十 斤、 白鐺二 千 三百 斤で あった。 その外， 今尙ほ 大佛殿 前に 存す 
一る 靑銅燈 籠と が ' 一:! にお 〇 天人 分 獅子の 透し の 如 さも、 乙れ 等大佛 大鑄師 の 手腕に 依っ て、 當時製 作 
U 一せられ たもので ある 0  . 

天  1 ，大佛 I7>l lli[ 造 3 ' 3 て 此の 大佛の 鑄 造 法 如何と s ふに、 最初 造られ /2 る, M ic 、 鑄 型 用の 土 

と 一 砂を 密着せ しめ、 乙れ を 取ぅ 除 s て、 炭火を 以て 燒き 、乙 ' S. に 塑像の 雌 型を 造る。 更に ^ の 塑像の 外 

祭 部と すべき 厚さに 土砂を 削ぅ 去 6 炭火を 以て 燒 s たのを 鑲 とし、 ¢1 形ヒ もとの 位 fc に. 復. せし みれば、 

&  土砂の 削 64 K られ /2 塑像との 間に 空隙を 生ずる . -J それ 卽ち鎔 銅の 充塡す る 所て ある。 7 C して 此の大 佛 

佛 | は 八ヶ 度に 乙れ を錄 たと 稱す るから、 大佛の 高 3 を 凡を 區分 して 八と： なし、 その 一部分 宛を 下部から 1.1 
^  く. 

| 上げて ' h 部に 及ぼした ものである。 卽ち今 述べた 方法を 八囘 繰返して 鑄 造した ものである" 斯ん なや 

6 方は 當 時ょ 6 の 鑄 造 法に して、 鎌 倉の 大佛も 京都の 大佛 も Z1 れに 依つ たらし v' が、 現今に ては 絕ぇ 

て をれ を 用 ひた 例を 知らない、 またを の镀 金には、 陸奥國 から 獻 じた 黄金を. 以てを の 料と なし、 けし 鍍 

金の 方法、 卽ち 金を 磨 曆した ものを 水銀に 和して 塗つ たもので ある。 
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一八 


LJ^ it 院の御 物 一 大佛 以外に も、 當 時の 金工の 遺物 
は數 多く 遺つ て ゐる 。それは 柬大寺 正倉院 の充滿 して ゐ 
る 奇寶珍 器 中の、 刀劍類 及び その 装飾 金物、 獻 P び， 具 
の 如き ものである。 をれ 等は 皆當 時の 金工の！! 辦を語 る 
ものにして、 中 {C は 支那 朝鮮ょ 6 傅來 した もの も 少な か 
らず混 つて 居れ ど. 本邦の 製と 思 はれる！！ 作 7P M? 5- 見る 
べきで ある。 例へ ば 鏡 (C は 背面 {C 漆を 施して、 鳳凰、 鶴 
又は 草铊の 紋様を 金銀に て 贴什 した ものが あ 6、 或は 背 
面 {C 七 寶を裝 つた ものが あ 6、 或は 螺鈿を 以て 鏡 背を g 
裝し たもの が あ- ON、 皆 美を 極めて ゐ る。 刀劍 類には 概を 
磨 出 蒔繪に し、 金物には 金銀を 用 ひ、 彫刻に 珠玉を 嵌裝 
し、若しくは彫刻してをの地肌に、粟紋を蒔いたものが 
ある。 殊 ic 此の 彫金の 手法 } C 至つ ては、 多く 此の 時 ic 新 
意 tr 創めた もので、 金、 鈒 、銅を 以て 鉸具類 接合の 箇所 
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に 蠘付の 手段を 施した と共に、 金工の 發 達の 顯 著であった 事實を 語っ て ^) る。 要するに、 今日 各赛門 
に 先れ てを の 技を 誇っ て. Q る 諸種の 金工 術は、 奈良朝 時代に 旣に 悉く 備は 〇 て ゐた ので ある。 正に 中 
一 ® 以後に 於け る 我が 美術的 H 藝の最 頂點を 示した ものは、 此の 奈良朝 時代と 云は ねばならぬ。  , 

第五 章 藤 原 時代の 金工 

I 藤 原 時代の 金工 I 奈良 朝に っいで、 普通の 美術史には 弘仁 時代 又は 王朝 時代が あ々、 更 k 
| 藤 原 氏 齡以時代を區熱する^金エには此の時代を區劃するやぅな進步を認められなかっ气殊に暫 
く佛 像の 鑄 造が 少な かった 爲め 、比較的 大規模の 技術を ぎふ 乙と なく、 僅に 鎚 起、 鎚 金の X を 以て、 

I 佛 具、 甲冑 刀劍の 金物、 建築の 金物 等 5: 製作す るに 止まっ たが、 をの 代 6 乙れ 等の 小品には 甚だ 見る ベ 
| きものが ある。 例へ ば 王朝 初期の 作には、 常時 眞言 密 壇の 莊嚴修 法具 等の 製作の 盛で あっ / 2 爲 め、 杵、 
| 鈴、 金剛 盤、 寶 瓶、 鈷 等の 類 {C 最も 形狀の 優れた ものを 見、 現に 高 野 ill 及び 柬寺 、醍醐 寺 等の 古刹 ! C 
I 傳 へられて ゐる 。尤も その 中には 支那ょぅ 傅へ たと 思 はれる もの もな v« ではな S。 藤 原 氏攝關 時代の 
金工は、 他の 技術と 等しく 法 成 寺の 建築に 依っ て 一段の 發達を したら し S。 しかし 法 成 寺を の 他の 大 
# は 殆ど 全く 亡失して、 僅に 鳳凰 堂が その 中期の、 金色堂が をの 末期の 技術を 語っ て， Q る R 過ぎない。 
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しかしを れ等の 寺 堂に 見る 裝飾 金具は、 當時 流行せ る 淨土念 佛の敎 を p iaz して、 形狀の 美、 模轰 lo x 
一共に 他の 時代に 見るべからざる 趣 1: 發 揮して， Q る。 

一 广當： 代作 品 1(7)' 賣列一 今 中毒 金色爸 一 ? 示覽 に、 此の 堂は 天 仁 二 年に E- 歡 きの 建立 
j した 佛殿 にして、 內 外に 金箱を 貼ぅ、 柱 梁枓桷 には 何れも 彩 藻を繼 い、 螺鈿を gg し、 世に 「光る 堂し 
一と 稱 する 名に 背かざる 莊嚴の 美を 極めて， Q る。 殊にを の須彌 壇を 裝 飾した 金具の 如きは、 精巧 眼を 絜 
I ふ ものにして、 その他 香 狭間の 孔雀 形に 半 肉の 毛 彫を 加へ、 上下の g {c 打っ た 金物を 透 彫と なし、 
一形 狀と 模様と R 共に 言 a 知らぬ 穩雅の 美を 示す ものである。 鳳凰 堂の 天蓋 及び 堂內の 各部 裝 飾の 金物、 
一紀 伊 阈淨明 寺の 須彌 壇の 金物の 如き も、 殆ど 金色 党と 同様の 作で ある。 又 鏡鑑に、 船 11 和式の 新風を 開 
| き 頗る 見るべき 名のを 出した のも實 {C 此の 時代に して、 鏡の 形狀と 模様と、 共 {C 當 代を 以て 最も g o 
一とせ ねばならぬ。 松 鳴 鶴、 山吹 等の 紋様 も 此の頃に 用 ;: A られ 始めた。 

I 一— そ… の 他 ^bL,r_ をの 他當 代の 遺品と しては、 河內國 土師 神社に ある 11 煎 {C 齡られ た 彫金 
一物は、 菅 公の 遺物と 稱せ られ 、延 喜の 頃の 製作で あぅ、 伊勢 國豐當 崎 文庫の .が 大神宮へ 獻納 
した 飾付の 太刀 金物 も、 此の頃の 作に 疑 rsQ o s て 平家 時代に 至っ ては、 一面に 裝 飾の 華美を 好 IJ- 
と共に、 他面に 武器 製作の 進歩 じたた めに- 剛柔 相俟って 美術の！ に 向っ て 居た。 その 華美なる 方 
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二  H 

面を代表するものには、平氏納經卷の裝钸金物がある。安藝嚴島神社の所藏にして、三十餘卷各々 
裝 飾の ' # 匠を 異にし、 軸は 寶珠 形に 作つ て ある。 又 五輪の塔 婆に 凝した もの 4 ある。 mg: 物に もまた 
唐草、 龍、 竹、 佛器 等に 繊麗 艶美なる 技 HVJ 示し、 何れも 細かなる 透 彫を 以てして ある。 また 此の經 卷 
一を 納れ た两 も、 烏 銅に て 龍と 雲との 彫刻 置 金物を 裝つて ある。 他の 剛健なる 作品は 卽ち 武器、 殊に 甲 
一冑 及び 刀劍 であるが、 しかも 甲冑は 尙ほ 優美に 近く、 刀劍は 寧 ろ 鎌倉時代に 於 s てを の發 達の 頂に あ 
つたから、 共に 乙、 には 語らない。 

I  第 六 章 鎌倉時代 以後の 金工 

\ _ 

- SLr^ ^ 一八，— 鎌倉時代に 於 s て、 最も 著し v> 發達を M た 金工は、 日本刀の 鍛鍊 であっ 
一た。 卽ち 今日ょぅ、 古刀と して 珍重せられ る もの、 多くは、 此の 時代の 製作に か、 6、 名 鍛工の 輩出 
一したる乙と、擧げて數ふ可からずであつた。その他甲冑武具に關係した佘エ、及び齡娜の金具等も未 
|前の發達をなして、武人時代のエ藝たる所以に歡かなかつた。をの他齡 <& その製作を紀ちた佛像の鑄 
作 も、 亦 此の 時代に 入つ て 二三 5: 見る 乙と が 出來 た。 卽ち乙 れ ょぅ 先き、 安 §• か. の 治 承 四 年の 兵亂 に 
奈良東大寺の大佛殿が燒失して、大佛の頭が地に落ちるとぃふ一大事があつ '/2 。乙、に於ぃて養和元 


ェ 金の” 後以 代 時 倉 鎌 
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年に その H を 起し、 壽永一 一年 二月、 大佛の 右手を 鑄、 その 四月には 佛頭を 鑄て、 五月に 至- cs 鑄 造， VJ 竣 
つた。 前後 鎔銅十 四ヶ 度に して その 功が 成つ た 次第て ある。 その 用材は 熟 銅 八 萬 三千 九 百 五十 斤、 镀 
金 用の 黃金 千兩 、押す と 21 ろの 金箔 十 萬 枚、 水銀 一 萬 兩 、鑄 エは宋 人 陳和卿 以下 七 人、 口 本 鑄物師 ¥• 
部是助 以下 十四 人 {C してし 鑄 造した と S ふ。 をの 他法隆 寺 金堂 西の 間に 置く 阿 彌陀像 一軀は 、貞永 元 
年 八月、 佛師康 £ の 作つ た 木像 {C 依つ て、 銅 エ平國 文が 鑄た もので あぅ、 相 模國鎌 倉 深 草の 里なる 阿 
彌陀 勿 來の大 銅像、 卽ち鎌 倉 大佛は 建久四 年、 鍛工 丹 治友久 が f« /2 ものである。 その他 當 時の 作品と 
しては、 水瓶、 花瓶の 類 R 、 飾 金物の 類に、 或は 鏡鑑に， 藤 原 時代の 制 式ょ 6 出て、、 別に 新機軸は 
開かな かつた けれども、 また 見るべき ものが 若 千 遺つ て ゐる 。例へ ば 大和 法 基 寺 1C ある 浮 i 4 銅 花 
瓶は、 牡丹 唐草の 浮 模様 ある 靑 銅の 鑄 造に して、 座は 蓮 花形と なつて ゐる 。をの 浮 模様な どの 肉 合最 
も 美は しく、 圖樣 もまた 巧みで ある。 奈良春 日 神社の 緋緘甲 冑 、同じく 手 向山 八幡宮の 飾 鞍な ど數へ 
立てれば 精 作に 加 ふべき ものは 甚だ 多 S。 然れ ども 刀劍 、甲冑 等は、 別に 欄を 設けて 說 くから、 乙、 
には 略して 置く。 

一.， 室町 特 代の 金工 1—1 斯くて 室町 時代に 依つ て、 武人の 勢力 益々 盛なる に 及びて は、 金工 名 ま 
た 武器 殊に 刀劍の 技工に 著しき 發 達を >i たので ある。 その 最も 有名なる は 彫金の 術に 入神の 春の あつ 
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た 後藤祐乗 である。 彼は 货 (^ 刀劍の裝飾金物 ^ 1種の新機軸を出したもので、をの天禀の技倆は前代 
無比、 精 微巧 妙を 極めて ゐた 。加 ふるに 後藤の 一派、 後に 至る まで 名工を 輩出し、 その 家 連綿と して 
終 lr. 明治の 代まで も傳 へて 來た 。卽ち 方 乘に 至る まで 十六 代、 此の 加賀 及び 京都 その他 {C 同派の 工人 

が 頗る 多 S。 後藤と 共に、 室町 時 
代の 初めに 甲胄 H 明 珍寶宗 安が あ 
つて、 M れまた 武具の 工人と して 
は 稀世の 名を 博した。 乙 れまた そ 
の 子孫が 德川 時代にまで 及んで ゐ 
る。 それと 共 ic 刀劍 の附屬 として 
鍔 (又繹 )の 製作 盛と なう、 徳川氏 
の 初年に かけて をの 工人が 頗る 多 

い。 而し てこれ 等の 武器の 製作と 共に、 別種の 金工 品が. 製 出せられ た。 中に も 茶の 餳 S 流行 1C つれて 
茶の湯 釜の 名作が 多く 出で るに 至つ た。 その 最も 古き ものは 筑 前蘆屋 ょう 出づる ものにして、 乙れ を 蘆 
屋 签と稱 し、 後小松 天皇の 應永 年間ょう 盛に 鑄た 如くで ある。 足利義 政の 頃には、 菊 桐の 紋様を 鑄 出 
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して 朝廷に 獻 じ、 義 政の 東 山 k 退隱 し、 珠光 等を 師 として 謀 h 茶 事を 玩んだ 頃には、 土 佐 光信に 命じ 

て 下圖を 描かし めて 乙れ を 鑄 造し、 嗦 た畫僧 雪 舟の 周 防、 長 門 ^ 往來 する や、 蘆屋の 鑄 X はこれ に 乞 
^  . 

|  S て 下繪を 求め / 2 と S ふ。 をの 他 茶道の 附屬 品と して、 色々 の 物が 出來 たけれ ど 名、 大作 物は 餘 6 多 
j  くな か 0 /2 。 

一桃山時代の金エ1 つ い で 桃山時代 {C 入つ ては、 織 E 信 長の 安土 城を 築き、 更に 1 i. i* H* 0 
聚落 第， 大阪城 及び 桃 山城を 構築し、 ま 穴 諸 大名の 築城 頻繁なる に 及んで、 建築物に 用 ふる 金工 作品 
|  夥しく 製 出せられ た。 而し て ^ れ等は 皆 所謂 桃 山 式の 特色を 備 へ、 釘 隱しな ど 頗る 見るべき ものが 
一あ 0 た。最も有名なるは、桃山城百間廊下に吊3れたる鐵燈籠等で、をの鑄造者は辻與次郞實久であ 
る。 彼は もと 近 江國辻 村の 鑄エの 家に 牛： れ 、京都に 出で、 道 仁を 帥と した。 今 京都 豐國 神社に ある 鐵 
燈籠 、及び 知 恩院茶 場の 雲 龍の 大釜 は、 共に 與次郞 の ■傑作て ある。 一方、 此の 時代には 戰國 時代を 經 
過し、 世は 尙ほ撥 の 姿を 續け たから、 武器、 甲冑、 をの 他 刀 劍の裝 飾 等は 頗る 發 達し、 乙れ 等 
が 相 待つ て 德川 時代に 於け る 金工 精華の 源を なした ので ある。 

第 七 章 最近 代の 金工 
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i  _ 川 時 n の 金 J 一  德川 氏が 幕府を 江戶に 開いて から •世は 
三百 年の 泰平に 入 6、 一般の 文物 大に 進歩した が、 中に も 金工は 
長足の 進展を 見た。 た <、 をの 主として 抜 巧の 一面に 偏し、 跟琢 


まつぎ 


の 末技に 力を入れた のは 惜しむべきで あつたが、 しかも 貴 金屬の 


3 とん 


彫刻術の 如き 此の 時代に 於 s て、 殆ど 空前の 隆盛を 致した。 從つ 
て 諸 名工の 輩出す る もの も 頗る 多く、 卽ちそ の 初期に 於いては IJI 
城_ 廣瀨 村に 廣瀨淨 林 出で、 その他の 釜 師に大 西淨淸 あ- CN、 淨淸 
は两 村道 仁の 門人と して 多くの 名作を 遺した。 淨淸の 門下と して 
は、 能登阈 に 宵 g 寒 雉が ある。 その子 孫は 世々 加賀 金澤 R 住して 
今に 至つ て ゐ ス 〇 そ の 他 茶器を 作る チ； に 中川紹 益の 家、 金 阪五 
郞三郞 の 家が あ 6、 龍 文 堂と 號する 四方 安： 斗の 家が あ 6、 皆 代々 
京都に 住した。：. 龍 文 堂ょ ぅは、 支那 周 漢の古 銅を 模する に 巧みて 
あつた 秦藏 六を 出して ゐる 。また 三 具足、 五 具足 等の 佛具師 とし 
ては、 大阪に 中尾宗 貞あ ぅ、 京都の 村 上長 兵衞 は、 所謂 鍋 長に し 
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釘  隱 溝口禎 次郎 氏藏 
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て、 宗貞の 門ょ 4 出で、 ゐる。 页に文 
化 文政の 頃江戶 に 出で た 名工に 利 田 整 
珉が ある。 その 門人に も 名工が 多 S。 
また 木 村 渡 雲 及び 正常の 如き も あ- CT 
寶子山 宗珉は 整 班 晚 年の 門人で ある。 
別に、 乙れ ょ* CN 先き 延享の 頃に、 長 崎 
に 德乘と S ふ ものが あ 气 M l »g 嫩を 
業と した。 その子 龜女 もまた X を g； み 
にし、 世に その 製作なる 黃 銅製 ll^ 0r ^; 
籠 等を 傳へ てゐ る。 尙ほ 裝劍彫 金工と 
して、 德川 時代に 入る と、 後 M. 家の外 
に奈良 派なる ものが 出來た 。要するに、 
M ガ 時代には、 諸般の 金 工大 ic 面目を 
發 揮し、 繊巧の 嫌 s は あれ ど 名、 頗る 
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釘  0  舊 小石 川 7K. 戶 邸 /! J 


見るべき％ のが あつた ■ 


東 !••; 帝 M 博物館 藏 
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代の 金工 _ 然るに 明治の 世と なる {C 及んで、 時勢は 急變 
して 武門 武士の 特權 階級を 打破し、 i| 爪 命の 制定 あ- CN、 西洋 文物 
の 輸入 あ 6、 爻た 德川 時代の 金工を をの 儘に 持續し 得ざる ic 至つ 

た。 故に その 工人 等は 保護者を 失 a 、 生計の 途 R 窮し 、彫金師は 
煙草 入の 金具を 製し、 鑄 金工は 鑄 浚の 業に 轉じ 、また 甲胄 H は鐵 
器の 製造者と な 3、 釜師は 茶道の 衰頹 と共に、 鐵 瓶の 製作 {C 着手 
し、 以て 辛く も 糊口の 資 を 得る の 有様で あつた。 けれども、 海外 
との交通は彼等に種々の餘澤を與へ /2 。例へば鑄銅品の如きは、 
古代の 作品を 始め、 近く 文化、 文政 時代に 名を Itli51 せた る 4 於一 派 
の 作品に 至る まで、 頗る 外人の 賞玩を 博し、 をの 末派 多く ¢1 型 鑄 
造 品を 製 出して、 海外に 輸出す る ものを 見た。 ^ の 多くは 東京の 
製品 なれ ども、 他に 鑄 銅 品を 出す 地は、 加賀 の金澤 、越 中の 高 岡 
尾 張の 名古屋 、及び 京都、 大 K の 如きを 主と する。 また 佐 渡の 4 
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間 琢齋の 如き、 別趣の 作品 5: 出せる 現代の 名工で ある。 尙ほ 明治 大正の 時代に 於 S て 特記すべき は 銅 
像の 製作で ある。 由 來我邦 には 佛 像の 大鑄銅 は 乙れ あう と雖 ど％、 人物を 鑄た ^ の、 大像 はな かつた。 
然るに 西洋 文 0/] の 入る に從つて、彼に習つて此の種のものを造られるに.至6、叽治二十四五年以後、 
年と 典に をの 製作龅 になう 陸軍 砲兵 工廠 及び 東京 美術 學校 等" 官設の 鑄 工場に 於 S て 製作せられ る も 
の 最も 多く、 明治 二十 七 八 年 以後に 至つ ては、 一 工人の 小 工場に 於 S て 鑄 造す る 等身 銅像の 類 枚 擧に 
1 fk な S。 實に鑄 金の 大作の iS せる と、 をの 技術の 進步せ る 乙とは 奈良時代 以前に 比すべき 盛 觀と 
言は ねばならぬ。 

rw 治 乙れ 等の 金工 家に して、 德川 氏の 末葉から 明治の 初年に 瓦つ て 最も 名を 
知られた のは、 後藤 一乘 、加納 夏 雄、 河 野 春 明の 如き 彫金 家が ある。 殊に 夏 雄は をの 習得せ る圓 山風 
の畫 技を 直に 彫金に 應 用して、 片切 彫を 完 11 じ / 2 者で ある。 明治 二十 三年、 東京 美術 學 校に 彫金の I 
科を 設けられ るに 當 う、 擧げ られて 敎授 とな 6、 又 帝室 技藝 員 K 任ぜられた、 帝室 技藝 員に 香 勝勝廣 
塚 i 秀 鏡、 豐川 光長 あ 6、 海 野勝珉 も 亦 彫金の 名手で あつた、 是 等の 人々 の 製 出した と 乙ろ は、 廢刀 
以後、指環茛入の金具、鈕釦、香爐、铊瓶、人物等の彫刻を主とし 7'2 。咬た鎚起は古來多く見ざる製 
品を 作る に 至 6、 置物、 茶器、 花瓶、 香爐 、花 盛 器、 珈琲 具、 その他 西洋 室内 調度 類が あ 6、 をの エ 
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人の 名 ある 者には、 平 田 重 光、 平田宗 幸、 黑川榮 勝の 如きが 知られる。 鎚 金の 工作に 至つ ては、 nJJ 治 
に 至つ て 一進 塊を 呈 し、 時計の 鎖の 如きを の 最も 進步 した もので、 その他 鉦 釦 、婦人 頭 髮裝飾 具 等い 
づれも 西洋と 交通して 後の 需要に 應じた ものが 多い。 その他 煙管の 如きは、 現代に 至つ て 美術的な も 
のを 多く 製 出し、 頗る 見るべき ものが ある。 要するに、 貴 金 M X の 盛なる 乙とは 現代に 及ぶ ものな く 
金銀 赤銅 等は 勿論、 白金の 如き 新 材料を 以て 精 美の r を 競 ふ もの あ 6 貴 金 屬を巧 に 交 混し、 寶玉 を，：：！ 
曲に 嵌めて、 技の 極に 達して ゐ る。 ^ た アン チモ- 1 t の 如き 本邦 特產の 金屬を 鑄熔 し、 若しくは ア， 
ミニ ユムの 如き 便利なる 代用品を 以て 一般の 需用に 應ず るな ど、 現代の 金工は 各方 面に 涉つて 發展し 
た。 而して 乙れ 等の 勃興を 助けた る もの、 先づ明 治 二十 年代に 美術 協 # 、 柬京 彫刻 X 會の あぅ. つい 
で、 美術 學校に 於け る 鑄 造、 彫金、 鍛 金の 諸 科の 置かれた る あ 6、 また 明治 三十 三年 1C 日本 金 : [: 協會 
苋京 彫刻 3: 會等 の設截 せられる あ 6、 更に 近く 束 京 鑄金會 の 設立を ii て、 機運は 益々 向上した。 
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第二 編裝劍 及び 甲胄 エ 

一， 

.  第一章 後藤 祐乘の 一派 

|  一. 後-藤— 派— の解說 一 近世に 於け る 金工で、 最も 發 達した のは 刀劍 及び その— S 航^！ である。 刀 
|  につ S ては ^ I 項に 略述した が、 乙れ か裝飾 具卽ち 裝劍エ なる も のは、 刀劍に もまして 大に 見るべき 
|ものがあつた。蓋し刀劍は * 來實用と共 ^ „修飾の目的を加へたもので、殊に近世に於いてをの齡 
一向 益々 喪し き (C 至つ た。 わけて、 m uf 時代に 及んで 後藤 ••とい ふ 彫 金工の 世に 駆 はれ、 その% 11 の 
一 技倆を 裝劍の 術に 施して ょ--、 所謂 後藤 家 Mt が 前代 無比の 巧妙 精微 なる ものを 出し、 以て 裝劍エ とし 
一ても、 彫金 術と しても 我が 金工 史上に 一大 革新を 開く に 至つ たので ある。 故に 先づ 、彼の t 齡： ^ら語 
\ つて 行かねば ならぬ と ;， LI ふ。  1 

\  S— 藤 祐乘 の 傳」 後藤祐乘は姓を44とぃ3"實名は£通稱は11郞兵衞、薩_の產に 
して、從五位下右衞門尉後藤某綱の嫡子である0生れたのは永享六年の乙と、幼名を4办ルとい；5、 
天性彫刻を好み、八歲の時土砂を以て猿の形を造つたと乙ろ、^|^|飛び來つてをの土猿を甫へ、空中 
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i 一一 六 

に 去つ たと 傳 へられる。 成長の 後、 將軍義 政の 近侍に 擧げ られ たが、 十八 歲の 時、 朋輩の 土に をの 才 
智を Ms まれ、 義政 4C S ま^-讒言 S れた ので、 義 政は 怒つ て 彼の官 を 罷め獄 に 投じた。 時に 偶 々盛夏 
\ の 頃で あつたから、 獄表 彼を 憐れんで 一顆の 桃を 與へ 、炎暑の 渴を 潤さめ した。 を こで JH* 奥は 乙れ を 
一喜び 食 a 、 咬た ik 小刀を 請 a て 右の 桃の 核 ^ 三 王 七 社の 神輿、 十四 艘の 船、 及び 六十 三 頭の 猿を 彫 
一 5 て、 乙れ を 獄 士に與 へた。 然るに 獄士 乙れ を 見て 非凡の 作た る ic 驚き、 義 政に 獻じた 。義政 一見し 
| て その 技藝に 感じ、 獄ょ 6 出して 刀劍裝 具の 彫刻を 命じた。 乙れ ょ-正 奥は 剃髪して 祐 乘と號 し、 法 
一橋に 叙せられ、 下 繪を狩 野 元 信に 求めて 謀ら 裝劍 具の 彫刻に 從 事した ので ある。 SI に 此の 事後 花園 天 
一 M« の韌 聞に 達し、 法 印に 陞叙せられ た。 義政 もまた 深く 正奧の 技藝を 愛し、 近 江 國坂本 鄕の內 {C て 食邑 
一二}： 1貫を與へた。永正九年五月七日、年七十九で歿した。山城愛宕郡上品蓮蕞寺石藏坊に葬つた。 

\ 一祐乘 の 作品 一 彼の 彫金に 於け る、 龍、 獅子、 人物 等、 肉 高く鑽 强 く， 其 刀痕 疎なる： f ん 
I 如くに して、'  しかも 密に 熟視す H ば おの づ から 神釆の 活動して， Q るのを 見る。 晚 年の 作に 至つ ては、 
穩雅に して 益々 品位の 高 S を 添へ て ゐた 。殊に 龍の-作の 如きは 手 爪に 非常の 力を 籠め、 眉、 唇 及び 顋 
の 如き、 緻密に 工夫を 凝らし、 ょく 目 貫に 適する 様に 四方を 低く、 肉の 高低を 加減し /2 如きは、 をの 
意匠 實に嘆 服 1C 堪 へたる もので あつて、 唆 乙と に 齡 1 :の 名工と 云は ねばならぬ。 彼の 子孫は 十數 代打 
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ちつ V き， 明治の -fit: に 至る， St で 7» e) 刻 風を 傅へ てゐ る。 彼の 代表作には 前 田 侯爵 家の 俱利加 羅龍三 所 
物、 同家の 濡烏目 貫、 稻垣 子爵 家の 三番 叟三所 物の 如きが ある。 三 所 岬とは 目 貫、 小柄、 笄 をい a 、 

へ 乙 の俱 利加羅 龍は 秋 田 龍と て 前 田绫に 傅は つたへ il 名な ものである。 ^ た 濡烏目 貫 も 後藤 名作 中の 名作 
一にして、 最初 明智 光秀が 後藤 家に 懇望して 乙れ を 獲、 つ S で 織 田 信 長ょ 〇 豐臣 秀吉に 傅は ぅ、 咬た 加 
j 藤淸 正の 手に入ぅ、 つ a に 前 田家の 有と なつた 由緒の あ.' 〇ものであ 〇 。 

一 一宗 乘 と— 乘眞 ー ニ 代 目は 後藤 宗乘 とい a 、 祐乘の 子に して、 法眼の 位に 叙せられ た。 永 
一祿七 年 八月 六：：：、 七十 八歲を 以て 歿した とい ふ。 をの 技は 闽ょ 6 父に 劣らな いけれ ども、 作の 佳なる 
j ものに 至つ ては、 父子 何れで あるかを 分別し 雛い もの も あ- CN、 あの づか ら穩雅 の 趣を 具へ てゐ る。 そ 
\  の 子乘眞 は卽ち 三代 目に して， 永 祿五年 二月 六日、 年 五十八 歲にて 江 州 雨 坂 本 R て 戰 死した。 その 彫 
| 刻は 1 i 痕銳 くして、 山 高く 谷 深く、 弗 だ 剛健の 趣が ある。 前 田 侯爵 家の 蓬萊圖 小柄、 柬京今 村 氏の瓢 
j 箪餘目 貫の 如き 世に 知られた る 乘眞の 佳作で ある。 

\  第二 章 後藤 家の 子孫 

一光 乗、^! m 乘'— 榮 w~i 後藤 家の 四 代 目は 光乗と いひ、 乘眞の 子に して 名を 光家、 一に 祐伯 とい 
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ひ、 通稱は 四 郞兵衞 であつ た。 父 乘眞が 永祿五 年に 江 州で 戰 死した から、 をの 後を 繼 いで 法眼の 位に 
叙せられ た。 彼 も 亦 名工に してょ く 元祖の 風を 守つ たが、 殊に 肉 高く 緊密に して、 JL つ 品 位 ある 彫 法 
| にて、 上 三代の 精を 集成して 後藤 家の 技術を 完成せ しめ 六 ものである。 元 和 六 年 三月 十四日、 年 九十 
| 二で 死んだ。 をの 弟 元 乘も亦 名工の 中 R 加 へられ、 その 作に 武者を 彫刻した 小刀 柄の 如きが ある。 彼 
|は眼を造る ^ 目打鑽を川ゐた痕が見ぇる。蓋し乘眞の頃までは滑劍鑽を用ひたとの乙とである。五代 
目 後藤 德乘は 光乘の 子 R して、 名は 光次、 のち 正 家に 改めた。 法 印の 位に 叙せられ た。 また 豐臣秀 冇 
| の寵を 受け、 天 正 九 年 その 食邑を 某鄕に 賜は つた。 豐 太閤の 用 CA た 紋章の 桐は 德乘の 彫つ たもので あ 
| ると S ふ。 故に 後世 此の 風の 桐を 德乘榈 と 呼んで ゐる 。また 天 正 十六 年、 豐 太閤の 命 {C 依つ て 大判 金 
小判 金を 製し、 をれ JC 光次の 刻印を 用 a たが、 此の 風德川 時代に 至つ て も 襲 はれた。 その 彫刻は 穩和 
にして、 往々 光乗の 作と 紛れる ものが ある。 寬永八 年 十月 十三 日、 年 八十 二で 死んだ。 彼の 門人 野 村 
一正 時は 阿波敝 の祖 にして、 德川 時代の 末期まで 子孫に 技法を 傅へ て ゐ た。 六 代 目は 榮乘 にして 徳乘の 
| 子で ある。 彼％ 法眼の 位に 叙せられ、 をの 趣は 光乗、 德乘の 風を 折衷して、 一 m 素朴の 風が あつた。 
最も 人物に 巧みと 3 れ る。 

r 顯乘 、卽 一菊、 程 忝 一 七 代 目は ^ • 乘の弟 顯乘 が繼 s だ。 彼は 名を 正繼 とい ふ。 乙れ ょ 6 先 後藤 


家ょ寬 永年間ょ. cs IJli* 州 ^ • の 祿を受 ける C と JC なつた ので、 優秀の 作品は あの づ から Ini 侯の 手中に 歸し 
2 。 M. m- はすべ て活 勧せ る 彫刻の 風を 好か、 最も 武者の 彫刻 ic 妙を 料て、 後藤 家 中興の祖と 稱せ られ 
|る。4ル於 1- ハ水所藏の熊谷敦盛小柄の如き、彼の得意の作である。寬义三年、年七十八で死した。八 
一 代 目は ^ ' m* の 男. 务にして、名は办 3' 、十五歲の時、七代のあとを襲つた。後藤家 ^ の名人にして、 
後一 ^ - や办务 と共に 一一 一作の 一 に數 へられる 〇鑽法 昏乘の風があつて頗る_健の趣を備へた。惜しいかな、 
藤 三十 二歲を 以て、 寬文八 年 十一月 十三 U に 死んだ。 稻垣 子爵 家の 賴政鶴 退治 目 貫の 如き その 代表作で 
家 | あらぅ。 九 代 目 m- i- i m* は 七 代 目. IS- 1. の 男で ある。 その 彫刻に 光乘の 趣が あつて、 鑽痕 頗る 深く、 强 
〇 一  い けれども 甚だ 8|にして戤妒がある。謝心.齔家の三所物狂獅子は純金彫刻の精品にして、圖様が 
子 | 活動して ゐる 。同家には 他に 義經弓 流 小柄、 廳圆 小柄の 如き 彼の 精 作が 遺つ て ゐ る。 延寶 元年、 年 七 
、(十で 死んだ。 — 因に、か蔽象では、此の九代程乘までは、をの品高く、一見家風なる乙とを識別3 
一れ る けれども、 十代 目の 頃からは、 當時 別に 橫谷 家が 勃興した ため、 おの づ から それに 壓 せられて 寫 
一生 風を 混じ 來つ た。 

- 一 產桊、 ^ 通 乘、 その 池 I 十代 s： は m* «» M. m' とい ひ、 八 代 目卽乘 の子である。名を光信といひ、そ 
の 作， ？?. - m« こ 比すれば 0! の 風が mr いけれ ども、 なの づ から 一種の 雅致を 伴つ て ゐる 。彼は 寶永五 年 八 


s 

十二 歲まで 長命した のて、 從つて 作品 も 多く、 また 多くの 門人を 養成した。 尙ほ 此の 人から ^ を 江 p 
に 移し、 家風を も變 じた こと 前述した。 十一 代 目の 後藤 通乘は 名， V 光壽 、初め 通稱を ： f- ハ j ±- 、 のち 
一四 郞兵衞 と 改め、 程 乘の弟 仙 乘光淸 の 子に して、 十代の あとを ついだ。 此の 人" 雕琢の 術に 心 懸けが 
I 厚 かつた から、 每朝 食前に まづ鑽 V」 取ぅて 靑海 波を 彫 6、 終つ てから 食事を したと S ふ。 彫刻 華麗に 
後 I して 廉乘ょ 6 も 細密で ある。 光 r€. 、 卽乘 と共に 三 作に 加へ る こと も ある。 當時 橫谷宗 珉の 作が 世に 行 
藤 | はれて、 家風が 將に壓 倒せら れんと したので、 元祖の 風を 一變 し、 繪風を も 加へ るに 至つ た。 享保六 
家 一年 十二月 二十 七日、 年 五十八で 死んだ。 彼の 子の 壽乘は 十二 代に して、 たく 家の 技を S3? する に 止ま 
の |  $、 寬保二 年、 年 五十 五で 死んだ。 十三 代は 壽乘の 子 延乘に して、 光孝と い a 、 その 鑽 太く、 IL つ g 
子  一く、 往 々上作の もの も あるが、 をれ は 下 彫師に 戶張 富久と S ふが あつて、 頗か 妙手に して 代作を した 
孫 一からで あらぅ。 此の 時代に  >  武家の 進物 及び 引手 物 等には 小刀 柄、 笄及び 目 貫 等の 贈签 盛に 行 はれ、 

| ために 家風 作品に 光孝の 極銘の あ - 6 ものが 多 S との 乙と である。 天明 四 年、 六十 四で 死んだ。 十四 代 
| 目は 後藤 桂 乘とい a 、 彫 法 光孝ょ 6も劣つ ?2 。享和四年、年六十五で死んでゐる。十五代目は後藤眞 
乘と稱 し、 彫刻は 桂乘 ょ'^ も； ! J' に 劣 6、 後藤 家の 衰微 rjv ic 至つ て、 極まつ たので ある。 


第： 二章後藤家以外の轿金エ  ：：  ， 

i  5 很ゎ —— 1 »1 立 一 以上が m- s- ’ の大體 であるが、 德川 時代に 於け る 裝劍の 工人は、 後藤 M-- 
一の 外に 冇力な る數 家の崛 起を 見た ので ある - J, 1 し 元 和偃武 のの ち、 金工 もまた 諸侯の あ 抱と な 6、 重 
R 一祿を 受ける 乙と、 なつた ので、 航 々その 技術を 贈く 乙と を 得た のみならず、 上下 一般 泰平に 慣れて 刀 
家 一劍も よ 64 裝飾 R 重きを® いたから、 前代に 比な さ 精 美を 盡し たものを 要求し、 乙、 に 家風を 守 
2一れる於4一家の外に、名エの輩出を見たのである。卽ち寬文元祿の盛世に及んで、橫谷宗珉等出でて 
の 一奶财 以外に & Mt とて、 畫の 筆意を 彫る の 巧技を 娜め 、をの 謀ら W 間の 需要に 應ず ると ころよ*^ 町 彫の 
崭 I 名稱が あつた。 また 別に 奈 良風 彫と て、 太 V- 鑽を 用 a て 一種の 風趣 ある 圖樣を 彫る の 風 起 6、 各々 門 
个 一人よ 6 門人を 出し、 支流よ 6 支流に 分れ、 をの H A つ a に 幾 百 千を 數 へたので ある-今 左に、 後藤 家 

一 以外の 名工を 略說 しよぅ、 

\  一 後. 藤の 分派 I 先づ 後藤 家の 弟子に ては、 後藤 德乘の 門弟に 野 村 正 時が ある。 號 を宗徳 

-とい ひ" をの 彫刻の 風は ぎの 如くに して、 金色 燦ぎ‘ 、事ら 華麗なる 趣を 發 揮した ものである。 そ 

rt 

れに ついで &40 |1!> が出でた。意德と售し、寶永五年に死ん'たが、彫刻甚.た巧にしてノ鑽痕もまた極 
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めて 强か つた。 ついで 野 村 正 矢、 號を友 喜と いふ もの 出で、 乙れ また 金色の 濃厚なる 製作を 好み 上手 
の 聞ぇ が あつた。 i •藩に 招かれて 彫工と な-^、 乙れ ょり 阿波 彫の 名が ある。 享保七 年に 死んだ。 野 
村 氏は !-• 矢の 後、 正吉 、正 行、 正道、 正忠 、正 次、 正 光 等、 相繼 S で 業を 傳へて ゐ る。 他に 津尋甫 な 
る 者が ある。 はじめ 野 村 正道の 門に 入つ て 鑽 法を 受けた が、 のち 通乘の 弟子と な 6、 後藤 家の 家風を 
彫刻した けれども、 元來 名人に して、 一流を 出した。 殊に 當時 は晝 風、 奈 良風 等の 盛んな 頃と て、 本 
家&4すら家風に畫風を加&した時にあた6.、獨立して家風を彫つたのは、實に一見識と言はねばな 
らぬ 。從 つて その 彫刻は 阿波 彫の 體を I へる けれども、 至つ て 高尙で 世に 賞せられ る。 た C、 正眞の 
もの 少 くして 贋物が 多 S。 寶曆 十二 年 六月 年 四十 二で 死んだ。 本 所業 平 橋 南 藏院に 葬る。 

第 四 章奈良 派の 名工 

一奈 戻 彫の 1111 H I—I 奈 良風の 彫金は 奈良利 輝、 周 防と 稱 する ものに 始ま 6、 此の 人、 寬永元 
年に 幕府へ 召 出 3 れ 、乙、 に 一家を 起した。 つ S で 奈良 利宗の 子に 利 治と いふ ものが あ 6、 1.1| 水 花鳥 
の 類を 多く 彫气 人物の 作品は 少 S けれども、 鏨法 齡&にして、氣力を含み、精巧なるものであつた 
此の人は4をと號し、名人撕象の師である。糾治の子に利永があ6、知閑と號し、をの門下に辰政及 


エ  名の  派良奈 


エ  名の  派茛奈 


呀阻 

び 壽永 等を 出して ^) る。 而して 辰 政の 門には 土屋 安親が あ 6、 壽 永の 門には 乘意が あつた。 利、 7K* の 子 
一宗 利は 小左衞 門と 稱 し、 圖樣に 活動せ る ものの 多き を 特色と した。 宗 利の 子に 宗閑 利 :' fe. が あ 6、 彼は 
| 鑽 太く、 圖樣 働き あうて、 賞 翫 すべき もの 5: 多く 殘し た。 七十 二歲で 歿して. Q る。 また i: 7k« の 門人に 
して 正 春と 銘 する 正 長は、 をの 風 奇麗 R して 力が あ々、 薄に 螳螂 又は 秋の 野な どを 殊にし ほらし く 上 
| 品に 彫つ て. Q る。 TF- 長の 弟子 奈良 正数は 江戶ょ 6 大阪に 移う 住み、 螭 龍の 彫刻に 妙を 得て 一派を なし 
た。 

一 us—g__  U..7 代 !— 1 上に！ T へたる 人々 は、 所謂 古奈 良に 屬し 、鑽 太く、 圆樣 の? 口 肥なる もの 
\ であつ たが、 別に 奈良利 & の 門ょう 出で、 更に 利 永に つ S て 學んだ 奈良 利壽ょ 6、 所謂 新奈 良の茈 源 
一を なした。 彼は 通稱を 太 兵衞と s a 、 江戶本 所の 人に して、 家風に も畫 風に も ょらず して、 別に 草花 
一 鳥類の 彫刻に 一機軸 5: 出した ものである。 奈 良家 三 作 中の 第一位を 占め、 世人 奈 良家の 彫金を 云 ふ 時 
| 必ず 先 づ指を 利壽 R 屈した ので ある。 その 鑽强 くして 働が あ 6、 勇 壯の氣 溢れて しかも 騷が しからず、 
實に 妙： 丄と s ふべき であつ た。 元 文 元年 十二月 十四 H、 年 七十で 死し、 小石 川 多. f 院に 葬つ た。 東京 
淸田ル 藏の大 森 彥七鍔 の 如き、 利 壽の傑 作品に して、 肉 高く 刀剛 く、 しかも 雅朴の 趣 /:' ある。 また 東 
京 帝室 博物館に ある 農夫 圆鍔も 彼の 名作に て、 肉ん rl の兴 だ 巧み -x る ものである。 二 代 E 利壽も 初代に 


エ  名の  派  良奈 


似た 所 •か あ C- て、 鑽痕の ，周到 綿密なる 乙と 古今 1C その 比 •かない。 5. つ 彫 法 親切に して、 初代ょ 6 も lir 
雅なる 趣が ある。 明 和 八 年に 死んだ。 

|  第五 章 杉 浦 及び 濱野 

杉 |  粟 急と 土 PI 安親 I  ii s: s 奈良 11 、 S- 弟子に して、 5: 4 1: と號 し、 9 氣 

® 門と 改めて 深 川 ^ 住した。 信 州 松 本の 人に して 江戶に 住した 。はじめ 各 a* ±. と稱 し、 又 J t か！： と 
及 | も 云 a 乘意は 肉 合 彫の 祖 とも 稱 すべく、 奈良三 作の 第二 位を 占める 名工で ある。 彼の 圆樣は 唐畫を g 
び 一として 意匠を 立てた 如く、 をの 鑽 剛直に して、 しかも 鰕！ ^ の 所に まて 注意し、 あのづ から 風致を 具へ 
濱 | て， Q る。 寶曆十 f 年 九月 二十四日に 死んだ。 麻布 妙藏 寺 {C 葬つ た。 次に ±« i- か is* は 通稱 を， S. A. とい 
野  一 a 、 のち 剃髮 して 東 雨と 號 した。 もと 出 羽 庄內の 人に して、 江戶 に來 ぅは じめ を か如斯 に 〇 き、； M R 
一奈 良 辰 政の 門に 入ぅ、 幾 ばく もな く 出藍の # を 得た。 をの 作は 棒 11 に 似た 所が あれ ども. 別 {C 家風を 
| 兼ねて 一派の 刀 法を 創意し、 奈良三 作の 一に 數 へられる。 をの 彫 風は 高雅 {C して 風流を 節と した。 常 

へ  せら 

に、 彫刻は 下繪圖 取を 專一 にす る ^ あると 云つ て 居た が、 をの 圖樣 如何にも ^ • か 0 如く、 一種 m? 漱 {C 
して 妙 境に 入つ たもので ある。 延享 元年 九月 二十 七 H、 年 七十 五で 死ん •た。 淺草 誓願 寺 中林宗 寺 1C 葬 


野  濱び及  浦  杉 
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つた。 二 代 安親は 初代の 子に して、 その 彫 風 父に 似て 見分け 難く、 只銘は 父ょぅ も 大きく、 安の 字が 
堅に 長い。 

\  野—- 一  家 一 尙ほ奈 良の 弟子 筋に して、 濱野 一家が ある。 濱野政 隨は奈 良 利壽の 弟子に 
一して、 鑽强 くして 自ら 淸爽 の氣 象の 現 はれ / 2 ものを 彫つ 7^2 。師の 風を 學び得 て、 終には 一派を 起し、 
杉 | 多くの 末流を 出して ゐる 。た <、 その 鑽が奈 良 三 作に 比べる と 稍 下品を 免れない。 明 和 六 年 十月 廿六 
滞 一日に 死ん、 た。 大阪平 瀨氏舊 藏の千 鮭 目 貫、 月 波 小柄の 如きが ある。 彼の 門人 濱野矩 隨本ま た、 師風 t 
及 | 學びて 、をれ ょ 6も却つて穩かに綺麗に細密に作る乙とを#た。肉合には乘意の風がある。その大作 
び 一として 傳ふべ きは、 天明 年中に 麻布 天德 寺の 雲 州 侯 廟前石 玉垣 中 門の 靑石 扉へ 彫刻した 十六 羅漢が あ 
薄 一 る。 をの 下繪は 狩野榮 川で あつた〕 矩隨に は 門人が 順る 多 S。 また 岩間 ® C- 盧と て、 初め 遠山 直 隨の門 
fl に 入 6、 後 (C 濱野誠 倍 等 R 從ひ 、また 奈 良利壽 及び 濱野政 隨の押 形を 臨模 して 一家を 立てた ものが あ 
| る。 をの 精巧な ものに 至つ ては、 政隨 にも 敢て 劣らない と 云 はれる。 故 JC 世人 彼を 呼んで 政隨 坊と異 
一名す るに 至つ た。 彼は 又 家風の 彫工 町 田 盛 重と も 懇親で あつたから r 家風を も 知る 乙と が 出來た 。多 
年苦學の功成つて、終に人物或は能面及び動物の類に、先人の未だ成3<る新奇の趣を創意するに至 
つた。 天 保 八 年 八月 十四日、 年 七十 四で 死ん •た。 


第 六章橫 谷の 一派 

\  i 黄昏 德川 時代に 入つ て 金工 界に 新風を 開 s た 最も 有名な 一 派は 橫谷 氏で あつ 
一た。 ^ • ハ かの 祖は >7> la- とい a 、 京 鄕の 人 1C して、 通 稱を 次兵衞 とい ひ、 實 名を 盛 次、 ^ た 友 周と 名い a 
横 一寬 永年 中 江 P R 下.^、 正 保ょ- 〇 幕府に 仕へ て 扶持を 賜は-^、 御 彫物 師 となう、 神 田に 住し * 。 世に 乙 
谷 一れ を ®: S: !: とい ふのは、 へ g: の 子に へ 1: とい ふ ものが あるから、 混じ li S めで あつた。 元祿ご 一年 
一十一 一月 十七 H に 死んで ゐる 。をの 彫刻は か i の 14 颭を學 び、 殊に祐 乘の 趣を 會得 して、 當世 に應 じ、 

の i if 匠 ^ 扣ヽた ものて あつて、 鑽 法に 最も 力が あつた。 彼の 子には 宗知が あう、 父 宗與の 後を ついで S 
一 |府に仕へ、貞享四年に死ん"たが、大名をな3べかつた 
\  r^lolr ^' — とその^^ m- か 家を して 最も 名を 現は さしめ /2 のは 實に宗 现 にょるので ある。 彼れ 
一名は «- や、通稱はか4 #. 、 1- ^« と號した。京都の人にして、貞享中江戶に來う、横谷宗知の養子とな 
一う、 驁に 仕へ.^ が、 別货ふ 所が あつ § で、 元 祿 年中 病と 稱 して 幕府の 扶持を 辭して 、後藤 ■故 以 
一外に 町 f  i めた。 gg とは fsi〆 在？ 人の 需に應 ずる sf して、— の— に對 して S 
た 名 稱であ る。 をの 技 藝の精 妙なる Z1 とは、 祐乘以 來の名 人と 言 はれる、 宗 s( は 分 ic ^f 機軸を H す 乙 

四 九 
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とに 力め、 徒に 模造 (C' 陷る 乙と を 厭 ひ、 如何， に もして 名を 後世に 遺 s' ん ことを ね PS、 

~ よう、 或は 英 一蝶に ちなみて、 下 M を 求め、 繪風鍍 金と いふ ものを 創意して、 & R' 、 一  & 5:' わい か。、 又 
一片 切 彫と S ふこと も、 從來 ない のでは なかつ たが、 宗珉に 至つ て 始めて 妙味を 加へ たので ある。 傅へ 
一て 言 ふには、 寶 永の 頃、、 紀 文大盡 が宗珉 k 牡丹の 目 貫を のぞみ、 手附金 十雨を 送つ たと ころ、 三年を 
一過ぎ て 名你ほ 彫らない ので、 紀文は 待ちわびて 頻 うに 催促を したが、 をの 仕方が 宗珉 の As k かなは な 
谷  いとて、 手附 金を もどし、 その後 や > 過ぎて 彫 6 上つ たのを" をの 頃紀 文と ならび 稱せ られた 某 富豪 
の W に 與へ た。 某は <1 れ R 對し 五十 雨を 謝禮 とした。 宗珉は をれ よ 4 一輪 牡丹を 彫らな かつた から、 世 {C 
. | 乙れ を 一品の 名物と したと S ふ。 享保 十八 年 八 乃 六 U R 年 六十 四で 死んだ、 淺草 本願 寺 中等 院に 葬つ 
一 | た。 子が なかつ たので、 橫谷宗 壽英精 の 二子 宗與 友貞を 養つ たとい ふ。 宗 珉の 傑作と して 世に 知られ 
派一たもの {;: 、朿京淸田氏藏に仁王目貫があ4、同今村氏藏に朿坡小柄がある。你ほ宗與友貞は、鑽の風 
| よく 宗珉 を會得 して 劣らざる ものが あ $、 作 行きの 稍溫 和な のを 異 うとす る。 その 作 R 兩種 あつて、 

\  一は 宗珉 と見兮 がふ もの、 一は 純然たる 宗與の 作と 見ぇる ものである。 安永 八钜 六月 二十 八日に 死ん 
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第 七 章 柳 川の 一派 

「柳 川 の  一家 I 彫 金工 柳 川 派なる ものは、 橫谷 祖父 宗與の 門ん なる 柳 川 政 次に 起る。 政 
一次は 享保六 年 二月 十五 口に 死んだ が、 をの 子 E 政 あとを つぎ、 江 P 神 田に 住して、 通 稱を三 左衞内 と 
一言つ た。 初め 吉岡氏 を 師 とし、 のち 宗珉 上足の 弟子と なつた。 當時 名人と 稱せ られ 、頗る 上手に して 
一宗珉 と >i ^ がふ ことがある。 但し 人物を 彫る ZL とを 好まず、 最も 得意な のは 野馬 及び 獅子で ある。 殊 
一に 獅子は 最も 勝れて、 柳 川 獅子と 稱せ られ る。 納 子の 如き もの も 精巧て ある。 をの 手際 綺麗に して、 
一魈痕 に 力が あつたから、 古人は をの 作を 評して 「石は しる 瀧の あた 6 JC 、 紅葉の さかぅな るを 望 ひが 
一如く、 ii 事に してす ごきと 乙ろ あ 6」 と 云つ て. Q る。 寶曆七 年 十月 九 = 、年 六 十六で 死んだ。 彼の 門 
| 人に 柳 川 E 光が ある。 彼 も師に つぐべき 手腕 §: 冇 し、 is に橫 谷風を 兼ね、 毛 彫 も 亦 巧みで あつた。 鑽 
| 痕に勢 あつて、 且つ 瀟洒なる 趣が ある。 文化 五 年 十二月 十五 日 死んだ、 年 七十 六。 その子 直 春 もまた 
| 宗珉に 類似し、 作品の 出 來榮ぇ も 直 政 {<: 遙にす r れてゐ る。 彼には 門人 M る 多く， 最も 頭角を あらは 

したのは 河 野 港 明で あつた。 

I 河  野  春  明 I 柳川一派の門からは、別に一家を成した人が多く出て、ゐる。先づ、柳 

五一 
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ilh li:- ^* の 弟子に、 M- if* ^« o«* と 田 ii- 伴 正と が ある。 ^ 明は 名を 韶とい ひ、 通稱を 文藏 とい ひ、 別に ^ 翁， 
ーブ4、,4'などの號があつた。 ^. 泰の高弟にして法眼の位に叙せられた。常に雲遊を事とし、蹤を定 
めな かつた と S はれる。 江戶 -ic 歸る 時に 本 所柳岛 に 住した とい ふ。 後藤 一乘と 時代を 同じく して III 西 
こ 名を 擧げた 人， V ある。 はじめ 柳 川 流の 繪風 彫刻で あつたが、 のち 古い 後藤の 風を 味 a 、 乙、 に 一種 
の繪 風と 家風との 間に 於 いて一機軸 ^ 出し /2 。蓋し靡明の天明年代は宗珉以來の傅にょ6、彫法が微 
町 このみ 流れて、 卑賤に 陷つて 居 / 2 ので、 彼は 家風の 如き 粗 朴なる 太き 鑽 用 ひて、 一種の 趣味 ある 
彫刻を 始め / 2 ので ある。 然るにを の 作が 大に 世上の 賞す ると Z1 ろと な*^'、 名聲 遠近に 聞ぇ、 妙手と 稱 
せられる に 至つ たので ある。 

今一 人の E- 泰 門下、 田 邊伴 正は、 をの 彫 法す ベて 橫 谷風に して、 柳 川風 
ょぅは 溫 和に、 且つ であつ た。 s¥ {c して 死んだ から、 遺品は 少い けれども、 非凡の 名作 もない 
ではな S。 また 4ルを&の弟子には、絡 ;11* をかがある。彼も橫谷風の彫刻に少しく家風を混じて靜穩 
な 5 もので あつた。 寶勝 十一 年 二月に、 年 四十 二で 死んだ。 菊 池 常克 はを の 門 人で ある 。彼は 高 彫の 
上手に して、^^ もまた 賞すべく、 鑽自在 にして 片切 及び 毛 彫の 法則を 亂 さず、 ょく 齊つて ゐた。 爻 
/2 i ;ll* E* a. の 門下には / h. ^. #* lt- ^* を 師 として ^ • lef' li:. 好が 出で た。 江戶に 住し、 秋 元 侯の 御 抱へ とな'^ 


その 彫刻 ^ 品位 商く、 柳 川風ょ 办 tp 却っ て 家風の a が あった。 をの 門人 もまた 多い。 次に J ;II« it* かの 
孫弟子に 當 っ て 石黑政 常が あった。 彼は 下畫に 意を 用 ひ、 時好に 適し、 彫刻 丁寧 1C して、 鑽細 かく、 
一硏 綺麗に して 上手なる もので あった。 彼の 子孫 A 業を っ V: た。 文政 十一 年 七月、 年 六十 九で 死んで， Q 
| る。 柳 川 直 光の 門人に して、 菊 岡 光行と いふの が ある。 i'l して 沾凉と S CA 、 その 彫刻 緩和 ! C して 品 
ゾー 位高く 見るべき ものが あった。 此の 人 俳諧を 好み、 深く その 道に 達して ぎ！^ J なった。 寬政 十二 年 歲 
森 一 五十一で 死んだ。 

派  . 

\  第 八 章 大森派 その他 

そ I _ 

の 一 一大 森英昌 .、 ^ 英秀 I をの 外 江戶時 代に 所謂 町 彫の 金工 家中、 名人が 順る 多かった。 例へ ば 大 
他(森一派の如きがある。乙れは橫谷派ょぅ出で、一派をなせるもので、初代四郞兵衞は小 [<1 藩士にして 
一劍 道の 達人で あったと いふ。 二 代 si> 光は 三 井寺 市 兵 衞の門 に 入 6、 のち 安親に っいた。 而し て大森 英 
一昌は 此の 重 光の 甥に して、 橫谷宗 珉 に 師事し、 小刀 柄 網 m 様の 彫刻の 如きは、 宗珉の 作に 等しい もの 
が あった。 肉の 彫 方 穩 k して、 常に か與と位骰が同じい>見てょい。門人が頗る多い。明和九年、年 
六十 八で 死んだ。 彼を 以て 此の 派の ra 祖 とすべき である、 その子 英 一は、 四 代 目と なって 家を っいだ 


他  の  そ  派  森  大 
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が名を知られず、* 1: 日の贼なる紀纪、五代目として英昌の養子となぅ、宗班の一輪牡丹を擬して ]11 に新 
船 1  思を 加へ、 世に 賞せられ た。 又大森 波と 稱 する 波の 高 彫 も 此の 人ょ 4 まつた。 殊に 武 S 頗る 妙 
| を 得て 居 ^ 。 寬政十 年 四月、 年 六十 九で 死んだ。 長子 秀永 、五男 英滿を 始め、 子孫 門人に 業 V」 つ r 者 

一が甚だ多$。  ズ 
一 |その他1 1|1! —勤1 M- M- ti は 大學頭 の 藩士に して、^ 1 英秀の 門人で ある。 彫刻は をの 專 
|1ではなくして、 /2 <餘暇に鑽をとるに過ぎなかつたが、色給笑しくして 繪 A1 の ^ 穿 色の 好が あつ 
'た。 一時 京阪の 間に てれを && する 者が あつた けれども、 凡 H! 輩の 及ば 1 であつ た。 他に 
一齡祗 を 開 5た取、 1- |なる者がある。、か壽は筑後久留米の人にして、はじめ江 ^ に來つて极谷英料のド 
j に人つ /2 。のち ^- ハ ^- が ^- の?3きとな6、馬或は獅子の如きはょく師風を守'^、宗與に說らな 1/- 作が 
一 あつ V、 甚だ 溫和で ある。 彼の 一生の 細工と 傅 へらる、 は、 嘗て 藤 州 侯の 大小 刀の鹤 へ 百疋の 馬を 高 
(彫にして、金百兩を贈つ /2 ものであるといふ。次にへ石か 1- 寬とて1宗珉の門ょぅ出で、はじめは納子 
一を 好んで% いたが、 のちは 草花 禽獸 をの 他、 人の 體め るに 仏せ て 何でも 彫つ て與 へた。 何れも 絲跪 k 
して 巧みで あつ-^。 此の 人は 享和 元年 九月に 年 五十八で 死んだ。 文政 天 保の 頃 世に あつた 菊 ハ 宗士 ぃも 
菊を しづめ 彫に する 乙 とに 妙 5: 得て、 lit に 菊 彫 長 兵 衞と賞 讚せられ、 その 作を ょんで 長兵衞 菊と 稱し 
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一  第 九 章埋忠 派の 人々 

ル 

| 一埋忠 重宗 、重 隆 、重〗 pi 裝劍 金工の 中で、 特 R & に 於いて 知られる 人 令 ^ は、 埋忠の 一家を り 他 
| が ある。 i し 鍔エな る ものは、 足 利 末 {C 至つ て 大に 進歩して、 一門の 專業を 開いた のて、 中に もパ劍 
V エ埋忠 の 家は、 夙に 鍔の 製作 ic 巧に して、 その 重吉 、重宗 、重隆 の 如き 最も 知名で あつた。 埋忠 重 I1!* 
一は 三條小 鍛冶 宗 近の 末孫に して、 代々 京都に 住し、 劎エを 業と した 傍、 裝劎 具 ^ 造る 乙 と {C 巧みで あ 
\ つた。 將軍 義滿に 仕へ て、 命に よつ て 鍔 緣頭を 造つ たもの、 今 も 上作と 稱 せられる。 ついで 埋忠 重宗が 
一 出で た。 宗近 十九 代の 孫と 稱 し、 稱光 天皇の 應永 二十 三年 勅命に よ $、 初めて 梅 多 m といつ たのを 埋 
一 ^ • と 改め、 fnl 時に 家紋を 定められた。 蓋し 梅 多 m とは 宗 近の 領地の 名で あつたの. た。 埋 忠重吉 は、 宗 
一 近の 二十 五代 目と 稱 し、 十三 歲 の時將 軍足 利 義昭の 近習と な 6、 のち 明 壽と號 し、 豐 臣秀吉 及び 秀次 
| 秀賴に 仕へ た。 乙れ より 先、 裝剣 製作の 術が 久しく 表へ たのを、 重 共の 出で るに 及んで、 諸_ の劎 H の 
來 6 學ぶ者 M る 多く、 殊に 鍔の 製作 及び 彫刻に 妙を 得て、 世に 珍宽 せられた。 彼に 於 S て、 鍔の 材料 
は鐵のみではなくして、眞鍮、赤銅等を ;11 ひ、形名21様も一派の意匠を劍めてゐる。降つて慶長年中 
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に、 長 州に 住した 埋忠正 知なる ものが ある 〇  の 弟子に して、 ^ • !• がの 初めで あつた。 江ぢ 

一代に 人？— f 、f M* 4 s* ぎ 知られ 5 奮は 江 S 度 住し、 1S 彫工に し 

\ を Qf- ぱ C し 紙 金 嘉 く 施い 乙れ を！ j はがした るが 如き 古色を 附 けて ある。 ^' た 目 
I  T'f . ^ f す •  11 7 て* 4 ス说 たょぃ。 その他  一 5 彫工には、 s: w の 前 k TE- 办 が あへ s- l# 

一 後に— ラ轉就 蓮、 蒙 及び E、 挲零翠 _  t 等が あ？、 皆； 1 風の 彫刻 

|で| -|° ?の一家で造つ2、赤銅等の龍の晏は、をの風雾8の龍に似て、眼の1に| 
一 s、 nf して あべ 1 も 細微— ので—。 豐は寶 勝 五 年、 年 七十 九で 死んで ゐる。 

一 sr  I  ノぇと 十六 化と 稱する 利け 畫義が ある。 禱の 位に 叙せられ 、頗る 上手に して、® 様 一 々意匠 
一を 凝らし、 その 技術 も蒡 細密で あつた。 寬 文の 頃 世に あつた。 

一一-^-^::: HB 仰 ほ 鍔 作の 名家— めれば、 同じく 足利時代に f 起した.^ 氏が あろ。 

一 一 4 し 貪 萩 QS の、 元您 して、 翌衞 門と 稱 し、 防 州.^ 口に 住した。 怎 製し 奢 S 鐡 地に 透 

一⑽多 4< f 彫 出しにし f の i る。 地 美は しく、 11 黑 く、 f の圆 様— はし S るが、 た t Mf 
韶に乏しくして、上作の物|ない。また歡に先立つて、山城伏見に初代 §- ,と稱するものがあつ 
た。 その 姓— かにし ない が、 蓋し 足利時代の 初期に 世に あつたら ぅ。 その 製作の 一は、 f して r 
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鐡の質 柔らかに、 銪赤 くして 原く 附若 し、 J1 つ 明 珍 信 家の 作つ た 鍔よ 6 も 古い、 圖様は M 草 雲 等の 棋 
様 類では なくして、 ! II 水 人物 草木 禽獸绦 を 彫刻して 見事な ものである。 たと へば 騎馬 郊遊の 圆にて 、 

™ 金で 點々 と 象嵌を 施した 鍔、 或は 鐵地に 松の 透し ある 鍔の 如きで ある。 形 狀も亦 他と 異ぅ 、中に® f 
一の ものが 最も 趣を ^ して 愛すべきで ある。 又 耳に も 大小が あつて 巧 {C 出來 、すべての 方面で 意匠に 富 
(ん で. q る。 次 ic 叨 珍の 家に 於 s て も此頃 甲 m N の 外 鍔の 製作を なし、 殊に 信 家の 如き 名家が 出で た。 彼 
A は阎 よぅ 鐵の 鍛鍊に 妙を 得た ので、 鍔の 如き も 亦 手に 應じて 口在に造つた。地紋に棚'中、瓢箔、唐草 
一 弓 八幡 等 種々 の ものが あつて M V 爪 ひず、 槌 w の Iji はれて： Q る 上に、 錆び n 然 {C 牛. じ、 しかも 滑 かな 
一 澤を冇 して， g る、 をの 味 甚だ 貧 玩に價 する ものである。 明 珍信贞 はを の 門人に して、 作風 信 家に 類し 
一て. q る。 ほ 元龜天 正の . tn の 人に、 k 蘭 軒 山 吉なる 表が、 伊勢 國桑名 に 住して 鍔を 造つ た。 鐵の鍛 鍊 
一よ く、 作 薄く して 小 S い 透 彫が あつた。 亦槌 B を 顯は し、 鍺而に 古びの 乘 つた 趣に 一種の 妙味を 有し 
\ て. Q た。 

- ft ^ ^ ^ ^ ^ 正：： 次 一 豐臣 時代の 鍔 エに は堋忠 一派 の 外に 岡 木犮 治、 小 m 原 正 次の 如きが あつ 
た。 友 治は 慶 長年 問の 人 {C して、 長 州 萩の 岡 本家の 元祖で あると いふが、 その 遺作は 甚だ 紀で ある。 
正 次は 州州 小 ra 股に 住し、 慶 長の 頃 51 に 肥 前の 唐 律に 移つ / a 。 鐵及び 赤銅 鍔の P の 元祖で あると い 
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ふ、 彼の 子孫は 或は 江戶 、或は 唐 津 R 住し、 すべて 細 透に 妙を 得て. Q た。 故に 後世 乙れ に 傚つ たもの 
を 皆 小 田 原 鍔と 稱する 。 

第 十 章江戶 時代の 鍔 H 

友、 恒 、友 次 忠正等 I 江戶 時代の 鍔 H では、 長 州 萩 中 井 氏の 家 R 友恒が あつた。 善 助と 稱 し、 
中興の 名手と 稱 せられ、 山水、 人物 等 精巧なる 彫刻 又は 象嵌に す r れてゐ た。 享 保の 頃 世に あつ / 2 人 
てあらぅ。 同じく 長 州 岡 本家には、 岡 本 友 次が あつた。 岡 本 友義の 門人に して、 しば-^ 江 戶に來 6 
てを の 業を 硏究 し、 順る 熟！! して ゐ た。 元祿の 頃の 人で あつた。 また 江 戶赤坂 鍔 H の祖に 西川忠 正な 
る 者が あつた。 鐡 の®% ょくして、 一種の 鍔を 出し、 殊に 多くは 透 彫で あつた。 赤 坂 鍔と て、 世 k 賞 
讃せ られる もの 乙れ である。 明曆 三年に 死 / だ。 をの 弟子 ^ は 守 政と 忠政 とが ある。 
i  专梦 、正恒 、若 芝 一 江州豸双彫の祖と稱せられる喜多川秀典は、多く武者や仙人等を柿透に 
して 現は し、 且つ 衣裳 R 布目 象嵌を 施し、 しか 本を の圖稳 の簡單 にして 頗る 古樸 なる ものが あつ 穴。 
他に 喜 多川宗 典と 呼ぶ 者は、 秀 典の 後で あると も sa、 また 秀典晚 年の 號で あつたと も傳 へる。 藻 柄 
子と號し、京都八幡町にあつて江州彥根住と銘し穴ものを造つた。伊藤正恒も、江戶に住して鍔エを 


以て 幕 皆 こ. 士 へて， Q た。 此の 人は 細 透 1: 彫る 乙と 古今 獨步の 手腕が あると され、 一流の 祖と なつ / 2 
をの 死した のは 享保九 年で ある。 他に 長 崎に か ^ • の あつた 乙と も f しては ならぬ。 若 芝は 二代續 き、 
一初代かをは|^&|’とぃひ、戳爾の細エを學び、乙れを鍔に應用して彫刻したのであるが、ーー代目 
\ 群|| は 初代ょ- <^も 優れた ^ か あ 4、 支那 風の 山水、 遠 贵の 人物、 或は 風 竹 又は 魑龍 等を、 渴 筆寫竞 の 
平 一 趣を & して 彫つ た。 殊に 蕭索 として 古色 ある 竹の 如きは 一派の 價値 ある 1C 足る ものである。 大に世 
\  賞せられ、 此の 風に 似た ものを、 すべて 若 芝と 稱す るに 至つ た。 

t  第 十 章 甲胄  エ 

\  胄 エ の 一 班 金工 中、 裝劎エ 、鍔 エ と共に 語るべき は 甲胄で ある。 蓋し、 鎌 倉の 時代 
■ 刀 劍の裝 飾には 未だ 名を 知られた る 工人な く、 僅 R 南北朝の 顷、 相 州の 劍 エ新藤_ 家の 男に 大 進法祐 
一 • の あつて、 刀劍の 肌に 切 紋と稱 へて 簡跟な る 彫刻を 施した もの、 あつたに 過ぎない 頃 甲 も エには 
比較的 見るべき ものが あつた。 旣に源 平の 初めに、 京都に ^ • w ai* ®* 守と いふ 名工が 顯はれ 、近衞 天皇 
〆 ょ- 〇峨. 街が 號を 賜は- ON、 E- 冑の 製作を! §|としたのである、乙.れ_街の家の起源にして、文治年中賴 
辦 の 顆紆ヒ 鎌 ^ (C 問く と共に、 移つ て ZL 、にあ.ぅ、「鬼毒」といふ名甲を始め、多く〇甲胃を作つたとい 
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ふ。 子孫 十數 代、 明 珍を 稱して その 業を ついだ。 

一明 珍の  一  罾— 一 足利時代に 於け る 明 珍の 家には、 をの 中興の祖と もい ふべき 宗安が 出で 
、ゐ る。 卽ち明 珍 十代 目に して、 九 代、 宗 政の 子で ある。 將軍 義滿の 命に 依うて、 白星 金 甲 及び 唐 綾 
緘鎧を 造う、 重祿を 賜は 〇 た。 をして、 初代 宗介 から 此の 宗 安に 至る までの 作を、 明 珍 家 十代の 作と 
稱し 、世に 重寶 とせられて ゐ る。 足 利 氏の 末には 明 珍 十七 代 目の 義通が 出で た。 大永享 祿の頃 、京都 
j  一條 堀川 及び 常 州 府中 又は 上野 等に 移住し、 名手に して 後世 三 作の 一人と 稱せ られ る。 その子 義高も 
一 また 名作を 遺した。 又 前に 鍔 H の條 {C 述べた 明 珍 信 家は、 初め 名を 安家と S3、 明 珍 十六 代 目義 保の 
子に して、 右近 將監 と稱 し、 永 正 天文の 間、 上 州 白 井よ 6 甲州府 中 ^ 經て相 州 小 田 原に 移 6 住んだ。 
|その製品中、「諏訪法性」の甲は最も有名である。常のが：よ6長く、裏に詉訪法性大明神の銘がある。又 
| 卅二間 富 士  m rp が あ 6、 六十 二 間 勝 山 甲が ある。 裏に 般若 心經を 一面に 彫つ て あるので、 心經 甲と 稱 
する も ある。 世に 十四 代 r 長、 十六 代義保 の 弟義她 及び 信 家を 加へ て、 明 珍 三 作と 稱する ので ある。 

\  I 江戸時代の 明 珍 I  14 の 家、 豐臣氏 時代には 十九 代に 宗家、 二十代に 宗# が あつた。 宗家 
は 久太 i と稱 し、 天 正の 頃 江 州 安土 {C 住し、 德川 家康の 命に よつ て 大圆平 頂 山尊靈 甲を 造つ た。 宗信 
は大 i# と 稱し元 和の 頃、 攝津 大阪 よう 江 戶に移 6 住んだ。 然るに 江戶 時代に 至つ ては、 中 胃の エが 
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漸く 袞锨 し、 明 珍 家の 如き も 早乙女 家と 共に 僅に 家名を ルめ るの みで、 甲胄を 造る 事は 殆ど 絕ぇ 、却 
つて その 技術を 他の需 川に rpj けて 應 川し、 鐵 或は 銅の 打 物を 以て U 川 品を 造-^、 精巧の 作を 出した の 
である。 をの 明 珍 二十 四代宗 介の 弟子， 1C 、 明 珍宗 察が あつた。 式部と 號し 、江戶 に 住して 精巧の 作を 
出し、 鐙金 物の 彫刻 等に 见 るべき ものが ある。 享保頃 世に あつた 人で ある、 ^ た 元祿の 初年 越 前 侯に 
抱 へられた 明 1  ノ吉久 は、 小 左衞 門と 稱し 、世に 越 前 明 珍と 呼ばれる ものである。 甲 育の 外、 鐡製 にて 
龍 鳳の 類の、 仲 縮 自在なる ものを 作う、 何れも 精巧を 極めて ゐ た。 斯 くして、 明 珍 家は 鍔 その他の 小 
物師の 家と なつて 了つ た。 

| 「早乙女 家の人々 I 甲胄 X の 他の 一家なる 早乙女 家は、 足 利の 末に 起る。 卽ち明 珍 信 家の 門 
| 下に 早 ひ ^ • なる 者が あう、 下野 早乙女の 人 {C して、 のち 信 家の 女婿と な 6、 相 州 小 田 原に 住して 
家を g し、 つ S で 常 州 府中に 移つ た。 をの 子孫 徳川 時代の 世に 至う、 水戶 家に 仕へ て 代々 兜の 佳作を 
一 出した。- R ほ 天文 中 家 次、 家 親等の、 別 {r 早乙女と 稱して 中 窗 5: 製す る も あつた。 同じ 頃 常 陸に あつ 
一た. 1 和、 ^ * №1* とは 別の 家で ある。 しかし 此の ¢1 以後の 早 zl» か 家には 特に 語る ベ $ 名 X も 出で ず、 J1 る 
べき 逍作 もなか つた。 
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第 十二 章 其 他の 彫 金工 

I 後藤 隆乘と g 宮長常 I 乙れで武器に關する金エ家は一通ぅ見たが尙ほ京都にあつた諸家に觸れ 
て 置かう。 德川 時代に 於け る 京都の 裝劍彫 金工は、 諸家 諸 流が 入う 交つ て 存在した。 先づ 後藤の 一派 
には、後藤光乘六代の孫に後藤隆乘があつて、圆樣に一種の風を出し、繪風彫刻に巧であつ /2 。中に 
は 後藤 通乘の 作に 紛れる やうな もの も あつて、 當 時の 名人と 稱し てょ い。 享保八 年 九月 七 U に 死んで 
ゐ る。 稍 降 〇 て、 京都 隨 I の 名工と 言は れる 一宮 長 常が 出て た。 彼は 越 前の 産に して、 京都に あつて 
^• 井 氏の 弟子と な $、 また 古川 善 長に も 〇 いて 學び 、且つ 古作を 硏究 練磨し、 苦學數 年の 後、 o a に 
一派 1: 創める に 至つ た。 殊に 彼は 幼少の 頃から 繪畫 を 好み、 その 道に 達して ゐ た から、 彫刻を ffl: 門と 
する やうに なつて 後 も、 箏 、土筆、 蝸牛、 蛙 等の 寫生を 得意と して 人目を 驚かし、 終には 龍、 或は 獅 
子、 人物 等を、 時に 11 み 心に 應じて 縱橫 自在に 彫琢す る Z1 とが 出來た 。嘗て 光格 天皇の 朝に、 御 衝立 
を 調進し、 をの 賞と して 越 前 大椽を 受領し、 乙れ ょ- CN 一宮 越 前 大椽源 長 常と 銘して ゐ る。 又 天明 年中 
朝鮮國 王から 淸 の乾隆 帝へ 獻上 のた めの 手爐の 製作を 依賴せ られる や、 長 常は 大に 意匠を 凝らし、 下 
給を 應擧 {C 乞 CA 、 手爐の 火屋には 八重 菊の 透 彫を 施し 穴。 をの 精巧なる Z. と、 見る 人と して 感賞 せな 


r 渚は なかつ たと S ふ。 故に 時の 人は 彼の 彫金を 以て M« I. の繪畫 と 並び 稱し 、また 橫谷宗 班と 東西 相 
對して 呼んだ。 天明 六 年、 六十 七を 以て 死んで ゐ る。 

\ ，—大 月光 興、 池 田 興 孝、 岡 本尙 忠か !&• は、 享 和の 頃に 一時 江 戶へ 下つ？ とも あるが* をの 前 
一 後は 京都に あつて 知られた。 下紛に たくみに して、 名手と 稱せ られ 、をの 門下 k 學ぶ 者が 頗る 多 かつ 
其た。 i •の 如 i れ である。: は 性 酒を磬 、甚だ ■であつ たが、 IV 彫る の k 最も 妙を 
他 | 柯、 その彫法器用にして&1在に活動し、圆様も亦趣味に富んで居た-明治初年の大家加納夏雄は實 
" に 此の 伽 ^. の 門から 出で、 ゐ る。 fs]® ^* f^» ^» も亦當 時の 名工で ある。 彼は 辦屋 i? 治の 弟子に して、 § 桃 
彫 | を 1 齡 £- | と ss、 f  i s- s と 4 した。 鐡の 鍛冶に 於いては 古來 此の 人の 右に 出で f 、 
t 獨 步と稱 せられ、 その 作大に 世に! ^.§られ る。 元來 、鐵鑽 エ であつ たから 金、 銅、 赤銅、 K 分 一等 

I を材 呼と して 作つ た裝劍 具 も、 をの 一® は 綺麗 なれ ど、 何となく 鐵 露の 趣味を 齡し 切らない。 彼の 

H  W 

死んだ のは 安永 九 年で ある  ？ ぃ 
I 油 171 汝？ 、永 蜂、 宗田又 兵衞、 後藤 一乘」 M- i s! ?' は、 もと 家風に て、 毛 彫 象 llli と IT ふ ものを 創 # 

して 一派を なした。 高 彫に も 粒 Ma にも、 各々 精妙なる ものが ある。^^ 樣 は元祿 風に して、 例へ ば四條 
の納凉 、又は 花見、 又は 乘合船 等の、 人の 群集した 布樣を ぎ 繪 とし、 毛彫片 切を 施した 繊麗の 技術が 
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あつた。、 1 i とい ふ 人は、 その 姓氏 等 5: 詳 にしない が、 二 代 あつ / 2 とい a 、 父よぅ も 子を 世に 知ら 
れる 。その 彫 法は 甚だ 奇麗に して である 。殊に 武者人形な ど 勢を 含んだ 人物に すぐれ 、顔面の 表 
一 現な どには 特別の 注意を 拂つ てゐ る。 宗田 又兵衞 は納 子 X の 名人に して、 所謂 大名納 子と いふ ものを 
創意して ゐる 。乙れ は 一筋は 蚋 子、 一筋は® y し、 ^ た 一筋は 納 子と いふ風に"段々に納子を蒔いた 
I もので、 をの 納 子の 間を 磨く 乙との 技倆は、 甚だ 困難な ものであるのを 巧に 仕上げて ゐる 。此の 人が 
一死んで から 又 行 ふ ものが な S と S ふ。 後藤 一乘は 京都に あつて 後藤 家掉 M の 名を なし / 2 人で ある 常 
時 江戶の 本家 後藤には、 十六 代 目の 方乘が あつた けれども， 家風が 漸く衰 へて 世に 行 はれな かつた が 
—•• & は 於 i M« m* の 子と して 生れ、 大 に ' 2. のこと V: 鱗 じて 下繪 R 意を 用 a " 新 Is] を 案じて 當 時の 名 畫家 
一&池容齋に下圆を乞ひ、繪風を混じて一機軸を出し /2 。爲めに名聲一時に鳴る乙とを得た。怡名當時 
一江 戶には 河 野 春 明が あつて 繪 風よ $ 出で、 家風に 入ぅ、 世上よ 6 大 k 賞 讚を 博して ゐる 時で あつたの 
一で、 東西 期せず して 名工の； を 見た。 彼は IJJ-I 治 九 年 十月 十七 ：^、年八十七で死ん’た。 

\ 一大 日 釜 調、 宗田直 道、 墨 江武禪 I 轉じて 大阪の 金工を 見る に、 釜 調、 直 道、 武禪の 三人が 最も 知ら 
'れ る。 火 0« を 1. は 人と 爲 -CN 肥ぎ にして、 數 慰 に 居て 船 6 に 名作を 出した。 をの 作風 眞卒 奇拔 にして 見 
る 人を して 自 b 快活なら しめる もの あ- 〇、 大に 時人に賞せられ /2 。彼は又俳人としてをの名を遠近に 
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知られた。か 03« || 31. は、人物の彫刻に妙を#、高彫肉合彫共に力强き特色あるものを遺してゐるが、 
をの航2については詳にしない。墨江武禪は天明中の人にして、大阪舟町に住し、をの遺作には浪華 
® 頭 與兵衞 作と 銘し たもの が ある。 毛 彫の 上手に して 一流を なして ゐる 。又畫 をょ くして 名を 知られ 
る 故に 下繪 .の 如きは 自ら 乙れ を 試みて 甚だ 自在に して、 大に 見るべく、 その 作 至つ て 風流で ある。 

一 一辻充 昌^ 江戶 時代 諸國 H 松せ る裝劍 H も 亦 少しと せな v» 。 卽ち迁 充昌は 近 江の 
一人に して、 江戶に 出で、 橫谷 宗與の 門に 入-^、 咬 '/ 2 奈 良風を も學ん で、 忽ち 上達して 一家を なし •故 
國に !!■ つてを の 業に 從つ た。 をの 彫刻、 美麗 ic して 墨 tts 風の 象 i 又は 高 彫、 毛 彫 等の ものが ある。 少 
し 於 弱の 感は あるけれ ども、 決して 凡作の 及ぶ と 乙ろ ではない。 彼は 安永 五 年 十二月 十九 日に 死んだ。 
美 濃 (C は 光曉な る 者が 住して. Q た。 をの 姓名を 詳 にしな S が、 作法は 模樣 高く、 深き 彫 6 方に して、 

| 金鈒 赤銅 等を 用ゐ 、秋の 野な どを 彫刻して ある。 をの 緣の 如き、 天井まで も 金 着に して ゐ る。 加州 金 
j 澤には 與四郞 鍔の 工人 以後 名家が 多い。 中 (C も吉 重は 五郎作と 稱し 、國 永と 共に 彫物に 有名で、 繪は 
一 金森宗 和の 畫エ宗 佐に 學び 、寬 永の 頃 ^ • 州 侯ょ $ 各 i 五十 俵 5: 賜は つて ゐ た。 吉 則、 吉國 、森 方、 吉 
次、 吉 平等は その 末流と して 知られる 象嵌 H である。 

一 泰山 元孚 、矢 田部逼 壽 、萩 谷 勝 常 陸の 水 戶も亦 金工の 31 ，であつ た。 先 づ泰 山元孚 が ある。 此の 
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人は 四 分一材 に 和漢の 武者を 彫刻す る 乙と を 最も 巧と し、 その外 賢人 仙人の 類 ^ 彫ぅて、 乘意の 風が 
あつた。 殊に 奈良 風の 模造に 妙を 得、 をの 技巧 綺麗に して 賞玩すべき ものが 多い。 天 IJiJ の 頃を 最も 盛 
| ぅとした。 九十 歲 R して 死 / L だが 門人は 頗る 多い。 矢 田 部 通壽は 同じく 水戶に あつて •功 K- 彌 の P'J 人 
1てあつたが、のち奈良利あ¥師として一派を開いた。最も氣象ある彫刻にして、氷戶 ^ 於いて所謌中 
一興 開山なる ものである。 明 和 五 年 六月 一日に 死んだ。 最近の 水戶の 金工と しては 萩 谷 勝 平が ある。 彼 
一はを の 地の 藩士に して、 彫刻を 兄 勝久に 學び 、ょく 古作の 鑽 法を 會 得し 家風 繪風 及び 奈 良風 等を、 各 
一各區 別して 模刻 する 乙と に 巧みで あつた。 明治 十九 年、 八十 三で 死んだ。 海 野勝珉 は その 門から 出で 
j て ゐ る。 


第三 編 木工 (漆 H、 蒔繪 ェ) の 沿革 

第一章 木工に 就て 

\  ^ ^ ^ 木工は 石工’ 金工と fnj じく、 原始時代よ 6 行 はれた ものと 言 ふべ く、 f 
H  | の 材料た る 樹木は、 陸上の 大部分に 於％ し、^ 挺 ■する を将 たので ぁるから、 地方に 
に 一依つ ては 却つ て 金石の エよぅ も 夙く 知られ 且つ 發 達して 居た かも 知れない。 殊に 我が 邦に 於て は、 金 
一石の 利 川は 稍 特殊なる 技工と 認められた るに 對 し、 廣義の 木工は 寧ろ 普通の あぅ ぎれ たる 技工と せら 
就 | れ た <1 と、 昔 も 今 も 變 -CN はない。 卽ちそ の 最も 著しき 例は 建築で ある。 建築は 固よ 6 木工の 專業 に MT 
て I して. Q ない が、 しかも 我 邦に 於け る 建築は、 をの 殆ど 大部分が 木工 者の 手 (C 屬し てゐる 〇乙れ は 古今 
一を M じて 然 -=N である。 金 屬は 勿論、 石 質 土質を 主材 とする 建築は、 過去の U 本に 殆ど 見る ところな く 
| 彼の 最も 木 邦 建築よ 6 遠ざかれる 天主 開の 如き も、 主要の 材料は 皆 木材で ある。 船ん や 寺院、 支那 風 
建築の 如き 亦 然〇で 、彼の地に あつて は 石 質 若しくは 土質 7 r 以てする もの、 我れ (C 於いては 木材を 骨 
皮と する V; 常と した。 現に 近 來に至 つて 泰两の 建築 様式 多く輸 M せられ、 をの 材料 ic 鐵 骨、 或は 鐵筋 


て 


就 


に 


X 


木 


を 用 ひ、 龄虹 を ぼみ、 石を 築き、 或は t 凝 士の 如きを 塗る と雖 ども、 それ 等 すら fMJ' ほ 多量の 木材 5: 用 
S るの みならず 、様式 形體は 金石 土質を 用 a る 如く 見せかけて、 をの 實は 木を 骨と し、 筋と し、 或は 
一皮と して、 i" ごまかした る 建築の、 如何に 多き かを 見れば、 我 邦の 建築と 木材、 從つて 木工との 關 
| 係の 頗る！^ なる を 知る であらぅ。 

古 一 311 rtHMMH 更に、 それ 等 建築の 內 部の 装飾、 日 川の 調度、 儀禮の 備品 等に 至つ ては 
一を の 殆どす ベて が 木工に 依られた ものなる を 知る。 金工、 石工の もの も、 勿論 古くょ 6 ないで はない 
|  •か、 如 可 こ 占 R であつ て も、 今；：：！ と 同じく、 金石 品の 木口 S に 對 する 割合は、 十が 一に も 足*^ なかつ た 
の 一 普で b る。 をの 千年 餘を經 たる もの、、 今日に 傅は らな いのは、 木質の 比較的 腐将し 易く、 殊に 風土 
木 一に 暴露す る 時は、 十 年 ^ 」 待たず して 形を 止めざる に 至る からで ある。 されば、 神代 前後の もの、 今に 
一 傅は る 木工は 全く 見ず といへ どち、 木工の f 齡的發 達して ゐた 乙とは、 伊勢神宮 ¢0- 御料 品な どに 依つ 
一ても 明かで—。 太 ホの 飮 食器、 容器 等には 木工の 手に なつ 交の が 非常に 多 かつた に 違 ひない。 

\  第二 章 古代の 木工 品 

一 法 pil ,#l 玉蟲厨 一^一 今 z. 、 n 等の 物の 中で、 最も 古しと すべきは 例の 法隆 寺玉蟲 厨子で ある。 


jC 
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乙れ について は旣 に、 繪畫の 部を の 他で 述 

ベて あるから、 繰 返す のは 煩 S いけれ ど、 

I 通ぅ 語つ て 置く。 乙れ は 現に 大和 國法隆 

斑 寺 1C あつて、 推 古 天皇の 御物に して、 もと 

橘 寺に あつたのを 同 寺 衰微の 後、 乙の 寺 

に 移した と 傅 へられる が、 一說に は、 さぅ 

厨 では t くて、 元來同 寺の ものと も 言 はれる 

何れにせょ 純然たる 飛鳥 朝の ものである M 
子 

と、 をの 速 築の 様式 繪畫の 特色 等から 動か 
衂 し 難い。 乙れ は 背 殿 形の 樣式を 供へ、 高き 
£ 臺 座が あつて、 全體に 漆を逾 6、 柱、 頭 貫 
組 物の 小口 等 {C はすべ て 金 銅 透 彫の 金具を 
打ち、 宵 殿の 方の 金 11- の 下には 玉蟲の 羽を 
伏せて あるので、 此の 名 ^ 有する。 ^ して 

七三 
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臺 座の 足には 密陀 僧を 以て 彩色の 模様が 描かれて ある。 その 模様は 龍を 圖案 化した もので、 ぅまく g 
廊內を 埋めて ゐる點 は、 實に 嘆 m すべき ものと 云は ねばならぬ。 しかも 全の 色 も 高 r.1.]' にして、 曲線の 
性質 强く、 龍を 模様 化した ものと しては、 美事な 出來 である。 又須彌 座の 天地 {C は歡 _があるが、それ 
は 後世の ものとは 形 も 違 ひ、 表面には ホ ニ I サック ル ?: 歡， M5 で 描いて ある。 宵 殿 屋上の 聪愿 も匬め 
て鮮やかなエ作で、形も頗るょく出來てゐる。要するに、此の玉蟲厨子は、木エ品として、我邦最古 
の 遺物た ると 共に、 美術 エ 藝品 として 頗る 價値 ある もので、 殊に、 漆工の 起源を 語る 作品と して、 特 
筆 大書せ ねばならぬ。 f/.]' ほ 木工 品の 範圍に 入れる のは 如何で あるが、 木彫と いふ もの も、 東洋 (C 於い 
て 最も 進步 した 藝術 品で あつて、 その 最古の 例を 同じく 飛鳥時代 {C 見、 法 隆寺夢 殿 如意 輪觀 音像 等數 
多く 遺つ て 居る が、 乙れ 名 亦 「彫刻」 の卷 に！! つて、 以下 その 方面は 餘 3 語らない 乙と R して 猾 く。 

武 時代の 木工 I っ 5で法馨の？られた 1: !2 1: }||の頃は、空の著しく雲した時代 
であつ て、 彫刻 その他 エ藝 美術の 一般に f 日 ?7 ^ て 金 材を 用 a る 乙と が 多 かつた から、 木工 品と して 餘 6 
多く  si 皇 なぃ。 しかし 办&客 の大寶 年中に 器を 定められた 際、 ■に 畫 エ 司、！ 111 擊 も 
置かれ、 同時 {C 漆 部 司と いふの が あつたのに 見れば、 木工、 殊 {C 漆器 X の 重んぜられた 乙とは 認めら 
れ る。 た  <、をの時代の遺物としての、避 ?# 0傳來品はないのである〇然るに.ルル.の天平時代に 
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代 
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A ると、 所得 美術 上の黃 金 H.lf 代で あるから、 各 棟の エ藝 美術、 異常なる 進步を なし、 その 眼覺 ましき 
光彩の は、 今に 正倉院 の 御物を の 他 ic 'b ^ つて ゐる 。先づ それ 等の 木工 品 中、 第一に 擧 r べき もの 
は 木彫で ある。 木彫は ] IL に 二 大別して 佛慄 彫刻と をの 他と にすべく、 而して 佛像 に ついては 別卷 彫刻 
の 部に て 語らない が、 をの 他の 木彫 中 最も 著しき ものは 伎樂の 面で ある。 311 大寺に 二 十 面 以上 あ 

I  ,,  - るが、 f  i 法 


f  mH  一 


tx J 


こ 

ある _ 


鮮やかに して、 潑揦た 
る 表現は 後代の 舞樂面 
能而の 及ばざる 味を 出 
して ゐ る。 次 2C は 東大 
寺の 勅額て ある。 中央 

金 光明. 四 天皇 護 國之寺 」 と 一一 行に 御き、 緣に天 部の 彫刻を 施した、 可な う 大きな、 立派な もので 


象 


^  ^  ^1次に佛像の知 1^ ^、木彫の佛像には.多く木ェのものを収付けてぁって、 


をれ 等に M れ たもの が 数ぁ る。 例へ ば 法— の 紀 ■の^^ 唐 招從寺 千 手 響の 光背の 如き、 f 
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代表的の ものである。 彌勒 像の ガ齡以、 後世の 柄 鏡の 柄を 廣 くした やうな 形 R 上部を 圓形 とし" をの 
下方 こ 長方形の 部を述 接して ある。 をして 圓 形の 中央には 鳳凰を 現は し、 周圍に .雲を 配し、 下方は 寶 
一 相 華を 彫う 出して ある。 をれ 等の 意匠が 巧みで ある ばか'^ でな く、 技巧 も 極めてす r れた もので あ 
一る。 千手觀 音像の^^、 圓 形では あるが、 てれは 木の 露に なつて、 中央に 蓮 花を 現は し、 次に 放 
射狀の 模樣が あう、 次に 忍 苳模樣 を 現は し、 更に 寶相 華を 廻らし、 猶ほ 乙の 外廓に も寶相 華の 様な 模 
j 樣を突 出して ある。 そして、 忍 客 模樣も 寶相華 模樣も 一つ宛 纒つ穴 ものが、 間隔を もつ て 輪を なして 
一. Q るのは、 此の 光背の 特色で、 その 一つ だけでは 餘 6 面白くない が、 全體 としては、 ょく 圓形を 塡め 
I て， Q るので ある。 その他 光背では な S が、 } IX 大寺法 華 堂の 天蓋は、 中央に 蓮 花を 作 {、寶 相 花を 星の 
やうに 八方に 附け たもので、 !k 蓋と しては 頗る 面白い 意匠で ある。 

第三 章 正倉院 御物の 木工 

| 一正 倉院の 御物 (上) 一 次に 擧 r べきは 正倉院 御物 中の 木工、 漆工 品で ある。 その 伎樂 面は 東大 
'寺の ものとは 種類 も異 6、 すぐれ たもの もなか-^多い、又樂器類 ^ 、螺鈿、象牙を篏入し、或は彩 
色畫を 施した 如き、 極めて 精巧なる ものが ある。 一二の 例を 示せば 紫檀に 染 象牙を 嵌 裝し々 •琶琶 が あ 
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i-f t; めん  ご A で.，, 

る。 そ S 表の 撥而は 皮に 狩の 彩色 畫を 描き、 上に 漆を 施し、 背而 は染氣 牙の 花鳥 模様を 出して あ 4、 
〈一; 様ょ く 調 ひて、 牙の 染め 方 も 至つ て 巧妙で ある。 同じく 五絃の 琵琶に して、 1 糸 g JC .g の 模様を 彼 
一し、 撥 面は m 甲に 螺鈿を 以て 駝背に 跨-^ て 琵琶を 彈ず る圖 を裝 した もの も、 全體の 製作 精緻を 極めて 
j ゐ る。 又 阬咸が ある。 紫檀 {C 螺鈿を 篏裝 した もので、 gg には 三 婦人の 阮咸 kg ずる 彩色 繪が あ.^、 
背面は 華 蔓を 啣んだ 鳥の 圖の 螺鈿 模樣を 施して ある。 その外 二 個の 箜篠， の殘缺 、木製でなくて 竹製で 
一は あるが 笙 、尺八の 如き も ある。 

一^— 倉 院 御物 ( ITI rl 又 碁 局 も 逸すべからざる ものである。 r <_ れは 紫檀 製に して 方 一尺 七 寸二 
分 高 S 五 寸 二分 あぅ、 盤面の 界線 、側面、 脚部 等の 装飾には 何れも 齡沪を 傲|?し、精美の艇ビ至つて 

^  iV め ^ •フデ 

|ゐる。ム、の侧面の染象牙にて篏した圖には、獅子狩又は駱駝を率ける樣などを現はし、又碁石を容るべ 
一き 筒は 二つと も龜 形を なし、 環を 摘んで その 一を 引き出せば、 同時に 他の 一方の 筒 も 突き出される エ 
夫を 施して あ 4、 又 此の 碁 局の 宮は 鼈甲 張に して、 金銀 彩色の 模樣を 施し、 龜甲 形の界 線を 象牙を 以 
| て 施して ある。 次 ic は 木彫の 盤が ある。 身 及び 蓋 共に 木彫に て、 アサ ンサス の 葉 {C 類した 草花 式の 彫 
刻を 施し* 金銀 張の 彩色を 加へ て あ 1 作に して 透 彫が あ 6、 形狀の 美、 技術の 精、 共に 大に 見る 
ベき ものである。 
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1—1 その他の 御物 (木工) I 正倉院 御物 中に il る 木工 品 
中には、 右の 如く 木而 あ'^、 ^ ; -.J あ 6、 s.fc 比 ^ をの 他の 
樂器 あ々、 木 盤 あぅて、 その 種類 も 多く、 且つ 技法の 
上 ic は 彫刻の 外に 象雜の 法 盛に 用 ひ られ 、殊に 螺鈿 
と 象牙の 箝 入との 技術に 至つ ては、 當 代の 特色と し 
て 注意す るに 足る ので あるが、 更に 面白い のは 彩繪 
である。 卽ち此 頃 繪 具を 以て 器物を 紛钸 する に U 主 
として 乙れを |1] ひ、大寶令に定められ穴盡エ司の如 
き、 謀ら 乙れ 等の 粉飾を 業と したので あるから、 色の 
配合 模様の 描き 方 等 極めて 巧 1C して、 其 美麗なる C 
と 後世の 及ぶ ところて はない。 且つを の繪 具は 容易 
に 娜 & する ことなく" 又 薄く 面に 漆を 施した もの も 
あつて、 今 =你 ほ 新調の 物を ii るが 如き 生彩が ある。 
をの 主なる ものには、 綠地 彩繪 営と て、 木製の 小宮 
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にて 地を 白綠靑 R て 塗：々、 花鳥の 模様を 描き、 裏は 錦を 張つ たもの あ 3、 蓮 花形 彩繪 盤と て、 蓮 花 

形の 盤一對 、每瓣 の 表 
裏と も、 極めて 美麗な 
る彩繪を施し、ム、の圖 
には 菩薩 あ-^、 伽陵頻 
伽 あ 3、 鳥獸 草花 あ A 
塔 菩薩の 天衣、 鳳凰の 羽 
翼の 如きは、 木の葉を 
以て 巧 1C をの 形 {C 模擬 
して ある。 又 花形 彩 給 
臺と て、 縞 柿に て 造 4 
緣と 脚とは 蘇芳 色 k 塗 
A、 金鈒 の泥繪 を 施し 

甲板 並に 脚の 形狀 、彩色 繪に對 してよ く 調和した ものが あ 6, 八 角 彩繪臺 とて、 十數 種の 極めて 濃厚な 


參一議 
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る 色を 以て、 緣及び 脚部に 寶相 花を 描いた、 花形の 緣を盡 く曇澗 ，V ■以て 彩色 !, た 精 美なる もの 等が あ 
る。 N； れ實 R、 當代 木工 美術の 耥の鞑 なる ものと 稱 すべきで ある。 斯く旣 に 天平 時代に 於て 木工の 發 
達 著しき を 見た ので あるが、 しか L 未' た 漆 及び 辟 繪の 技法は 進んで® なかつ た、 をの 方面に 一條の 進 
一步を 示した のは 實に 、平安時代に 入つ てからで ある。 

\ 

一  第 四 章 古代の 漆工 

I 漆器の 淵 lill! l_l 漆器は 云 ふ - i でもな く 漆を 塗つ た 器物の 乙と であつ て、 漆 そのものが 束 
| 洋 特有の ものであるから して、 漆器 も亦朿 洋 、殊に U 本に 主として 產 する。 支那の 太古に 於いて、 漆 
| を 以て 竹簡に 蚺蚪の 文字を # S た事實 が あるを 以て 兑れば 、をの 起源は 遠く 同時代に 起つ たもの の 如 
I  くで ある。 舜は 漆を 以て 食器を 製し、 禹は祭 器を 作-^、 周 代 JC は ill を钸 {、弓 1 途 A、 { ?'. 室を 裝飾し 
一た と 云 ふ ^ とで ある。 しかし その 法は 我が 邦に 傳來 せず して、 我が 漆工の 技は、 別^: 發 達した もの、 

| 如くで ある。 而して をの 技工が、 神代に 於いて 旣に存 した もの か 否かは、 徵 すべきと Z: ろがない が、 
矢の 根を 繼 r lc 漆を 川 ひた かと M はれる 形跡 も あれば、 或は 旣に 乙 の 用途の 知られて ゐたか も 知れな 
い。 しかし 諸 神の 中に、 特に 漆工 ^ 因んだ 名 (i 見 常らない 樣で ある。 
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S に 依れば. 我が 邦に て 始め 
て 漆の 發見 3 れ たのは‘貧ぎ御代にぁつて、 
日本 武尊が 大和の 宇陀の 阿貴 山 ic 遊獵 し、 手を 以て 
木の 枝 5: 牽き折 6たまひしに、をの木汁黑くして| 
はしく、 ^ の 乎を 染めた。 尊が； 0 が A s 艇 杭かき を 召 
し、 此の 木 汁を 以て 飯 好 07 物を 塗. つて 奉らし め、！！ 
に 宿彌を 以て 爲し た。 A 我が 國霞 S 
めで あるとは、 「本朝 事始」 に 見ぇて ゐる 。けれど 4 
ム、れに先ちて、 ** 1: へ3御代に、1 1: ^* ^- とぃふ 
者が あ 4、 物 部 氏に て、 乙れ が g ^r 連の 祖 であると 
傅 へられる。 をの 子孫 世に 業を 傳 へて、 漆工を m し 
て 思たら しいから、 蓋し 日本 武 尊の 漆 部官 は、 # ' の 
漆 部に て. 孝 安 天皇の 御代の 漆 部を 以て、 我が 邦 g 
漆の 始源 とすべき であらぅ か。 然し その 時に 製作し 
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たものは 何物で あつたか 詳か でな S。 

I 奈茛 朝の 漆工 I 孝德 天皇の 御代 ic 至 6、 漆 部 連の 漆工を 督 する ^ 罷 め、 页 に 漆 部 司を 置 
きて 漆工を 督 せしめ、 又 諸國の 漆 部を して、 をの 製す ると 乙ろ の 漆器を 輸して 、調に 充てし めら れた。 
天皇 又 詔して、 1 撕の 制を 立て、 棺を 漆. V」 以て その 際 層を 塗らし め、 又 冠 製を 定め、 冠の 背に 漆 塗の 羅を 
用 a しめられた。 乙れ ょ. り 器物に 漆を 施す こと 益々 多 さを 加へ たので ある。 次に、 天智 天皇の 御代 ic 
.(i 、 始めて 赤 塗を 用 a て 器物を 裝成 t るに 至 6、 髹 漆の 法 も頓に I 變した 。文武 天皇の 大寶 元年、 別 
して 漆器は 凡て 工人の 姓名を 顯 せしめ、 粗製濫造の 弊を 絕 ち、 又 諸國の 民に 漆工の 業を 勸 め、 戶每に 
課して 園 地に 漆樹を 栽裘 しめた。 乙れ よ- 〇髹 漆の 業大に 進み、 聖武 天皇の 御代には、 或は 漆を 以て 繪 
畫を 作う、 その他の 進步 した 技 W を M た。 しかし、 未だ その 頃には 漆工が 大 に發连 したとは 言 ふを 得 
なかっ /2 。乙の最も見るべきもの、出來た5は，平安朝以後でぁる。 

第五 章 平安朝の 漆工 


平安朝の 黍 II _ 平安 王朝に 入る や、 風俗 漸く 華美に 流れ、 エ藝 も 精巧 昔日に 倍す る も 
のが あ 6、 漆器に li 殊 に 蒔繪に 於て 見るべき ものが ! II 來て 、平 塵、 末 金 鏤、 + 昨 繪或 が應 用せられ た。 
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il at とは 細 末の 金 1: 器物の 全面に 溢く 撒いた もので、 末 金鏤 とは 漆の 上に 金の 鑪粉を 撒いて 繪模樣 を 
作 6、 再び 漆を 塗つ て 其の 模樣を 磨ぎ 出した ものである。 又 後世 平 蒔 繪と稱 する もの も 盛に 用 ひられ 
た。 而し てを れ 等は 種々 の 色彩を 漆に 和し、 或は 金銀 1: 交へ 巧に 模樣を 彩つ たのみなら ず、 をの 模菝 
一の 描き 方に 於いて、 始めて 日本的の 趣味を 顯は し、 彼の 支那 風の 規則的に 相 並んで 變化に 乏しく、 配 
平 | 色の 繁 III にして 眼 ic 煩は しさ ものと 異な 6、 自然の 筆に 任せて 變化を 弄し、 一輪の 花、 一羽の 鳥に も 
安 餘情 を圖樣 の 外に 呼び 起 S しめる が 如き 一種の 裝飾圖 を ば 描き出す. に 至つ た。 

朝 一 I 平安朝の 遣 品 I それ 等 初期の 漆器の 代表的 遺品と しては、 京都の 仁 和 寺に ある 踌繪 法文 
の I 册 子宮が ある。 乙れ は 弘法 大師が 入唐の 時に 求めて 來た 眞言 密敎 三十 帖 法文の 冊子を 納れ る爲に 作つ 
漆 一た 宮で 、蓋の 表に その 銘が ある。 全體 は黑 漆を かけ、 /- 、 れに 金銀の 蒔 繪で寶 相 華 及び 伽陵頻 伽を 現は 
e  して. Q る。 卽ち 伽陵頻 伽を 主と し、 Z1 れを圍 つて 寶相 華が 全體の 空地を 塡め てゐ る。 多少の 形は ある 

n! 一  *  ひっし ゅ 

一が、 先づ 散らし 模様と 云つ てょ く、 その 圖式は 唐 風で あれ ど、 筆 趣は 旣に 日本的な 優美な 樣を 表は し 
■一  且つ 時代の % かな. る ものであるから 最も 貴重せられ てゐ る。 同 寺には 他に 蒔繪の 寶珠宮 が ある。 乙の 
宮は 宇多 天 41 の 御 遺物と 稱 し、 寶珠を 納れ た宮 である。 全 體に 損傷の 箇所が 多い けれども、 黑 漆に 平 
祖を蓓 き、 金銀の 蒔繪を 一; き 出した ものにして、 間々 附誊を 以て 圖を 補つ て ある。 その 寶相 花と 鳥との 
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描き 方は、 筆が 輕 くして、 宫以 上に 日本 趣味を 表現して ゐる 。但し 製作 年代は 册 子宮に 後れて ゐ るら 
しい。 延曆 寺 k も 此の 二つと IM'J じ 形式の 蒔 繪經宫 が ある。 同樣に 蒔 繪 t 以て 寶相華 を 現は し、 一つの 
| 中心を 作つ て 蜜 相 花 4: 圓く 配した 大きい 模様が 宮の 上面 及び 左右 側面 ic 二つ 宛 上下 兩侧 面に 一つ宛、 
j 描いて ある。 

平 |  | 平安朝の 後期 一 更 に 藤 原 氏の 攝關 時代に 入れば、 器具 その他に 髹漆描 金を 應 /IJ する こと 
安 | 益々 盛と なぅ、 や. の 世に 延喜 式 5: 制せられる や、 美 濃、 上野、 越 前 以下 十五 國に 、その 產 する 
朝 一と 乙ろ の 漆を SS がしめ、 又內匠 寮に 於て 使役す る 漆工は 他の 業に 遷る 乙と を 禁じ、 漆器の 製作を 獎勵 
の 一せられ た。 漆工の 業は 乙れ ょ 6 1 層の 進步 をな し、 漆畫 •蒔 畫の 技術 もい ょ'^ 精巧 加へ るに 至つ た 
漆 一ので ある。 彼の、 繪畫 建築 等の 意匠に 長 ぜられ た 花 山 天皇は、 親ら 蒔繪の 器 5: 作らせられ、 硯宮に 蓬 
エー 萊山 及び 手長、 足 長の 圖を 描き、 時人を して 共の 技の 巧妙な 〇 に 1  〖喚せ しめられ たとい ふ。 又 同 天皇 
一の 頃から、 歡抓 の氧數 に 伴 ヂて、薛繪のエも益々精密を極め、地は梨子地の外に沃縣 11 とて金粉を以 
一て 全體を 塗- めた もの も 製し 出 3 れ 、又 磨 平蒔繪 等の 外に、 金銀の 截金 又は 螺鈿を 篏裝 する 乙 
'とも 行 はれて、 遂には 乙れ を 器物に 施す のみならず、 佛寺 殿堂の 柱 梁檀楷 等の 裝飾に 用 CA O に 至つ た。 

一 凰 虱 1 と 中 l-t I 字 I 卽ち今 日に 現存す る 鳳凰 堂の 內部 、天蓋* 资 Ir & 寺は、 黑塗に 螺鈿の 焚 相 
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華を 街 _ し、 中尊 寺 金色堂の 內 部は 悉く 金 梨 子 地 k 螺鈿の 模様を 施し、 をの 柱には 辟 繪の佛 像を 描い 
て ある。 斯くて 此の頃ょ 6 單に器 物の みに 止まらず、 室内の 裝飾 として 盛 1C 蒔 繪 法を 應 用した ので あ 
るが、 乙、 には 當代 木工の 實例 として。 先づ 木工には、 鳳凰 堂 本尊 天蓋が ある。 乙の 天蓋は、 内部を 
折 上 組 入 天井と し、 軒は 透 彫で、 唐草模様を 現は し、 51 R 木彫の 垂れを 〇 けて ある。 乙の 垂れ も、 
寶相 華の 51T し模樣 で、 その 線は 一 して 輕く 、木工と しては 頗るす ぐれ 穴 ものである。 の 代 當の傑 
出した ものである 

『他の 遺品 I 次に 漆工と して、 高野山 金剛 峯寺に & る 蒔 繪經唐 櫃が ある。 乙れ は經卷 
を容れ る、 脚の つ いた 唐櫃に して、 金 梨 子 地に 澤邊 に、 菖蒲 の 花が 暌 S て、 小鳥の 飛び 遊んで ゐる圆 
を蒔繪にし、鳥と花とは多く ^5 船を用ひてある。脚部、『盡裏等にも蝶鳥唐草の模樣があ6、殊に懸子 
は 巧妙の 作に して、 精密なる 金 銅 透 彫の 圓き 花形 模様 ^ 彼し、 螺鈿を も點裝 して ある。 藤 原 時代 中世 
の 作と S れるが 、優秀の ものである。 大和 當麻 寺の 俱梨 伽羅 龍蒔繪 錫杖宮 は、 佛 家の 用 a る 錫杖の 頭 
を 納れ る！ 5 であつ て、 墨 塗に 俱梨 伽羅 龍の 蒔繪が ある。 蓋- 俱梨 伽羅 龍とは、 不動明王の 化 現した 形 
である。 地は 梨 子 地に て、 繪 はすべ て觀妝 である。 その 火 傾. など、 巧に 濃淡を 作'^、 精緻を 極めた も 
ので ある。 恐らく 乙れ は當代 末期の 作で あらぅ。 をの 他、 前に 述べ / 2 鳳凰 堂佛 壇は、 黑 漆の 上に 螺鈿 


を 施した ものであるが、 今は 螺鈿は 少しも 殘ら ず、 
た < 船 S を 止めて ゐ る。 又 法界 寺 阿 彌陀 堂一 卷柱 は、 
柱を 布て 包み その上へ 漆を 塗*^、 Z. れに ^ 藤の 11 を' 
描き、 像の 間には 唐草 模樣を 描いて ある。 またもと 
法隆 寺に 傳は つて、 今は 御物と なつて ゐる 蓬萊 111 を 
1 11 に 蒔繪し S、 同じく 御物で t 螺鈿に 鳳 形の 
wg を 彼 入した 大形の 唐櫃、 同じく 御物で ある 水に 
於 8 S を？ Si とし S 箱 .柬大 寺 sf 螺 k  S 
相 花を 彼 裝し左 机な どは、 何れも 有名の もの R して 
當代 中期の 作と 認められる。 

第 六 章 漆 近世の 漆工 

1111 倉 以降の 漆工 I 次に 鎌 倉ょ 6 北朝 時代に 入つ て 
は、 一般の 藝術が 次第 (C 降 6 下にな つ * 如く、 木工 
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殊に 漆工 品 も 鎌 倉の 初期に f/.J ほ 藤 原 時代の 面影を 止める 外、 別に 新 祓も出 1 かつた。 卽ち 辟 繪の如 
/ 前代の 緻巧， ^.襲3、粉の蒔き方などは益々手際がょくな6、又金貝など 5: 多く篏裝して、華麗を 
一增 したので ある。 しかしを の國樣 は 多く 模範を 藤 原 時代に 取 6、 葦 手に換 へて 漢字 k て 詩句を 配し、 
をの 意 ^ 描い / 2 ものな ど％ 行 はれた。 穴く 初期の 作は 特に 精緻に して M る 見るべき ものが あつたが、 
中頃 以下 漸次 粗製に 流れ、 南北朝の 頃に 至つ ては 餘程惡 くな つた。 をれ {C 拘 はらず、 調 漆の 法は、 

一 末年 R 至ぅ 頗る 進歩を！ 一はし、 根來 塗と て紀 伊の 國根來 寺の 僧侶の 手に て 食器の 類に 朱 又は 墨 漆を 施 
| し、 或は 墨 地 {C 朱塗を 加へ® W した ものな どを 作 6 出した。 をの 質 堅牢 {C しで、 色澤 頗る 美しい もの 
である。 又木 製の 器物 R 模様 5: 浮彫 ic し、 乙 れ に 彩 漆を 施し 穴 もの も 作り出 S れ、 ZL れを鎌 倉 彫と 稱 
|するのてあるが、その作は至つて手荒いもので、圖樣も素朴なものが多い。 

| 一當 代の 遣  P H 尙 そ H 等の 中ょ 6、 美術的 遺品の 一二を 擧げて 骽 く。 先づ徳 川 (義 親) 侯 
一爵家 所藏の 長生 殿 蒔 繪手宮 が ある。 乙れ は畏生 殿 裏 春秋 富、 不老 lJIJ 前日 月 遲の文 宇を 配し、 をの 詩 意 
一を 蒔 繪 とした 手宫 であ ' Q て、 多分 當代 初期の 作で あるべく、 圖樣 細密 R して、 趣 致の 優美な もので あ 
る。 此の 他當麻 寺に ある 蓮 池を 蒔 繪 とした 一 丈 一尺 餘の 曼陀羅 厨子 扉は、 當代の 初期の 作に して、 そ 
の 寄進 者の 內 、蒔 繪師左 馬 允 藤 原貞經 の 名を 記して ある。 又 伊豫 W 三， S 神社の 櫛 営は、 詩句を 題と し 
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て 蒔 繪し たもので、 中に 小 竹 |14 類 も附艇 し'  至つ て 精巧の 作で ある。 それから、 松 平 (直亮 ) 伯爵 家て. 
藏 である 蝶旃草 蒔 繪 中宮、 土 井 子爵 家所藏 の 浮 線 綾紋篏 螺鈿の 手箱 等 も 皆 有名な も C/I であつ て、 鎌 倉 


V 


時代 前期の 作と 見ねば ならぬ。 

遊 足利時代に 入る と、 
萊他の 美術品は 比較的 衰へた が、 漆工は 51 
繪に 進歩して 盛なる 勢を呈 した。 殊に 高 蒔 
宮 %及び 梨 子 地の 作法は 全く Z1 の 時 JC 大成 
し、 又 icl 制； の 使 >ij 法、 黑 塗の 術の 發達等 
大に 見るべき ものが あつた。 元來 、鎌 倉 
足 利の 時代は 禪宗の 全盛時代で、 をれ に 
つれて 支那 宋の 文明の 影響を 受ける 乙と 
が， 著し かつた が、 a と 6 漆器に 於て は 


必ずしも 3 ぅでは なかつ た。 成る 程、 當代の 初めに 支那の 輸入品が 頻 ぅに 迎 へられ、 美術 H 藝上に も 
火な 〇 影響を 與へた 中に も、 推 朱 推黑の 種類は 彼の阈 に 於ても 最も 發 達した 時代て あつたから、 をの 

九 五 


九 六 

輸入せられ るに當 つて、 一は 目新しき と、 一は 素朴 {'C 且つ 雅味 あ 〇 が 爲め とで、 大に 珍重せられ、 門 

入な ど、 いふ 工人が 堪ら 乙れ を 模造した ので あるが、 をの 他の 漆器 蒔繪に 於て は亭： も 影響を 受けず、 

^  •  • 

一 却つ -C 明の 宣德天 順の 間に 於て、 彼ょう 漆工を 我 邦に 送 6、 蒔 繪の 術を (* 習せ しめ、 又將軍 義滿が 明に 

| 贈 進す る ものは 漆器が 最も 多 かつた とい ふ 如き、 以て 當 代の髹 漆 術の 發達を 知るべき である。 

嵩 

紛  第 七 章 蒔繪發 達の 時代 

發| 一  高 蒔繪 の發達 一 而して 、高！ b 繪の 法が 發 達して その 成熟に 達した のは、 當然 であらう け 
逢 

れ ども、 また 一方、 當 代の 筆意 筆力を 尙ぶ宋 元 風の 畫の發 達が 乙れ に 伴つ た 乙と を、 忘れて はなら 2。 

I 蓋し、 從來の 如く 優美を 主と する 日本 繪樣 を顯 はすには 、一# 塵、 末金鏤 •平 蒔繪 等が 最も 適當の 法で 
時 一  っ S 

代 一 あつたら うけれ ども、 宋元 風の 繪畫の 如きは、 附書 、若しくは 二度 書きの 如く、 平 蒔 繪 では 十分に そ 
一の 趣を 現は す 乙と が 出来ない から、 をの 必耍に 迫られて、 肉を 盛-^ 上げと なし、 その 勁 健なる 筆勢 t 
一 示し / 2 のが、 つ a に 進歩して 足 利の 後半期、 殊に 東 山の 頃に 及んで 完成を 吿げ るに 至つ たので ある。 

* 彼の 有名なる 御物 「%%% sl l "硬 箱」 の 如きは、 實に高 蒔繪 完成 期の 作品と 認めて ょから う。 而して 
その 技術の 成熟す るに 從 ひ、 和畫 風の もの も、 高蒔繪 又は 高 蒔繪硏 出し 取 A まぜの 雜 製作を 施す に 至 


つた。 故 {C 藤 原、 鎌倉時代の 蒔 繪法が 大和 繪と 傾 InJ を 131 じくし、 當代の 負 族 針# の 生活を 背景と して 
出來た 如く、 足利時代の 蒔 繪法 は宋元 と 趣を 等しく して、 當 時の 武人 社 會の生 活 ヶ- 具現した も , I と 

I  • . 

一見ねば ならぬ。 

\ 一  梨 子 地 101 發達一 又 b 子 地の發 達は、 他の 金粉 及び 金 貝 等の 製造と 伴 ひて、 こ れも 全く 當 
W 一代に 完成した ものである。 蓋し 梨 子 地は 夙に 牛 塵と 云 はれて 藤 原 時代に 盛 {C 川 CA られ たこと、 前來說 

繪  一く 所の 如くで あるが、 その 實平 塵は 金粉 製造 法の 上ょ 6云へば平目にして、足利時代のム、れとは異つ 

3 ■一 

二て 以る。をの今日の所謂梨子地は、鎌倉時代の末に起つて足利時代に最も兄)べきものあるに至つた 

達 一  ぬし 

; としてょ からぅ。 今一つ、 當代 漆器の 特色と して、 塗師の 名が 世に 知られ 出した Z1 とで ある。 乙れ、 

; 禪宗 の 流布に つれて、 淸 淡 5: 好 ir の 風は 道具 類に も 及んで、 蒔 繪の 如きは 藤 原 時代の 精緻、 若く は 鎌 

ff.  _ 14 つむし  •  •  •  • 

t 一一  倉 時代の 濃厚を 欲せず して、 寧ろ 蒔繪ょ 6 も ill' 質の 塗 6 方 ^ 選 擇する に 至ぅ、 紹鷗 、珠光 等の 茶人は、 
一 各々 名工を 撰んで、 C ら捎抓 してを の 好む 所を 作らし めた ので ある。 例へ ば 奈 良の 塗. 帥 秀 次は 紹 _ に隨 
\ つて 多くの 齡を塗 $、 子孫に をの H を 傳へ たとい ひ、 をの 他 泰阿彌 '淸阿 彌も亦 良工の 名が あつた。 又 
羽田 五郎と S ふ換師 が 京都の 妙 覺寺 法界 門 5 附近に 居て、 その 製す ると C るの 漆器を 法界 門徐： とい CA 
大 に -tit に 賞せられ たと s ふ 風に、 作者の 名が 塗物の 價値 づける こと、 なつた。 又 蒔 繪の圆 様は 從來模 


代 時め 逑發 紛砗 
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様 又は 花鳥の 類が 多 かつた が、 當 代に 至つ 1; 多く 山水 人物を 撇すに 至つ た。 名工 幸 阿彌道 常は、 S ら 
土 佐 光信の 下畫を 用 a たと 傳 へる 如き その 一例で ある。 

I 一當 代の 代表作 一 而し て當 代の 代表作と も s ふべき 器物は 甚だ 多い ので あるが、 乙、 に 御 
一物の 「葛 細道 文臺 及び 硬 箱」 1: 脱 M して 置く。 乙れ は 有名なる もので あ 〇 て、 昔 在 原 業 平が、 駿河國 
一 宇津山を 超ぇ、 蔦紅葉の 勸れる 細道に て 僧の 修業 者 } C 遇 ひ、 歌を 詠みて 京なる 人に 消息を 賴ん •たとい 
ふ 意を 蒔繪 とした ものである。 東 山 時代に 至つ て 金粉 製造の 術が 進步 し、 ょく 丸形 粉を 作 6、 篩 方 も 
一次 第に 巧と なぅ* 又齡献 使用法 も 進 步の船 に o s /2 乙と、 此の 作を 見れば ょく澥 る 〇又從 來の跗 書、 一一， 
I 度 書 等は、 一步を 進め、 肉 附の爲 めに 下 蒔、 卽ち炭 粉を 蒔く 乙と も發 明せられ、 梨 子 地 粉 亦殆ん ど完 
全に 製造せられ るに 至つ た 乙と も 乙 の 器に 見られる。 乙の 文臺硯 箱は もと 足 利義 政の 愛玩 品て あつた 
一と S はれる。 

I 烏 丸 物と 高臺 寺蒔繪 i 斯 くして 發 達の 機運 R 會 したる 蒔繪 は、 足 利 後期に 入つ て 將軍義 政の 風 
流 三昧と 相 待つ て、 v> ょ< 精妙なる 技を 熟成した。 然る R 元龜天 正の 騷亂 あるに 及んで、 世の 忽忙 
につれ て 漆器 も 亦 粗製濫造に 流れ、 一時は 衰態の 運を 見た が、 豐臣 秀吉の 搔亂反 正の 大業を 樹つる や 
四方に 散逸した 漆工を 再び 京都の 烏 丸に 集めて、 製作 R 從事 せしめた。 乙れ 世に 烏 丸 物と 稱 する 漆器 


代 時の 達 發繪蒔 


1 〇 二 

にして、 た V 亂 世の 直後の 乙と、 て、 その 品質の 粗 造 あ 
るを 免れな かつた が、 形 狀 、模様 等に 至つ ては、 ^ - か の 
好みに 應じた 壯麗華 美なる ものにして、 所謂 桃山時代の 
氣 分を 遺 慽なく 表現して， Q た。 殊に その 時代の 遺品と し 
て、 京都の 高臺 寺に 所藏 3 れる 須彌壇 廚子 及び 調度 類の 
數冷は 、背 自由な 意匠を 用； 3 た、 奇抜なる 蒔 繪物 ic して、 
乙れ を 標準と して 當 時の 製作を 高 臺寺蒔 繪と稱 する ので 
ある。 高臺 寺蒔繪 も， 烏 丸 物 ほどでは な S が、 しかし 11 £ 
を 許す Z1 とは 出來 ない。 意匠 ゃ圖 案は 他の 器物に なき 豪 
放 華麗の 點は あれ ど、 素地を 精選し、 髹法を nl R し、 
蒔 金を 嚴密に すると いふが 如き 行き 屈いた 技工を 凝らし 
たもので はない。 

第 八 章 近世の 漆工 
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£ " lli ~~ 豐太公 時代の 漆器と しては、 他 ic 茶道具に 關 する ものと、 光 悅蒔繪 と稱 
する ものと を §1 げな くて はならぬ。 由來 茶道は 義 政の 頃よ $ 世に 盛と なぅて、 足 利の 末期から 豐 太閤 
| に 入办て 最も 流行し、 つ ひに 德川 時代に 及んで 三代 四 代の 將 軍の 頃、 尙ほ 主なる 遊樂の 具と せられた 
j  rJ と 云 ふまで もな S が、 殊に 千 利 休が あつて、 茶道の 太陽の 如く 輝 S 穴 乙とは、 その 流行 興隆 R 最も 
近大 なる 關係が ある。 而して 利 休は 茶道を 以て 秀吉に 仕へ、 をの 一世を 秀吉の 茶席に 終つ / 2 齐 である。 

世 一 彼れ 才に富 み 盛に 乙れ を 茶 事 R 發 揮して、 茶 具の 如き、 種々 の 好みの 形を 出し、 曩 に紹鷗 が 塗師秀 次 
| 等に 於け ると 等しく、 名工を 1みて製作に從事せしめた。棗塗師盛阿彌及び二代目秀次等の如き放も 
をの K 賢を 受けた ものであるが、 遂に 彼等は f 口よぅ 天下一の 名を 得る に 至つ たバ 因に 天下一の 名は 
漆  一 ^ • ル 以來 、天下の 名工に して、 彼等の 御用. V 勤める 者に 對し て與 へた 一種の 稱號 であつ て、 秀吉も 亦 
エー 漆工の みならず、 諸種の 工人に 對し て此め 稱 號を與 へて ゐた ので ある。) 勿論、 茶 事に 用 ひる 器物は、 
一が%、 5' ^5の心持に適する歡齡が感じのものでなくてはならぬから、華美豪奢 ^ る蒔繪類の如きでは 
一な かつた。 た  <、 漆 法に 注意し、 特色 ある ものを 製し 72 ので ある。 又 彼等は 當時 茶人な ど、 して 珍重 
一 ^- られた 陶器 類の ㈤齡を ば、 漆を 以て 補修す るの 工夫を なした。 その他 點 茶の 乙との 行 はれる や、 根 
來 塗、 秀衡椀 等の 漆器 も大に 賞 / H せられ、 質樸に して *11 肥 #? すべき 地方 的 器物が 乙れ よ 6 世に 知られ 
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るに 至つ た。 

一光悅 蒔繪 と光悅 I 光悦 蒔繪は 寧ろ 德川 時代の 初期の 產物 であるが、 源流は 豐臣時 代に 發し 
™ て. Q る。 rJ れまた 漆工 藝術 上に 一 大 1 Sf 命を 起し ' /2 もので あつて、 をの 豪壯に して 偉大なる 特色は、 當 
j 代の 文化 狀態を 反射す る ものにして、 江戶 時代 漆工の 發展 は、 是に負 ふ 所が M る 多 S と 言つ てよ い。 
近 一 光悦は 人 も 知る 如く、 書晝 陶工 等、 諸道に かけて 第一流の 人物で あつたが、 漆器 も 亦 特殊の 趣を 發揮 
世 一し、 殊に その 蒔繪 は、 能書 能 畫に依 6 て 一種の 新 意を 出し、 鉛錫靑 貝を あしら 3 て 繪樣ど 巧に 造る に 
一 あつて、 豪華で あると 同時に 極めて 雅趣に 富み、 盛宴の 席に も 通 ずれば、 わびの 茶 座敷に も應 用す る 

の 一  かた 

乙 とが 出来る ので あつた。 <1 れ より 蒔繪の 風一變 して、 をの 繪樣も 支那の みに 偏 よらす、 多くは 優美 
漆 高 T/.J なる 大和 繪を 下繪と し、 又 狩 野 家の もの も >t] a るに 至つ た。 光琳の すぐれた 蒔繪圖 様の 如き も、 

エ 前に 光悦が あつたから 出來た ので ある。 彼の 傑作と して 傳 へら U /2 る もの、 「忍 草 蒔繪硯 箱」 「住の 江 蒔 
繪硯 箱」 「櫻 狩 蒔繪硯 箝」 の 如きが ある。 「忍 草」 は、 をの 名の 草を 蒔 繪し 、鉛に て 和歌を 顯 し、 蓋 裏には 
貝及び鉛にて兎を圖してあ 4) 。をの和歌の文字は當時三筆の一人であつた三藐院の筆であるといふ。 
「作の江」と「樱狩」とは實州傅はら 1: 、後に尾形光琳の模造したものがある。前淆は攝津の勝地 |[-: の江を 
題に 詠 じた 戀歌に 依ぅ し圖を 作 6、 波は 金粉、 岩は 鉛、 文字は 金を 刻し、 各々 その 肉を 降 起せし めて、 


槪 かも 半 肉 彫刻の 如く R して あつて、 をの 趣 •か 如何にも 豪 健 
である。 後者は 俊成鄕 御苑の 櫻 狩 R 詠 じた 歌を 題と して 蒔 繪 

群  らいらく  ：：  3 

千 した もので、 その 圆樣が 痛 落に して 且つ 雅朴の 趣が ある 0 


第 九 章江戶 時代の 漆工 


ぼつぜん 


一江 戸 時代と 漆器 一 德川 時代は あらゆる 藝 術の轨 然 
として 發 達した 時期で あるが、 中に もエ藝 美術の 發 達は 最も 
ぎ 1  見 ましき もの あ- CN、 當代の 誇-^ の I つで あると 言つ て もょ 
い。 3 れば 漆工 も 亦、 空前の デリ ヶ-卜 な ものを 見 5 に 至つ 
た。初め各 ;||. 44の江戶に移るや、京都の蒔繪師幸阿彌畏法 
や、 ^ 滿休意の如き有名なるエ人が、 ^ ^ 3 れて江 ^ に :^ ,ぅ 
御用を 勤め、 お 抱へ となつ た。 乙れ 漆工の 江 戶に發 達し* 起 
源で ある 0 蓋し 漆工の 發達 に は 二 稀-あつて、 一は 帝都た る 京師 
に # 達した もので、 他は 各地 方に 現 はれた ものである。 卽ち 
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足 利 末よ 6 急に 進歩せ る 蒔 繪 術は、 幸阿彌 物にして、 高 臺寺 薛繪 にしろ、 光悦 蒔繪 にしろ、 皆 M 都で 
發 達した もので あ 6、 また 會津 、根來 等の 塗物は 地方 的に 起っ たので あるが、 江戶が 新に 政治 上の 中心 
地と なるや、 乙、 に 德川 時代の 新 エ 藝品 が發 生した ので ある 0 而して 此の 時代は、 政略 上 凡て 儀式を 以 
て朿 縛した 世で あって、 公 邊の典 式は 勿論、 冠婚 喪祭よ 6 年中の 行事に 至る まで、 皆嚴 重なる I 定の 
式法を 以てし、 又 一而には 茶道い よ-^ 盛に 行 はれ、 香道 亦 興 6、 座 作 進退は 勿論、 其の 調度 小道具 
類の 如き、 一々 流儀に 依ぅ、 寸法と 形狀 とを 異にした ので ある。 而し て、 これ 等の 諸道 具の 起 半' は 漆 
器の 蒔 繪 を用ゐ たから、 漆器 需耍の 多い 乙と 實 ic 此の 時代の 如きは なかつ た。 3 れば 製作者の 業の 多 
忙に して、 互に その 技を 競 ひ 進步を 見る 乙と も 少なく はな かつた。 

II 漆器— 『「「傾— 向 1 けれども、 此の 依 式 的の 一定の 需要は、 却って 藝 術の紀 榄を £|デる も 
ので あつて、 爲めに 意 K の發 達を 阻 礙 される の 7P 止む を 得な かつた。 故 ic 當 代の 進歩は 純然たる 技術 
の 進步に 止ま 6、 思想 上に 於いては 却つ て 退歩を 免れる ことを 得な かつた。 た と-^、 光悦の 一派 
だけは、 前代 桃 III の 風-：!: を 傅へ て、 毫 しも 此の 時代の 拘朿を 受けな かった から、 遂に 光琳、 破 笠の 如 
3 を 出して、 益々 奇趣 巧妙を 顯は すに 至つ た。 これ 全く、 その 技術が ^ 門で なかつ たからで ある。 若 
し專 門の 技術者と して、 將軍 若しくは 諸侯の 御 川を 勤めたならば、 必ずや 儀式 的の 拘朿を 逃れる 乙と 
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二 〇 

は 出來な かつた であらぅ。 をして、 比較的 1C 言 
へば 江戶の 漆器は 一般に 粗雜 なる ものが 多く、 
乙れ に反して 京都の 蒔繪は 前代の 風を ついで、 
餘ぅ惡 S 影響は 受けて 居な かつた と 言へ るので 
ある。 

I 當代漆 器の 特色 1 德川 時代 漆工の 名家と 名品 
とに つ S て 略解を 加へ るに 先立ち、 當 代の 塗物 
に 於け る 主なる 特色を 語らぅ。 而して 此の 時代 
の ものは、 初期に 於いて 尙ほ 幾分 か 桃 山の 遺風 
をつ ぎ、 其の 剛健の 趣が あつて、 ia k をの 上に 
精巧 緻密なる 技術を 加へ て ゐ る。 卽ち 器の 肉 合 
硏 出、 截金 使用法な どは 益々 精 熟し、 をの 極は 
寬政 時代の 大進 步を來 したので ある。 而して 當 
代の 名手なる 幸阿彌 長 重の 作 ^ か、 る、 「初音の 
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か， フへ. < 


棚」 は、 Jt の 時代の 作品の. 好 標本と すべきで あるから，、 別項に 詳說 する であらぅ 。ついで 元祿ょ 6 寬永 
の 頃に 至ろ 間は‘ 作風 益々 精緻を 極め、 美麗を 盡して ゐ る。 世 {C 五代 將軍綱 吉の號 を 取つ て 常 恝院時 


いんら， f 


江 一 

\ 

戶 | 

時 一 
代 

の 
0 
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代の 物と 稱す るの が Z: れ である。 けれども その 精巧なる 作品は、 小るな 印籠の 類に 多く 見る ところで、 
規模の 比較的 大なる ものは 餘 6 作られな so 又 刑 部 梨 子 地の 發叨 された の 毛 此の頃の 乙と である。 此 
の 梨 子 地は 江戶の 工人 刑 部 太 郞の製 出した ものと 傳 へられ、 平目 梨 子 地の 如く、 金粉が 平らかに 施 3 
れた ものである。 


I 仕 入 式の 傾向 一 享保以 後に 及んで は、 初期の 名家で 尙ほ 系統を 追 ふ 者がないで はな かつ 
方 が、 時好の 變遷 R つれて おの づ から墮 落の 傾向を 見る に 至つ た。 た <、 當時江 戶城內 に 鎏師の エ设 
を 設け、 名工を 集めて 將軍家 御用の 諸 調度 5: 製作せ しめた ものは、 稍 見るべき であつ て、 御 小屋 場 物 
とい a 、 中 R は 名品 も數 多く ある。 然るに 享保以 後に 至つ ては、 贈答品 又は 賞 賜 品と して、 多く 蒔 繪 
物を 用ゐ た爲 めに、 需要 益々 多き を 加へ たけれ ども、 從つて その 製作 品は 圆様 形狀の 一定した 儀式 的 
調度を 主と する {C 止ま 6、 唯 外見の みを 街 CA 、 下 塗の 如き も その 度數を 減じ、 蒔繪 にも 成るべく 手數 
を 省かん とし、 爲めに 金銀の 薄 金 類を 用 ひ る こと ' /' 行 はれ、 金銀 粉 も 亦 少量に て 大部分の 場所 R 使用 
し 得べき 工夫 ^ - なし、 遂に 平 極と 稱す 〇 扁平 形の 粉を 製 碑. する 乙 とが 發明 S れた。 乙 の 頃、 京都に 於 
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ける 製作 品 も 亦 同 樣の 傾向を 呈し來 $、 金粉の 質を 惡 くして、 外觀の 美なる ものを 製造す る 乙と を i 
れ事 とする に 至つ た。 乙れ 所謂 京都 仕 入物で ある。 

一 他方 漆器の 勃興 一 斯 くして 大都市に 於け る 製作 品は 粗 造に 流れた ので、 必ずしも 地方に 於 
いても 大都市に 求める に 及ばず、 各地 方を れ^-自給自足の 途を 講ずる の 傾向を 生じ、 都 會の作 n nn と 
拮抗して 却つ て 各地 方 {C 製作 品の 發達 1: 見る に 至*^、 乙、 {C 所謂 國產 品なる ものが 現 はれた。 中 R も 
加賀 の金澤 、尾 張の 名古屋 は、 の 支配 下な 〇 のみならず、 代々 の 藩主が 國 産を 獎勵 した 爲 めに # 
に 精巧の 作を 出した。 例へ ば 歡 て 3L. +« 4 M£. Tt* とい ふ 名工が、 加州 侯に 聯せ られて 加賀 に 赴き、 蒔繪を 
同國 人 K 傳 へたと か、 同じく 京都の 蒔 繪師の 山 本 正 ^ • は寬 政の 頃 名 古屋 {C 移住して その 業を 創める と 
かして、 共に 東 肘の 兩都會 に 1 ら ざ る 製品を 出す に 至つ た。 又 此の 時代から 隆盛を 極め、 をの 技術の 
雲した ものに 靈法 、卽 ち® ,の 雲が ある。 而 して 乙れ 等 も 亦、 主として 各地 方の 技術 家の 手に 
由つ て 發達 3せられ /2 ものであつた。 

一明 治の 塗物 界一 德川 時代の 末期から 明治の 初めに かけて は、 我 邦に 於け る產業 革新の 第 
一步 であつ た。 されば エ藝的 美術品の 如き も、 天 保 以後 世態の 一變 する につれ ていょ < 動搖を 生じ 
殊に 蒔繪の 如きは、 一時は 全く 地に ffi." ち た かの 觀も あつたが、 僅かに 文 哉、 羊 遊、 是眞 等に 依ぅて 命 
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脈を 繫いだ 。然るに 明治 二十 年頃ょぅ-我が 美術 U IIH の 海外に 
知られ、 續 々輸出せられ る {C 及んで 漆器 6 亦頻 6 に 海を 超ぇ 
て 彼方に 送られた。 中に も 精巧 緻密に して ^, X 齡な る蒔繪 物の 
如きは、 一時は 非常 (C 歡迎 せられた が、 それ も 時に つれて 盛 
衰が あぅ、 現今 JC ては 左までに 好 &5 でもない 様で ある。 —— . 
以上を 以て、 漆工、 及び 蒔 繪に關 する 沿茧 の略說 を 終う、 次 
に、 徳川 時代 以後の 名工と 名作 品 {C について、 一通. 〇 の 話を 
して 置かう。 

第 十 章 幸 阿彌の 一家 


厂 幸 阿彌と 五十 11 j すべて 工人に、 想像 的の 家門と いふ やぅ 
なものが出來たのは、足利時代の中頃、泰如將軍の頃からで 
ぁらぅ。 薛繪 H の 如き も然 6で、 ^- 阿 ^* 51. ||{に始まる十 ^: . 
家、 五十嵐 信齋 ^ .始爻る五十嵐%などはその例である。か. 
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は 世傳に 依れば、 四郞 左衞 門と 稱 し、.；！ 
岐伊豆 守 源 闕房 十三 代の 孫に して、 土 ^ • 
四郞 太夫 道 房の 子、 幼年の 頃よ- CN 將 軍 ^ • 
政の 近習に して、 近 江 _ 栗 田 郡に て 若干 
の 地を 領 した。 義政の 命に よ. CV て その 法 
を 學び 、遂に 道の 奥を 極める 乙と が 出來 
たのて、 專ら蒔 繪を 作つ た。 その 下 蒔は 
土 佐 光信に 受け、 また 形狀 その他の 好み 
は 能 阿 彌 、相 阿彌の 意匠を 用 ひたとい ふ。 

(文明 十 年 十月 十三 日、 年 七十 一で 死ん 
だ。) 高 蒔 繪に も硏 出に も 共に 妙を 得、 そ 
の 技術' を 子孫 ic 傅へ た。 二 代 道 淸も亦 幸 
阿彌を 名のつ て， 名人の 聞ぇ あぅ、 御 土 
御門 天皇 御卽伩 の 時 •義 政よ 6 御 道具の 
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蒔繪を 命ぜられた とい ふ。 その 死んだ のは 明 南 九 年 十月 三日に して、 年 六十で あつ ^ 。 彼は 土 佐の 
下繪の 外、 自家の 風を も 出した が、 をの 寮 様 散漫の 嫌 a あれ ど、 よく 蒔繪に 適應 すると 言 はれる 。三. 
代宗全、四代宗正、五代宗伯も亦、ならびに足利時代の塗師職として知られた。 3£* 十嵐 ^1* #' %同じ頃 
世に 在つ て 義 政に 仕へ、 蒔 繪の名 エと呼 ばれた。 尙ほ 信齋の 孫道甫 (甫齋 の 子) の 時、； 11 K* s* 4 に 11: 
せられて 加 賀に赴 き、 しばらく 留つて 蒔繪を 同地の 工人に 傳へ穴 が、 のち 京師に 歸 6、 延寶二 年に 死 
んだ 。その子 道甫喜 三郞の 時、 また 前 田 利 常に 聘 せられて 加贺 {C 赴き、 それよ ゥ代冷金澤に住し❿ル 
家に 仕へ たとい ふ。 因に 此の 幸 阿 彌道長 や 五十嵐 信齋の 作つ たものは、 時代 蒔 繪と稱 し、 また 東 山 殿 
御物と 稱して 今 何 ほ 世上の 寶と なつて， Q る。 

L 幸问彌 長 111 I 幸阿彌 家の 六 代は 長淸 とい a 、 その子に 七 代の 長晏が あつた。 彼は 十五 
歲の時 父に 從 a て 豐臣 秀吉に 謁し、 御前 ic て 香盒に 鶯の 下繪を なし、 御覽に 入れて 特の 外の 喜びを 博 
し" 鶯が たつ / e < と 賞め られ たと S ふ。 のち これを 蒔繪に して 獻 上した ところ、 見る 人 その 精巧な 
るに 驚かざる はな かつ々- とい ふ。 秀吉の 命に よぅて、 堀 久太郞 秀政が 烏帽子と なぅて 名を 久次 郞と稱 
したと いふ。 天 JF- 十四 年、 後陽成 天皇 卽位の 時、 秀吉よ 6 御調 度の 蒔繪を 命ぜられた。 斯 くの 如く 秀 
吉よ 6 優 寵を蒙 つたが、 秀吉は 幾 ばく もな く薨じ 、又 幾 ばく もな くして 大阪 落城の 悲運に 遭つ た。 然 


家 
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る に 慶長 十五 年、 徳川 秀忠に 召し出 S れ 、二百 石の 朱印を 賜は 6 て 江戶へ 降る 途中、 同じき 十月 二十 
五日、 東海道 見附 驛に歿 した e 年 四十 二。 (一 說 には 慶長八 年 歿すと ある。) 

| 幸 阿彌長 重 _ 此の 長晏の 三男に、 幸 阿彌長 重と 
いふの が ある。 ( 一 說に 幸阿彌 十代と ある) 幸 阿 彌中最 


も 名工の 聞ぇ の あつた 人で ある。 をの 作 精緻 堅實に し 
て 品位に 富んで ゐた 。京都と 江戶 とに 來 住して 御用を 
勤め、 束 福 門院 入內の 道具、 明 正 天皇 御卽 位の 調度， • 
f の他德 川の 姬君婚 儀の 道具 等、 一代の 作が 少なくな 
S。 入 內の御 道具 R は 繪樣を 濃 梨 子 地に 枝 菊の 總 模様 
とし、 又卽 位の 御調 度には 家 光の 好み k ょつ て、 唐松 
に 蔦の 下 繪を狩 野 守 信に 描かせ、 をれ を 高 蒔 繪に した 
ので ある。 中に も 今 {C 遺つ て 最も 有名なる は、 別項に 語る M 州 侯 「初音の」 棚で ある。 長® は慶 安四 年 
二月 二十 n、 年 五十 三で 歿した。 その子 長 房 もまた 名工に して、 後西 院天离 御卽 位の 時 德川象 綱ょ 6 
御調 度の 蒔 繪を命 ぜら U たと いふ。 幸 阿彌の 家は、 次 S で 長 救、 正 峯 等が あ 6、 十九 代に 至る 寸、 で 幕 


家 


_  〇  阿  牵 


5?.  r,- 辟 ‘/s 笾寺垄 商 


府の 扶持を 受け、 御用を つとめて， Q たが、 左して 名人と いふ ほどの 者は 出で なかつ た。 

|  第 十一 章 光悦 光琳の 一派 

j  b _ ^ ^ ^ ^ 漆工 一 藝 術的價 値の 最も 高さ、 漆工 品と して 語る 時、 本阿彌 光悦と 尾 形 光琳と 
小川 破 笠との 三人は、 必ず 忘れて はならぬ。 しかし 三 A とも (C 畫家 として 旣に 第一 卷に 語られて ある 
| から、 乙、 には 略傳 と共に 漆工と して 僅 {C 言及して 置く、 本阿彌 光悦は 學識 あ.^、 意匠 あ 办、 また 能 
% 一畫 能書に して、 最も 茶 事に 秀で、 當 時の 上流、 風流 人と 交 6 .、一代の 藝術的 能力を、 多方面に 發 揮し 
の ~ た 天才で ある。 名物 忍 草硯箱 等、 彼の 傑作に ついては 旣に前 項 ^ 詳解した。 

一 |  h ^ ^ ^ _ 谦 — IXI J 尾 形 光琳は、 本阿彌 光悦の 蒔 繪を慕 ひ、 をの 意匠に， a 、 錫、 鉛、 靑貝 
疵 一等を 篏 入した 作を なした。 をの 作は もとょぅ 天 縦の 奇才を 揮 CA て、 風流 洒落の 極致を 出した もので、 
一岡 樣の 奇抜なる 乙と、 形狀 、配色の 巧妙なる こと、 共に 尋常 薛繪師 の 細工に 異つて ゐ る。 實に德 川 時 
一代に 於け る 破天荒の 技巧と い ふべき であつ た。 光琳は 常に 洛 PIT の 銀座 方へ 或は 諸 大名の 出入 商人の 催 
した 宴會な どに 必ず 招かれて、 衣服 調度の 意匠を 授けた ものであるが、 或る 年 例の 銀座 方の 者から 
誘はれて、嵐山へ花見に行つたが、かねて »?* 樣な乙ともあらぅと貯へて置いた 11-5 |^に、にぎ.0飯と煮 


iS 


藏寺 修勸城 山 


_琳 光 悅 .光 


\と を 包んで 携 へ.^ が、 ゃがて そ Q  j 行 嵐 山に^ Is 時 何れも 今を 盛ぅ と金 銀 ！ fel° 船 v‘- 影た る 重の 内 
を； 3— て、 誇-^ 顔に 示し 合つ た。 光琳 こ、 であると 思つ て、 竹 皮のに ぎ.^ 飯を； 5 ら S たのに、 竹 皮 
の 裏 一面に 金箔を 押し、 I-II 水 花鳥な どい とこ まかに 描きた る ものて あつたから、 奢侈 ic 耽つ た 銀座 方 
の 者 も， 呆氣に 取ら H てこれ は^^と ばか 6 驚いた 。間もなく 其の g も 終つ たので、 彼は その 竹 皮を 
風の まに-^ 大瑕 川に 流し て歸つた。 怎後 2 經 て、 或る 岸へ をの 竹 皮の 着 S たの >Vi 拾 3 上げて、 
町奉行 所へ 屈け 出で た 者が あつたから-かねて 鈒座 方の 奢侈に 注 愈され てゐた 所と て、 乙れ 必ず 銀座 
方の 仕業で あらぅ と、 密に 吟味羞 げられ 2 に、 LQ 仕業と 判？、 爲 めに 彼は 追放を 命ぜられ 
たと S ふ。 以て 彼の 蒔 繪の 豪華の I 班を 知るべき である。 

第 十二 章 破 笠と 春 正 

l l^h 川破势 I  .の 作風 1 和 ;|!« 1: ぎ S ともい； 5、 $- 5,、1 や、 などと も號 した， 通 
稱を平 助と 云 a 、 伊勢の 人に して、 江 戶に來 $ て 俳諧を なし、 傍ら 土 佐¥ ょくし、 n. つ 
も 長 じた。 はじめ 俳諧を 露 言に 學ん だが、 のち 燕 門に 入 6 て その rix f il めた。 常に 廳 然として 四方 
に 遊び、 ® 所を 定める 乙と が /- C かつた。 或る 年 木 竹 山中に 3 まょ a 、 E5U U して 衣服 悉く 破れ、 只 身に 


一二 五 
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一二 六 

一枚の 弊衣を m し 竹の子 笠を 力 ふ 6 て 撕徊 したが、 ^ の 時 自ら 「乞食 (C も かくはなら U W 案 山 -/ - か 
な」 と M /L だとい ふ。 乙の 人 光 悅の 法に なら a 、 更に 新 意 ^ 出して、 漆器の 中に 陶器、 木片 •鉛-錫 
j 牙、 角、 堆朱な どを 嵌入し、 人物 花鳥 古器 物を 装飾して、 その 製 甚だ 雅致が あつたから、 時人 2. れを 
一 破 笠 細 X と 稱 して 大に賞 玩し たとい ふ。 延享四 年 六 片三 日、 年 八十 五で 残し々。 弟子 ^ • ¥. ^• 111* は、 二 
世 破 笠と 稱し 、をの 業に つ S たが、 師の 技には 及ばな かつた。 

春^ yk— 作 江戶 時代 初期の 漆工と して 山 本 春 正 も 亦す r れた もので あつた。 通稱を 
次郞 一一 一郎と S3、 慶長 4 ■妾 正月 二十 五月 生れた。 父は aI» 46 IE« .通 稱を念 rc. i. A と S3、 德一し 
て 了悅と SS、 新羅 三郞義 光の 曾孫、 山 本 左兵衞 尉. 速 江守義 定の纪 'であると 傳 へる。^ I IH- は 京に 住し 
|はじめ木下勝俊の門に入6て和歌を學び、大にその道の ^1 ^ を極め、二十|代集類句の著があつて、 

一 板 本に して 世に 行 はれる。 ま /2 伊藤 仁齋を 友と して、 漢 t にも 通じた とい ふ。 殊に 髹 漆の 法を 巧 {C し 
て、 頗る 蒔繪を ょ く- ^ たから、 遂に 蒔繪 帥を 以て 世に立ち、 大に もてはや 3 れた ，。晩年 剃髮 して 法 橋 
| に 叙せられ、 舟 木と 號した 。天 和 一一 年 九：^ 八 日、七十三歲で歿した。をの子か ]£« 、通稱はか咖ル §. 、 
號を春 正と 稱し 、父の あとを ついで 蒔繪を 業と した。 斯くて 子孫 世々 春 3E« と稱 し、 蒔繪師 として 知ら 
れた が、 五代 JE. 令、 通稱勝 之亟の 時寬政 年間に 尾 張 名 古屋に 移し、 それょ 6 乙 、に 定住した。 
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1 二 / V 

第 十三 章 椎 原と 古滿 

|推頭1太^1 春 正に ffi: おくれて 江戶に あつ y? 工人 U 椎原市 太夫が ある。 彼は 江 P の 蒔 
繪師淸 水源 四郞の 弟子で ある。 寬永の 末、 加州 侯 前 田 利 常 ^ 召 抱 へられて 金 澤の桶 町に 住し、 印籠の 
蒔繪 に從 事した。 印籠 中加賀 印籠と て 一風 あ $、 細かに 愛らしき、 甚だ 巧みに してし ほらし い 氣分を 
出した ものは 彼の 作で ある。 - t •た 世 R 玩ぶ加 賀蒔繪 の 香合 も、 多くは 此の 人の 作で あると いふ。 元來茶 
人の 聞ぇ も あつた ほどの 人 故、 その 意匠 ® f 雅に して、 品位が 高 かつ 穴と S ふ。 市 太夫に 三 子 あぅ、 藤 
藏 、友 之 進、 市之亟 といつ た、. 三人と も 互に 劣ら ざ 5 蒔 繪の 上手 1C して、 職業の 餘 暇に、 伯は 鼓を ぅ 
ち 仲は 笛を ふき - r' 叔は 太鼓を 好みて 各 巧みで あつたと いふ。 

I 古 liil と假 面エ I 古滿 家の 元祖、 古滿 休意 も 此の頃の 人で ある。 江戶の 生れに して、 寬永 
十三 年 德川寬 光に 召 S れて 蒔繪師 となつ た。 寬文 三年 九月 二十 九日に 歿し 左。 をの 子の 休 伯 も、 久藏 
と通稱 し、 德川 綱吉 {C 召されて 父 休意の 職を つぎ、 元祿 十六 年 九月 麴町四 丁目 ^ 百 二十 坪の 屋敷を 賜 
ひ、 正 德五年 八月 十日 R 歿した。 乙 れょ 6 代々 江戶將 軍 家の 蒔繪師 とな 6、 f 綿と して 十一 代に 至る 
まで 家を 保つ た。 古滿 家の 弟子に して、 德川 時代の 末期 R 世に 知られた のは 古滿寬 哉で ある。 彼は も 
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と 坂 内 重 兵 衞と稱 し、 古滿 巨柳麝 の 門人で あつたが、 夙く よぅ 出藍の 春が あ 6 師家よ 6 古 滿の姓 を If 
された ので、 Z: れ以 來古滿 寬哉 と號 したが、 老後は 坦叟ま た坦哉 とも 號した U 此の 人 職業の 餘暇 好 / L 
で 狂歌を よみ、 眞# 庵 道 守と も 言つ た。 天 保 六 年 四月 九日 歿した。 近世の 名工 柴 田是眞 は實に 彼の 門 
から W で、， Q る。 

第 十四 章 その他の 工人 

I その— ^ 1 初期の 工人 I 他 ic 德川 時代 初期の 工人と して、 田附長 兵衞、 梶川久 次郞 、靑海 勘 七 等 
の 名が 語られる。 田 附長兵 衞は寬 文延寶 頃の 人 R して、 京都に 任し、 をの 技術 精巧に して 頗る 穩雅の 
趣が あぅ、 當 代の 名工と 稱せ られ た。 梶川 久次郞 は、 梶川彥 兵衞の 弟子 ic して、 寬文天 和の 頃、 江戶 
中 橋' 精 町に 住した。 蒔繪 ;^: 以て 幕府の 抱へ とな 6、當時印籠の製作天下一と呼ばれ /2 。故にその價甚 
だ 黄く、 をの 作 事の 中に、 刑 部 梨 子 地、 又は 平目 梨 子 地の もの、 殊に 見事で あると いふ。 彼の 子孫 も 
相つ いでを の 業に 從つ た。 靑海勘 七は、 漆器を よくし、 殊 (C 波 文を 描く に 妙を 得 /2 ので、 特に 靑 海の 
名が あつたと いふ。 元 祿の頃 世に あつたと S ふ 外、 をの 傳歷 を詳か にしない ので ある。 

I— 德川 中期の 名士  I 德川 時代の 中期に 於いては、 尾 形 光琳、 小川 破 笠の あつた 外に、 鹽見政 


人工の  他の  そ 


ェの  他の  そ 


藏 館 物 博 室 帝京 東 
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誠、 永 田 友 治、 小 林 S: 命 i&i, 一 •一 { 1: 4 の 如きが あった。 i s. &i は通稱 を i: i: とい； 5、 
享保 中京 都— して II とし 气 sgmf  Is 意で あつ §み| ずぞ gg— の# 

を 名 つくつ たと いふ。 M の 人元來 磨ぎ 出し 蒔繪を 以て 世に 聞ぇ たから、 後世髒 し蒔繪 のこと を gf 
辟 繪と稱 する に 至つ た。 其の 子孫 江戶に 移？、 四 谷 附近に 住し、 近年まで 露— したとの 乙と. て 
ある。 永 田 友 治は— 年間の 人に して、 藤— 拿で あ？、 殊に® L の 作 ft つたと い 
ふ。 故に 彼の 作に て秀れ たものは、 往令 にして家の所作と混ぜられるといム。 

第 十五 章 桃 葉と 利兵衛 

& ― ^ — 0 __ ^ 山 本 利 i はもと 丹繁田 郡 q 人に して、 實 f s- i と S た。 寬 永の 
頃 京師に 出で、 吉 文字 屋 某の 弟子と な. 4 讓の 法— び、 正 德四年 廿九歲 の 時 i 業 I いたが、 包 
ち 塗 漆を 以 V 天下に その 名を 知ら；^。 殊に肇 二 年 M. ®* ^ M. #P. 卽 位の麗 中、 漆器の 調進を 命ぜら 
れた 如き、 當時 利兵衞 Q 名聲 の あつ？ とを 知ら S。 明 和 三年 九月 二十 七： n、 年 七十 九で 死ん 
その子 孫 代々 利 兵衞の 名を 襲 肋し、 髹漆の 業に 從 事した。  . 

6  0  0  «£• & 桃 A は通稱 を ¥• •ハと い ひ、 のち 號を L となした。 最も 印籠の 蒔 


繪に長 じて， Q た。 明 和の 頃、 阿 州侯蛘 須 M- 首： 喜よ 6、 代 料は 望みに 任せて 取らせる から、 下駄に 蒔 繪 
$: せよ Hi へられ々 •のに、 桃 葉は いたく その 禮な きを 怒 6 假令大 r, であると も、 蒔 繪は 下駄 ic すべき 
一 も s ではな S、 まして わが 蒔 繪は印 龍 (C する ことで あれば、 何程の 黄金を 給は ると も、 その 義に は應じ 
(難 s と 云つ て 斷つた から、 侯 も その 氣 節に 感じ、 一年 あま $ 過ぎて 後、 人を して 三人 扶持に 六 石を 與へ 
桃  一 士分に して 召 抱 へんと し、 申 恐 ii* s れた のに、 此の度は 桃 葉 も 侯が 禮を以 て 遇せら n る 乙と を 喜び、 
棄一 早速 承諾し、 乙れ よぅ 江 戶椅物 町 阿波 侯 邸內に 住し 7<f とい ふ。 その子 孫 代々 阿 州 侯に 仕へ、 觀松齋 の 
と I 號を襲 用した。 二 宵 桃亭 は寬政 年中の 人に して、 もと 江 P の醫帥 であつ たが、 沈 金 彫を 巧に したので 
利 一世に 知られた。 11 S 跟は 漆器に 陰文を 彫ぅ、 金 末を 施した もので、 支那 M に 傚 a 、 享保 年中 長 崎の エ 
兵  '  人が これ k 校 作せ しを 始めと する。 桃亭の 作る 所、 鼠の 齒を以 て 刀に 代へ、 精密なる 孔雀、 又は 花 草 

一の！ I を 刻して、 遂によ く 谷 種の 筆意を 本 表は し 得る に 至つ たと いふ。 
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第 十六 章德川 末期の 名工 

一— 玉 Z1 緒 M 象 — ，谷—  _ 徳 川 時代 末期の 名工と しては、 玉緖象 谷が ある。 彼は 讃岐高 松の 人に し 
て、 家は 世々 1 嗦を絮 とし 父を 藤川现 左 衞門周 南と いふ。 通 稱は敬 造、 父に 從 5 て 鞘 塗 ^ 修業す る 傍 


エ 名の 期末 川 德 


エ 名©  期末 川 徳 


好んで 彫刻を なし、 京師の 貫名彻 屋 、永樂 保全、 僧 雲 華、 浪華の i 崎 小 竹、 讃岐の 常 本 敬 哉、 阿部紹 
州と 風月の 交を 結んだ か、 殊に 保全、 敬 哉とは 最も 親し かつた。 中年に 及びて 專ら意 を 漆器 彫刻に 注 
ぎ、 乙れ を 學ぶ ZL と數年 、遂に 其の 蘊奥を 極め、 唐 山 張 成 存淸の 遺風に 依 4、 咬た 本邦 古代の 製に 基 
き、 一種の 髹法 を發明 した。 其の 法た る や、 竹籃 或は 木材を 質と して、 緻密なる 花卉 草木 等の 模様を 
彫 6、 靑黃紅 等の 漆を 以て、 をの 彫刻した る 模様を 塡め 、一層 その 光彩を 鮮明なら しめたる もので あ 
る。世人 0- 稱して象谷塗といふもの乙れである。又堆黑は、此の人の最も#意とする所であつた。乙 
れ 等の 技術は 天才の 然 らしめ る 所に して、 名聲 忽ち 四方 ic 傳播 し、 つてを 求めて 製造. V 乞 ふ者批 製に 
遑がな かつた。 文政 十三 年 十月、 始めて 藩主 松； 个賴恕 に 仕へ、 をれ ょ 6 賴胤 、賴總 の 二 代に 歴仕して、 
藩主の 爲めに 帶 刀を 許 3 れ 、玉緖 の 姓を も 授けられた とい ふ。 嘉 永年間 亞米利 加の 軍艦 某 號讃岐 志 度 
浦に 來舶 した 時、 象 谷は大 盆 一個を 贈つ たのに、 艦 長大に rjn を 感 賞して、 厚く 謝した とい ふ。 明治 
二 年 二月、 年 六十 四で 歿した。 弟舜造 、(文 綺 堂と 號 す) 子爲 造、 その 遺 法を 承け て 今猶ほ 業を 績けて 
居る。 

一羊 遊齋 J 胡 aTl 當時你 ほ 他に 原 羊 遊 齋と中 山 胡 民と が あつた。 羊 遊 齋は通 稱を久 米次郞 
とい ひ、 更 山と 號した 。文化 文政の 頃 比類な き 蒔 繪の 名工と 稱せ られ たが、 江戶神 田に 住した とい ふ 
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の 外、 をの 傳を詳 にしない。 弘化二 年 十二月 廿 五日に 歿した。 ^ の 下繪を 抱 一 上人 {C 求めた と いふか 
ら 、此の 種の 風流 人と 行 遊して 居た 乙と を 想は しめる。 多く 風雅 洒落なる 作. V なした。 中 山 胡 民は 實 
に 彼の 門人て ある。 江 東 寺 島 村の 人に して、 中 山 金 兵衞の 子、 通稱 t 祐吉 とい ひ、 幼時 江 戶に出 で、 
羊 遊齋の 門に 學び 、殊に 精巧 緻密なる 蒔 繪を よくし、 早く もを の 名を A に 知られた。 のち 法 橋に 叙せ 
られ 、泉々 と號 したと いふ。 最も 古風の 作を 模 する 2: とに 長 じ、 往々 彼の 作に して 古作 物と兒 判け 難 
きものが ある。 又 職業の 餘暇茶 事を 嗜み 、俳諧を よくした。 はじめ 兩國 矢の 倉 倉に 住した が、 明治 二 年 
今戶に 移住し、 翌年 正月 八日、 年 六十 三で 歿した。 彼の 在世中は 柴 田是眞 とその 名を 齊 しくして 一時 
盛なる もので あつた。 をの 門よぅ 小川 松 民を 出し、 又 孫 江 ^ • 今に 家を つ S で ゐる。 

第 十七 章 明治 初年の 名工 

一橋  本  市  蔵 I 柴田是眞を語る前 (^ 、橋本市藏、卽ち奇人「はし一」を述べて置く。彼は 
鞘 塗師又 次郞の 子に して、 幼名を 市 三郞と 言つ た。 若年の 頃 頗る 放縦 して、 花街に のみ 遊んだ が、 
年 二 十二の 時、 父の m 病に 罹つ y2 のを 見、 大に 前非を 悔い、 斷 然として 遊樂ヒ やめ、 專ら 職業に 心を 
ゆだねた。市藏、姓名の頭文字一字づ、をとつて、「はし1」といふ1印を捺し、又年令紺色木綿の頭 
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巾に 「はし Ij の 文字を 染め f きて、 乞食 非人に 施した が、 此の 事 自然に 世 問に 廣咬 6、 「はし」 の 名が 
高くな った。 叫治元年五十にム|&し、頭髮を奴に&、し醉阿彌と號し、常に刀に換ふるに黃金造ぅの 
於を 腰に 差して 1 i! s し ^ とい ふ。 をの 外 奇想天外よ ぅ ., Li でる 行動 頗る 多く 時人の 耳目を 引いた。 
T1TO & 天性 淡泊に して、 黃 金を 見る 乙と i: 4 の 如くで あっ / 2 から、 土 州侯容 堂、 大久 保參議 、木 戶參議 
等に 愛せられて、 しば  <  大金を 得 / 2 けれども、 皆 乙れ を 貧民に 施し 與へて 、毫も 惜 む の愦が なかつ 
た。 明治 三年 容堂 侯の 邸 k 伺候し、 黃 金の铫 子に 二 分 金を 入れて 與 へられた のに、 市藏 此の 金を 土 州 
公 鍛冶 橋の 本邸よ 6、 箱 崎 橋の 別邸に 至る 間の 貧民に 施して、 侯の 徳を 分ち 與へ たと 云っ て 喜んだ。 
廢刀 令の 出で てよ 6 鞘 塗の 業を 廢 し、 竹 を 發 明して、 額面、 花 生、 菓子器、 手箱、 煙管 筒 等に 
施した から、 忽ち 衆人の 賞翫 する 所と なつて 「はし 一 J の 名 あまねく 都鄙に 知られた。 各博覽 會に出 
品して をの 名を 擧げ たが、 明治 十五 年 二月 四日、 芝新錢 座の 宅に 於 S て 歿した。 年 六十 六。 彼に 子が 
なかつ たので、 門人 某を 養つ て 嗣 とし、 二 代 橋 市 k 襲は しめたと いふ。 

I 柴  田  是  眞 一 次には 明治 初年の 大立 物であった 柴田 是眞が ある。 是眞は 越後の 人、 柴 
ra* TIr. 5:« i の 子に して、 文化 四 乍 一一 月 七日、 江戶兩 國橘町 に 生れ y2 。 幼名を 龜太郞 とい a 、 のち 順藏と 
改めた。ナ1歲の時、 *- _奮の門に入って薛繪を習ひ、士ハ歲の時4か #1- 曾從？奢學び、天 


保 元年、 南嶺の 書を 携へて 京都に 上 $、 岡 本豐彥 
蒔 の 門に 入-^、 晝を學 ぶ 乙と 二 年、 M の 間賴 山陽、 
繪 香川景 樹 などと 交は 6、 大に見 聞を 廣め たが、 或 

扇  たつち-フ  •  •  • 

而 る 日 東 福 寺 塔 頭三聖 寺の 什寶 、李 龍 眠の 十六 羅漢 
槙 を 見、 をの 筆力の 精妙なる に 感じ、 1 司に 請うて 
樣 三 幅を 模寫 した。 それょぅ 長 崎に 赴く 序でに、 京 
^ 都を 出で、 まづ 讃岐の 象 頭 山に 往か うとして、 播 
磨の 下津 井に 到 A、 熱病に 罹つ て 一時 京都へ 戾ゐ 
東 ほどなく 江戶 に歸 う、 當時 名を 令 哉と 稱し 家を 淺 
紅 草 上 平 右衞門 町に 移し、 對柳 居と 號し た。 蓋し 柳 

口  原に 對する 意で あると いふ。 天 保 七 年 再び 京都に 

P  •  •  •  >  *3 

物 上 6、 香 川 景樹に あ ひ、 此の度は 專ら蒔 繪の硏 究 

蔵 をな す 旨を 吿げ たのに •景樹 は その 篤志 R 感じ、 
書を 與へて 南都の 好古 家 穂 井田 忠友の 許に 行かし 
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めた。 忠 友は、 是眞を 伴つ て 諸 寺の 什寶 5: 見せて、 つ ぷ 3 IC 敎 示した。 是眞に 取つ ては 此の 行' か 最も 
利益が 多 かつた ので ある。 rnl 年 十月 江戶 に歸 つた。 その後 安政 元年 三月、 淺草 海. 喊 寺の 客僧 橋 本 素 浮 
が來 つて 三聖 寺の 客殿 車裡 大破 R 及んだ から、 修繕の 爲め 什寶を 悉く 賣却 しょぅと 思 ふと 語つ た。 是 
眞ょつて十六羅漢を如何にするかと問合はさん乙とを請つたの ^ 、間もなく三聖寺ょ4賣却するとい 
ふ乙とを返事した。當時是眞は、老母及び妻の重病にかかつて身まがつた後で、剩へ幻兒を抱き居3、 
困難 中で あるけれ ども、 晝道 熱心の あま 6、 十六 羅漢を 得ん ものと S 心つ 穴から、 S ま^-金の 才赀を 
した。 乙、 に 門人の 萬屋半 兵衞と s ふが あ 4、 をの 志を 愍み 、京都の 知人へ あて、、 爲替を 振 込んだ 
けれど 7P、 都合が 惡くて 間に合は ず、 三聖 寺の 役僧 付添 a て、 安政 二 年 駒 込の 勝 林 寺へ ついた。 をの 
間に 家財 道具 悉く 賣 却し、 その外 知 巳の 者を 賴み て、 あれ や <1 れ やと 才覺の 末 金 貳百五 拾 雨と、 役僧 
の 旅費 金 一枚と を 渡し、 十六 羅漢を 手に入れ たとい ふ。 此の 負債は 文久 三年まで、 九 年の 間に 元利と 
も 償却した。 明治 三年 中 山 胡 民の 歿し、 蒔繪の 名工は 唯是眞 一人と なつた から、 是眞に 蒔 繪を乞 ふ 
者 多く、 內 外の 各 博 覽會に 出品して、 常に 優 賞を 得、 をの 名い ょ^-顧 はれた。 殊に 主上 御用の 御 品 
に 菊花の 蒔 繪を 施しな どして、 遂に 帝室 技藝 員に 任ぜられた。 歿した のは 明治 二十 四 年 七月 十三 日で 
年 八十 五で あつた。 彼は 蒔 繪を 業と する の 外、 # 家と しても 當 時世に 知られ、 殊に その 長 技と したの 
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は漆晝 にして、 靑海 波の 模樣は 、特 得の 妙趣を 發 揮した。 是眞に 三 子が あつて、 令 哉、 眞 哉、 隆眞と 
s a 、 皆 父の 業を ついで 蒔繪 、漆繪 を やつて ゐる 。又 彼の 門人に して 今 R 存 する 者 も ある。 然し、 彼 
狡して 後、 漆工 界は 俄に 落 寞の感 を 加へ ' /2 のは 事實 である。 

一 小 11111 松 151 一  小川 松 民は、 通稱を 繁次郞 とい a 。 江 戶神田 に 住した 煙草 入の 金具 師小 
川 忠藏の 子て ある。 十六 歲の 時、 中 山 胡 民の 弟子と なつて 蒔繪を 習つ たが、 幸に して 明治 中興の 代に 
遭遇し、 博物館の 御用を 蒙ぅ、 奈良正 倉 院の七 絃琴を はじめ、 諸 大名が 家に 祕藏 せる 貴重の 寶器を 模 
造した。 それ 等の 多くは 現に 帝室 博物館の 常備 品と なつて。 エ藝 美術部に 陳列せられ て ある。 をの 技 
著しく 進步 し、 遂に 古物の 模造に 於 S ては 第一 人に 稱せ られ た。 その後 內 外の 博覽會 1C 出品して 褒賞 
を 受けた 乙 とも 少なくない が、 明治 九 年、 米_ 費府に 開設せ る 萬國博 覽會に 際して は、 自ら 渡航し 
て その 道の 爲め k 力を 盡し た。 然るに、 天 長壽を 保たし めず、 1111 治 二十 四 年 五月 三十日、 四十 五歲て 
歿した ので ある。 彼と 共に 語るべき は、 方面の 異なつ た 木 村表齋 である。 表 齋は柴 田 藤 兵衞の 弟子 ic 
して、 江 州 高 田 郡の 人、 京都 下 京 坂 井町に 住し。 多く 飲食 器を 製した。 此の 人 もとょ 6 眞塗を ょくし 
たけれ ども '^ 咬た®? の根來 風の もの nf 思と した。 京都の 人、 その 妙技を 稱して 佐 野 長寬以 來の名 
人と いつた。 明治 年間の 漆器 塗師 としては 他に 及ぷ 者が なかつ た。 nH 治 十八 年 二月 十四 H、 六十 九歲 
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にして歿した。弟 1- ?一响、二代贵齋と號してそのあとをっいでゐる。彼の作中最も有名なるは、歿し 
た 年の 四月、 上野 公園の 共進會 に 出した 皿、 猪口、 盃 等の 三種に して、 列 品 中の 第一位を 占めた もの 
であった。 
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第 四 編 刀劍エ 

第一章 古代の 刀劍 

& ^ ^ __ ^ ^ 刀 IM I 刀劍 のことは 神代 記に 旣に 見ぇて. Q る〇卽 ちか M- 於へ 叩の 鍛へ たる 刀劍は 
三種 神器の 一た る 天 叢雲 寶劎 とな-^、 天 目 一箇 命の 造れる 刀劍も 亦史に 記 S れ、 i i. . s« が A^ 繼ガ il 
を 退治す るに 當 $ ては 韓綳劍 なる ものを 用 ひたと ある。 卽ち 武器 中の 最：嬰 なる ものは 刀劍に して、 且 
つ 武器の 護身 攻 敵の 具と して 何ょ-^ も 大切なる は、 東西の 古史， を 一にす る 所で ある。 51 に！! ^ • 々 M. 
の 時に、 狩 穂彥が 天皇を 失 はんとて 八鹽 折の 紐 小刀を 造つ た M とが あ 4、 又 天： = 槍が 持ち 來つた 出 石 
の神寶 の 中には、 刀剣の 幾 * 〇 かあつた 乙と も 明かで ある。 而して 乙 れに 依つ て 知られる 如く、 太古の 
刀剣は、 或は 本邦に 於いて 製作され た 物 も あつた けれど、 多くは 外國 、殊に 朝鮮ょ 6 輸入せられ たの 

て ある OC 此の 項 金工の 沿革 參 照〕 

Lw ^ te ^ to ^ B ^ MJ. 斯くて、 太古 旣 ic 刀劍あ $ しと 雖 ども、 孝德 天皇の 大化 元年に、 京師 宮 
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衞 の 士 、邊要 軍 №1 の 兵でなくて は、 猥に 佩刀す る こと ^ 得な V-* 定めと な $、 更に 延喜 式に 於 いても、 
刀の 長 3 五寸 以上の 刀は 容易 {C 帶びる 乙と 5: 得ず、 たく 衞府の ものの みこれ を 許 と、 なつた から 
中世 以降は、 武人に あらず んば 佩刀の 自由は なかつ たので ある。 しかし 乍ら 古來ょ 6 儀禮 の服裝 に帶 
劍の 制の あつた ことは、 聖德 太子、 藤 原 鎌足 等の ff 像に みな 一 劍を帶 びて 居る ので 知られる。 また 古 
く 大寶の 軍 防 令 1C 、 太刀 一 n、 刀 子 一枚と 見ぇる から、 武人の 間には 大刀 {'C 小刀を 差し 添へ た 起源 も 
古いで あらぅ。 而して 此の 小刀は、 垂仁 天 a. の 頃に 紐 刀と い ひ、 奈良朝 時代ょ ク 「かたな」 と稱 S H 
藤 原 氏の 頃には 「 S すが」 また 鞘 卷の 刀と も 呼んだ。 蓋し 此の 小刀を 帶び るのは、 敵と 組み合つ た 時 
鎧 ひの， き 問を 刺し通す 用の もので あつたら し S。 源平 時代ょ 6 鎌倉時代には 此の 種の 小刀は 諸 書に 散 
在し 脇差、 馬手羞 、小 3 刀、 守 刀、 懷刀 などの 名が あつた。 

第二 章 刀劍エ の發達 

r^—國丨刀—瓿—の—制—一 戰阈の 世に 至つ ては、 公卿に も 亦 武家の 風が 傅は つて、 鞘 卷な どの 小刀 
を 帶する rJ と、 なり、 2: れを 太刀、 卽ち打 刀に 對して 腰刀と も稱 した。 『刀劎 問答』 re 依れば 
「今 脇 盗と 打 刀と 5 しを へて 大小と いふは、 古は ' yls, 様の 事な し、： 15 11 の 武士は 常に 鞘 卷を さして、 打 刀 

一 •五 五 


の  エ劍刀 


3 す 乙と なし。 足 利 殿 C7> 末に 至-^ ては、 鞘卷の 柄卷き たるを S す 人 も あ-^、 祗 差を. 賴卷の 代 6に 遊 
す やうに なう 7^2 れ ど、 打 刀を 差した る 乙とは なか- 〇 し 7X う。 然る 間、 大小と いふ 私 a ? なし。 大刀 打 
などは 供の 者に 持たせし なう u° 

と、 卽ち 此の頃までは、 武人 もまた 大刀を 手 挾むな どと いふ 乙と なく、 侍者に 持たせて ゐ た もので あ 
つて、 佩刀は 專ら稍 卷の類 —— 镡 のない —— であつ た。 

品.— 代 刀— IM1 ^ の 制 I 然るに 戰國の 頃ょ-^ 漸く 殺伐と なる、 殊に 侍者 R 刀劍を 持たせるな ど い 
ふ 手緩 S 乙 とでは 間に合は ぬので、 打 刀を 帶し 、脇差 又は 馬 手 差の 小刀を 差 添へ る やうに なつた。 斯 
くて 此の 風は 德川 時代に 入 〇 て 武人の 常裝 となう、 兩刀を 帶する ものは 卽ち 武士、 武士に 非ず んば兩 
刀を 帶し 得ず とい ふこと にな 〇 た。 而して 武士の 大小を 帶す るは 慰 时 、袴の 通常 服で あつて、 ち S' 允 
紋の禮 服 ^ 着用す る 時に も 乙れ を帶 した。 將軍 、大名の、 g ¥ 戲雖を 着した 場合には、 絲卷の 太刀に 
小さ 刀 鞘 卷の I 種を 帶す るを 法と した。 また 農工 商の 輩と MC、 外出 R は 脇差を 帶すス i とを 許 s n 
た。 をの苜 時、 專ら 刀と 稱 したのは、 長さ 二 尺 以上の ものを 云 a 、 一尺 九寸 までは 大 脇差と 稱 した。 此 
の 制德川 三百 年を 通じて 變らな かつた が、 明治 四 年に 至 4 て 廢刀令 出で、 I 般の帶 刀は 禁ぜられ 72 る 
も、 軍人、 警官 及び 或る 種の 官吏は 宵 制と して 帶 する 2. と、 なつて， Q る。 
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第三 章 古代の 刀鍛冶 

厂 僖統 let ^ の銘 エ  ー 5 て、 乙、 に 語る 刀劍 は* 中世 以降徳 川 時代まで、 所謂 刀鍛冶の 手で 造 
られ たものに 關して V ある。 先づ 、刀鍛冶の 話から 始めねば ならぬ。 一番 古いと 乙 /) は 神代の： i B* --** 
箇神等であらぅが、古刀鍛冶としては ^| _が最も古くて有名である。や ^* は天寶年中の人にして、大 
和阈宇陀郡の產と傳へる。深く鍛冶の業を勉め、當時の川上、漢人兩派の鍛法を折哀して、 |1! 0" 鍛に 
直燒刀の傅を發明し、以て一流を開いたときいてゐる。後世各地に ^.? 拉して、一流一派を稱する表は 
皆 此の 天闕 の 法を 承け ると 稱して るが、 しかし 天國 及び その 門下の 遺作な どの -it? つて， Q る わけでは 
なぃ“ S- 重 寶小烏 丸が、 彼の 作で ぁったと れる 。や i 門： >には露、办や ^: 、 ?: 、 
天 行 等の 名が あつて、 上 一は 後年陳 奥に 下 6、 同地に 一派を！ g いたな ど、 稱す る。 また 當 時 ^ - [^. と 並 
び 稱せ られた 洛 に、 佐 備大赝 とて、 常 陸阈 {C 住した とも 傳 へられて ゐる 。その後 大同 年間に、 5 v 前 國に 
祌 /J. が あ-^、 伯脊阈 に 安綱が あ- CS、 {女 綱の 如きは 於 亂流 ょ. cs 出で て 別に 新 天地を ㈣航 し、 始めて. 肌鍛 
冶に 亂 52. を 工夫し、 ] ii にを の 法を 子の眞 守に 傅へ たと 稱 せら U る。 けれども、 ^ ょ 6 今：！： 乙れ 绮の g 
證を探 6 桫 るので はな S。 
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HP ^ 前と 大 ついで、 刀鍛冶に 一段の 發展 を 見た のは、 天 座から 壽 永の 頃、 卽ち源 平 
二 氏の 網 i Ir 伴つ / 2 ものである。 先づ 備前阈 ic 、 、友成、 助成の 三人が 出で た。 傅に 依れは. a'l 成 
|は天曆の頃 ^. 1. 、§4は永延の頃の人とせられる。 ¥- ヤ、 !1- や、助平、正恒等、所謂古備前の一.門と 
稱 する ものが、 此の頃 長 船の 地 R 崛 起した とい ふ rJ とに なつて ゐる 。蓋し その 始祖は 大和の 天 ^ に 出 
で、 早く 此の 地に 移住した ので ある。 備前は 伯耆 、石 見と 相 並んで、 當時旣 に 砂 鐵を產 し 穴から、 原 
| 料の 點に 非常な 便宜が あ 6、 乙、 に 一派の 181 を 見た ので あらう。 而して 此 等の 作は 何れも 一致して 
大和 傳に 伯耆 s* i の 風を 加味して、 贼 亂 うの 挺 0" 鍛冶に 小亂 、丁字 亂 等の紋 に 美を 競 CA 、 花實 兼備 
の 各 作が 多い、 後の 備前 傳と稱 する もの 名 亦、 此の 範圍を 出で ない ので ある。 

一 I 奧州 その他 一 更に奥州にあつては、 2- |の一門が此の頃ょう起う、出羽にあつては月 
111* の一派が出で /2 。乙れ等は皆上一の風を傳へて大和傳を主とし、乙れに安綱の風を加味し。肌鍛ょ 
|  う 一定に して、 「あやす 4 肌」 と稱 する 一種の 風を 出して ゐる 。けれども 實 用を 主として 虛 飾を 避け 穴 
一 のと、 地の ^ 5 にして 見聞に 概か つた 爲め とで、 古 備前諸 土の 如く 名 聲を馳 せた 者は 稀で あつたが、 そ 
の见|| ^ 至つては、決して纪るものではなかつた。後の奥州鍛冶は何れも此の風を傳へたのである。 
次に 大和は その 本國だ け あつて 康治天 養の 際に あ ^ -^、 先づ 千手院 、行 信 出で、 大和 傅へ を 主として 


愈々 精妙の 作を 出し、 相つ いで 重弘 、重 永、 重 村の 如き 名工を 輩出した。 山城 も 亦 永 延の昔 三 條宗近 
あぅ、 地 鐵は 大和 傳 へを 5I R 京の 水に 洗錬し、 5L 文は 古備 前に 似て、 沸きと 匂 a とに 一段の 進歩を な 
したのである。をの子か家名エの名 ^ 放つたと共に、門下 ^ 五條兼永、有國あ*^て、何れも出藍の春 
1 が 高 かつ 六。 遠く 九州の 地には、 承 保の 頃 {C 筑前の 三 池 R 光世が あ 6、 薩摩 1C 正國が あ 6、 二者 何 
れ 名 大和 傳 へを 承け て 當時西 海の 泰斗と 稱せ られ穴 。又 保 元の 頃には、 大和の 刀工 外 藤と いふ もの、 
美濃靑 墓の 故鄕 1C 歸 つて 濃 州 鍛冶を 開いた。 その後、 長甚以 下の 門下の 漸く 盛 1C して、 關鍛 冶の 基礎 
を 固めた ので ある。 

第 四 章 鎌倉時代の 刀劍 H 

I 謙 倉 初期の 1M1 エー つ V* で 作 刀の 甚だ 見るべき もの、 數 多く 製 出せられ たのは、 元曆 よぅ 弘 
安に 至る 問、 卽ち源 平の 末期よ-^ 鎌倉時代の 前半に かけて である。 蓋し 此の間は 刀鍛冶の 全赖 期と も 
稱 すべく、 源平の 戰亂は 鍛 冶工に 多大なる 敎 訓を與 へて、 殊に 丸鍛は 折れ 易き 恐れが あると し、 此の 
ta よ- 〇 各派 何れも 生 鐵 1C 幾多の 鍛鐵を 加へ て Z: れを心 とし、 別にを の 上 ^ 鍊鐵に て 包む の 風を 生じ、 
根本の 於_をなした。加ふるに 1* か羽院の刀劍を好まる、や、粟田口久_、備前信房2兩鍛冶を召し 
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て、 親しくを の 業 VJ J4C けさせられた 乙 と 3 へ ある。 ] [i に： 謙 位の 後 も、 備前の {: >J 父子、 0 中 t 江の J'c- 
洲等 十二 人、 二十 四 人の 番鍛 冶 ^ 召 S れ た ので、 天下の 鍛工 何れも 奮起して その il ic 入らん 乙 と VJ 欲 
し、乙、に空前絕後の盛運を開いたのである。 

I 諸派 の 勃興 | 先づ福 岡には 一文字 一派の 諸士が あつて、 匁 文に 齡， を 召し、 京の 粟田 
口 諸エは 又地鐵 無双と 稱 せられる。 備中 鍛冶は 備 前よ $ 出で、 地 鐵本同 よ 6 も强 く、 濃 州 鍛冶は 大和 
よぅ 出で、 地鐵更 に銳い ものであった。 更に 承 久の亂 を -M ては 上エ 益々 輩出し、 大和に !• «• 和を 院 
手 掻、 保昌 等の 一類が あ 6、 山城に 來 、大宮 、綾小路 等、 備前に は 長 船、 農 田 物、 その他 奥 羽には i 
山 一門、 備後 には 三 原、 九州には 行 平 一類 あつて、 終に 至る ほど 極めて 盛で あつ 穴。 特に 鎌 倉 中期に 
特筆すべきは、 備 前の 光忠、 長 光、 京の 右 光、 國俊 V) 四 名工で ある。 何れ も 弘安 年代の 人 R して、 光 
忠は長 船の 住 近忠の 子で ある。 此の 人、 古備前 以降 その 備前 傳と稱 する も 0 、 ぎを 柚き、 丁字 51 に 妙 
を 得て 千古た C 一人と も稱せ られ る。 長 光は 光忠の 子に して、 また 父に 劣らぬ 地 匁 V: 鍛 へ、 その 火 * I4 
減の 鹽 梅を 得た のは、 古今 無比と 稱せ られ 、切れ味の 快 利なる M と、 前後に 紀 であると 3 れる 。か ^ • 
は 粟 i rl* !; 吉の円 下と傳 へられ、 從來 刀剣の 地鐡は M. 田 口を 隨 一とす る 中に も、 吉光 はを り また 歡 ^ 
の # が •めつ た。？！ 俊は 京の 來 の 子、 その 傅を 異 R して 長 光と 伯！； の 間にあると S はれる。 


|~ 五郎 IE l-al li~ 17) 出現 I 斯く 後鳥羽 天皇の 頃までは、 刀鍛冶の 全辎 時代 (c して、 名工 繪 出し、 頗 
る 眼 覺ま しき 活動を なした ので あるが、 それよぅ 再び 下- 〇 坂と な 6、 工人の 出づる 乙と も 少なく、 槪 
\ 群の 技倆を 發揮 する もの も 次第に 少さに 至った 。をれ でも 鎌 倉の 執權 ** 4£きが、 1* 4阶,の番鍛冶の 
| 制を 校して、 命を 下して 天下の H 人を 招 頃には^: ほ 名 H 多く、 備前 よ'^ は E* 4 0* i6、 il 5: s. i 
今 | 宗 、粟田口よ 6 は國陶 、來よ 6 は國 次、 日光よ. 〇 は 大進坊 等が 鎌 倉に 來っ て、 門戶を 張っ たので ある 
J 而して 大進坊 の 弟に 行 光 あ 6、 行 光の 子が 彼の 有名なる 3i. ,§ £- •ホで ある。 JT- か は 幼よ 6 をの 技 {C 長 じ 
代 j 國綱 の子國 光 ^ っ S て 備前傳 へを S 敗い、 11I JC 諸阈を § 船して 發見 すると 乙ろ も 亦 甚大に して、 正應 
の |  の頃銚 倉に 和 州傳の 一派を 開く に 至っ た。 

^ ― l(t ^ ^ ^ 蓋し 從來 の刀劍 には、 多く 反が 深く して 形 細く、 實戰 ic 際して 往々 缺け 
エ| 損じ 易 かった。 正宗は 乙、 に ii ると Z1 ろが あったので、 比較的 幅 廣く反 少く地 鐵は大 板目 k して 沸 荒 
一,  く、 ^' 文は 大亂 れの壯 快なる $: -主 として、 匂 a も 亦 深く、 全く 古風を 一變 する に 至つ たので ある® 玆 
一 に 於 ぃて天下此の風を好み、當時一流の名エと稱せられる者は、爬慰としてその門に集まつた。例へ 
ば越中からは松 #- 鄕を弘、か服鄕^、大和からは一 1: 寒及びか $;- 筑前からは £- 1|: 一 |: *- ^* 
前よ 6 は 長 船 兼 光 及び 長義、 III 城からは 長 谷 部 國 重、 石 州からは E* l など 常 代の 名匠と 云 はれる 程の 者 
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一六 二 

は 皆 彼の 門下に 學ばな S 者は なかつ た。 且つ N1 れ 等の 門下が 各自の 鄕に歸 る や、 盛に をの 一派を 相傳 
したから、 爲めに 京、 大和、 備前 等の 諸 傅は 忽ちに I 變 する 乙と V なつた。 

|  1  .古： 刀 鍛治— の一 末— I 斯くて 鎌 倉には、 正宗の 克行 光、 眞宗 、廣光 等が 相つ いで 父の 業を 完成 
し、 大 に 天下に 鳴つ たけれ ども、 應 安の 前後よ うして 鎌 倉の 地の 衰ふる や、 秋廣 、秋義 を 最後と して 
一 また 見るべき 刀を 鍛 へる 者が なかつ た。 をの 外、 金 重、 兼 氏の 二人. が 鎌 倉からの 歸る S に 美 濃に 止ま 
|う、 #« &、 #- 办、 #' -&等を出すの素地を作う、また4 2£* は伊勢に、 £- 4は備後に、をや4や1、 
| 長 盛 等は 備前に 、左の 一類は 筑 前 ^ 、 延壽の 一門は 肥 後 R あつた けれども、 恰 かも,^ g の 打ち 〇 くく 
一 世と なうて、 供給は 需要 {C 追 はれ、 次第に 粗製濫造の 風を 生じて、 太刀を 造る ものは あれ ども， 刀 
; を鍛 へる 者を 見ざる 有様に 墮し 終つ た。 足利時代の 狀 勢は 要するに 上述の 如くで あつて、 後 {C 應 永よ 

j う、 天 正 SS 備前 g. I: 、 取や霞等、 11- :や4^、 #- や #* ^. 等、京に暫き^4等 

が あつて、 古刀 鍛冶の 終末を 示して ゐるに 止まつ た、 た V 應永 物は、 實用 的の 物にして のよ いを 
一 以て 後世 R 評判が よかつ /2 のは、 文よ. CN も 質 1: 採れる 當 時の 製作と して ^ / a 然るべきで あつ y2 o 
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代の 新刀— 一 Jla. t. 氏の 半期、 文錄以 降は 新刀の 時代で ある。 固よ 6 鍛法 には 前代 以來 
と 大差な けれども、 鑑刀 家は 大別して 此の 以後の 刀は 古刀とは 異る ものと する。 先、、 つ、 天 正の 頃に、 
一京 {c i ^. l- fi なる 者が あつた 。一一 •一條 宗近二 十五 世の 末流で あると 稱し 、をの 家傳に ついて 硏 磨の 功 ^ 
一 積 ir z. と 年 あ^'、 遂に 要 ffl« 口  •當麻 等の 古作に 伍して 劣らざる R 至つ た、 殊に 明 壽重吉 は 彫刻 {C 妙 ^ 得 
J  よう ) lif を 賜は うて 愈々 斯道に 丹精した。 阈廣 、忠吉 の 如きは その 門下の 名 H にして、 國廣は 
ft 一  日向の 人、 後 京に 住して その 作 正宗、 志 律に 似る と 云 はれ、 忠吉は 肥 前の 人、 直 39. に 長 じて 國 俊に 比せ 
の 一 られ た。 實に 彼等は 共に 新刀 中の 第一の 稱が ある。 その他 美 濃 兼 氏の 九 代の 孫に 兼 道が あう、 京に 出 
1 で、 關傳を 以て 名を 知られた。 その子 金 道、 吉 道、 正 俊 等は 志 律の 風を 唱へて 永く 流 風を 傳へた 。 SI 
に大和の 1:- ^* は、卜搔包永の末孫と稱し，故國にあつて古傳を唱へ、尾張の政常は關よ6出で、越驾 
の m- il- は 江 州よ 6114 、備 前の 祐定 、備 中の阈 ®、 安藝の 輝廣 等 % 、 各地に 於いて 當 代の 華と 稱せら 
れた 。しかもを の 作風は 槪して 應永 頃の 傳に依 6、 素樸に して 實用を 主と し、 時に 沸 匂 {C 風情を 添へ 
る 者 も あつた。 三 州の 鍛冶 廣繁の 如き それで、 彼は 慶 長の 頃 世に 在 $、 初めは 駿府に あ 6 て 後ち 江戶 
に 出で 師傅の 依る ベ 3 なくして 神來の 妙技を 發 揮し、 新刀 正宗を 以て 稱せら た。 
id— 川— 前— 半"^ TU ついで 寬永以 降、 德川時 代の 前半期は、 太平の 餘澤に 狎れて 文弱の 趣 著 
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しかつた が爲め に、 刀剣の 工人 も 世に 多く 輩 31 したと 雖も 、徒に 末技の みを 弄する の 風と な 6、 京 it 
も 江戶に も、 その他 各地に 武士道の 精神を 體現 して、 華實 兼備の 名刀を 鍛 へる笤 がな かつた。 た V 特 
に 注目すべ^ j は 大阪の 工人で ある。 蓋し 大阪は 豐公 の氣を 受けて 成れる 都府 である。 秀 M. の 時城陷 つ 
て 天下の 中心は 朿 に 傾い / 2 と雖 も、 尙 ほ元諷 の殘る もの あ- CN、 且つ 關 西の 咽喉を 扼して 繁龅 k 維持し 
.一 たから、 京の 國廣 門下の 國眞の 如きが 此の 地に 移つ て 業を 起した。 國眞の 子の 國定 、後に ^ • 如と いふ 
J  もの、 沸の 名人と して 當 世を 風靡した。 加 賀守眞 則、 土 肥眞 了、 北 窓 治 S の 如きは、 その 門下に して 
j 寬 文の 頃大に 世に 稱揚 せられた。 別に 河内 守國助 が あつて 十字 33. の 名人と して 知られ、 國定も 此の 地 
刀 一 に來 つて、 その子 國助 、をの 門下 國 輝、 助廣等 と共に 知られ、 助 廣の子 又助廣 とい a 、 世に 丸津田 と 
劍一  へられ、 匂の 名家と して 眞改と 並び 關西 ic 覇を稱 した。 その 門下の 助 直 も亦艇 概 であつ た。 SI M JC 
エ |  江 戶を砧 るに、 德川 家は 嘗て 越 前の 康繼を 招きて 御用 鍛冶と し、 以下 數 世相 繼 S、 たが、 別 ic 虎 徹と稱 
\  する 者が あり、 名は 與 里、 江戶の 人 ^ して、 のち 越 前に 移ぅ、 更 に江戶 R 來 ぅ、 越前闕 の 風を 受けて 
一 地 鐵强 く、 加 ふるに 神來の 趣味 あ 6 し、 後世ょ 6 松 # • 鄕 と相雜 把せられ て， Qる。殊 {c £l l侃に至 
つては、 古今 第一 人と 稱せ られて ゐ る。 由來 、新刀は 古刀に 比して！^ る ものと s n て， q るが。 た  < 虎 
徹のみ は 古刀に 伍して 劣らざる ものが あると 云 はれる。 


A  德川時 代の 後半は、 武道の 旣 k 地に 委しつ、 あつ / 2 頃で、 士 人に 士氣な 
く、 刀劍 失つ た。 蓋し 元祿以 後は 刀鍛冶の 名を 擧 ぐべき もの 極めて 稀に して、 僅 1C 享保 年中に 
一 於いて薩摩の£ ^- 、をル等が歡をの技の秀でたるものあると、齡に後年、文化の頃に至つて出羽の人 
\ ;|!- ,かか卜、 7£* をが、 復古 刀と 稱して 相州備 前兩傳 を 得た とい ふけれ ども、 をの 作 ま /^ 見る に 足る も 
J  のて はな かつた。 又 文化の 頃、 江戶四 谷に 信 州の 人山 浦淸 丸が あつで、 正秀と 並び 立つ たけれ ども、 
^ 虛飾に 過ぎて 內實 の充 つる ものが なかつ 穴。 斯くて 明治 以降に 茧つ ては、 大阪の 月 山、 因 州の 包 則 等 
\ 歡 R* をの％ 似 "を存するのみにして、世に旣に刀劍鍛鍊に精を盡すに適せずなつてしまつ /2 。 

の 

j  第 六 章刀劍 の槪說 

，一 新刀と 古刀 I 右の 如くに して 我が 國に 於け る 刀剣は、 大體に 於いて 新刀と 古刀との 二 
I つに 分け、 又 別に 太古の 刀剣 類 ^ 區別 する。 新刀とは 氏 時代 以後の 刀鍛冶の 製作した ものにして 
I 乙 れに對 して をれ ょぅ 以前に i^I へられた 刀劍を 古刀と 稱す るので ある。 而 して •见に 古く、 支那の 文物 

一 r. ふん  は つぐつ 

の 渡 來する til までに、.， 本邦に 於いて 製せられ たる ものにして、 古墳ょ 6 發堀 する 刀纫が ある。 新刀と 
古刀とは をの 制 式に 於いて 大產 はなく、' たん!^ に 時代の 區劃を する のみで あれ ど、 太古の 刀劍に 
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■至つ ては、 著しく 異る 7P のが ある。 卽ち 後世の 刀劍が そ 反- CN あるに 對して 、太古 刀は lit 線形に なつて， Q 
る。 その他 柄、 鞘 等 {C も 異形の 部分が 多い ので ある。 乙れ 等 太古 刀に 關して は、 旣に 「骨董の 知識 及 
び 鑑定 法」 の卷 中に 說明 せられたがら、 乙、 には 專ら 中世 以降の 刀劍 -I 所謂 H 本 刀と して、 武士の 
魂と せられた '' 6 のに 關して 語る。 

LE __ M __ 先 づ刀劍 の 構造ょう 說 かんに、 これを 大別 すれば 內 部、 卽ち 刀の ^ 及び 
その 延長せ る 部分と、 外部、 卽ち柄 及び 鞘、 鍔 等ょ 6 成る 部分と に 分つ 乙と が 出來 る。 今 外部に M す 
る 名稱を 示さん } C 

1 1 柄頭に 當たる 部分 ic して、 普通、 金具を 附して ある。 

目釘 刀 心と 鍔 (镡) とを 留める 丸い 竹 釘の 樣な もの。 

目 貫 柄卷の 下部 (C ある 金具で、 左右に 各 一個 敗 あう、 金、 鍍金、 又は 「きせ」 等て、 甚だ 美麗なる 
細工を 施して ある。 

镡柄 に附い て 刀 心と 刀身との 問に ある。 敵の 刀の 手 {C 當 るのを 避ける 爲めの もので、 鐡 、銅、 赤 
銅 等の 金 屬にて 造られ、 紋ぎの 刻んで あるのを 普通と し、 中には 慰齡が 物もあ う、 その 形には 丸 
5 ものと 角な ものと が ある。 但し 短刀には 附： ig しない 0 


劍 


刀 


鬆 i の 8 出 内部に 紐！ 所の 金具に して、 輝よ-^ 刀身の 方に よっ て裝 はれる。 

M 镡の 上部に ある 金具で ある。 

IK ni 鞘の n のと ころを S ふ。 

齡 F 下緖を 鞘に 結* ふ爲 めに、 稍の 外部に ^ 4 起した 孔の 乙と で、 乙れ に 下緖を 通して 置く ので ある？ 
下緖栗 杉 こ' 通す 緖に して、 事 ある 時は Z1 れを捣 に 代用す るので ある。 

鏢鞘の 最下 部に あたる と Z. ろで、 普通、 金具を 裝つて ある。 

次に 內部に ついて 見る に 

は 稍の 內部 とな-^、 以て 刀身を 支へ る 部分に して、 Z1 れに 目釘 穴と 銘とが ある。 然し 銘 のな‘ 
|  きもの 名 多く、 所謂 無銘の 刀で ある。 更に 
一刀 身の 部分に ついて 尖端よ 1 語れば 
\  抓 ^ I は 刀 # の 最上 端の 邊ヒい ひ 
\  帽子 は、 切 先 中 (C ある 燒 XI を 指す。 

帽子の 刀背に 沿ひ、 上部に 向つ て斜に 右折せ る 線を いふ。 

横手 筋 小 鶴の 下部よ'^ の 方に 向つ て、 一文字に 左折した 線を いふ。 

一六 七 


一六 八 

鎬小 鎬と橫 手筋との 集中す る 邊から 、下部 (C 向つ て 長く  一 E 線に 垂下す る 線 ^ いふ。 
m が 鎬よ 6 左方に 當る 部分に し C、 右方は すべて 鎬であ る。 

贝文 匁 方の 中に、 波紋の 如き 模様の ある邊 をい ふ。 

平 匁 文と 鎬 との 中間の 部分の 乙と。 

關刀身と刀心との境界をいひ、乙れを 
楝關 とて、 柿の 方 ic あたる 部分と、 

匁 關 とて 30. の 方に あたる 部分と に 分つ® 

橄 刀の 背面の 乙と にして、 乙れ に 角 棟、 丸楝 、三 棟 等の 別が ある。 何れも 其の 形よ 6 來つた 名 ic 
して、 また 庵と もい ふ。 (三 椋は文 眞の楝 とも 稱ず る。) 

重 匁の 厚 ?: s v» a 、 楝に 計つ て ®: ね 何分と もい ふ。 

膨双 方の 橫 手筋の 上下 二 三寸の 間の 33. 先の 丸味を い a 、 此の 勝 味の 多き を 「膨 付」、 その 薄 S を 「膨 
枯れと 稱 する。 

物打橫 手筋よ 6 以下 六 七 寸の 間を S ふ。 乙、 が 刀の 要 部で ある。 

反 刀の 先よ-^ 關の 間に 於け る 曲-^ の 多少を S ふ ものにして、 中央部の 最も 多い と 乙ろ では かる。 


の 


刀 


踏 張關 の邊を 押し 試みて、 彈 力の 有無を 檢 し、 gg が、 强い とか 弱い とかい ふので ある。 

第 七 章 刀 劍の造 法 

一—^ — ^ __ 次に 刀の 造ぅ 方 及び をれ に 關する 術語を 略說 丁れば、 先づ 刀の 鍛 方は 古 
來 幾多の 變速を 經、 且つ 流派が 莊だ 多い 乙 と、 次 {C 述べる 如くで あるから 、一 槪 ic 說く 21 とは 困難で 
あるが、大要乙れを分つて古法と今法との二つにする。古法といふのは、また ^" ||へとも稱して、火 
も ?: ム 以て ^ 材 /f」 7u 分に 溶が し、 ifer 底に 溜つ た鐵で 製す 5 7P ので ある。 と 乙 ^ が 此の 法に ^ ると、 鐵 |± 
の 非 ^ に 緻； 松と なる ため、 取扱が 容易で ない ので、 それは 何時の 頃から か 慰れ て、 今 法、 卽 ち!！！ If 
法に 依る 乙と、 なつた。 卽ち鐵 塊を 爐中に 投じ、 大熱を 以て 充分に 乙れ を 柔軟に し、！! にて 打ちの ば 
し、 折ぅ かへ しては 打ち 延ばし、 荊 度を 見 計つ て 更に # 2 g iL 稱 し、 輕く燒 いて 打ち 延ばす ので ある。 
乙れ V 祇鍛 と稱 する。 外に、 板 0 木工 目と 稱 する もの、 如きは、 伸ばした 鐵を 四つ 五つに 明 縱横こ 
m ね、 又は 火熱 ^ 以て 十分 k 燒 き、 又 打ちぎ ばし する 乙と 四 五 度に して、 M? 0ft の 如何を 定め、 適度を 
計つ て 打ち 伸ばす ので ある。 而して 此の 伸 鑠にて 、大方の 豫定の 寸法に 打ち， ばして 骹き 、その 次に 
は級透とて、銃にて寸尺、姿などを思ふ儘に削るのてある。削-〇終れば粘土を全體に 0 ぅ、 51 方の土 
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のみ VJ fJ 箆で 落す。 そして 此の 土の ない 所が、 卽ち 後に 燒匁 となる ので ある。 十分に 土 取う をして か 
ら 32. 渡しと 稱して 火を 熾に して a1 先から 切 先まで JM のない やう {C 燒 き、 燒いて 了へ ば 乙れ を 水 乐こ入 
れ る。 此の 水 舟の 水の 冷溫の 加減が 最も 困難な もので、 各 鍛冶の 流派 R 祕傳が あ 3、 所謂 湯加減の 極 
意なる もので—。 をれ から 銑に て ■ょい ? E 心を 體う、 家傳 の M? ビ かけ、 ■にて 目釘 穴 t 息. 
ける。 而して 最後 k 平 鑽， V 以て 銘を 切.^、 乙れ にて 刀の 鍛冶の 製作を 仕上げる ので ある。 

5 — ^ — 0 — 斯く V 作ら n る 刀 Qf 方 S 類には、 例へ ば戀パ5 通 f も 
の、 外、 m 蒲 造と て、 古代 鮎と 稱 したる、 橫 手筋の ない ものが あ.^、 齡齡造 とて、 一 ug 紀^ J 稱 し、 
又 烏 造と もい a 、 M れも撗 手筋の ない ものが ある。 平 造と て、 鎬も小 鎬も橫 手筋 もない もの も あれば、 
切 32. 造と て、 今 普通に 稱 する 刀と 同じ 造う の もの も ある。 それから 刀の 疵とい ふ <1 とも、 ぃ # て 置か 5 
ばなら ぬ。 疵の ある 刀は 劣等 品なる のみならず、 疵に 依つ ては 取る に 足らざる もの も ある。 乙れ こも. 
震が 多 S けれど、 大略を 列擧 すれば 帽 ?; Q !ffi' Lco 月。 の ®0 、 , i0 a0 等が ぁ气 乙れ 等は 少しで 1 逃して. 

はならぬ。 又立疵 に楝 われ、 立 われ 等 あれ ど、 乙れ は 實用上 k は 左程の 辑は ない。 大和 物、 又は 關 
物の 古 身には 間々 ある ものである。 膨れは 地鏹の 上に 少し萵 く ふくらみの 有る もので、 乙れ は g {c ょ 
つて 取れる。 又反對 に硏に 依つ て 出 來る疵 も ある。、 堆 、め、 金は 後 R 鐡を うめた もので、 乙れ も 嫌 ふべ さ 


§ である。 匂 ひ 切れは、 匂の 中斷 した ものである。 <1 れも 好ましくない。 贝切れ 、しなへ 等は 如何に 
小さくても 最も 嚴重 に吟嗽 せねば ならぬ しかし また I 種の疵 にて 却 〇 て 世に 珍重 せられる ものは、 矢 
•一 及び 切 込 V •ある。 前者は 刀の 平に 矢の 當つ たもので、 後者は 戰場 R て 切 6 合つ 穴 疵 跡で 5 る。 

第 八 章 刀劍の 見方 

I 刀 [MI I0I 見所 I さて、 乙れ 等の 刀の 見方で あるが、 乙 れは 昔から 甚だ 難 かしい 乙と、 さ 
れて 、近世は 本 阿彌を 家元と して、 をの 專門 家が 幾人 も あつた 位で ある。 先づ 何から 見る かと いふに 
地鐡の 異同と S ふ Z1 とを 知らねば ならぬ の 京、 備 前、 鎌 倉 等、 その 流派に 依つ て 地鐵を 異にして ゐ るの 
みならず、 同國 に て も、 一人 每に 多少の 相違が ある。 また 刀の 形に も 各自 特有の ものが あつて、 中に 
は 反の なきもの、 反の ある もの、 或は 關の 上で 反る もの、 中程で 反る もの 等 種別が あつて、 同一の 鍛 
冶の 作の 中で も、 或る 刀は 反が あぅ、 または 反がない とい ふ 風で、 Z. れも ょく 知つ て 居らねば ならぬ。 
次には 調子で ある。 目 利に ついては 乙れ が 甚だ 大切な 事柄で、 多年の 經驗 ic ょらなくて は會得 し 難い 
ものである。 到底 斯く斯 くと 說 nlj する 2. との 出來 ない Z. とで あれ ど、 辩 ^ 去つ て 刀を 才 手 ic ^ R t.-- ち 
徐々 として 上下して 見る 時は、 一刀 每に自 から 相違の ある Z. とを 發 見し 得る のて ある。 鐵 色と いふ も 
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の も、 經驗备 んで 始めて 知るべき で、 初めは 容易に 見分けの つか？ のと 3 れる 。それから 男 乂を 

め 含、 

以て 0 利の 第 一 とする 位に、 大切な ものでは あれ ど、 乙れ は 其の 時に つれて 如何様に でも 出來る もの 

)  、 25 や 3: 

\ て あるから、 乙れ のみ 1: 標準と すると、 却つ て！ i る 乙と が ある。 けれども 手癖と い ふ ものは 如何なる 

一  ^  V 

一 名工に も ある もの だから、 直 31 を 得意と する 鍛冶が it I 燒く 折には、 直 匁 式に 亂れ るので、 幾分 か 手 
刀 | 癖が 見ぇる。 

- ^ - 肌 .一 匂と 沸と も 亦、 古來 極めて 主要なる ものと S れてゐ る。 セとは ^ と 地肌 

lc li 

との 界 目、 33. へ かけて 露の 如く ほんの 6 と 匂； s か、 つ / 2 のを 云； 5、 水火の 調和 その 宜しき を 得て、 鐡の 
精華の 現 はれた る、 金氣 本然の 神 魂 {C して、 最も 貴重の ものである。 而して 此の： 母 M 淺い ものと 深い 
ものと あぅ、 また 二重に 立ち 覆つ た 如き もの あれば、 八 寅 霧の 湧き 立つ た 如き も あつて、 上作 ほ： 5 ^ 
方 |  の 見事な ものである。 また 沸は、 銀 砂を 振り かけた 如くに 輝き、 荒 沸は 星の 如く、 小 沸は 霧が 草葉に 
下， 9 て 露と なつ / 2 如くで ある。 而して 茺沸は 小 沸ょ 6 .も 下品と 3 れる 。沸の ない 刀で も、^ y R 變ぅ 
はないけれ ども、 匂の ない 刀は 切れた 乙と がな S と S ふ。 次に 地鐡 肌に 〇 S て も 知らねば か、 ら ぬ。 肌 
には 征 目、 板目、 梨 肌 等の 名が あ 6、 征 目は 木の® の 目の 如く、 板目は 鍛 a の杢 ボ の 見ぇる ものを い 
CA 、 梨 肌は 梨 VJ 切-^ 割つ て 小口ょ- cn 見た 様な 肌合の もので、 上作の 杢 B には 鈒 筋の 現 はれる 如き もの 


方 
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が ある。 肌 冷は 硏ぎ 上げて W く 白ける 樣な 心地の あるのは 上作に して、 靑いの もよ、、 羽 二 m の 如く 
地つ ま-^、 底に 靑みの あつて 美しい の も ^ た 上作で ある。 けれども 黑み を帶ん だものは 下作な ものと 弭 
してよ い。 上作は 澄み渡 〇 た 水の 如く、 透き通つ た mi lt" が あつて、 何となく 柔か く氣 品が 備は つて ゐ 
る。 重 令し くて 黑み あみ、 品位な くして 且つ 匂 口のは つき 6 した ものは 下作と せ a_ {r なら WO 
& 心と 中心 銘 一 中心と 中心の 銘 についても 知らねば ならぬ 。先 づ中 心の 鑪 H の 事から 說 
かんに、 乙れ も 古 S 時代の 刀 {C は 中心が 多く 杇み 、又は 手摺れ て鑪 目が 判然し ないし、 磨士 物に 至つ て 
は 全く §1 が あてに ならない から、 驢 目を 證據 として 判ず る譯 には 行かない。 た V、 橫鑪の 中心 先 劍形 
なる ものは 誰某の 作、 橫鑪栗 尻なる ものは 誰某の 作と いふ 風に、 筋 違 鑪劍 形、 又は 栗 尻、 勝手 下ぅ の橫 
鑪栗 尻、 大筋 違鑪栗 尻、 檜 垣鑪栗 尻、 鷹の 羽鑪 、同じく 谉鑪 、鎬筋 違 鐘、 取 橫鑪 、雉子 股、 細な どと 
いふ 風に、 乙れ によつ て大蹬 の 作風を 區別 する 乙 とは 出來 るので ある。 次 ic 銘 であるが、 乙れ {C は 古 
來僞銘を切つたものが -^ た多くして、宽政以後、僞銘の切.0,方が最も上手になつて、中にも ®* ^* 、 ^* 
f どの 銘 は、 始ど f 近 SQ で t から、 容 S 見 別け 難 S が、 又! 11 し 三 見直に 僞銘 たる こ 
とを ^ 兄 し^: る もの， p ある。 けれども その 鑑定は、 刀劍家 も M 々誤る 所で あるから、 初、 いの 人には 殆 
ど 不可能と 言は ねばならぬ。 たて、 略 次の 如き こと ^ 心 ^} 可き で 5 る。 
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一、 銘の 文字 R ゆがみの ある こと。 

一、 無理な 鑽の 使 a 方の して ある 乙と。 

一" 銘の 字の 緣が 崩れ、 又は まくれて ゐる ZL と C 
一、 後か^^ を 使 a 足し / 2 形跡の ある m と。 

一、 鑽の 字に 筆勢な く i« 力なき Z: と。 

乙 れ 等の ものは、 先 づ僞銘 の 物と して 標準を 立つべき である。 
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第一章 織物の 槪說 

L P1 物の 神話 的 M 說 一 我 邦 (C 織物と いふ もの、 現は れ たのは、 旣に神 代の 遠き ^ ょぅの ことで 
ある。 卽ち天 照 太 神が、 機 織を して 居られる と 乙ろ へ、 弟 神の 素盞 鳴% かやつ て 來られ て、 その 雄々 
しき 御氣 性の 爲めに 、姉 神の 御 機に かけられた 絲を斷 たれた とい ふ 如き、 をの I 證 である。 尤も、 ? 1 れ 
は ！, r 史に 見ぇる と 乙ろ では あるが、 神話 的 傳說と 言は V 云 はれぬ 乙とは >3: い。 何しろ、 織物の 材料に 
は、 すべて 植物 性 又は 動物性の 繊維を 用 CA る 上に、 我が 邦 古代の 織物には 動物性ょ 6 も 植物 性の 材料 
を ;|] ひたのであるから、その性、永年の保存に適せず、今：1: ^ ては神代は勿論、一千五六百年ょ6以 
前の 織物 類は 全く ii るを 得な S の だから、 實物 に徵 して、 何時 I 啜から-我が 民族 問に 織物が あつた 
かを 知る 乙とは 出來な い 。他の 全 T 品、 殊に 銅器と か、 土器 類 陶器 類な どになる と、 をの 性の 鑛 物質 
であるだけ ^ 、今も古拟を發掘した6などして、數千年以前の遺物に以のあた6接する乙とを将るが 


說 


槪 


物  織 
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一七 力 

織物は さう は 行かない。 隨つて 、一番 古 s と <1 ろは 傳說 的 (C 考 へる 外は な いので ある。 

L 人： 類 文化— と 織物 | しかし、 衣食住は 人生の 三大 要諦に して、 殊に A 間が、 暖地ょう 寒地に 
移住し、 若く は氣 候の 激變 に際會 して、 身 ^ 寒冷を 覺ぇ る {C あた. CN て、 を 保護 せんが 爲めに 一重 
の被褪 物を 必要と したのは、 原生 人類に 旣に然 -CN である。 而し てを の 最初の 被覆 物は、 或は 渦 葉樹類 
の 葉、 又は 樹皮な どを 用； S たるべく、 或は 野獸を 屠して をの 毛皮を 着た 乙と であらう が、 II に 知 哉の 
進む ^ つれて、植物若しくは動物の龈維組織を取-^て、それを組み合せ跋6八；：せ /2 る名の ?: 用ひる乙 
との 便利 且つ 保續 に堪 へる 乙と にも 考へ 及んだ であらう。 <1 れ卽ち 織物の SS M R して、 今 も 南洋の 土 
人な どには、 斯かる 極めて 原始的な 組 製 式の 織物を 見る、 我が ァィヌ 人の 製す る ァッシ の 如き も、 概 
皮の耝 なる 纖維を 以て、 簡單 {C 組み 織 $ にした ものに 過ぎない。 

S ^ 0 ^ ^ ^ ^ 然るに 人類 2 技巧の 進步 する につれ て、 手に て 組み合せる 代 6 に 機械の 
力を 應用 し、 精巧に 且つ a 速に • 乙 れを 製造す る やうに なつた。 乙れ 卽ち機 織の 起つ たと 乙る で、 細 
絲を用 ひて 經 とし 緯 とし、 細かに 器用に Z. れを 排列 織 成す るに 至つ た。 しかも、 その 材料た る f? ll(i& も 
最初は 粗なる 樹皮 等に 依-^ しもの、 或は 蠶を 養 CA て その 口ょ- =>絲 を ly:11 かしめ、 或は 羊の 毛を 剪うて 乙 

上 tt I 

れを撚 6 合せ、 或は 棉花を 作.^ てこれ を 紡ぎ、 或は 麻幹を 取うて 乙れ を, しな どして、 動 値 物 各 様の も 


說 


槪 


の 


.物  後 


のょ 6 材料を 集め、 乙れ を 再製し、 精製し、 精練し、 以て 光澤の 燦然た る 絹 織を 製し、#  g にして 彈 
性に富む毛織となし、强靱にして陕货なる綿麻織となすなど、ます<進步せるものを製するに至つ 
たの も、 蓋 I、 遠き 昔の 乙と である。 

( Zi ^n-T 技 ^ d 發 s SX には また 乙れ 等の 材料を 織 製 T るに 當 6 て、 纖 維の 細大、 組織の 紀齡 
に 依うて 實用 と美 觀を適 當なら しめる のみならず、 織 6 方を 様々 にして、 手織、 綾織ょ $、 變化 ある 
地紋を 織*^ 出す が 如き 乙と 4、 旣に 千餘 年の 古 {C 盛に 試みられて ゐる 。また 織 6 絲に 色彩 V 施す 乙と 
も、 夙に 行 はれた と 乙ろ で、 黑 、赤、 黃 、靑 、その他の 鮮麗なる 色彩を 染め 上 r る ばか うでな く、 或 
は 織- 〇絲に 金 鈒帛を 卷き つけ、 或は 織 上げ / 2 る 布に、 紋様を 捺染し、 或は 經緯 {C 耕 染を 施して、 乙れ 
を 織うて 非常に 巧みなる 紋様を 織 6 出す と s ふが 如き、 驚くべき 加工 技術の 發 達は、 これ また 千年 以上 
の 古代 {C 於いて 行 はれた 2. とを 考へれ ば、 織物 —— 並に 染物 —— の 進步が 、人類 文化史 上の® 要なる 
一事 项たる 乙と を 知るべき である。 今、 Z1 、 には 專ぱら 、我が 邦の 織物の 沿革と、 製 出せられ たる も 
のとの I 般にわ たうて 叙したい と M ふので ある。 

第三 章 日本 上代の 織物 

1 七 - t 
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Irl 日本 織物と 大陸の 關係 一 斯 くの 如く、 贳 S じて、 織物 S 達した のは 近世の ことではなくて 
西洋には旣に古代ギリシャの頃、更に遡つてはエジブトに於いて、柬洋にては上代支那、 ]1> ^ は印度 
の 太古に 於いてを の 精巧なる 技術を 見る が、 我が 邦に ては、 前に 述べる 神代の 神話 的 gg などの 外、 
先づ發 達の 初めと 見るべき は 雄 略 天皇 (I 卜抒 1 前) の 頃からで ある。 而して をれ は卽 よぅ 我が 邦に て 
發 生し、 剑作 せられた ものと いふよ 6 も-をの 頃す でに 發 達して 居た 大陸 文明の 餘波を 受けた もので 
あつた。 卽ち 、當 時の 支那は 六梦の 時代に して、 比較的 文化が 發 達して ゐ たのみなら ず、 印度を はじ 
め 西域 諸國の 文明を 取 6 入れて、 百般の!^ に 熟して ゐたの であつ て、 殊に 織物の 如きは 極めて 精巧 
なるものを出してゐ 72 。故に、我が邦の織物エ藝も、最初には支那 — それが 三韓を！ J 銳して — か 
らの 影響を 最も 多分に 受けて ; 5- て 日本 織物 史は 、乙、 から 開ける と 云はなくて はならぬ。 

略 帝^^の 織物 しかし、 史家の 說に依 f 、 s- i I: s 朝に 先っ 約 五 百年、 ぎ 
頃に 錦の 如きが 發 達して 居つ たと r る。 卽ち 『漢書』 の 武帝紀 に、 「日本、 gig を 献 ず」 と 見ぇる の 
は、 をの 證 であると する。 然らば 我が 邦に 錦の 如き 華美に して 紋様 ある 織物を 製 出した のは 甚だ 遠い 
時代からで あつたと せねば なら 『何れにせよ ,' |、湯”どいふものが、1£以前から我 
邦にあつたものと見ねばならぬ。而して絹とは、蠶絲を用ひたか否かは明かならざれど、普通の牛1 


のこと、 解して よから う。 Z: れ 最も 原始的な もので あつて、 神代 以來 世に あつた、 絲を 十文字に. If 
,  6 て 織つ た 布の 類で あらう と 思 ふ。 元來 、織物 發 達の 經路を 迎れば 、世界 各國 v» づれ も 2. の 十文字の 
)  平織に 起源して ゐる 。羅布 なる ものは、 乙れ の 眼の あらい、 齡|| うにした もので あつて、 織う 方 ^ ど 

の點 では 絹とは 大弟は あるまい と III 心 はれる。 

I-  _ _ 

1  \  I 倭 文 織 おこる 尙ほ 乙の 平織の 一種よ 4 進んで これを 染めて 或る 文様を lii はす 乙と、 な 
\  6、 更に 進んで、 ) ii 緯の織 絲を變 化して 地文を 織 出す ものが 出來た 。後世の 綾な どは 此の 種の ものて 

上、 

\  ある。 乙れ よ 6 猶ほ發 達して は、 二種 以上の 色絲を 用 a て、 諸種の 地文を 織う 成す に 至つ たので ある。 
代 ^ 

~ そして、 をの 地文を 織 出す Z1 とも、 最初は 緯絲 のみを 以てした のが、 後には 經絲を も それに 用 ひるに 
J  至つ たのて ある。 我が 邦に 於け る 乙れ 等の% 11 うの 始ま 6 と IM 心 はれる のは、 所謂 倭 r である。 蓋し 倭 

'  プ 

t  文とは、其の經絲は白色であるのに、をの緯絲に或る色絲を用ひて、橫に縞目を織6出したもので、 

\ 我が 文 織 6 の 最も 原始的な 形式で ある。 そしてを れに 用 ひる 材料の 絲は、 齡 の 皮から 取つ たもの、 或 
\  は 大麻、 苧麻 等の 纖維を 紡 緖し た絲 である。 因に 彼の 『萬 葉 集』 などに 多く 見る とこ 〇 の始な る もの 
は、 實 {C かくして 穀の 皮よ 6 製せられ た 白地の 布帛 のこと て ある。 

fe それにつ s で 上代に 發 達した 文 織う は" である。 これは 倭 文よ 6 も そ 

j 七 九 
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の 組織が 複雜に なつて、 麻 又は 絹を 色々 に 染め、 幅の 狹い 機で 自然の 文様を 織 $ 出して ある。 m し 乙 
れも倭 文と 同じく、 まだ 經絲に 工夫を 凝らす R は 至らないで、 經緯に 種々 の 色絲を 用 a 、 橫目に S ま 
ざまの 縞 目を 織- 〇 出して あるが、 倭 文に 比する と 一層 發 達した 形跡は 明かで ある。 今 疊の緣 など 
に 用 ひられる 暈綱緣 は、 乙の 上古の 綺の 遺風を 存 する 織物と 見ねば ならぬ。 倚 ほ 此の 綺の 出で 穴 頃に 
は、 旣に 絹絲 も 用 a られた やぅで あろ。 をれ についで 出で たのが、 上に も 一寸 述べ 穴 錦で ある。 Z. れは 
丹、 白、 黃の 意で あると も、 或は 丹頻 の義 であると ％ いふが、 何れ (C せよ 色彩の 技巧が 更に 發 達した 
乙 とを 示し、 種々 なる 美しき 色、 殊に 赤色を 鮮かに 使つ て、 精妙なる 文様を 表現して ある。 

S ^ ^ ^ の 遺 ^ EU 斯 くして 我が 開化 天皇の 頃、 すで k 錦の 如き 華美なる 紋樣 ある 織物を 製 
せられた が、 更に 雄 略 天皇の 世に、 錦を 織る 工人 超敦 蹤を 百濟 から 召し、 河 內國桃 原の 地に て 初めて 
錦を 織らし め、 のち また 織工を 支那 吳國に 求め、 大和 國檜隈 野に 於いて！! の 類を 織らし めた 頃よ 6、 
織物の 面目は 一層 ii るべき ものが あるに 至つ た。 今、 法隆 寺 ic 傅は つて、 帝室へ 獻上に なつた 古代 織物 
の 中 ^ は、 この頃の 製 かと M はれる 古 製が あつて、 綺 、錦乂 は 綾の 如き 類を 見る 21 とが 出來 る。 固よ 
$ をの 中には 朝鮮 苦く は支邶 製の もの も、 交つ て ゐる には 州 違 あるまい が、 ^ た 以て 當 時の 進 步した 
織工を 知るべき である。 但し 乙の 時代の もの だとて、 矢 張 6 緯絲 夫 1: 凝らした もので、 經絲を も 
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用 a て、 縱橫 なる 技術 1: 表は したので はなく、 その 錦と 稱 する もの、 如き も、 紋様の 複雜 なる に 比し 
て、 その 機 織の 技法は 弗 だ 簡軍 であつ たが、 しかし、 をれ 以來の 織物の 種々 なる 變化 ある 發達は 、こ 
れ 等の 古代 錦 類に 負 ふ 乙との 多 い のは、 特に 忘るべからざる 點で あらぅ。 

第 四 章 推 古孝德 時代 

一—推 古 孰の 織物 一 更に 4 i I: H 一の 飛鳥 朝に 入る と、 何しろ s: i ±* やを 中心. にして、 佛敎 の 
最も 高調せられ 、乙れ に 伴つ て 佛敎藝 術の 大隆 盛を 見た ので あるから 、宵 廷又寺 殿の 莊 版 の 爲めに 、 
若しくは 服 裝を整 美なら しめる 爲めに 、華麗なる 織物の 要求 も 亦 頗る 多く、 をの 種の 製作の 盛て あつ. 
た 2. とは 想像に 餘 6 ある。 前記、 法隆寺 献納の 御物 古代 裂地 類 等が、 今- fnr ほ 多く 殘 6 て、 如何に 當時 
の 織物が 美術的 {C 極度の 發達 をな して. q たかを 示して. Q る。 而して 當 代の 遺物と して、 織物では な s 
が、 刺繍の 一 遺品が ある。 2. れは 美術史 上 屢々 擧 げられ る 天 壽國曼 茶 羅と稱 する 刺繡を 施した 帳の 斷 
片 •て ある。 今 現に 法隆 寺侧な る 中背 厄 寺に 藏せ られ る。 Z. の繡帳 は、 推 古 天皇の 三十 年、 聖德 太子の 
薨ぜ られた 時、 太子の 妃橘大 女郎の 請に 依 6、 勅して 太子の 往生せられ た 天壽國 (極 樂國の 謂 か) の狀 
を 兄ん とて、 i の 想像を 浩： らしめ たもので、 をの 畫は束 漢末賢 及び 漢奴加 己 利に 命じて 描かし め、 そ 


れに 諸采 をして 刺繡 をな さ しめられた ものである。 乙れ は 織物 史の 傍證 として、 我 邦の 刺繡 の賤 達の 
有様を 硏究 する 據所 たる ものである。 

一 一孝 德 時代の 織物 II 乙れ につ. S で 織物の 上に 劃時代的の 發達を 見た のは 孝德 天皇の 頃で ある 

一 卽ち 此の頃 ^ は 錦の 機 織 法が S ょ  < ます. <發 達した。 「R 太 書紀 J の 孝 德紀を 見る と、 當 時の 錦の 

推 I 類に 大伯仙 錦、 小 伯 仙 錦、 車 形 1 、菱形 錦、 麒鱗錦 等の 別が あ 4、 これ 等は 支那 人が 神 錦と 稱して 美 

古 一 賞した とい ふが、 餘程 精巧なる も ので あつた 乙と、 今 もを の 殘缺に 見る と 乙ろ である。 をれ 等の 名稱 

孝 一 の 中、 伯 仙とは 博 山の 假借 にして、 卽ち 支那の 傳說 にある、 海中の 博 山の 義 である。 咬た 車 形とは 取 

德一 輪の形てあつて、圓輪の中 ^ 、八本の筋を交互に引いた文樣の乙とである。小車を「 5 、ら」といふの 

J  は、 をの 車の M 轉 する 音響に 因んで 呼ぶ 名で ある。 後人が 誤 まつて、 車 形を 御所車の 形と 考 へたのは 

J 間違 クてゐ る。 
f  1  _ 

一 一天 武 文武 時代 I ついで、 「口 本書 紀 j の天武 紀の條 には、 霞 錦の 乙と が 見ぇる。 ' ± た 「文 
™ 武紀 」 に 7p、is の 錦を 始めと して、 雲 錦、 暈 綱 錦、 高麗 錦、 軟 錦、 兩面 錦、 刺 車 錦、 吳錦 、屋形 錦 等の 名目 
が 見 . t て， Q る。 右の 中、 览とは 、後世 織 田 氏の 紋 とし 穴 五 瓣の花 文を 重ねた 唐 花の やぅな もので、 文 
K- lkA の 御代には、 文官の 制服 (C は、 必らず 乙の 文様を 織-^ 出す 乙と、 S れた ので ある。 現に、 木瓜 
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n 稱せ られ— 瓣の花 文は、 元來、 上に 掲げる gg に附 け— か— つ？？、 正しくは 記 
一 額 之 紋と 書く  1 で 奢。 帽 額に 附すべ i は、 をの 面積と— と 1、 そ— 狀の鬆 1 を 
j 要する を 以て 在 來の五 瓣の管 四瓣 としたので あつて、 もと g の紋ょ ◊出で、、 由來 すると ころぬ 
き 一 る 古いので あるり 

一， や'^ と M ゎしき  一 ? 、一文 武紀」 に 現 はれ？ 1 の 觀 文を 織*^ 出した も Qk 小窠 錦、 一 梁 
t 錦、 二 窠錦 、三 窠 錦、 五 I 錦 等が t、 I 前記、 薦 錦、 吳 錦の 類は、 高麗 樣ゃ吳 樣 —6 出した、 
代 j 1154 那 朝鮮 製の— と f ベ 4 あら 5。 又 t 錦と S— 急が、 灸—に 地質 4 軟に 

の | して f 出し S? とで、 古來 、大內 裏の 御 障子は、 この種の 軟錦 1 て 張られ— ら ひとな つて 
織 | ゐた。 因に、 倭 錦と いふ ものは、 神代 1 ? ので—、 傳 へる けれども、 その P は 疑は 
物 一し い。^ H これは 綺 についで 製 出せられ た。 我が ■の 錦の 總稱 である— つたら ょから ぅ。 世 
一に 一名 綿 錦と 稱 せられ、 そ S 地 の壽に、 I 出 f のが、 篇— である。 (f 一 今 泉 雄— 

一 の說 に據 る。) 

第五 章 奈良時代の 熾 物 


奈 

良 I 
時 一 

i 

校； 

,1 


^ ^ io 淞 文武 天皇 (約 一千 二 ] J 二十 年 前) の 世には、 織 部 司と いふ もの ^ 定められ 

當 帅 錦 及び 綾 ir M る 工人は 百 五十 戶あ つたと いふが、 をれ に 次 r 元 明 天皇の 世 {C 至る と、 織 部 司の搬 

•  • 

文 師と S ふ ものを、 二十 ーヶ國 に 派遣して、 國每に 錦を 織る 乙と， V 敎授 3 れ たとい ふから、 奈良 朝の 
始めには 旣に 盛大 } i 製織せられ たこと ^ 想像 3 れ る。 此の 時代の 遺品と 见はれ る ものに、 法隆寺 献上 
御物 S 錦 裂が 多く ある。 それ 等の 1 I1 には 種 A、 精巧なる 紋樣を 表は し、 古代 ァラ ビャ 式の 武人が、 犯， 
の ある , «r に 乘つて » 子を 刻る 紋様の 支 sb 錦， V 模した U 木製の も の、 或は 種々 なる 花鳥 類の 文樣を 織 
出した 錦 綾の 類な どが 少なくない。 中には 支那 製 も あるか 知らね ど、 一般に 絲の 方が 柔か で、 地 
八：： 引き締らず、 厚く 柔かな る點 で、 日 木製と M はれる ものである 。しかし 紋様 等は、 外國風 な ものが 
多く また 純 a 本式には なつて， Q ない。 

斯くて 元 明 天皇の 世、 織物 司の 挑 文師を M w ic 派 遺して、 錦を 織る 乙と 


3 


れに 


含 


を敎授 せしめられてから は、 諸國の 織工い づれも 錦 綾を 製 出す るに 至つ て殊 {C 支那との 交通が 次馆に 

ひんば"  弋ぐら い 

頻繁を 來た し、 新たに 種々 なる 鹿 製の 織物を も舶來 し、 わが 織工 {C 好 模範を 與へて からと いふ ものは 

めん A ぐ  ゐ r 

月に=:に面目を改め、所謂天平の盛時に及んでは、錦の栂織法が精巧の域に達し /2 のみならず、綾の 
製法 も. ' S: た 大に發 速した。 それ 等は 今：：：、 正 倉 院 (/; 寶庫 について ii られ ると 共に、 } IX 京 帝室 博物館に 
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至れば、 法隆寺 傳來の 献上 御物が 數 多拜觀 S れる 。をれ 等の 織物 中 R は、 支那 製 も あるが、 日本製と 
認むべ き 各種の 錦 裂 もまた をの 數甚だ 多く 三 四 種ょ 6 十 種に 至る 色絲を 組み合せ、 鳥獸 草花の 模様を 
一 造う、 或は 金銀 絲を交 へ、 中には 眞珠を 織り込んだ もの、 又は ^ れ齡 に 依つ たもの など、 今日の 織物 
一 師が 見ても 驚嘆に 値する やうな 品が 頗る 多い ので ある。 

本 1 Lj^ 種 織物の 發 ¥1 又當 代に 入っ てから、 錦、 嫩等の原地の織物の外に“、嫌 ,' |等 
一 の、 薄地 UI もの も 製 出 S れ る ^ 至つ た。 羅は 、地質が 最も 薄く して、 頗る 絲 目の 緩 い もので あつて、 

^  み， つ ごろ S 

セー 俗 {C 水 衣と 稱せ られる ものである。 Z1 の羅 は、 足利時代の 頃まで その 產を 見たら しいが、 今日では 却 
一 つ てこれ を 織る 術を 知つ た 人が なく、 絕ぇて 製せられ ない とい ふ。 ^ た羅 とい a 、 紙と い CA 、 或は 嫌 
® j 絹と いふ 類、 いづれ にも その 無地の ものと、 織 文の ある ものと が あつた。 現に 東京 美術 學校所 藏の尬 
物 一 去 現在 因果 經の 包装 {C して ある 裂の 如きは、 足 利 末期に 織う 成された 一種の ^ 1 M6 である。 

\  S— 纈 .籐. .■纈 ：—夾 歷 尙ほ 天平 時代には 一般に 薄地の 織物を-何んだ / 2 めに、 染物に も 異常の 進 
\ 步をなした跡が見ぇてゐる。卽ち染エの方法に、縐纈、藤纈、夾纈の三があつて、皆頗る 3| ^ したも 
ので あつた。 織 纈とい ふのは、 今日の 絞染の やうな もので、 繪をば 絲を 以て 數 箇所、 適宜 {C 括 6 置い 
て、 乙れ ?: 染液に 浸して 染めた ものである。 また 藤纈 とは、 絹地に まづ蠟 5: 以て 適宜の 文様を 1 m き、 


乙れ を祕 汁に 浸してから のち、 その 蠟を脫 し、 以て 文樣を あらは した もので、 乙の 染め 方は 支那の 製 
よ 6 も 精巧に して、 二重 三 tlr に 各種の 色を 染め込んだ もの も ある。 次に 夾纈 とは、 板に 模様を 彫. 〇 つ 
\  け、 その 板 二 枚を 以て 繪を夾 み、 彫 6 透かした 分を 染める もので、 Z1 れにも 二重、 三重に 染めて 色を 
\  加へ たもの が ある。 また 中には、 以上の 三 法 5: -色々 と應 用して、 極めて 手數 のか、 つた、 面白 いもの 

J が 随分 多 S。 先づ 我が 古代の 織物 及び 染 物は、 これ 等の 天平 時代の ものを 以て 最 とせねば なるまい。 
安 | 

j  第 六 章 平安朝の 織物 

J _ _ 

の； j 宇多 醍醐 時代 | 平安 王朝の 時代に 入つ ては、 前代よ-^ 行 はれた 錦、 & の 類が ます  <精 
蜣 巧とな6、且つをの文様の如きも前代の素樸なものから進んで、優美典雅の極致に達し /2 。殊に宇多 
ゃ 醍 i の兩 朝に 事 ぱら殖 產の 道を 講ぜられ、 織工の 如き も 大に獎 勵を加 へられた ので、 諸 國の調 物 織 部 
一 司の 製す ると 乙ろ、 共に 精巧 見るべき ものが 出來 たので ある。 當時 、伊勢、 尾 張、 越 前 等の 十 ニヶ！： よ 
.  6 は、： 兩而 錦を 出 だし、 伊賀、 伊勢、 尾 張、 三 河 等の 二十 一阈よ 6 は 文 綾を： K したが、 それ 等は 餘程 
す rn たもの てあつた。 また 織 部 司の 製す ると ころは、 窠文 錦、 大暈 ■錦、 小 花兩面 錦、 高麗 様 錦、 
夼 穀较 、蟬聚 綾、 獅子 綾、 遠山 綾、 應葦綾 等 数十 種の 品 類が あつた。 乙 れ等も 皆 甚だ 美麗 •なる 織物 

一八 七 
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で 當 時の 宮廷 貴縉の 間に、 あの 繪卷物 や 歌 物語に 見る やぅな 感じを に 示して， Q たので ある。 

S ^ ^ _ lz)l ^ ^ ^ 當 代の 遺品と して、 今日 見る Z1 との 出來る 最も 有名な ものには、 R 都 仁 

和 寺 藏の橫 被が 二點 ある。 共に 三 條ル皇 の 第 四 子 • lf* ^ ig« 3r« (ll 百) の 用 " A られた もので、 橫 被とは 袈 
\ 裟の 如き ものである。 をの 一つは、 蓮 花臺に 盛られた る 寶珠の 模様を 織 6 出し、 地には 密家祕 寶を藏 
平 一 する. 標相 た る羯 磨、 卽ち盛 橫に三 鈷杵を 組み合せ たもの /- . 表‘' して ある。 地は 藍色に して、 羯磨は 橙 
j 黄色を なして ゐる寶 珠は淡 靑色及 び 淡 紫色を なし、 蓮の 蕋と寶 珠の齡 とは 綠色 にして、 蓮瓣 と火熵 
朝 I とに 赤色を 用 a 、 配合が 極めて 美しい。 殊に 寶珠及 び 蓮 瓣火煺 等は y 於なる 絲の 組み合せ ^ して、 そ 
の 一 の 色を ぼかした 如きは、 以て 常時 1/) 機 織工の を 語る ものである。 他の 一は、 霰 形の 地に 七 寶 文を 
織 一 顯 はし、 その 中に 輪寶 と獨鈷 とを 配して ある。 色は 黃 、赤、 靑 、綠 -橙黃 、紫 淡 紅、 白 等で 織 6 方が 
物 柔 かで、 しかも 文様の 整然として 亂れ ると 乙ろ のな き 如き、 奇 巧と 稱 すべきで ある。 此の 外 R も、 仁 
一 和 寺には 錦 製の 小 3 い袋裂が數點あるし、萵野 1-1[ にル88犯の寶冠、並びに天蓋を張つた錦があるし 
一 京都 敎王 護國 寺には、 綾錦の 小裂數 十種ヶ 藏 し、 大阪 四天王 寺に sf SI 知！ 一張つ た 錦が あるし、 嚴岛神 
■社に も、 安德 天皇の 御產 衣と 稱 する 錦な どが あつて、 皆 藤 原 時代の 織物の、 如何に 進步 して ゐた かを 
物語つ て ゐ る。 


: -^A:. 織物の 出現 I 尙 、乙れ 等の 遺物を 見ても 知られる 通. 〇、 此の 時代の 中葉に 至つ て、 g 

羅 、厚板、 M などい ふ ものが 出來 た。 紐 M とは、 羅の 如き 薄地の もので、 その 經絲と 緯絲と のか、 6 

\ 工合に 依つ て、 その 絲目が 丁度、 今日の 袴 腰の 形を 併 列した 如き 地 合に 織 6 成して ある。 絨 とは、 縮 

\ 羅 、卽 ちし^ ■みら の轉 語で も あらぅ か、 その 織絲 に、 撚 6 の 强 S ものを if] a たために、 航保 の 縮んだ 

Ml 羅 である。 原板とは、 絲の 太く して、 地が 厚みに 織'®' 上つ たもので ある。 それから、 藤 原 氏 攝關の 時 

害 代と なつて は、 文弱 優惰に 流れた 折 柄と て、 貴 妃結紳 の «* は、 非常 な 生活を して 居た のみなら 

町 一ず、 夜の 靈が多 かつた 爲 めに、 特にを の 衣裳の 如き も、 夜の 燈火に 映 じて 美麗に 見ぇ f のを 好ん 

iLii だと乙ろょぅ、成は打衣とて、今日の板引きの如き招、或は齡齡6とて、今日の所謂骑齡の如きもの 

の | などを 織^' 出す に 至つ た。 しかもを の 末葉 {C 及んで は、 衣裳 (C 螺 1 を 施し、 又は その 文様を 1 池！；； し {C 

^  した ものな どを ょろ 乙ぶ k 至つ た。 

物一 

第 七 章 鎌 倉 室町 時代の 織物 

一^.. 倉 睁代で 織物 I 斯 くの 如く、 平安 王朝に も、 織物は 盛に 製 出せられ て、 頗る >i るべき も 
のが あつたが、 やがて 源平の 爭擗戰 となぅ、 賴朝が 鎌 倉に 幕府を 問く に 及 / L で、 武人 政治の 世と 變つ 
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たので、 美術工 藝の 上に も一變 化を 起した が、 織物の 製作は、：： 多く 前代の 形式 5: 追 CA 、 技術の 點は時 
の 需用に 隨つて 或は 粗雑に 流れ 或は 精巧 ic 過ぎて、 多少の 變化や 意匠は ないで はな かつた が、 大體に 
於いて 前代の 踏襲 追随に して、 別に 新機軸を 出す やうな 乙と 名せ ず。 一種の 沈滯狀 態に あつた。 しか 
し、 鎌倉時代に 新に 勃興した 禪宗 、及び 禪宗の 僧侶が 支那と 交通す る 21 と ic 依うて、 織物 界 (C 新 象 
を 生じた。 をれ は、 當時 支那で 製 出させて 金襴の 類が 輸入 S れ 出した 乙と である。 實に 日本に 金襴の 
入 6 .來つ 穴 2. とは、 エ藝 美術史 上に 特記すべき であるが、 しかし 乙れ は 主として 支那 產 にか、 う、 且 
つ 骨董の 部に 於いて 今 泉 氏が 說を立 て、 居られる から、 乙、 には 省 s て 徵 く。 兎 {C 角 •乙れ を 外にし 
ては 日本に 當 代の 織物の 新しい ものは なかつ たので ある。 

1 .室町 時代の 0—^ 鎌倉時代に つ r 室町 時代は、 政治 史の 一 段落で あるが 如く、 織物 史にも 
咬た 一段落を なす 時代で、 上の 鎌倉時代ょ A また 更に 生氣を 缺いて しまつた。 あの 天平 式の、 又は 平 
安 朝 式の 華麗な 藝術 的な 織物は 何處に も 見る ことが 出來ず 、織工は あれ ど％ 模倣 的の 技巧に 囚はれ て 
し ^ つて、 創意 ある 製作を しょうな ど、 思 ふ 者 もな く、 またを んな 乙と をしても 求めて 吳れる 人 もなか 
つた。 をれ 故に'、 織物 界はた 沈滯 萎縮して 行く ばか $ であつ た。 ただし かし、 當 時の 人に あつ 
た 一 種の 支那崇 拜 からして、 支那の 製品は 盛 (C 輸入 ra れて 、これが せめても 當 代の 人々 の藝術 慾を 滿 
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たして， Q た。 そして をれ 等は、 宋と 元と で 製せられ た 品で、 多くは 金襴で & つた。 をれ についで は g 
子が ょろ 乙 ばれた。 又 印 金と S ふやうな もの も當時 から あつた。 

一^: と 能 と. 織. 物 i そして、 足 利の 末から、 秀吉の 桃 IJI 時代 {C 入る の だが、 此の 時代の げ配纪 

一として、 茶 事と 能樂 との 二つが 織物に 新しい 方向 •換^, な S しめて. Q る。 茶道は 禪 から 出で、 齡いも 

一 

一 のを 好む。 その 趣味が 織物に も现 はれた。 殊に 茶器 ！ 中に も 茶 入の 袋に 金銀 欄、^^ などを 盛に 用 

| ひ 出した。 一つの 茶 入に 七 八 個 もの 貴重な 織物で 造つ た 袋， で 用 a たうして， q る。 掛物の 表装 {C % zl /L 

一な 織物を 川 a た。 しかし 乙れ 等は 大抵 支那 產で あつたから、 我. が 織物 史 とは 直接の 關係は ない が、 ぼ 

j つ^'^ をれ 等の 模倣 品の 出來か け /2 Z. とは、 注 y {c {s する であらう。 一方 能 衣裳なる もの も、 眾に縱 撇 

一 を尙 ぶと いふ わけでは ない が、 矢 張. CN 金襴、 純 子の 類が 用 ひられる と 共 R 豐臣 時代を 經て德 川 時代に 

一入る と、 能 衣裳を 某と する I 種の 織物が 大に發 達した 乙と を!^ S れない 0 
/ 

-第八 章 桃山時代の 織物 

1— 職： 物 保護者 大囲 I 南北朝 以來 、四海の ^ 2 f なる 時と てな く、 世を 擧げて 美術を f エ藝 
に IMJ ふ 者と ては なかつ たが、 つ ひに 應 仁の 亂起 $、 所謂 戰國の 時代 ic 入つ ては、 兵馬の 倥偬に U も 乙 
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れ 足らず、 文明 天文の 頃、 諸_に 群雄 蜂起して 割據 略奪を Z1 れ事 として ゐ た。 S れば 織物の 如き も- 
1般 ^ 衰廢して機杼の音だに聞く由もなかつたが、乙、に天正年間、豐臣秀吉が撥亂を平げて海內を 
統一す るに 及び、 彼れ が一 方に 不世出の 英雄 / a ると 共に、 また 藝術的 感興 も 衆に す r れた ものが あつ 
たと 乙ろよ6、各種のエ藝を獎勵したのてある。織エの如きも、秀吉の爲め ^ 、祗らずも科び|ハ隆す 
るの 機運に 接した のて ある。 實 {C 秀吉 は、 近世 織物 保護者の 劈頭に 立つ ものと 言はなくて はならぬ。 
彼れ あつて 乙れ を 獎勵 保護す る ことなくん ば、 三百 年 來の發 達を 見る ベから なか 〇 たか も 知れない。 

I 京 織物 の 復興 I 豐 太閤の 獎勵 保護に ようて、 頓にを の 繁榮を 來 し、 織物 發 達の 中心地と 
なつた のみならず、 それよ^ 'のち、 今 H k 至る 1 H で、 長く 我が 邦の 織物 界を 支， する の 好運を 與 へら 
れた ものは 實に 、京都の 西陣で ある。 固よう 何時の 世に も 首都は 文化の 集 把 紀 、焦點 であ 〇 て、 京都 
が桓武 帝の 御代に 都と 奠め られて から、 數 百年の 間、 常に 最も 美く しきぎ れ た る 織物の 產地を 、京都 

うたが 

若く は 京都 附近に 有して ゐた M とは 疑 ふまても ない。 をの 昔の 織 部 司は 勿論 京都に あうて、 帝室の 御 
用に 任じ 時には rf 紳の 服飾を も 調 a 來つ たので あるが、 しかし 源平の 亂後 次第に 衰へ て、 室町 時代 
の 中頃には 、をの 名殘 -CN を 僅かに 京の 一隅の 大舍人 町に、 形 ばか. CN 存す るに! g ぎな かつた 。をれ すら 

ぐ わ じん 

應 仁の 大亂 ic 逢 CA て、 擧げて 灰燼 R 歸し 去つ たので ある。 しかも 尙 ほち 3^- k 殘つて ゐた 職工 等よ 


物 織 の 代 時  III  桃 


一九 四 

sf や、 世の 霞に なつ S には、 新に 白雲の 齡に f 求め V」： ほつ くと 絹—？ 始めた ので 
ある。！^ しこれ、 日本 從來の 織物が 一縷の 命脈を 繫いで 居た 暇 一の i-IL なのて あつた 
一 一 西陣 _ ^ の 發達 _ 天正十六年、 *. ±. ゆは、斯かる本邦織物エの一群落ある乙とを聞き及ん 
で、彼等の爲めに新在家の地を賊ひ、そ，」に移つて、 ±. ^. 御用の織物を製作せしめた。而して新在家 
桃 | の 地 は、 應 仁の 亂 か S が、 西陣を 布いて 矣 所で あるので、 後世 S? の麗 f の 地 S 
III 一  の樣になつ /2 と共に、西陣は全國織物の本場と見られるに至つたのである0蓋し、西陣の機場に發達 
j した 織物は、 單に 本邦 在 來の機 法に 依る のみならず、 また 支那の 明 R 新興せ る エ藝の 影響を 受けた も 
ィー ので ある。 Z. れょぅ 先き、 ^ • 棒 氏の 末の 頃ょぅ、 泉 州 # が 海外 貿易の 咽喉と なつて ゐた ので、 rln ^ 織 
一 物 5: 乙、 から 輸入す るの みならず、 明の 織 X 某なる もの、 ま / 2 來つて ZL の 地 R 明樣の 好 射を 織つ て ^) 
\ た ので、 京都の 工人 等 Z: れにつ s て その 織 法を 習 a 、 紋紗 、金 紋紗 及び 羅を 織る 乙と 1: 習得した ので 

物へ  かくしん  3 

\ ある。 Z1 れ 、近世 織物 革新の 第一 聲と 申すべき てあつた 

一 一 1 江 —錄 ^ へ ^ I 攔 |_-| ついで吩 /2 、京都に櫟箪人といふ者があぅ、明人ょ6錦の製法を傅へて 
明 風の 錦は 鍵、 親 J を も 製 出して、 頗る 巧妙 1 が あつた。 次いて、 两陣の 織工に して 工夫 
を & らして 絲 錦 ^ 織 6 出した ものが あ 6、 甚だ 優美なる を 以て 時人に ょろ Z1 ばれた。 乙れ ま* 大和 錦 


■が 


蔵 寺大東 
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の 上に 一 進展を 加へ たもので ある。 別に 京都の 俵屋 某なる もの も、 一種の 錦を 織 6 出した。 Z. れ所謂 . 
唐 織 錦の 濫觴に して、 彼の 明 製の 蜀江 錦に 由つ て 考案を 起した もので、 極めて 高尙に 且つ 鮮美 である。 

\  をの 他、 南蠻の 織物に 習つ て 金銀 莫臥爾 を 織 6出すものもあつ /2 。而してをの金鈒線を用ひないで製 
一 した ものに、 風 通 毛宇留 とい ふ も あ-^、 これは 婦人の 常に 適して ゐる とて 大に稱 用せられ た。 寸 •穴 天 
^  正の 末年に 至つ ては、 野 本 某と S ふ 工人が あつて、 堺に 於いて 明 人ょ 6 金襴の 製法を 學び大 に 得る と 
'一 乙ろ が. あつて、 種々 の 金襴を 織 $ 出して 頗る 精妙を 究めた ¢1 れ 日本に 於 s て 金： 襴 らしい 合： 欄の 出來た 
一 初めと 云は ねばならぬ。 又 明 製 k 擬して 緞子を 織 製した 者 も ある。 その 織 法に X- 船を 凝らし、 文 
\ 彩 模様 5: あらは す 乙と を 得た ので ある、 所謂 絲 緞子なる もの これで ある。 ついで 乙 の 工人が、 技術に 

のへ 

^ 練達して いょ {精巧 緻密に いたぅ、 乙れ t た 一般 婦人の 帶に 適當 であると i 齡 せられ 左ので ある。 

物 一 一— 支. 邵 織と 南 蠻織一 右の 如くに して、 桃 III 時代の 頃、 すでに 京都 M 陣の地 に は の 美術的 
|  の 製品を 見る に 至つ た。 今 織物の 遺品に 依つ て 硏究 すれば、 西陣 再興 の 當 初に 織 6 出 S れた のは g て 
一 あつて、 乙 n は 天 正中に 織ぅ 出されたら しい。 fu から # X 脱した ものには 上に 述べた 明 . A の 抜 法を 受 
けたる 紗 綾、 紋紗 綾、 唐 織、 龜綾 などが あつ ぺつ い では 羽二重 も、 - r1,- 法を 齡齡じ て、! ものが 得ら 
れろ 様になつ た。 一說に は、 羽 二 m の出來 たのは 寬文 後で あると も い ふが、 兎 ic 角、 寬文 以前、 寬永 
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度； 女の 頃に すてに # に 月 a , b れてゐ たので あるから、 天 正 ^ . 降る 幾くなら ざる 時代に 織 6 試みられ 
て：^ と S ば 1 。それから W 陣 で、 gg— 承して 盛に 織 $ 出 3 れ？ Qk、 釋を 初めと 
して、 Lb に 語つ— 嫌、 搫 、■デ、 紗 、精 好の ゃ— が ある。 又 南變の 法に 依つ た莫蜃 類の 
外、 天愁械 などの 出來 たのは 慶長前 後に 屬する とい ふ。 中に は、 天 正 頃から 盛 こ 哉ら L たと. 
ふ。 これは 5 の 綾では あるが、 n 本在來 S とは 違つ て、 餘 1 しみの 加は つ S 物で—。 そし 
て圆 様を 我が 邦 古代の 織物 ^ 取. CV、 檢 垣 {C 菊花な どを Jli はした。 

第 九 章德川 初期の 織物 

II 綸—子 W 代— の— 批^ J 页に慶 長年 問に 入. c ては、 W 陣の 工人の 技術ます {熟して、 マ こ 
名 ある 作品を 作る 如 文 も續& がた。 そして l il sf  n [r 因 4、 その 織 法を 硏究 した 
結果に 出 來 たのが、 兎 羅綿緣 である。 乙れ 綿絲に 祀赶を 混じて 織つ たもので、 口 本人の 發叨 した' 刃 
の 毛織て あつた。— 時代 k 人名は、 P が S たく 時流の 好泛 投じ、 そ S 美 1 布帛こ W 
美 なる篇あ鑫 子 S 服が、 慶長 ょ〃 江戶 時代の 芻に かけて 一時の 流行と f、 織物 史上 に^, 
昤代 ともい ふべき もの 5: 现出 した。 斯 くして.； ; JI 都に 於いて 最 % 優秀なる 織物が 製 出せられ、 殊に 各種 
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の 織物み な絲 質を 選み、 染物を 更め 、をの 精巧に して 品格の 高き 爲め に、 終に 明國製 を 齡 11 する に 至 
つた。 乙れ が爲め 、さし も 一時は 隆盛を 極めた 泉州堺 の 機業は 忽ち 衰 へ ' また 見るべき ものな き冇樣 
となっ て、 その 織工の 京都に 來つて 該業に 從事 する もの © なくな かつた。 後世、 京都の 製品に して、 
'或は 精巧を 究める ものは あると しても、 到底 慶長 年間の 作の 優美 高尙 にして 肥 の大 なる に 及ぶべく 
が一 もない ので ある。 

^  UK— 鵞 絨 z^zp_ 行 I 政治 上には 囊 二十 年を 一期と して 元 和 元年と— や、； # ;|[- ル の 時代が 

i 來っ たので あるが、 織物の 上には， 豐臣 時代と 德川 時代と に 劃 11 以る區 別を 立て 得ない。 西陣に 駸々 

期一 

I として 發達せ る 新興 機業は、 元 和に 入ぅて ます-^ 見るべき ものが あるに 至つ た。 先づ 会の 頃、 支那 

の、 

1  の 工人に して 泉州堺 に 來〇 て、 金 紗の織 法を 本邦 人に 傳 へる 者が あった ので、 京都の 織工 松屋 某、 錢 
1 屋 某の 二人、 堺に 至っ てを の 支那 人に つき 織 法を 習 a 、 西陣に 於 s て 頻ぅに 乙れ を 製作し、 遂に その 
\ 技に 達して 金絲を 以て 橫柳條 金紗を 織 $始め /2 。精巧美麗にして品位もまた卑しからず、乙れを鐵星 

一  啓ん ^ 

一 金紗 、松屋 金 紗と稱 して、 世人の 大に賞 愛する ところと なつた。 又慶安 年中に、 京都の 織工 R して、 

✓■. - 0? ろぅビ 

支# の 製品 {C 傚 a てはじめて 天 驚 絨 を 織 6 試みた と 乙 /) 、 敢て をの 製の 支那の 物に 劣らな かつた ので 
倚 ほ 織 法を 研究して 和那 天鵞絨、 柳條 天鵞絨を 製 出した。 これ ^ た 品質の g R? にして 支那 製に 敢て劣 


らな かつた ので、 太 R 賞 用せられ て 一時 此の 種 天 驚 絨の 流行を 見た。 

j 織物の 稀 l/J>! ノ と 高貴 一 さて、 上の 如く 語つ て來 ると、 當 時の 織物は 非常に 多量に 出來 たやう で 
あるが、 しか一 文 た S う s ふ譯に ： ，行かな かつた、— i n R しても、 戰阈 以來 、日本の 養蠶 業と いふ も 
のは、 Sii し盡 して ゐたの で、 江戶の 初期に なつて 斯様に 两陣で 活躍す る やうに なつても 尙ほ 織物の 
原料た る絹絲 は、 日本では 殆ど 出來な かつた。 穴 ^ <產 出しても、 品質が 惡い とか 精練 也が 拙い と 
かの爲めに、上等の織物には 3 れなかつた。されば原料は白絲と稱して、依然明國からの輸入を仰い 
て ® たやうな 始末で あつたかち、 さう-^ 多量に 織う 出す Z1 とも W- 來な s し、 價格も 低廉には 出來な 
かつた ので ある。 當 時の 絹織物が 殊に 貴 前な ものと 爲つて ゐたか ら 、內地 製と 外阈渡 $ 物との 問の、 
繫ぞ の 等差と て ネ 、左した る隔 うはな かつ / 2 の も、 此の 爲め である。 無論、 常時の 人には また、 今 
日の やう U 縱纪繼 などを 出して、 粗製祖 11 を やって 供給を 充す やうな、 融通 s きく 頭の 人間は 居な 
かつた ので ある。 

織物 10! 發 111 斯う 語る と、 すでに 慶長元 和の 頃には 日本 品が 優良に なつた ので、 外國 
品の 輸入を 待つ 必要は なかつ たやう であるが、 しかも 依然として 外阈品 の 輸入は 增す とも 減じな かつ 
た。 輸入品は 渡り 物 又は 卷 物と 稱 せられ、 一つの 估 # として ^- ばれ、 今日 我々 が 舶來品 に對 する 以上 

一九 九 
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S' 信用を 博して 居た の S る。 卽ち內 地 S 來る やうに なつて 居た 磬、 S ヂ 、雛 デ“ ^ S 
緬 、證 、天鵞絨 9 類 も、^ < 幅 物で 輸人 3 れ るし、 をの 他 唐物の 名を 以て 知られ. ^7P のには、 li" ^ 
羅背 板、 兎羅 綿、 全 照 氣辨聊 、棧留 縞、 鹿 比 丹、 ml 妒 、織 街、 海曹、 南京、！ lg、 毛織 (莫 臥兒) 、もや 
んは 、呂宋 、らた ん等の 名を 見る ので ある。 rj れ 等の 品物は 皆外來 品で あるから、 I 々名を 擧げて 說 明 
しない が、 かかる 舶來 品が 當時 如何に 幅を きかして， Q たかは、 意想外の 程度で あつた。 

第 十 章 西陣 物の 消長 

厂园 陣織 の發達 | それょう 寬 永、 寬文 等を 經て天 和の 煩に 至る と、 京都 •四陣 の 織工は 一層 
眼 ざまし い 進步を 見た ので ある。 此の 時代には、 種類に 新しき ものを エ風 すると 共と、 哉う 方、 絞” s 
综に 非常の 苦心を して、 工人と X 人との 間に 競 a 合つ た。 卽 ち^^ に 華 文を 現は す 如き ¢1 とも、 當時 
に發明 3 れし は、 紋縮緬 、柳條 縮緬を 織. CN 出す 者 も あ 6_、 2把撕の如きも製出 ^ れたのである0乙れ 
一ょう 貞享 年間に 至つ ては、 京都 織工の 技藝 はます く 熟達し、 金襴の 如き、 f 困難と された もの も 
殊に 精巧を 極めて、 つ ひ ic 全く 支那 舶來 品を ^ グ者がないほどに進步しへんのである〇これょ立兀祿を 
經て元 文に 至る 六十 年間に 於いては 、四 陣 機業の 全盛時代で あつて、 工人の 抜 術は 發 達に 發 達を m ね 


，一 

の 一 

尾 


る ばか 6 で、 所謂 元祿 式の 織物 染 物の 衣裳は、 江 P の 花と 飾られ /a 。 その 製 出す る ものは、 意匠 優雅 
R して、 繊巧 緻密の 華 章 紋様を 織-出し、 ^ た 配色の 鮮麗 ^ 極めた もので あつた。 

一 西陣 織の 頓挫 I 然るに、 i 、 ic 西陣 織物の 爲めに 非常によ S ことで あつたと 同時に、 ま 
た をれ が衰述 に 襟く 一つの 機 fr となつ た 一事に 遭遇した。 それは 延享 年中よ 6、 幕府が 西陣 機業に 對 
して 非常なる 千涉を する やぅに なつた 乙と である。 幕府の 主意は 大變よ いことで、西陣織物を保1|ム 
勵するといふのであつたが、同時に乙れに依つて两陣の丁；人の競爭心を鈍らし、藝術としての織物を 
製 出す る Z1 とよ 6、 形式 化 3 U たるた < 外觀の 美しい ものを 織る 方へ と轉ぜ しめたので あ'., 〇 卽ち幕 
府は 命を 下して 錦、 緞子、 紗綾 等の 高 仰 なる 織物に して、 華 啻 紋様を 織 出すべき ものは、 西陣 以外の 
機揚で乙れを製する乙とを禁じ*爻たその織製すると乙ろの絹布をして京都に輸するを止め、或はを 
の職エを傭ひ入れるの制度を定め、或は他の機場 ^ して克特有の織物を校して織$出すときは乙れを 
罰するな ど、 他の 工場を 檢 束す るの 法を 設け 乙れ を 肢朽 せしめた ので ある。 然るに、 乙 の 結果は 却つ 
て， n 山の 働を 拘苑 し、 縮 業者 ^ しても 版に 安ん ぜしめ 、 ，；=然に 技術の 發達を 挫折せ しめる に 至つ たの 

、て ある。 


.京_繁梭： |7: :過 |1 期1 斯くて 天 正 年間に； ^興せ られ て以來 、年に ; il ic 隆昌の 勢を 加へ て A-r た 京 
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都の 織物は、 延享以 來 全く 從來の 活氣を 失 a 、 量に 於 s ては、 或は 全國の 高等 織物を 獨 占した v けに、 
非常の 增 加を 見た かも 知らね ど 質に 於 s ては お 話に ならな s ほど、 低下して 行つ たので ある。 乙れ. XI- 
\  に、 產業 上に 於け る S 府 の千涉 政策が、 大なる 失敗に 終つ た 一例で あつて、 乙れ ょ 6 四十 年の 後、 天明 
\ 年間に 至る 頃 ほ a までは、 京都 一圓の 織機 界に は、 何等の 業績の 見るべき ものが なかつ た。 た <、 此 
j  の 間 a と 4 金 田 忠兵衞 と V' ふ ものが あつて、 歴代に わたぅて 大に 意匠を 凝らし、 袋物 用 織物を 製し、 

一 また その子 及び 孫と 相 Q S で 精巧の 品を 出した のは" 特筆すべき であ 〇 た。 

一 S ^ ^ ^ ^ ^ P: 衞 j 金 田 忠兵衞 は、 共蓥し 家 代々 の稱 すると 乙ろ であつ て、 三世 忠兵衞 は 
一 元 文の 頃 (約 百 八十 年 前) 世に r- つて、 两 陣の 機業に 力を 盡し 、種々 の 新 様を 織 A 出した ので、 中 典 

i  $  •た 

m  の 祖と稱 せられる 人で ある" つ S で 七 世 八 世の 父子が 出で るに 及び、 恰かも 延享の 千涉の 後を 承け、 
«  明 和、 安永の 頃に 當つた が、 a と' ^大に 力を 意匠に 凝らし、 當 時の 洛陽 一た る 晝家圓 山 應擧を して 加 
\ 茂祭圖 或は 競馬 圖な どを 畫 かしめ、 乙れ を 繙珍に 織 6 出し、 ま y2 應擧の 弟子なる 駒 井 源琦を して 朝鮮 
\ 王子 來 朝の 圖 、また 松村景 文、 ^ • 絢 等の 畫家 に |1[ 水 花鳥 等の 下圖 を 描かし め 6 これを®^ 又は 纪即に 
fe R し大に 時人の 耳目を 驚" ？^し /2 。恭し、沈滯せる我が織物界 ^ 1點の炬火を輝かしつ、あつ /2 の 
は、 此の 金 田 忠兵衞 の 家で あつた。 殊に 當時 江戶の 風俗と して、 皆 美 M なる 懷中帒 、交 / e 煙草 入を ■ 


ゐ たが、 忠兵衞 は 2. れ等に 應 用すべき 金 入漢柬 、金 入 更紗 等を 織う 出， レ、 をの 品質、 紋様の 美く しき 

こと、 支那 輸入の 物 も 遠く及ばない ばか 6 の 精巧 R 達し、 大に 世に 行は H たので ある。- f'.r ほ、 九 世、 

:  十 世の 忠兵衞 も、 文政 年間ます ^江戶 向きの 袋物 裂に 力を 用 ひ、 種々 の 新案を 凝らし、 多くの 珍品 

\  を 製 出して、 以て 最近に 至う、 金 田の 家は 世々 に榮 ぇて、 M 陣 織の 重鎭 となつ て 居た ので ある。 
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川 j  第 十一 章德川 末期の 織物 

未 一  I  .  I  _ 

: \  r 地方 織物の 勃 1 1_ 乙、 に、 江戶 時代 末期の 織物を 述べる に 先立ち、 地方 織物の 8 Ilf と、 木 
\ 綿織物の 漸く 盛んな らんと する 趨勢に あつた Z1 とを 言及せ ねばならぬ。 由 來 、我が 邦の 織物が、 支那、 
J 朝鮮の 影響の 下に 發 達し、 且つ 政府の 保護の 下に 優良品を 出した ので あるが、 從つて それ 等は 中 炎 政 
J 府所 re の 地に 盛； 述を 開いた 次第で ある 。然るに 徳川時 代は、 近世 デモ クラシ I の gg せんとせ る 序幕 
|  の 時代で、 一方に 中央 集權 制度は ます  <  堅固に なつて 行く と共に、 をの 反面 {C は 地方 的 勢力の いよ 
\  S よ 健やか (C 前 3 ん としつ、 あつて、 織物の 如き も、 中心地なる 京都が 幕府の 竹 ^ フ內 部の 船 船：：^ 
漸 やく 衰微の 色の 5i はれ / I とする tn ほひよ 6、 地方の 阈齑に 、徐々 として ii るべき ものが 出 來る やう 
になつ た。 尤も、 地方 阈淹 の獎勵 なる ものは、 封 雄 制度の 下 {C は、 當然 夙く から 好-達すべき I1!! 由が あ 

二 O H 


物 織 


二 C 四 

つたの ^' 、各雄藩ともに、藩主の保護に依$て、國產織物は德川時代の初めょ6見られたのである* 
例へは、 薩摩に 於け る 薩摩緋 、薩摩 上布、 大島紬 の 如き、 肥 前 地方の 小 倉 織、 博 多 織の 如き、 越後 (C 
於け る 上布、 尾 張 地方に 於け る 有 松 絞、 鳴 海 絞の 如き、 比々 として 然らざ るは なかつ た。 

I 關東 織物の 發達 I をれ 等の 中に て も、 特に 幕府を 置ける 江戶に 近く" 關東 地方に 著しく 絹 
織物の 發 達した ことは、 需：嬰 供給の 關 係と、 文化 中心地 移動の 現象と から、 當 然と 言は ねばならぬ。 
卽 ち、 (關萊 平野、 殊に 上野、 下野、 武藏 等 5C ては、 蠶 業の 獎 卿と 製絲 機械 業の 發達 とが 相 待つ て頗 
る 見るべき 成績を 示した。 彼の 上 州 桐 生、 伊勢崎、 武州秩 父 等の 地方に 於 S て、 種々 の紹 布が 製造 3 
る、 乙と、 なつた のは、 此の项 象で あつて、 をれ 等の 地 R 產 する 額は 年々 夥しき 量に 上 6、 現に 我が 
織物 產 出額の 優に 四 分の 一 以上を 占めて & るの も、 淵源の 遠き 次第で ある。 而して それ 等の 品には、 
京都 産の 如き 柔軟 優美なる、 精妙の 品は 少 いに もせょ、 寧 ^ 却つ て 江戶の 人士の 好 に 適する 織地、 
.紋様は、 京都ょ 6 も N 東 地方に 主として 產 する やぅに な 6、 乙れ が爲め に、 京都の 機業の 衰微 ？ r: 促が 
した Z. と 名 また、 少なし と S れな いので あつた。 

一, 綿 S 織物の 出現 | また 我が 邦に 於け る 綿織物なる ものは、 すで {C 德川 時代に 先ち て 行 はれ 
た。 蓋し、 太古？ 時代す でに 木綿なる もの、 あつた 乙とは 人の 知る 通- CN であるが、 しかし 乙れ は 今日 


の. k lft とよ 全く 異つ たもので. 楮の 皮の 繊維よ-^ 製した ものであると いふ。 ^ た拷 は穀の 皮よ*^ 取つ 
•C 成っ たもので あるべく、 倭 文は 大概、 大麻、 苧麻等 の 繊維よ 6 績んだ 絲を用 ひ て 織つ たもので ある 
\ らしい が、 fn] 時に、 他の e 々なる 植物性繊維が 早くから 織物 R 用 a られ た。 彼の 蓴麻や 木槿 等よ 6 取 
一 つた 絲ネ 咬 た、 織物の 股 料 中の 主なる もので あつて、 天平 時代の 一般 民衆は、 大槪 木槿の 皮よ 6 製し 
锪一 た 布 v: il -t: 、 その 著 衣を 調製して 居 / 2 やうで ある。 しかれ ども、 ^ だ 今日の 木綿の やうな ものは 用 a 
) られな かつたら しい。 

未 一 一木 綿て 栽培と 利用 1-1] 木綿は元來、朿洋の所產にあらずして、南洋熱國地方に，=生してゐたも 
1 \ のであって、 我が 國 へは s- ル ル. の延 M 十八 年 3  1 S  R 、 昆崙 人が 三 河 國に 漂着した 際、 木綿の 
の j 實を 所持して 居た のを 採つ て、 土 佐、 筑紫 等の 暖地に， 植 せられた のを 栽培の 最初と する らし ！/ - が、 
6 i しかしを れも 間もなく  MM に 歸し、 遂に 綿花 布 II 世の 需 挺に應ずるの機を#ずして中止し /2 。をれが、 

一 近世に 及んで、 週 •oj ic' , の 世に 時め いた 永 祿の 頃、 & 綿 種子を 舶載し 來つ たもの が あつたので、 漸く 
| 綿花 布の 廣く世 に 行は れるに 至つ たので ある。 しかも、 をの 時代には- R ほ. 綿花 布は 稀な もので、 今 
一 n ほどに 盛に 用 ひられた のでは ない。 ついで 徳川時 代に 人つ て、 各地の 海岸 地方に 览綿の 栽培が 獎勵 
せられて よ-^、 IL つ庶 K の 衣服には 絹布を JH ふる 乙と を ^ じ、 謀ら 綿 M 物を 著せし めて よ 6、 頻 うに 
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木綿 織工の 盛大を 來 したので ある。 因に、 上に 述べた 木綿と t 綿とは、 元來異 なれる 植物では なくし 
て 栽培 地の 氣候 、土質の 關係 等ょ 6、 一方は 多年 生の 植物と なって、 屯 幹 •の 成長を 見、 他は 一年生り 
草本の 觀. V 呈して 畑地に 矮生 する ものであると い ふ。 

第 十二 章 織物 界の 悲境 

一絹祐 着 屈の 禁令  一 S て、 延享 年間 幕府の f 一が 事 あって、 すで R 衰運に 向って 居た 京都の 
織物 界 へ、 更 R 新し S 打擊を 蒙 1; る 乙と {C なつた のは、 天 保の 禁令で あつた。 そは、 當時 都鄙 一般の 
袭侈が 、その 極點に 達して 居て、 大に憂 ふべき ものが あったので、 幕府の 有志、 殊に か ^ • s- l ^* の 奶 
策に 依ぅて、 その 弊害を 匡正せ /L と III 心 a 立ち 嚴命を 下して 諸方 面に わたる 節儉實 行 令 5: 發布 した。 卽 
ち庶 人を して 絹布を 著 用す る 乙と を 禁ぜし めた の も、 をの 一項で あつた。 然るにを の 影響を 最も 痛切 
{ C 感じた のは 衰運の 京都 織物 界 であった。 z. 、 { C 於いて 西陣の 織工は 頓に lix il  y 呈し 、ま s k 再び 戰 
阈 離散の 運命' VJ 繰-^ 返さん としたが、 幸に して 時勢を 見る に敏 なる ^ あ 4 て、 一種の ic? 漱 £ を 講じた 
乙 とに 依 6 て漸 やくに、 維持す る 乙と を 得た。 

L^_JI 物の 發達 I それは、 綿織物、 及び 絹綿 交織 物を 以て 一時を 糊塗す る 乙と であつ た。 


乙 れ實 に、 江戶 末期の 京都 織工が 慘檐た る 苦心に 出で る窮餘 の 策で あつたが、 木綿 布の 需 Jn の ' ± すま 
す 多から ん とする 時 ^ に對 しては 最も奸 適なる エ風 であつ た。 卽ち 彼等は 經 {C 綿絲を W ひ、 綺 に ^ 絲を 
一 用 S て齡一 S 子、 槪雛 齡、 綿 tf* 多 等を 織 6 出した 。試みる こと 數 ;j にして その 技大に 進み" 綿 緞子の 如 
\ きは 緯經 ともに 絹 絲を 以て 織 製した ものと、 一見して 何の筘 もな いも のさへ 出 來るに 至ぅ、 FL つを の 
0 \ 價 格の 頗る 齡な るに 由 6 て、 盛に 行 はれる 乙と となつ た。 けれども、 乙 の 時 旣に两 陣は 姑息の 手段を 
J 取つ たに 過ぎな かつた、 關朿 織物 ^ た 絹綿 5: 用 ひて よ 6 精巧なる、 よ-^ 時勢 向きなる 巧 術を 發 揮し、 
i 中に も 上野 桐 生の 石 田九郞 の 如き、 最も 熱心なる 機業家が 現 はれて、 種々 の紋 織を 案出し、 盛に 佳良 
L  の：： 1111 を 出して ゐた のて、 當 1C 两陣は 乙れ に 雁 倒 3れ たので ある。 石 田 九郞 はもと よ 6 桐 生の 人に して 
非 j  はじめは 一個の 織工 {C 渦ぎ なかつ たが、 文政 天 保の 間大に 機業に 熱心し、 意匠を 凝らし、 考案を 盡し 
錦の 類に 模様を 織 6 出す の 便法を 發明 し、 桐 生に 於 S て 盛に 佳良の 製品を 出す に 至つ たもので ある。 

一 染色の 沿革 I 斯くて 綿織物の 發 達の 機述 R 熟する や、 啻に 絹織物の 模擬 品と しての み 
な > h ず、 綿織物 それ 自身の 獨立 せる 發達を 企てる もの も 所 fl- に 現 はれた。 全國 1C 緋 類の 卓越せ る 品 の 
現 はれた の も その 主なる 現象で あるが また 絞染 等を 以て 特色 ある 綿製品の 出現した Z. とも 見逃す ベ か 
らざる 乙と であつ た。 由來 、織物に 染色 R( 依つ て 紋様の 美を 現は す Z1 とは、 推 古、 天平の 古よぅ 旣 R 
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行は れ たので あるが、 江戶 時代に 入つ ては 彼の 宮崎 友禪が あつて、 獨特の 技倆を 發揮 して ゐた 。友 禪は 
ノ 寬永 年中 (11111) 京都に 在つ て染 物 ^ 業と したが、 元來 意匠に 富み、 畫を 善くし、 つ a に 草花 鳥獸 
| を 細かなる 筆意 色彩を 以て 描ける 如くに 染 物の 上に 顯は し、 友禪染 とて 大に時 人の 好評を 博した ので 
一 ある。 彼は、 最近の 調 S R 依つ て、 晚年加 賀金澤 に 歿した 乙と を 知つ たが、 をの 業蹑は 永く 京都に 止 
一 ^ 6、 友禪染 は 名 名. K も 典に 京都の 獨占 とな 6、 殊に 羽二重* 縮麵 類に 模樣 を现 はす 乙との 巧と なつ 
一て ょ. 〇 は、 その 華麗なる 10 を 以て 衣裳 界.. vi o て， Q る。 友禪染 は、 僻 T£ 我が 染織 界の 一生 彩で ある。 
j 一  絞 染 の --邀— 步—一  然るに 乙の、 絹布 類に 紋様を 現は す 乙と に對 して、 綿布 類を 捺染す るの 
技術の 最も 進 步 したる は 尾 張の 有 松 絞、 鳴 海 絞と 稱する ものである。 蓋し、 乙れ の 世 1C 出で* のは 友 
| 禪ょ 6 も 早くして、 慶長 年間 {gjg； 一尾 張 S 在 松 村に 於て 木綿に 綴 纈 k 施す rJ とを X 夫し、 徳川義 E 
一 の同國 の 主として 名 古 屋に 入る や" をの 製品を 獻じて 、大に 美麗な 〇 を 佳賞せられ たとい ふ。 乙れ ょ 
3、 同村の 工人 その 業 ?: つぎ、 地名に 因ぅて 有 松 絞と 稱 したが、 のち 乙の 業 ^ 爲す もの 數十戶 に 及び、 
屋舍相 隣 $ し" 紅白靑 綠參袭 その美を 競 ふの tt. 5: 呈 し、 絞と S へば 必ら ず、 此の 地の 產 VJS すが 如 
くな つた。 朝鮮 支那の 聘使の 此の 驛を過 r るに 當つて も、 つねに m を駐め て 詩句を 寄せ、 その 品を 
L ひ 去つ た' JS ふ。 乙れ、 •  a 川 末期に 綿織物 —— 及び その 染物 —— の 發 達し 穴 最も 著しき 一例と して 
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煨げた 次第で ある。 

\  第 十三 章 京都の 名工 

j  lb— 達 彌助の ^su 斯くて 掉尾の 的藝術 機 織 家と して、 两陣の 伊 ia* 彌助を 語らなくて はなら 
ぬが、 をれ に 先立ちて 天 野 房 義と藤 井 庄左衞 門に 及んで 置かぅ。 房義 は、 文政 年中 京都 ^ 在つ た 人に し 
一て、 西本願寺の 家來を 勤めて 思た。 のちむ 膝と 莽た。 乙の 頃、 ii&s 臣 に i- i rcl. i. とい ふが 
一 あ 4、 共に 綴 錦を 織る 乙と を 以て 業と したが、 をの!! g なる 乙とは 當時辍 錦を 中 典し、 名手と 言 はれ 
た紋屋次郞ル衞にも劣らなかつたといふ。房吉の作品にして有名なるものは、西本願寺のル4办筆五 
一 帝の 圖 を下國 として 織つ？ の、 寶松 M 神社、 稻荷 神社の 歡齡の麗に、影 * 11 )のかぃた 
一 神號を 織ぅ 出した ものであると い ふ。 その 門下に、 技を ょくして 知られた る 者は、 弟 51* 伽、參 かい / !• 

| 竝に山 科 屋淸助 が ある 。中に も/? もんの 織 $ 出した 藤 森 神社の 紫 地 錦の 鐙齡 g は、 最も 世に 有名で あ 
|  る 以 -^は ^ ^- :11本 ^ 術略史の記すると 21 ^ であるから、 ^ れ等が现に京都に遺存するかは知ら ^ い0 
仰 ほ、 名手 紋屋 次郞兵 衞 とは 如何なる 人で あつたか、 ^? らてな い。 

11 藤 井 庄左衛 門 I 葬 庄左衞 £ は 泉 州 1 町の 絲物 商で ぁつ* が、 天 保 二 年 五月、％ 藍 
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M? 、 支那 製 敷物な ど JC 傚つ て、 彼れ の考按 にか、 5 同所 絹 町の 泉 利兵衞 とい ふ ものに 織らし めた 新 製 
品は、 ょく 考按 者の 意 {C 適つ たもので あつたから、 堺段 通の 名を 以て 汎 く販賣 する 乙と、 なつた。 乙 
\ れ 、手 111 段 通の 始めで あると する。 しかるにを の 業は 彼の 歿後 一時 衰へ たが、 孫の 庄太郞 に 至う、 種 
一 種の 工夫を 加へ て、 天 驚 絨織 法に なら ひ て、 1 種の 段 通 織 法を 發 明し" 文久 三年 三月 漸く 一帖 十二 枚 
を 織. CN 出す 乙と が 出來 た。 乙 れぎ込 段 通と 稱 する もの、 始めで あると する。 爾来、 技術 も 著しく、 進 
邮一 步して 、堺の 段 通は 敷物の 覇者た るの 觀が あつたが、 近頃は 圖按や 織 法の 他に 進步 した ものを >i る {C 
I 至 〇 たので、 や、 衰へ たかの 如く 見ぇる。 

一 I 俘  建  0  劝 一 伊迕彌 助は、 金 田 忠兵衞 と共に、 京都 織物の 發達に 大なる 貢 獻ある 者て 
名 一 ある。 彌助の 家 も 亦、 累代 W 陣に 在つ て 機業に 從 事し、 世々 綸子を 織る m とを 業と して ゐた 。彼れ、 
エ| 壯年に 及びて 繪晝を 學び 、化學 を 硏究 し、 西陣の 織 業を 恢復して をの 發達を 計らん 乙と を 志し、 わが 國 
\ 機 織の 古 質を 採う、 また 支那 西洋 各國の 織物を 研究し、 自ら M 々の 新 製を 試み、 また 大に 他の 織工を 
一 誘掖 する 2. とに 努力した。 をの 古 製の 華 紋 を 模造した もの、 如き、 伊達鍺 織と 稱せ られ 、色彩 溫和に 
して 品位 頗る 高い ものと S れてゐ る。 その他 藕絲を 以て 織 出し / 2 觀音 四十 餘體の 如き、 をの 精 美なる 
乙と 毫も 繪畫に 異ら ない。 彼は 明治に 入うて 帝室 技藝 M とな $、 をの 三十 五 年 五十 四で 歿した。 


第 六 編 現代の エ藝 美術界 

I  ' 

\  第一章 その 團體と 展覽會 

J- 

い |  I  H  i 美 一 術の 不振 一 一口に 言 ふと、 現代の エ藝 美術、 若く は 裝飾敷 一" の狀 勢は、 沌 として 
L ゐて 、未だ 或る 種の 步調を 揃へ て 我が 新興 藝 術の 進 M を圖 らぅと いふ やぅな 現象を 見る ZL とは 出來な 
J-  S。 酣ょ办、一概に似||數嫩してゐると瓣齡して了ふ譯ではない。現に、若い人令の間には大に氣運 
® i が 動いて、 或は 围體的 に、 或は 個人的に 活動を なしつ、 あるが、 しかし 他の 造形美術、 例へ ば 繪晝、 
ノ 彫刻な どに 比する 時は、 個人と しても、 大名を 成した 人は 非常 k 乏しく、 又囤體 としても •まだ 社會 
\ 的 tc 有力な 勢力を なした ものは ない。 殊に 乙れ を 統率し 指導すべき 任務に ある 老大家、 又は 中年 大家 
\  •か、 兎角に 眠 6 がちで ある 爲 めに、 嘗ては 口 本の 藝 術と 言へ ば、 皆 X 藝 美術の 一 屬 性 R 思 はれ S へし 
' たもの が、 餘 $ ic 生氣 のない 現 狀と見 なくて はならぬ。 

運動の 機運 1 先 づ乙れ •か ®]! C 體 的の 運動 及び 仕事から ii るに、 情けない 乙 とに、 ^ ? i 政 
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府では 、エ藝 美術を 以て 一個の 獨立 せる 美術的 部門と， 認めて くれて ゐない ので ある。 文部 « の 美術 M 
覺會 及びを の連粮 たる诳 阈 美術 院の展 覽會に 於いては、 H 藝 美術部を 設立して ゐな いので ある。 乙れ 
I  は、 多くの エ藝 美術家 達が、 多年 非常に 不平に III 心つ て 居た と 乙 ろで ある。 政府が、 彼れ 等を 美術家 扱 a 
一 して くれな とは、 荷 も藝藥 術 的 良心 ある 人達の 堪へ得 ない 乙と であるから、 乙 れま で屢々 、 3 ぅ 
一 した 意味での 文展 割込 運動が 行は れた けれども、 時勢の をれ を 促進し ないた めか、 政府 常 局 (c f'l! 解の 
\ ない 爲め か、 S つも 失敗に 歸して 居た。 此の 二三 年來 、殊 {C 美術 學校 出身の 若 S 人達な どが 主にな 〇 
|  て、 再び 此の 運動を 始めて 居る が 未だ 博が 開かな S。 此の 一事は、 エ藝 美術界に 布 力な 大家 や 有力な 
一 圈體的 勢力の ない 乙と を 語る ものであると 共に、 斯 かる 現 狀 である i とが、 一 やがて エ藝 美術界 5: 今 U 
|  の 不振の 狀態に 置く ものと 見ぇる ので ある。 

|  II 農 商務省 展覽 會 _ 何れに もせょ、 右の 次馆で H 藝美 術には、 給 迸 や 彫刻の やぅな 官設の 機 
| 關はな S が、 しかし 別に 農 商務 竹に 依 4 て、 年々 秋季に M M 會を開 く 2. とは、 形式的には 一種の 機關 
が あると も 見られる。 政府の 常 局 者が、 エ藝 美術家の 帝 M 割込 運動に 對 する 每に 述べる 一種の 遁辭 は、 
S つで も 此の 農 商務省の 展覽會 の ある 乙と である。 乙れ は 普通 農 展と稱 する が、 本名は 農 商務 展覽會 
とい ふので ある。 大 正 二 年に をの 第一 同 ^ 開き、 爾來 引きつ づいて 年々 捌 催され、 多くの X S 品 を m 
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めて0る。出品渚はエ藝品を齑する地方の珩ど全部 (-: 亘$、漆器、鑄物、織物、木竹エ品等に至る爻 
で" 各々 その 地の 特色 5: 發揮 すべく 鉛 善を 盡し たる 觀が ある。 しかしながら、 展覽會 を 經營 する 入が 
陳列に 經驗 がない のか、 それとも 責任感が 稀薄に して、 あつと め 的に した 爲め か、 陳列 方が 蕪雑で、 
何等の 美術と しての 取扱 a を 受けて. Q ない。 しかし、 をれ は、 作品 その物 も餘 6 見 ばぇ のせな S 爲め 
でも あらう。 今では 殆ど 藝術 的に 此の fr を 顧みる 者が な s ほどに、 つまらぬ ものに なつて ゐ る。 しか 
し、 我が 邦 唯一の、 官設に か、 る エ藝品 の展 覽會 であるから、 左に、 大正 九 年度の 第 八囘 R ついて、 
藤 井達吉 氏が、 某雜誌 に 試みた 批評を 轉載 して、 以て その 如何なる もの かを 紹介して 置く。 

第二 章 第 八 囘農展 

I 農展 の 意嚮 一 木 年の 出品 數は 四千點 近くと 問く。 農 商務 竹は 乙 の數の 多き を 最も 成績 
よさと 喜んで. Q る 3 う* た。 作の 如何は 問 ふ處 でな い。今の農屉は全然不徹底である乙と呔もう云3あ 
$ た。 ^ 商務 竹が H 的と して E- るのは、 ni] 治 時代に 打つ た 五 二 ff dl: ハ 進# の 再現ら しい。 下駄の 材料 ま 
で 出品を 進めて E- ると か、 傘に 模様が あれば よいと かいふ M である。 私は どうで もよ い、 出てゐ る 作 
品 本位で ii よう。 もしよ S 作品が 落 3 れて 行く やうで あつたら 作荠に 氣の森 であるが これ も 仕方がな 
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い ir 穿 ^ と 3海外 ^ はとか、世界的エ藝品の競爭とか、そうした乙とは、いや ^ なるほどい92か 
ら 、つんぼには 何 ほど 言つ て も 駄目 だ。 審査員の 意兑か 政府の 命 かは 知らぬ が、 選び出 s n たる もの 
M 索 六十 四、 H 藝品五 冥 十六 點が ある。， VJ れ等 作品，^ 通覽し た 時、 作品 Q mt ir そる 作者の 聲が私 
には S ろ-^ k 響いた。 

厂 穿  一  f - 圖案 一 第一に 審査 委員 出品 二點 は、 審査 委員と して 多く 作品を 見 別く る 丈け の 

自信を 持つ て K- られる 方々 の 作品で あれば、 私は かう した 作品 ic 對して は 敬意を 表して 置かう。 けれ 
典、 推 古 あた 3 の 作品 {C 對 する齡 | 思とは 違つ た 敬意で ある。 

第1部、圖案。私は幾度か纪齡して見たが、どうしたものか私の心とは^1はぬ。中には考へてゐる 
と あ、 した 風 ic 變つて 行く もの かと 思つ たのは、 二三 あるには あつたが、 S う 思つ ただけ で 私は 忘れ 
てし まつた。 て、 或る 審査 委員の 言葉を かつて 言へ ば、 r 要するに 學校 生徒の 習作で、 圖 案の 圖案 であ 
る。 實 際 ^ 應 用の 出 來る やうな 圆案 者は、 實 際 M^ fpF JC 行つ てし ^ ふ」 と。 さう かも 知れない。 兎も角 

ぐ わつ •き 

活氣 のない ZL と ; 2 。 若々 しさの ない 點が 私とは 合は ぬ。 妙 R まとまつ たもの 計.^ め 様で あつた 。い 〇 
でも ||1 心3 ,'!-! 1すのは、卜；野の博物館にある豐かの置鞍の葦の 11 案と、をの作品とである0あ、した圆案 
を取ス - だけの {#査員 の 態度が ほし い 〇 
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i ― ! - - H - ?5J ^ 一一 谢、 エ藝 品。 金工 品の 內 、豐田 勝 秋 氏の 作品は、 何 かやら うとす る 

處が、私に解るゃうな氣がする。私は氏を未だ知らぬが、あの人の艇齡が知れるやうだ。何だか嫩以 
らなさ は 感ずる が、 何物 か 引付ける 物を 持つ て ゐる様 である。 杉 m ^* s:* 氏の 三點 のうち 『白 蝶』 (白銅 
花瓶) は 努力の 作で あらう が、 私 ^ は 首が 好かない 。寧ろ 『灼 爛』 (白銅 卷葉 皿) を 取る。 白銅と g，g 
の 味が 大部分に 盛つ て 來る而 白 3 が ある。 山 本 安曇 氏の 『信 濃 高原の 情趣』 (C 銅 花瓶) は、 昨年とは 味 
の 違つ た 物で ある。 信 濃で ょく 見る 情趣で ある。 私は その 心 持が 解る 様な 氣 がする。 形と 模様と びつ 
しや- 〇 として 居ら 1SQ 様 •た。 二 本の 線が 氣にな る。 

R ^ ^ ― ^ — ^ _ EILJ 次に 陶器で あるが、 どうしても 心を 引かぬ、 丸 切.^ 心を 引かぬ。 今目錄 
を兑つ めて、 その 記憶を たどつ て ゐ ると、 をの 陳列 品ょ. 〇 も 私の 心は 過去の 作品 {C 行き 勝ちで ある。 
乾 山、 光悦、 三 彩、 ペルシャ、 H ジブ ト迄 行つ てし まふ。 2: れで は農展 とは 丸 切 6 緣が 切れて しま ふ 
が It 方がない。 これほど 今、 陶器で 私を 喜ばせて くれる ものは な s ので ある。 全國， V- 極說 して 出品し 
たのが 乙れ である S うだ。 ^ 商務 ^ が H 藝 としての 第一 & を 忘れて ゐる ことが 知れる、 ではな S か。 乙 
れは陶 器の みでは ない。 エ藝 全部 (c 言 a 抖る^Jとではあるまsか。又しても言はねばならぬが、七 ^ff 
のみ じめ S て ある。 全 出品を 通じて 一番の 哀れ S を 私に 思は せる。 七 寶の 本質を 忘れて、 金 器 や 陶器 
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に 見ぇる ことに 全力を 擧げた 作品 ばかう である。 如何に 彼の 人達の 運命とは 云へ、 日本の 七 寶の爲 め 
に 悲しむ。 揃； 3名 揃つ て あれが 作者に あらず 商人が 作者の g を 1^1 て 出品して S 乙と である。 一時は 
鞒： sn Hn として 重要な もので あ 〇 たのが、 見る 影 もない 今日の 有樣 は、 何う であらう か。 
krb _ ^ _ 0 __ 今度は 染織 刺繡 で— が、 M れ とても 我 S 歷史 には 可成.^ よ S も？ 
持つ てゐ る。 あの 能 衣裳を 殊に 舞臺に 見る 時は、 私は ほれ^^ とする のが ある。 正倉院 裂 や 法隆寺 裂を 
| 怨 つ て見 る。 f 奴の 人 等の 現今の やうに、 藝術家 とか 自稱す る 人達の 作よ 6 も、 あの 無名の 職工の 仕事 
を 私は、 屯から 敬 ^ を 表する。 S うした 心 持を 以て 私は 乙れ 等の 物 V 1 る。 ^ • か &* |離 氏の 『蜀江 模様』 
(厚板 織 染丸帶 〕が 一寸 美しい と III 心つ た。 が、 初めに 言つ たやう に ' 番 ほしい 「品」 がない。 落つ さの な 
いのが a 念た つた。 いた、 つらに 色を 陳列 s n たのよ. 〇, は、 一二 色の 配合よ ろしき を 得たら ばと 思つ‘ 
繁尾淸氏作『庭の圆』(刺繡屏風)は、好きではあるが、乙れとて何となく下品なのが,しい。同无が§ 
口 震 誌 純で 刺 繡は管 活かし 5 はねば なら s と 云は れ奈 、私は 制 纖は繡 つた 繪篇で あ气 絲 
で 彩色した 給 ^ 私た と III 心つ て， Q る。 畫を配 かずので はなくて、 # を 作る のでは ないか 〇刺繡 にか ぎら 
ず。 その物 質の 特色を 知つ て 作るべき ではなから うか。 

slfe ^ l^l lltl — 衆 一 野 村 紫 香 氏 案、 箸 尾 淸氏作 『天阈 餘情 模様 i  (刺繡 丸帶) は、 名前が 大變だ 


樣だ が、 私には 解らぬ が、 丸 1 ；；? を ii た 時は、 せ 切 角の 苦心 も 只、 もつ たいな S 材料と 時 問と を M ふき- CN 
であつ た。 すべて 箸 尾 氏のは： t 情が 起らぬ のは 何故か。 次ぎの 漆器では 、や t- i$* か 氏の 『赤繪 蓮模樣 j 
|  (否 八 0は、あの色から來る美し 5 であつた。校探の何は知らずに、赤と金のもつれが等分に來て居た 
一 やうで あつたの が 美し かつた。 加 藤 居 山 氏の 『ヵトリ ャ』 (神代杉 手箱) は、 漆器には ちと！^ いい 自由 S 
一が あつたが、 燒 錫の 線が ちと かたくは なかつ たで あらう か。 高 井 白 陽 氏の 『紫陽花 模様 J  (漆器 料紙砚 
の 竹 S は 漆器 中で、 今度の 自由な もので あつた。 漆器 作品には 於ら しく 色の 感じの 現 はれた 物で 有つ た。 

一. 一 少し ごて < 感じた やうに 思は H たのが 殘念 である。 あれで 形 や 地の 色にまで 及んだ なれば、 f 成う 
| 而 rj い 作品に なつた «■ であらう。 •朱 揚成氏 作 『漆器 推黑南 瓜 之圆』 (硯 宮) は、 今年は 寫 生から 出た も 
rTl 一の らしい 作で、 氏と して 珍しい 方で あらう。 が、 あれを 私と して 作らせたならば、 寫 生の 時、 今少し 
の裝飾 化を して II たで あらう。 S うして、 あの 石竹は 附け なかつ たで あらう。 下に 見る 黑 い 菊は 上の 
一と IM-J じ 商 S にした であらう。 葉の 線の 四條 派の 弱い 築 意は 出 3 なかつ たで あらう。 抓 W にょく 刀が 切 
一れ て も、 硏ぎ 上げた ほどの 切れ 方は あまう に餘佾 迄 切り取つ てし まつた 。あの、 京都の 博物 餌に ある 
格の 盆を 私は M ひ 出す。 椿の 變 化と 刀 法 地紋と いひ、 深 S とい ひ、 色と い ひ、 作者の 態度が、 如何に 
愛情に 滿て る Z. とを。 推 朱 氏の 作を ii ると、 をれ 等 g sx かを 忍 ひ 出 S ずには 居られ 灰い ので ある。 
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第三 章 他の 三團體 

「日本 美術 協 ti 乙の外 ^ 、有力な美術则體でその一部としてエ藝美術品を展覽會に陳列 
して ゐる のは、 日本 美術 協 會と國 民 美術 協會 とで ある。 日本 美術 協 曾は、 明治 十一-一年 三月、 佐 野 常 民 
伯 等の 有志に 依つ て 創設せられ た 龍 池 會の後 身で あつて" 本邦に 於け る 美術の 團體巾 最も 古く、 最も 
多 數の會 員を 有して ゐて 、その 中には、 繪畫 、書、 彫塑、 建築、 室內裝 飾、 園 冶と 共に 美術 H 藝の一 
部門が 設けて ある。 年々 H 藝 品の 新作を、 その 展 II 會に 並べて， Q るが、 會員 中の 知名の 人には、 金工 
家で、 大島如 雲、 平田宗 幸、 平 田 重太郞 、香 取秀眞 、陶工 (玻璃) 家て 板 谷 波 山、 加 藤 友太郞 、小川 三 
知、 安藤 市兵衞 、並 河靖 之、 漆工 (蒔 繪) 家で 柴田令 哉、 赤 塚 自得な どの 人が ある。 しかし 耍す るに、 
美術 協會の 工人 等は、 協會の 他の 人と 同じく 固定した 大家で あつて、 今後の 藝術的 H 品を 出すべき、 
將來 の囑鑒 せられる 人は、 甚だ 少 $。 

一國民 美. 術 協— 會 I 乙れ R 對して 、國民 美術 協會 R 關係 する エ藝 美術家は、 新時代の 要求に 
應ず べき、 若々 し s 人々 である。 此の 協會は 大正 二 年 十月に、 東京 美術 學 校の 敎授で あつ 穴 故 岩： t 透 
氏が、 黑田淸 輝 氏と 典に 中心と なつて" 日本 美術界 各方 面の 大 合同を 遂げん として 出來 たもので ある 


が、 しかし 今では 洋畫家 及び 彫刻家 等を 中心として その 方面の 多 數の會 員を g 繼して ゐ る。 觀ゲて 乙 
乙 に 兜 まる 5 美術家は、 生氣の ある 新人が 多い。 ミには 日本 畫 部、 西洋 畫 部、 彫 謙、 建築 部と 
一 共に、 H 藝 美術は 裝飾 美術部の 名の 下に ®" かれ、 四十 餘 名の 貪が ある。 しかし、 乙の gg の 事業と 
しては、 乙の 方面に あま. CS 振つ た 成績を 示さず、 年々 の 展覽會 出品の 如き％、 數量 品質 •ともに、 未？ 
他 一大 {C 稱 すべき ほどの ものは， 認められない が、 會員 はな か  <  しつ かう して ゐ る。 

上 L 裝飾 ■本當 に 仕事を して ゐる、 最も 將來 の靈 な團體 は、 蓋し 裝飾 美術家 
= 協會 であらう。 乙れ は、 大正 八 年 八月、 エ藝 美術品の 品位, 41 め、 をの 歸趨を 示す i— 的と して 
|  d 才た 众 - で^:“ は脫 <i: せず、 新入 會員 は會員 全部の 承 is5 を經る ものと いふ、 なか^^ 曆な 決意を 
阐 一 示した fr 规が 設けて ある。 每年 一同 又は 二囘 作品 發表會 を 開く 乙と にな 9 て ゐるが 、現在の 會 員は、 M. 

)廣パ松五切等の,氏で、 1\ に新進の裝飾美術家中、 0 々たると 2: ろを ^, 羅してゐる。 #^ に金エ家、漆 
| エ家 とい ふやう に 偏した 顏觸れ では. なく、 且つ！^ ょう も圆 案の 方の 人が 多い やう ^ 見受ける が、 芯 
ずし も ^: P'J 家で なければ、 新進で— いと 乙ろ の 著者 や 一^ # * ±* •氏の 如き も あれば、 建築家の 4* ln. 
一一 郞 氏と いつた や— 人の 交？ S 乙と が 非常に 而 白い。 g らく、 今後、 エ藝 美術界から 新しい 何 

二一 九 
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物 か  <  生れる としたなら、 此の №1 體 などが その 主な もので あらう 。素質が ょくて、 熱の 多い やう 
な 人が 多く 集 ^ つて ゐる乙 とは 最も 注目に 價す ると rJ ろで あらう。 

第 四 章有數 念エ 藝 美術家 

1金 H 界 の 人 々I さて、 現代の H 藝 美術家の 團體 は、 大體以 上の 如き もの' たと して、 をの 
中の、 冇名な 人物 ^ 四 五 人 叙述して 置かう。 先づ 、今日の 金 H 界で は、 ^. 11 一} ^. 、 c 物故〕 昏 !&• §• 斯 、か 
島 如 雲、 松原 如 方 等の 諸氏で あらう か。 岡 崎 氏は、 山城 阈の 人に して、 我が 鑄 金界の Mil である。 m 
に 銅像 鑄 造 家と して 最も 名高く、 宮城 前の 楠 公 銅像を の 他の 大作が 多く 世 tc 知られ 9。 を i 氏は、 本 
名を 秀 五郎と s a 、 東京 美術 學 校の 鑄 造 科を 卒業して、 現 R 同校の 敎授て ある。 蠟 iJlJ に 最も 冗で、 
內 外の 各博覽 會に 出品して 優 賞を 多く 受けて ゐ る。 大島氏 も、 安政 五 年生れ の X1: 老 で、 美術 學 校に 職 
を 奉じて ゐた 乙と も あるが、 蠟型 及び 鑄 浚 彫刻術を 得意と して， Q る。 松原 氏は 大島 氏の 門 生で、 のち 
佛國 パリの 美術 學校 5: 卒業し、 現に 金工の 一 權 威と 目せられ て. Q る。 

一 漆工と 蒔繪一 漆工 家 及び 蒔繪 家では、 柴田令 哉、 白山 松： &、 六角 紫 水 等の 諸氏が 知ら 
れ る。 柴田氏 は、 嘉永 三年 生れの、 乙れ も 元老の 一人で ある。 柴田 是眞に 師事して、 その 風を 受けた 
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人で ある： 2. れも各 M fg # 博 覽會 {C 多くの 優 貧を 枓て ゐ る。 白 !![• 氏も嘉 永 六 年生れ の 人で、 長く 柬 M 
美術 舉 校の 敎授 でぁっ た。 且っ 帝室 技 藝：貝 でぁる。 能 ^ - M' #. 三郞 に ^ T 紙 及び 錢 職を 學 び、 / h* s- l:: ^« 
1C 蒔 繪一 一案 等を 修業し、 乙 れも數 多くの 出品 授賞の #? て ゐる 。へ ハ か ^ - か 氏は、 慶應 三年 生 1 で、 
311 京 美術 學 校の 漆工 科を 出で、 m て 農 商務省から 贲業 練習生を 命ぜられて 米國に 四 年間 止まう、 更に 
歐 洲各國 を歷 遊して 來た 人で あつて、 斯界 {C 於け る ？ U 代の m 鎭 である。 现 に 東京 美術 學校 敎授 として 
香 取 氏の 金工と 共に 異彩を g つて， Q る。 

S ェそ  ^ ~~ 11 窯 h としては、 板 谷 波 UI* 、 A /B- 4M の 如きが 知られて ゐ る。 !• か 氏は 
茨城 縣 の 人で、 これ 蟲京美 雪 校の 出身で， f 束 京 高等 S 學 校に 敎授 たるの 傍 彫刻 及び 1 _の 
業に 從つて ゐ て、 各方 面 {C 認められて ゐる 〇加斷 氏は、 東京 近郊に の 工場を 所有して、 自ら!^ 
しっ、 名 陶の製 出に 苦心して t。 をれ から、 MH % T P ぎの 硏究 H 知られた 人に /]' • ;!!• 一一 一  1 氏が あ 
う、 推 朱を 囊 とする 人に 推 朱揚成 氏が あう、 織物 硏究 家と して 京都の fE* w- l. E- 氏の 如き も ある。 皆 
乙れ 一流 S 人物に して、 或は 歐米 最新式の 技 f 通じ、 或は S5SS 讓 13 、或は 古今の 名 ug 
k 硏究 して、 現に 斯界 {C 大なる 貢獻を なしつ、 ある。 

S —— ^ — IO —— ^ 轉じて 新進の h 藝美術 家數氏 を 語る と、 先 づ jjry i. 氏は ^ ' 0-- 7[:* ®- 氏の 
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息で、 彫刻家 光 K 郎氏の 弟で ある。 夙 {C 各種 エ藝品 の硏究 をな し、 且つ 乙れ が 批評に も 一隻 IIU をを な 
へ、 靑年藝 術 家と して 令名が ある。 藤 井達吉 氏は 號を 鐸聲と s a 、 裝飾一 一案の 外に 七 寶等 も 造る。 舊 
フユー ザ ン曾以 來 出品して、 すでに 世に 知られて， Q る。 今 和 二郞氏 も、 かねて 紐 築 III 案を 以て 若 きん 
人の 問に 定評が ある。 齋藤佳 三 氏と 廣川 松五郞 氏と も、 圆案 家と して 知られて ゐて 、前者は リズム 校 
様 等を 以て 世間に 好評を 博し、 後者 も 熱情 あ <) 裝帧等 に 出して. Q る。 

第五 章 大正 八 年度の エ藝 美術界 (上) 

I エ藝 美術 黎の覺 _  | 乙、に錄載する一文は、著者の所見ではなくして、を #- |0|ル氏がエ藝美 
術界を 論ずと 題し、 大正 九 年 一月 發 行の 某雜誌 R 公 {C せられた ものであるが、 時勢を 見る の 好 參考で 
あると 思 ふから、 をの 儘附 けて © く。 - 

文部 谷の 公設 展覽會 (卽ち 今の 帝阈 美術 院展 Is 會} R 、 エ藝 部 Ir rri; ‘ して 歡 a たいと、 一部の 裝飾美 
術 家 —— 私が？-、 に 言 ふ 装飾 美術家とは、 普通に H 藝 美術家 -± たは エ藝 家と ばれる 人達の <1 とで あ 
る。 裝飾 美術家と S ふ 名稱も 妥當だ とは M つて 居な い が、 S しあた つてい ^ 剴切な 名稱を 私は 知らな 
い  が、 唱へ 出した のは、 旣 R 大正 六 年の 中頃からで ある。 それが、 だ / i ^^g ^l L7 て 來 て* 個 
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人的に 當； I する 人が 出 f 、 1は 農 霧 馨 S 白# と S? した。 f. れは七 年の 十 
一二 月の出 來事 だが、 1 ? とで 大正 八 年の 裝震 術界の 空が！； けは なれたと 兄ても 大差は ある$。 

\  展 tel 人^ a 私は 無論、 文部省の 美術展 覽會に エ藝 部の 設置 S れる 乙と を し、 希 
I 黛す る。？、 一言して 置く 乙とは、 私は、 のエ藝 が、 官 力を 賴ら なければ 發 達しない からと 
j  s ふやう I 極 的な、— 、裏地？ い g 機 から、 賛成し？ 希望し？ する のでは ない。 私が 賛 
成す るのは、 エ藝 部を 設置す f とに がつ て、 官設 展覽會 の 制度が 大層 拿に— からで ある。 太當 
のエ藝 を 美術から 除外して 置く のは、 不公平な 惡い 乙と •たとい ふこと を、 當局 者が sL* !tr する のは、 い. 
い 事 だと 俎 ふからで ある。 當局 表を， n 覺せ しむる やう {C 敎へ るの％ い、, J とだと In 心 ふからで ある。 私 
一個と して 考 へれば、 それよ A- 上の 深い 豪は ない。 H 藝 部が 公設 展覽會 に 置かれ— うに なれば 
一 をれ は も つと 一般の エ雲を 刺戟す る ことになるで あらう。 或る ものは よくなる てあらう。 そして 或 
一 t のは 同じ 割合を 保つ て惡く 1 らう。 ち やう ど、 今日の 帝 展の繪 と 彫刻との M のと ほりに 
一 よかれあしかれ、 今の H 藝 家と 當局 者と には、 獨樂？ うに g を與 へる のが 必要て—。 その 豪に 
於いて、 津 田：^ 夫 氏、 1 達 富、 齋藤佳 H- 氏 fQ 當局者 訪問 や、 國民美 術蕃 S 塞は、 時® 

に 適つ* もので あつた。 た V、 結果は、 うやむやで あつた。 

一三 三 
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ご 二 四 

一日 本 割 作 1 a 荔 1 1  一月には 三越で、 日本 創作 版 晝協會 主催の 第一 蹑蠢馨 が 開かれた 
版畫を 繪の 中に 加へ て 論ずる 人 も ある やぅ だが、 私は、 刺 繡や鑄 金 や 陶器な どと fnj じく、 木當の エ藝中 
に 入れた く考 へて， Q る。 そして、 それらは すべて 繪や 彫刻と fnj じ 水準を 保つ と 乙 /2. の 藝術だ と考 へて 
ゐる 。だから、 八 年度の 裝飾 美術界の 囘顧 に、 版 晝協會 の 展覽會 をと 6 いれる 乙 とを、 Q 分では 本懷 
だと 拟つて ゐる 。出品の 中では、 山 本 鼎 氏の 木版の 佛蘭西 風景と、 織 田 一磨 氏の 石版の 大阪 風景と が、 
さま^-の 點に 於いて 尊敬を 拂 はるべき 作品で あると 思つ た。 私は S ま 作品を 前に 置かな S で、 濫 6 
な 批評を 試みる 乙と を 避ける が、 乙の 二 氏の 作品は、 八 年度 lo 藝術界 を 通じても、 優れ y2 位置を 占め 
得る ものである 乙とは 斷言 できる。 戶張 孤雁 氏の 木版には、 私の 同意し がたい 趣味が あ 6、 寺 崎、 竹 
腰. 附 氏の H ッチ ング からは、 全く 何物 ^ - も 侃 ハ へられな かつた。 入選の 作品の 中では 萬 鐡五郞 氏の 木版 
が 唯一點 輝いて ゐた 。江戶 時代の 版畫 及びを の 趣味の みを 繼 承した 版畫は 、現 社 # の 生活とは 何の 關 
係を も 有つ て ゐな い。 我々 はやは 6 我々 現代人の 生活に 卽した 藝術 として 版 畫 5r 考へ 、そしてつ とめ 
て その 普及を 計らなければ ならな S。 版畫の 普及は、 他の 裝飾藝 術 ^ ^ 金工 や 窯 エや繡 エや ！ の 普 
及と 共に、 例 人 及び 社會の 生活 改善の ために、 どの位の 力が あるか 知れない。 特に 藝 術の 恩恵を 知ら 
な 過ぎる 現 II: 會 にを の 力を 知らし める 乙とは 實に 大切な 事業と 言は なければ ならぬ。 私は 日本 創作 版 
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I? •協 ft が、 ます^^ 堅固に 築き上げられ、 發展 される やうに と 祈つ て や ^ ない。 

| 後藤 氏と 小 倉 一一 月に 入って 私は 一一っ の 悲し い訃に接し /2 。一りは建築家のを4 «- .一氏 
一っは 圖案 家の 小 倉淳氏 である。 二 氏と も かけが へのない^! の材を 搬いて ゐなが ら 、.惡 性 寒 冒が!! 
となつてその殘酷な犧牲となつて了つた。後藤慶二氏の乙とに就いては、姥築界の人であるから乙、 
には * かな S。 小倉淳 氏は、 ほんの 僅かの 人達に しか ま. た 知られて， Q ない、 ごく 若い 人で あつた。 け 
れど も、 をの 裝飾 美術に 對 する 徹底的 现 解と、 自然 に對 する ^ 11 と、 %： ^ く 乙と を 知らない 勤勉と 
確實な 技法と、 俊敏な 感受性と を 實に完 全に 備な へた、 r# から 與 へられた」 やうな 人で あつた。 をの 爲め 
に 友達から も 先輩から も、 同じ やうに 畏敬 ^ れてゐ た。 先年、 黑耀社 展覽會 の馆 | 、 第二 囘に圆 案と 
窓掛 、卓子 掛 を .1 |'« 品し、 七 年度には 柱 人 社 M 覽會に 刺 繡二曲 屛 風と 座 蒲圈 と手提 袋と を 出品して、 心 
ある 裝飾 美術家を して、 火 s に 氏の 前途を J!r 齡せ しめた。 t しい 乙と には、 氏 (C は 作品が すくな かつ 
た。 氏の 貧し S 生活では、 製作 材料を 自由に 買 CA 入れる 金と、，；；；； 由に 製作に g たる 時間と がな かつた。 
それを 考へ ると、 事ろ 製作は 多過ぎた 程 •たつた と 言つ て もい、。 氏が 沿!! の 材能を 漸く ?. れ から 發揮 
しかけょうと した 途端、 不. 总に惡疫の犧牲となつて了ったのは、价., -*. 一氏の死と共に、木年度の裝 
iS 美術界の -KS 失と いふべき も ので、 どう 諦^ Q ょうに も きれない。 考へ ると 今でも 本當に 悲しく 
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ニニ 六 

なって 來 る。 小倉淳 氏は 大正 五 年の 美術 學校圖 案 科 出身て、 明治 神 常 造 營 局へ 通って， Q た。 をの 暇に 
布を 染め、 模様を 繡 a 、 妞築の 設計を 試み、 書籍を 装， 幀 し、 紋章の 硏究 {L 從 ひ、 音樂を 聽き 、詩歌， vj 
詠んだ。 二十 七歲で 死ん' た。 

|-^1_の—^_ の—箅 r 象 一 你 ほ、 一月には、 帝室 技藝 M 中の H 藝家が 二人 世を 去っ た。 I 人は 金工 
の 塚 田秀鏡 翁で、 他は 鑄 H の 鈴 木長吉 翁で ある。 塚 田 5f- M- 翁は、 0» 於、 1- .二 氏な きのち の 唯一 人で 
あった。ま /2 1月には、板谷波山氏の作品展覽會が例の通$に近藤ルの聊阳で開かれた。乙れは私は 
見る 乙と が 出來 なかつ た。 三月の 末に、 高 島 屋吳服 店で 京都 佳 都 美會の 香盒 展覽會 が あぅ、 四月は じ 
めには、 木屋 漆器 店で 佐々 木 象 堂 氏の 個人展 覽曾が あった。 佐々 木 46 '氏は ^ だ 年若— » 金 家で ある 
國民美術協會の第七囘展覽會も、四月のはじめから上野で開かれ /2 。乙の裝幀美術部はさま^^の理 
由から 今年 も 大變に 振は なかつ た。 記憶に の 乙る 作品は 一っ もなかつ たので ある。 

第 六 章 大正 八 年度の エ藝 美術界 (中) 

L 吾 樂と流 逸 戡 I 五月に 入っ ては、 吾樂 主催の 美術 エ藝品 展覽會 が、 農 商務省の 商品 陳列 
館で 催 3れ た。 乙れ も 惰力に 依つ て 無理に やつて ゐる やぅな 肢覽會 で、 一向 {C 氣乘 $ 0 しない もので 
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あつた。 吾樂は 設立のは じめ とは だん^- が 變つ て來て 、今ではた v 店の 經 ^3 維持の ため {c 、 .l> 
の 離散した 會 員から 作品 ^ 無 !'« にも 集めて、 展觉會 を 開いて 賣ら ねばならなくな つた。 をの 結果と し 
て、 エ藝 品の 向上、 趣味の 普及と S ふぼ gT はた C 寿 板の みとな つた 。今の ま、 では、 ぎ 辦 は， V の 内容 
から见 て 遠くない 內に潰 滅す るょ- 0外 はない。 呑 樂が Mi はず、 流 逸莊が 依然として ®? II を 續けて 行く 
問 も、 新し S 美術 店と して 野岛熙 正 氏の 經營に 係る №1 屋晝堂 が、 五月 初 句から 開店され た C 大き 3 か 
ら： 一一 日つ て も、 設備から ii て も、 現代の：：！ 本では 最高の ものと 云へ る。 同店の 展覽會 では、 裝飾 美術 n HH 
として 富 本憲吉 、藤 井 ii» か、 丙 村 敏彥三 氏 及び 私な どの 作品が 並んだ。 數 はすくな かつた けれど、 g 
に 於いては かな-にす r n /2 ものの みが 集つ た。 若 い 作绫 はみ な 乙 の畫 堂を 喜んだ 〇畫堂 の, 於を 喜 
ぶ聲が 四方の 群から 聞ぇ た。 ち やぅ どを の 時 f、 流^- 莊に も X 藝品 展覽會 が あつた。 一日、 をの 會場 
で 廣川 松五郞 氏と 藤 井 達吉 氏と が會 つて、 X 藝 嗟嘆の 言葉 ^ — 返した。 かねてから 艦つ て ゐる內 に 
n 然と 熟して 來た機 連が、 をの 嗟嘆を 口火と して、 裝飾 美術家 協會 設立と いふ 結果を 生んだ。 2. の # 
のこと について は、 後に 發表 fr に 就いての iti 配と [MJ じに 書く 乙と にしょぅ。 

L〆 I ナ— ド、 リ—チ 氏 I パ ァナ ァド •リ丨 チ 氏の 作品 展覽會 は、 今年度の 裝飾 美術界の 記 錄の 中で 
は、 最 Tp it 要なる 名の、一であつ为。乙の展赀钤で、氏は從來の陶器の作品ばか6ではあきたらずに， 
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木工、 繡エに 係る 3 ま-^ の室內 家具の 力作を 發 表して、 裝飾 美術家と 鑑賞 家と に 異常な 感銘と 刺戟 
とを 與 へた。 陶器は ます^- 洗練され て來 た。 花瓶に も恭器 にも 皿に も、 H 藝の 眞實の 意味と 生命と 
の 見出せな S ものは なか * 〇 た。 木工の 書架、 卓、 椅子 や繡エ の 敷物には 驚くべき 藝術 家の 叙智 と 情熱 
とが 滿ち 溢れて £) た。 そして、 そこに 統一 5 れた 光輝 ある 內容の 「力」 が、 觀る 人に 装 深な 感激を 烙 
きつけた。 氏の 作品を 見て 感じる m とは、 氏が エ藝 の眞實 を 知 6、 H 藝を眞 に 愛する < たと s ふ 乙と 
である。 氏の 作品は 全く 氏の 人格を 語る 言葉で あぅ、 力の 表現で あ-^、 全く 人と しての 氏の 生活から 
に じみ 出た ものである 。をの 貴 S が 作品を 實に© くして ゐ る。 我 A、 が あま- 〇に惯 れ すぎて 忘れて しま 
つて ゐ る缺陷 と 弱-味と を、 我々 が あま 6 {c 平氣に 扱 ひ つけて ゐる 「物」 の 貴 S を、 氏は 實に 卒直に 我 
我に 露 示して くれた。 漸く 眼 ざめ かけて 來た若 S 装飾 美術家の 群は みな 心を 躍らして 氏の 作品を む 3 
ぼる やぅに 味つ た。 私 も ^ た、 久しい 間の 藝術的 饑渴を 、氏の 諸 作に 依つ て 醫 する 21 との 出來た I 人 
である。 廣川松 五郎 氏が、 「中央 美術」 九月 號に 、詩人 的 熱情を 以て 氏の 作品を 讃美した。 —— をして、 
世は 秋の 美術 季節に 人つ た。 

r 琪野洞 その他 一 帝國 美術 院と い ふ ものが 劍設 されて、 從來の 文展は 帝 展と改 稱 される 2: 
と ^ なつた。 美術 院創設 の 際に、 常 局 者の 話が 新聞に 傳 へられた 。をれ は、 美術 院の 事業と しては" 


今までの 展覽會 を やる ばか 6 でな く、 今後は 音樂 、建築 等を 包含した 完全な 糾織に まで 發達 させたい 
とい ふ 乙と である。 しかも、 エ藝 k 就いての 考察は、 中 橋 文相の 言葉の 中、 どこ {C も 見出 rc れな かつ 
一た ので、 先に 常 局を 訪問した 人 や、 または 美術 學 校の H 藝部 などで 早く も不滿 の聲が 聞え はじめた。 

一 Z. れは 、後に エ藝 美術 會の 設立と S ふ事實 になつ て 現 はれた。 

| 一  十月のは じめ 頃、 或は もつ と 前 だか、 上野へ 移轉 した 琅圩洞 で、 藤 井達吉 氏の 手 提と紙 入との 展覽 
が あつた。 才氣 縱橫の 氏の 性格が、 どの 作品に も 認められた。 が、 露骨に 云へ ば、 先年からの 仕事の 
X75 I  「繰り返し」 を 行つ て， Q る ic 過ぎな かつた。 行きつ まつた 苦し 3 と、 十分に 豫期 3 れた 「なげ や- CN」 
とが、 ^ ざ'— と 見えす S た 作品の 前に 立つ て、 何だか 一種の rnl 情の 念と S つた やぅな もの、 湧き上 
則， るのを 私は 感じた。 私 かこ、 に 云つ / a 「なげ や は、 製作の 技法の 上の 乙と ではなく、 却つ て 「心 
£ 〈のな げや-^」 を さすので ある。 才氣 {C 惯れ 過ぎて 怜俐の 早 合點に 安住す る 氏の 通弊が ます''^* 氏 s 身 
一を むしばんで 行く のを ii る 乙とは、 私 1C とつて 非常 k 悲しい。 

\  i 農—  ^ ^  七 囘 I 農 商務 将のエ 藝展覽 會は 、今年に なつて 旣に 七！！ を® ねた。 今年は {R 制 
一が 改正され て、 密査 M に 專門の H 藝家が ふえた けれども、 根本に 於いて 曖昧で、 不純な I の 展覧 會の 
致命傷に 對して 、それは 何の 效力を 4 も 7C! らさ なかつ た。 結果は た C 無意味なる 煩 雜を 招いた 1C 過ぎ 

ニニ 九 


(下') 界術类 藝エの 度; P 八 正 尺 


こ 三 〇 

なかつた。そして、あの夥しい出品を批評するには、印象が實にあまう {(: 齡しいものであつた。裝飾 
藝 術 {C 對する 無理解、 或 ひは また 淺劣 なる 解釋に 安住す る ものの iia g、 摸寫 、或 a は g 虹し され ざ 〇 
もの、 自然 JC 對する 冒漬 、また |± 愛な き 勞働的 作品、 S うい ふ ものの 最も 不調和なる 集合が、 た V、 
あ S1H しさを 感ぜし める ばか 6 であつ た。 農展 とい ふ ものが、 一體 どうい ふ 趣意で 成う 立つ て ゐ るの 
3、ま /2 、その趣意 ^ 貫徹3せる眞面目5が何處にあるのか、今のやうな有耶無耶の態度は、あらゆ 
る 意味から 考 へて實 織いて とで ある。 そして あ、 いっ U が 法に 於いて 糧3れ た 「エ 藝」 とい 
ふ ものが、 眞實の エ 藝の 生命が 失 はれた ものなる 乙とは 歡かて ある。 

^ ^ tel 堂 一 農展の 開催中、 S 慰 畫觉で 装飾 美術家 協# の 第一 囘作品 發表會 が 開かれ 
た。 乙の 會の 成立の 素因を  一 S 云へ ば、 裝飾 美術と いふ ものが、 常に 繪畫 彫刻よう 一段 低い ものと 
考 へられて ゐる乙 とが、 如何に 不拿 な、 許しが.^ き^! 賢で あるかと、 人々 に 物語.^、 發 表の 形式、 
材料の 如何を 問は ず H、 內容 の 水準 h 依つ i 術と s ふ ■が 許 意べ tQ であると s ふこと を、 
构に裝 飾 美術の 爲 めに 唱道した いとい ふ I 事に 歸 WT する ので ある。 貪は とにかく 現代の 日本では ユ 
ニクな 装飾 美術家て、 をして 各々 みな 自分 達の 4 {紀 をよ く 感じて， Q る 人々 であるから、 今後 かならず 
何 かよき ものを 生み出す 乙とは 期待 せらるべき であ 〔 0 乙の會の成立 |: 、今年度の裝飾美術 


な 記錄の 中に數 へた s 


正 
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类 
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1 装飾 美術家 展 | 發表钤の筑一囘は、出品數が三十餘點に過ぎなかつたが、みな抓當，なる 
價値を 占め# べき もので あつた。 何よう も 快 かつた 乙 とは、 發表會 の內容 から sit し 出 され て 特殊な 空 
氣を會 場内に 感じ# る 乙と であつ た。 をの 空氣の 濃度を 增す 乙と が、 民衆を 默俗 1-" る 爲めに 最も 必要 
なので ある。 會 員の 互評會 では、 最も 嚴密な 態度です ベての 作品が 批評され た 〇  „皆 -. 一 氏の 壁掛は 
裝飾 美術の 未發 見の 領域 ic 就いての 問 題に 一の SI 小を 與へ た。 m. 4 か 氏の 書棚が、 3 ま^-の 意味 
から 問題に なつた。 いづれ の 作品 も お ^ そかに 把！ i せる ものは 一つ もなかつ た。 しかし、 會員 は ^ だ 

J ち 

熱心が 足 6 な S として、 自分で 鞭う つ 乙 とを 忘れない やうに したい ものて あると 思 ふ。 

一 織 田 氏 石版 展一 裝飾 美術家 協會の 發表會 のす 乙 し 前に 織 m 一 磨 氏の 石版 畫展覽 會が催 S 
れた 。乙の 展覧# で、 氏の ^ す<獨 特 のす ぐれた 藝術を 示して くれたのは、 われ  <のみ な と 
する 所で あつた。 そして、 個人展 覽會 であるが 爲め に、 乙 の 春の 展覽 . W の 折よりも  一 M よく 落ちつい 
て、 ある 親しみを 感じながら、 氏の 藝術に 心を f はれた 。氏の 藝術 について は、 BJ? に、 7K* か W- M. 氏 や、 
川路 柳 虹 氏な ど. か 私の 言は ラと すると 乙る を 皆 言 はれて ゐる から、 私は ぎる 乙 v で 好 音： ある 沈! | を 保 
つ こ ととす る。 

s  I 
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1.1 三 一二 

ー エ 藝 .美 術 會一 十一月のは じめ に、 束 京 美術 學校 エ藝部 出身者から 成る エ藝 美術 # とい 
ふ ものが 起つ た。 新しい H 藝の 宣傳を 旨と する圃 體て ある。 それだけでは 裝飾 美術家 協 fr と. € i'A M じ 
やう 次 性質の ものと 思へ るが、 よく 考へ ると そ m に 非常な 差異が あるのを 發見 する。 裝飾 美術家 協 W 
は、 一口に 言へ ば、 內容 から 出發 した 愛の 團結 である。 そして エ 藝 美術 # は、 X 藝を g 和し 視 する 藝術 
界の 不公平な 現 狀を呼 び 醒 3 うとす る 一の 社會的 結合で ある。 前者は 發表會 に 於いて 作品を 示し、 ぺ 
V R 依つ て 人に 語らう とする。 後 渚は 展覽會 を 後に して、 ^ づ帝展 {C エ藝 部を i:? 贤 j る 乙との 運動を 
以て 大部分の 目的と する。 旣に前 にも 述べた とほ 6、 昨年の 幕から 阈民美 術 協會そ の 他の 個人に よつ 
て試みられた帝展エ藝部設置述_が、その後す乙しも ^' 涉しな$ので、エ藝美術會はつ ^ 6その目的 
を どこまでも 貫徹せ しめたい とい ふ 希望を 以て、 成立した のて ある。 私は、 かう いつた 性質の №1 體の 
起る の もまた 必要 だとい ふ Z1 と 5: 感じる。 そして -i た、 ZL の圑體 の發起 人 や 有志の 爾膨れ から 考へて 

If し tr b.1 

も、 展覺會 などを 催す のは 寧 K： 無駄で、 始めからの 目的を 以て ど 乙まで 名 終始す る 方が 自然-たとい ふ 
ZL とを、 なほよ く 感じる 〇實 際、 Z1 の會の 熱心が 衰 へれば、 彼等の 翹 望して， Q る 帝 展エ藝 部の 實現は 
或はい つまで たつても 白日の 夢で 終る かも 知れな S。 會 では、 しかし、 旣に 活動を はじめたら しく 思 
はれる。 よき 結果を いつもたら す ことが 出來 るか、 私は 興味を 以て そ n を 待たう。 
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Jfl ' 村 ^ ^ ^ 藏 ^ 十一月の 中句に、 口本橋供樂部で龍 #- 卜 ^» 氏の織物の展覽があつた。私 
は 龍 村 平 藏氏に 就て は、 仝 然 知る ところがな い。 無論、 をの 作品を 觀 るの も 今 [EJ がは じめ て  <  ある。 

| 或 CA は 以前に 觀た乙 とは あつても、 一向に 氣がつ かずに 皆 ごして 居た のか も 知れない。 招待 狀に は、 

| 氏の ホを 織物 美術の 天才と 書ぃて ぁっ し、 fit- 浦 5: 时と i£» 4 M- s s: !J とは 非常な _ 斯を呈 して® ら 
| れた し、 また、 芥川龍 之 助 氏は やは. crntn 紙上で 氏を 天才と して 紹介した。 私は 多大の 期待を 抱いて 
一 觀に 行き、 多大の 疑問を 抱 S て Biri って 來た 。私が 驚いた のは、 氏が 織工の 技法に 就いて 實に gna 
| 能を； S： つて. Q る； 0と\ をの努力とである。乙の二つは起く驚くべきものであると思つた。 

村 氏 ^ の 技巧 一 氏の 作品は、 招待 狀に ある 通 6、 工夫 頗るが g 新に Mir 紀 の 組織を 發 IM し 
一て、 或 a は m 凸を 織而 に现 はし、 或は 刺繡 の榄 様を g ひまた 蒔 繪 金 革 陶磁 七寶 木彫洋 畫 
一等の i§ 術 .!，, I の 趣 致を 移し、 加 ふる {C 其 圆 案 ^ 前古 各 時代の 様式を ml して、 意匠の 變 化を 開いた 名の 
j である。 かくの 如く 氏に 依つ て 試みられた <1 とは、 織工の 技法 上の 新發 見と して、 池 Y 世上に 艇齡. 1-5 
| るを 憚らない ほどに 完成され たもの て ある。 私は をの 點 に 於いて、 氏の 歌 g に 驚き、 氏の 苦心に 尊敬 
を 拂ふこ とを 惜しまな い ものである。 しかし、， * 1-- れと 全く 同時に 起つ た 私の My g も亦較 g {c( 書いて 見 
たい。 ひらたく 言へ ば、 それは 藝 術と 言は るべき ものである か、 とい ふ 事で ある。 氏の 展覽に 於いて 

二 一一1  三 
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二 三 四 

氏が われ-^ に 示して 下す つた 乙とは、 かう S ふ 織 方を 發明 して、 かう いふ ものを 作 6 上げた、 と. S 
ふ事實 である。 作う 上げられた 作品を の ものは、 私から 見れば あ ^ 6 結構な ものでは な S。 紋樣の 構 
一成 や 布 m の 何處に 、氏の 藝術的 創見が あるか。 それは すべて 他人の 繪畫の 移 作 か、 古人の 製作の 臨 摸. 

か 摸 做， ばかう である。 をれ をた c、 n 分の 織 6 方で 織物に 仕立て、 見せた とい ふ' たけの 事て ある。 氏 
| の 作品の 或る 物は 全く 模様が 盛う 上げられ、 或る 物は 全く 螺鈿細工と、 或る 物は 全く 金 唐 革と 間違へ 
一ら れた S うで ある。 しかし、 をれ が 畢竟、 藝術上 何 ic なる 乙と か。 作家が 生み出した 作品の 內容 は、 

| 藝術 上の 問題 {C なる。 しかし、 織物の 織う 方は、 藝術 上の 問題には ならな S。 丁度、 繪 筆の 使 a 方 や 
I 箆の 使 a 方が、 問題 h ならな s と 同じ やうに。 無論、 技法は 內容の 表現の 手段と して 考察に 値する も 
一ので は あるけれ ども、 技法の みを 切 6 離して 考 へる 時には、 それは どうしても 藝 術を 離れた l;fj 題と な 
一らざる を # •な S。 

芥川龍 之 助 氏は、 日日 紙上で、 「龍 村 3 んの帶 地の 中には、 をれ らの藝 術 品、 蒔 繪 、螺鈿、 七 寶の 如き 
\  0 特色を 巧みに 捉へ 得た がた めに" 織物 本來の 特色が ょ-' 豐富な 調和を 得た、 殆ど 甚深 微妙と も 形容へ 
~ した い、 恐るべき 藝術的 完成が あ 〇 穴。 私は、 何ょ-も、 乙の 藝術的 完成の ために、 頭を 下げざる を 
得な かつた ので ある。」 と 書かれた が、 何とい ふ 曖昧な も？ の 言 a 様で あらう。 エ藝は 頭と 手との 仕事 


(下） 界術类 莪エの 度牢八 正 A： 


である。 藝 術は 頭と 手と 心との 仕事で ある。 龍 村 氏は エ藝に 成功した。 氏の帶 や繪の gg は、 エ藝品 
として 立派な ものであると 言へ i う。 私の i の 感想は 十分に 言 ひ 盡 せて， Q ない が、 それは 他日 改めて 
書く <1 と {C する。 あま-^ に 感想を * く 乙とは 乙の IE 錄の 目的に 外れが ちで あるから。 

I 一 其 他の 展覽會 I 青年 鑄 金 家 稻葉勝 邦 氏の倜 人展费 會が 氏の 〇 宅に 開かれた。 g しく 小 S 
|  s もので あつたに 係は らず 。私は 寧 ろ 龍 村 平 藏 氏の 展觀 よ-^ もす r れ左 、とい ふよみ 根本的に 1 ^勸の 
一ち がつ た 純眞な 藝術的 威 激に 接する 乙と が 出來た 。作家の 心が、 作品の 上に ふるへ て 居 ^ 〇 同じ 時分 
~に 流 逸莊で 秋季の H 藝品 展览 曾が 催 3 れた。 

乙れ で、 大正 八 年度の 裝飾藝 術の 槪觀は 略 ぼ盡 きた やうに M はれる 。取.^ 落した 乙と も ある' たらう 
一が、 私には もはや#  く 材料がない。 

一 E ^ ^ ^ ^ ^ 一 ^ ふうかへ つて ii ると、 よかれあしかれ、 皆が 何 かしら 仕事を して 來たこ 

は プ 

I とが 思 CA 出 s n る。 私の な ' ± けた 乙と も耻 かしく m 心 ひ 出される。 皆が 活氣 づき、 動き 出して 來たこ と 
| は 裳 •て ある。 +" い 大家は だん-^ と 死に、 H 藝 家と 呼ばれる 人々？ でも、 古， に ■じて a 
る x pr: と、 眼覺 めて 來た苦 S 美術家とは、 全く^! 離して しまつた。 裝飾 美術界は、 繪畫や 彫刻の 世界 
とはち がつ て、 先輩 や 桁 ^ 溝が l:c {c すくない。 しか 4 その 配 かの 先輩 や 指導 若は、 殆ど 全く 何の 權威 

二三 五 


(下） 界術美 藝エの 度: r •八 正々 


1 = ニハ 

I 持？ ゐ な S。 をして、 進まぅ とする 道は fgg の 喜で、 餘办 に廣く 無限で ある。 眼 ざめ たる 
若  >  人 達は ほ 力ら かに 朝の 歌を 歌 ひながら、 自ら を 手に と？ ぷ一邊 の 1 II 〆 仰ぐ 喜びに 今や 
r/ 7J v」 ;!? ^ つつ ある 彼等は いまに 必ず 何物 かを 生み出す •てあらぅ。 私は むしる 齡齡 LA て、 彼等の iiz 
來 R 大きな 期待を 持つ ものである。 

正は：^ る。 繰'^ 返して 考へ ると 二 年と い ふ 短い 時間の 中には、 なにひとつと まとまつ た 結果を 
益 出す m とは 出來な S? つた。 しかし、 それは 木 S3 ア f ぐる 水 QIQ' た。 今に 川と 
な？ 現 はれる S が 出る。 私 |の樂 し f 持つ て、 來 るべ I し— 代—? のて—。 


說 


總 


第 七 編 室 內裝飾 一般 

j  第一章 總  說 

I  U 至內 装飾とは 何ぞ一 室內裝 飾なる ものは、 言 ふまで もな く 建築の！ 部 屬 であるが、 しかし 今 
一では 建築が 獨立 せる 藝術的 硏究の 一事 項た ると 同樣に 、室 內裝飾 も ^ た、 一つの 獨 立した 乳 0? たら 
一ざる ベから ざる もので あらぅ。 勿論、 をれ を 抱擁す る ものは 建築の 外 構で あぅ、 乙 れを裝 飾し 完氣せ 
しめる のが 0 的で あるから， 建築と 離れて 考 へる <1 とは 出來な S が、 室 內裝钸 に 用 ふる 諸 品の 材料、 
"性質、 應用 法、 配置、 組み合せ 等は、 建築を の 物とは 別に 硏究 せられねば ならぬ。 一枚の 11 g、 一本 
一 の柱も、建築の學術からは離れて、室內裝飾の一具として见ると、それらは異つた立場から |1-? むべき 
| ものである。 而 .して それが、 主として 美術の 方面 —— 装飾 美術の 方面から ii るべき は當然 である。 實 
に、 吾々 の 所謂 裝飾 美の 主要部を 占める ものは 乙の 室内 裝飾で ある。 都市の 裝飾 、衣服の 裝飾、 

の裝 飾、 <u 器の 裝 飾、 1¢ には 宗敎 上の 裝飾 や、 儀式 上の 裝飾 や、 數々 の裝 飾は あるけ n ども、 吾々 の 
n 常 生活に 取つ て 最も 大切な、 且つ 最も 廣汎な 方面は 乙の 室內裝 飾 ic あるべき 乙と 論を 待たない。 
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I 室內裝 飾の 複雜 | さて、 乙 の 室内の 装飾 方法に 〇 いて 詳しく述べる 乙とは 容易な 業では な 
い、 殊に 現在の 日本を 標準と して 乙れ を 語らん とすると、 非常に 踩浴が 1! 避で 且つ 統一が なく、 何を 
何う 語っ てょ S か譯が 解ら な S。 一枚の 敷物、 一片の 障子を 說明せ ん としても、 獻 R 一大 册をな すだ 
けに 複雑して ゐ *a 。 何しろ、：： 一本の 文化なる ものは、 四 五 千年の 昔の、 中央ァジァ、 印度な どに 發達 
し、 ial R 支那に 發 達し 7^2 文明が、 一一 千年からの 長い間に、 經ぇ 間な く、 紀 W ら らと⑽ し 纪 せて 來 
て 影響を 與へ てゐる 上に、 南洋 その他の 系統の 文化 も 入. 〇 込んで 居れば、 高天原 人種に 本來 固有の 文 
化 も あ b うし、 を 乙 へ 五六 百年 以前からは 西洋文明が 輸 人され てゐ る。 殊に、 明治 以後の 日本には、 
西洋の 影響が 非常に 著し S ZL とであって、 それ 等の 艦 f の 文化苑 1 ^ が、 或は その 齡で 、或は 混合 S れ 
化合され て， £3るのだから、をの內容の複雜さは思3|?ばに過ぎるものがある。それ故、 ^ 、には先づ、 
日本 {C 古來發 達し 來つた 室內裝 飾の、 ほんの 大 體を說 明して 置かなくて はならぬ。 

第二 章 古代の 室内装飾 

一 神代の 住宅 (宫 殿) 一 朝 倉 氏の 「建築」 の 話に も ある 通う、 日本 上古の ぎ Mr は、 今の 神社、 殊に 
伊勢神宮 や 出雲大社と 同じ やうな ものて あったら し い。 勿論、 をれ は 貴族 階級の 挺 狩 —— 齡 艇の乙 と 
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であつ て、 一般 庶民は、 フ H  ノ  D サ 氏が 言つ たやう に、 南泮の 村落の やうな、 又は ァィヌ！ の やう 
な もので あつたに 違 ひない。 { >v 殿と 稱し V •も、 その ブラン や ^ • 造の 大體 が、 神 ^ な.^ 大社な 6 に似て 
ゐ人 ので あつて 本 和に 檢の精 良なる ものを ) 〇 ひ ると か、 # を 敷く とか いふ やうな 2: とはな かつたら 
うと Aa ふ。 であるから、# 代から 佛敎渡 來の頃 までの 我が 住宅の 裝飾な どは、 今 n 少しも 分らない の 
であるが、 分つ たと 乙 /> で 大した 乙 とは ある ^ い。 神代 記には 『常、 窟 、產屋 、衷 屋』 などと あつて、 
「や」 なる ものは 住居の 贲味に 用 a られて は， q たが、 まだ 『g^j などの ある 程度を g n4- なかつ た。 

— ^ — 的宮 室 一 然るに、 欽明 天皇の 朝に 佛敎の 公然なる f#r ^, が あつて ょ- CN、 屋 宅に關 す 
る 面 0も一新し /2 。をれは.崇峻推古時代を中心として出來た、飛鳥朝の數多い寺院||齡を見ても龄 

3. 、 フナ 丨 

るし、 3 と 喜 院の產 & みで？ て、 嘉 、又は 貴族の 住宅备 雜く出來？とは、 §- £がその 
作- - e を ^ としたと か、. 又 河原を 寺と したと か、 或は 聖德 太子が 班 鳩 ^ を!^ ' SE:1 れ た とか、 その他 御 J 'Jr - の 
御 销锊も 盛に 行 はれ、 それに つれては 貴族 t/J 邸宅 も頻 うに 建築せられ た 乙とは 言 ふまても ない。 そし 
て、 それ 等は、 太古の ものと 面目を 全く 異にして 居た Z: と、 あ > h ゆる 文化の 大更 新と 同じで あつた。 
先 づその 泣 築の 樣式が 、所謂 飛 烏 式に なつた。 全然 支那 風に なつて、 構造 も ブラン も 非常に 飛 步 した 0 
柱には H ン タシ スを 施し、 居. 根には 反 -〇 を 現は し〇眾 層 建築の みならず、 數 層の 建築と なし、 ^ t 觀 と 


二 四〇 

め r らし、 3 を©  くな ど、 ^.; しい 進步 でぁつ た。 ^; に、 數 gj が 5I P なつた などは、 異常の 議で 

ある。 

一 _ ^  _ 

一 L 推 古 時代の 樣式 I しかしながら、 不幸に して 今日は 殿黨雙 は住蠢 築の 古 s-^ のは、 

| 今日 一つ も傳 はつて 居ない から、 內 部の 装飾の 有樣 などは 十分に ふ 乙とは 出來 ない。 推 古 時代の 様 
古 |式としては、法降寺に夢殿があ 0 て、あれは ^- 德太4'の班鳩宮の一部で ±- -?* がひと6で^|4も||に肥 
f られた 當殿だ と傳 へる けれども， 今の 建築は 鎌倉時代の ものであるから、 果して 推 古 時代を の g の樣 
t 式 か 何う かは 解ら な s。 I 天平 時代 の念 として、 I 提寺 S 堂が、 奈 良の 都の 朝集嘗 移した 
内 一 ものと 一 •ム はれる から、 幾分 當 時の嘉 の #, 子 傳へ ては <Q る、 たらう が、 m れとて 1 齡等も 、もとの 紀 

^  > ど _  し ギ 5 や # フ 

裝 一力 何う か 解ら な S し、 朝 集 堂は 一種の 式場の 乙 だから、 以て 住宅 室內裝 飾の 參考 にはなら ない。 

飾 一 S —— ^ - ^ ^ たく、 乙、 に 記 錄と 想像と を 混ぜ 祝せ て 語れば、 當 時の 室內に は 今日の 

やうに 一而に 疊を 敷いて あつ？ のでは ない。 乙 れは繫 後の、 a» n; の將 軍で あつた 頃からの 習 
j a で をれ ^ では 敷 詰 # と s ふ ものは 全くな かつた 。すべて 殿 舍の內 部は 板 敷に なつて， q て、 古い 我 

ム き々 ぐ 

客、家族などの坐すべき場所に、時に臨みて敷物を設け、をれを「座」卽ち「_!|」と稱へたのである0 
それ も當 初は 圓座 又は 小 # の やうな もので あつたが、 後 JC は 貴人 高位の 爲め {C 別に# の 上へ M に .# を 


敷き、乙れを4轉といふやうになつた。因 ^ 、今=、1と間二た間といふあの間と云ふ乙とも、昔は 
一室の 意味ではなくて、 柱と 柱との 間の ^ とで あつた、 それが 後世には、 一 園の 所， V 御座の 問、 或は 
; 次の間と いふ やうに なつた。 足利義 政の 頃に も、 今の 一問、 卽 -b 一室の 乙と を 「離"」 と稱 して ゐたの 
一： である。 

古； I 潭屏の  ^ ^ 1— I 次には 當 時の 障屛 であるが、 屛 MJ と S ふ ものは 早くょ 6 /II ひられた もの 

/ 

f 一で、 もとは 支那の 式に 依つ たらしい。 後の 正 倉 院の御 物なる 鳥 毛 立 女 屏風は、 我 邦の 乾 も 古い 屛 風 で 

の 一 

| あるが、 その 製 式は 支那の 古い もりと fn] じく、 また 模様の 構圆 は、 最近 W 域 地方で！； 狼 3 れた府 畫と 
J  | 同じ ものである。 その外、 當時 はまた 障子ら しい ものは なかつ たらしい。 今の 障子は 平安朝の 末 頃 か 
装 一ら 起つ たとの 說で 、をれ までの 所謂 障子は 今 n の 襖に 相當 すろ と い ふが、 それ も 何！- の 頃から あつ / 2 
飾：： か 不明で ある。 兎に角 平安朝では 盛に ; il a られて ゐる 。外部に il 戶を！ | てる 乙とは、 その 形な どは 今 
|  n. と 違つ て. Q るに しても、 奈良 朝にまで にあつ たもの だら う。 が、 をれ 名 多くは、 顧 0° やうな、 

| 所謂 觀音開 きの 扉で あつた ものと III 心 はれる。 玉蟲 厨子は 推 I'r 朝 紐 築の 一例と S れるバ 、乙れ も则き g 
である。 また 當時 すでに 都の やうな ものは あつたか も 知れな S。 しかし、 古 R の 障屛 として 最も 特色 
ある ものは、 例の 帳、 又は 翠簾て ある。 Z- れも奈 良 時代は すでに 用 CA られ た ^ • のと 見て ょい。 尤も 乙 
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れは 平安朝の 一 特色と 3 れる から、 その 項で 詳しく 語らう。 次には 室内の 天井と 壁て あるが、 天井は 
多く船 ^, §! 1啦ザあったらう0 ^; には化粧屋根裏を見せたところもあらうが、今の平天井のやうなも 
のは 用 CA られな かつた。 11* 一 も、 普通の ±? 齡 11* であつ て、 をれ に 壁畫の やうな ものを 描く 場合 A あつた 
| かと 想像 S れるが 、詳か でない。 

I  第三 章 平安朝の 室内装飾 

|  ^ ^ ^ ^ リ裝 一  平安朝になる と、 餘程 建築が 進んだ と 典に 室 內裝飾 も 進步の 跡が ある。 

當 時の 住宅 建築は、 例の 造う とい ふので ある。 をれ はすで に奈良 朝の 頃に 濫觴す るので、 S 武天 
一 4. 以後の 様式では ない が. •平安朝に 最も 發 達し、 且っ 鎌倉時代に 至つ て 全く iiL なくなっ たから、 乙、 
i に 語つ て 置く。 鉛® 5Hf は对艇 七 間 四面を 龄 法と し、 或は 十一 一間な ども ある。 そして その 七 間四而 の 内 
一 五 間 四面は 本屋、 卽ち 母 M" で、 外の 一間 通*^ は廂、 II R その外の 一間 通 6 が 箦子 とい ふこと になつ て 
\ ゐ る。 母 M" は、 四方 上下 R 節 押が あつて、 前ょう 少しく 高く、 格子 若く は 妻戶の あると Z1 ろ は、 柱 
、每 に歡紀 rls け、 航^ 乙れ を廣廂 、廣椽 とも 稱し 、をの 柱、 長 押 等は 母屋と 同じかった。 槪ね廂 の 四 
方は 格子で あった。 四隅に！^、 或は 都を 附し 、簧 子は 普通 廣 § 五 尺、 勾 欄が あって、 正 ] [II ょ^ '左右 
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へ 廻らし、 正而 には 五段の 階を S き、 階の 左右に また 欄を しつら へ、 朿 西の 妻戶 前に， P 各々 階を 設け 
るが、 それには 撊のな S のを 常と する。 又 各階には 沓 脫を備 へて あつた。 

S ^ 內の配 斯 くして 乙の 母屋と 廂 との內 を S ま^-に 仕切 $、 或は 客人 應對の 所と 
なし、 或は 寢 臥の 所と し、 或は 納戶 、塗 籠、 帳臺 などを しつら へたので ある。 また 乙の 母, の 前方 兩 
側に 對屋 なる ものが あつた。 ® を 一の 對 、西を 一一の 對と號 し、 北の方と 來西に 、鳥の 羽翼の 如く (C な 
つて 母屋 ic 對して ゐる 。その 大き 3 は 母屋と 同じい と あるから、 構造 も 大同小異で あらぅ。 これ 等の 
對の屋 ic は， 主人の 妻妾を 住まは せる のを 通則と した。 納戶 は、 當時 そ U を納殿 と稱 へ、 其の 納戶と 
S ふに 至つ たのは 室町 時代からの ZL とで ある。 金銀 衣服、 調度の 類、 何に ょらず 納めて 置く と M るで 
ある高貴の納殿には、押板を設けて客人をも通 5 れた。また塗 1 とは、歐ピ壁して哪取ぅをつけ、數 
P が あつて 出入す るから 名つ けたので、 納戶 と rnj じく 衣服、 調度の 類 等、 手 ^ 1. の 品々 を 納めて 置く と 
乙ろ である- 次に 帳 臺と は、 寢 殿の 內 {-C 帳臺 構と て、 別に 一 構が 設けて あるので、 主人の する 
ところで ある。 その 入 n ic 帳を ■れて 置く から 斯く 名け るので ある。 室町 時代に 至.^、 書 1 ,6 とな 
6、 上段の 問と て 一段 高い 間を 設ける のは、 帳臺 の it' ililJJ であると も 云 ふ。 

I 建具 その他 室の 周 圍に ついて、 屋根は その 下を 侑 皮、 上を 茅葺 とし、 四方は 北 ハに 都 
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-: 四 四 

とする のが 定式で、 寢 殿の 廣緣の 端 k は 細く 木を 削 6、 碁盤の目の 如く (C 糾んだ 黑 塗の 格子を 一間 每 

に、 上に 一 枚、 下に 一 
枚 措に ならべて 入れら 
れ 、上の 格子は 下へ 開 
木いて 上げ、 細 S 金物に 

造  たな 

深て 棚の やぅに つ-^ 上げ 

漆 

厨 下は かけ 金 ^ かけて、 
子 

はづい て 取 6 置く。 § 
J てを の 部は 風雨を ょけ 
寺る もので、 格子の ある 
と 乙 /) に. は、 必らず 乙 
の鄯も あつて" その 製 
は 板 戶の 如く、 板 公張 
つて 橫に しげく 棧を打 
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ち 同じく  I 間 {C 二 枚 づつ橫 に 
入れ、 かけがねで 留めて -.?/: き、 
格子の 外 k あてる ものである。 
妻戸は 兩方に 開く 舞戶 であつ て 
外の 方へ 開く、 緣 に つ ぽが ねを 
打つ て、 開 いた 妻 戶の 方に ある 
け 3 ねを かけて 置く。 ^ れ を 
猿 っぽと 稱 へる。 その他 御 車 寄 
は 妻戶の 前に あつて、 上に 屋根 
を 差 出し、 下は 石 敷と して あ 6、 
貴人の 輿 又は 車を 寄せる 所で、 

乙、 ic は 立 砂と 稱へて その 前方 
左右に 砂を 丸く 積み上げ、 高 3 
は緣と 一様に なして 置く。 又熒 

二 四 五 
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二 四 六 

子と いふのは、 座敷の 外に 細に 板を 橫に 並べて 打つ たもの の 乙と で、 板と 板との 間に 齡， が あつて、 
《竹簀を 組んだ やう ic なつて， Q るからで ある。 以上で、 寢 殿の齡 . l±f 解る Z: と、 思 ふ。 

|  第 四 章 平安朝の 調度 

\  i 翠 簾と 帳 と 一 次には 當代 室内 裝飾 品の 主要なる ものと して、 翠 簾と 帳と VJ 語る。 何し 
| ろ、 此の 建築は 屋根が 低くて、 床が 把 齡的 高く、 しかも， を 深く 出して， q ると 乙ろ へ、 都な どを 用 a 
て 室内は かなう 闇い ので あるから、 乙、 で 例の 障子、 卽 ち. を 建て ' /2 ならば、 丁度 寫眞 屋の歐 勤の や 
| うな ものが 出來 上つ て 何う にも、 仕樣がない。 S れば 、障屛 用と して 多くは 半 透 g な翠 簾、 又は 帳 公 

^  た 

用 a たのて ある。 翠簾は 格子の 內へ 垂れる のを 円 翠 簾とう a 、 外へ 垂れる のを 覆翠 簾と い a 母屋には 
內翠 簾、 廂には 覆翠 簾を 垂れ、 內翠 簾は 精に、 覆翠 簾は 稍々 粗に 造られて あつ た。 而して 普通 殿舍に 
は 內へ卷 き、 かぎ も 釣 丸 も內 にあつ て、 神社な どには 外へ 卷き 、かぎ も 釣 丸 も 外に ある。 S て 乙 の翠 
簾に 帽 額と いふのは、 簾の 上端に 萠黃 色の 絹に、 黑く窠 の紋を いくつ も 染めた のを、 一幅 横に 縫 ひ 〇 
けた ものて、 俗に もつ 乙 うきぬ と稱 する ものである。 乙れ は 簾の 外面に つけて、 內面 には 用 ひない。 
次に 帳には 色々 あつて、 第 I には 壁 代、 生 維 帳な ど、 もい ふ。 「かべし ろ」 は、 多くは 見き 6 をつ ける 
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と ^: ^ に、 五 尺 M 風の 高 3 に 上げ、 丈け おょそ 九 尺八寸 、幅 各々 七 幅、 夏は 生絹で 作. 〇、 他は 織 顔 染 

などの 絹 又は 縫で ある。 又帳懸 
帷と 几帳と であるが、 共に 大小 
色々 あつて、 先づ四 尺に 幄なら 
曲 ば、 帳の 長 S 六尺、 裏 IK 長 S 三 
…尺 、紐は いづれ も黑 或は 蘇、 H 
妙は 白 生 平絹に 白 泥を 以て 秋草な 
心 どを 描く。 几帳は 四 尺を 定法と 
弓す る けれども、 中には 三尺 乃至 


0 


五 尺の も あつて、 其の上 方屮 
央に 、外を 啁き得 べき 破 5 を 設 
け、 紹 色は 一定して ゐな い。 支 

への 臺は長 31 尺 五分、 廣 S 六寸二 分、 原 さ 三寸 五分、 三尺 几帳は 又 枕 几帳と も稱 へ、 祐几帳 は 長 3 
三尺 六寸 、朽木 形 几帳は、 其の 說稩々 あるけれ ども、 几帳の 形ではなくて、 その 文様に ょるとい ふ。 

一一 四 七 


m 
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1 V で きちで： 

hu.  - . ズ 


すべて 几帳は、 婦人の 用に 供 へられる 名ので、 袖で 顔を 覆 ふを 袖 几帳と s a 、 小 女に 極めて 小形の ル 


帳を 持たせ、 通行の 際に 顔を 隱す のを 差 几帳と S ふので ある。 


叻 か 


.% す i 


夜 床— の— 装— 飾 I 又 夜 床なる ものが ある。 Z. れ 、當 時の 床は 皆 板 敷て 敷 詰の 疊な く、 襖の 


障子が あつても、 鴨居と 天井との 間に 壁、 欄間 等の 設備 もな く、 僅に 翠簾 、帳、 屏風な どの 圍ふ べき 
ものが ある も、 謂は く 空漠の 感を 免れない ので、 乙ん / j: 夜の 用具を 工夫した ので あらぅ。 をの 寸尺は 
槪ね八 尺に して、 柱の 高 S 六尺 七 寸 、柱の 臺の 厚 S 四寸 、幅 五寸 、一方 長 S 三尺 五寸 、左右 兩側端 の 
柱と 臺の雨 端の 明が 六寸七 分、 前後 兩口に は 四 尺 凡 帳を 配し、 內 へは 中 敷の 長 さ 七 尺五寸 、廣 S 四 尺 
三寸 緣幅 一寸 三分 あるを 敷き、 その上に 表莛を 重ねた ので ある。 乙の 表莛の 模様が 進步 して、 今日の 
花莫蓖 になつ たの だとい ふ。 尙ほ夜 床には、 犀角懸 、或は 膽料 、及び 鏡を かけ、 をして をの 全部 VJ 帷 
で 筏 ふので ある。 乙の 膽料 は、 藥品 の Z: とで、 當時犀 角が 最も f.'.f ばれ、 乙れ を 装飾と して 用 a るに 至 
つた。 犀 角を 容れる 袋の 長 3 凡そ 九寸 ，底 幅 三寸 五分、 1-. 下の 金物 銀製に て、 文様は 金絲 、紐は 上の 
結び 長 S 一寸、 兩輪 長 S 八寸 、元 長 3 一尺 四寸 、垂れ 長 3 一尺と して ある。 


1 當 時の 燈 火器 一奈 良 朝から 平方 朝へ かけての 點 火器には 高燈臺 、むすび 燈臺 、法隨 寺萵 


じ §んぼ^ 


燈臺の如$がぁつて、殊に法隆寺萵燈臺のゃぅな式は、燈火を上下するに便じた。をれ等の高雅純朴、 
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一 


精巧 傲 美な - 6 ものが 今 A 殘つて 
ゐ る。 又 脫棄 、替着 等の 衣服を 
打 掛ける 爲 めの 衣架 も 早くから 
用 a られ、 ム、 れに は半對 の もの、 

| 双の もの あぅ、 をの 大きさ も 
種々 あるけれ ども、 形は 殆ど 同 
様で ある。 たく、 後世を の 脚に 
種々 の 工夫を 加へ て、 色々 の 風 
が 作ぅ 出された。 鳥居の 長さ 七 
尺、 口徑 一寸 三分、 をの 兩端 R 
銅の 金物を 附 し、 貫 木は P 徑一 
寸二分 、鳥居との あき 九寸 、兩 
柱 高 S 五 尺 一寸 三分、 をの 長 3 
六尺 一寸 二分、 幅 三寸、 厚 3 二 

二 四 九 


二 五 0 

寸 、脚 さ 二 尺 一寸、 幅四寸 、厚 S 三寸て ある。 

一吞 及び 香具 I 次に 平安朝 時代 室 內裝飾 品の 主要なる ものと して、 香具 5: 語らう。 香道 
一につ いては 佛 敎傳來 と共に 薫香が 傅來 したと すると、 源 由は 久しい 以前な H ど、 遊戯と しての 香道の 
j 發 達した のは 平安朝で あらう。 をれ は當 時の 薰物 合の 流行に 基づく ので ある。 f 盖し 香は 大體 、二種 類 
平に 分ち て、 をの 一を 薰 物と 稱へ 、他を 沉と稱 する。 而して 香道に 用 S られ たのは 沉 で、 天然 一 木の香 
安材を 用 a 、 薰物は 人造の 合劑 から 成る。 平安朝には 沉は まだ 極めて 珍ら しく、 その 多く 輸入され たの 
朝は 鎌倉時代 以後の 乙と である。 從 つ て 平安朝には 專 ぱら薰 物を 玩用 したので ある。 乙れ は 人々 の調劑 
の | したる 香を 持 寄. CN、 左右に 分れて 炷き 出し、 その 薰 うの 淺深 過不及の 優劣を 衆議に 判じ、 又は 香料， VI 
調 一を の 席に 頒ち 互に 調劑を 加減して m れを爭 ふので ある。 をの 外、 香の 用 a 方には、 佛前に 供へ る 供 香、 
度 | た V 空漠と 用 ひる 空 香、 卽 ちそら だき、 また 衣服に *1 する 衣香な ど％ ある。 をして 乙れ 等の 香を 入れ 
一る 香囊 なる ものは、 天井ょり つう 下げ、 その 紐に 太 絲を 用 a た 外は、 全部 銀に て 製して あ 4、 香囊？ 
一長 S 五寸 、徑 四五寸 、身 深 S 二寸六 分、 蓋 深 S 二 寸四分 金物 建 湧 雲 透明な どに して ある。 衣香を 焚く 
には、 火 取 香燼に を 焚き。 伏 籠と いへ る 籠を 以て 乙れ， で 覆 a 、 その上に 衣 掛けて 薰ず るので あつ 
た。 
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第五 章 棚 飾 
りの 法 


棚— 飾 


その外、 平安朝 裝飾品 
としては、 棚 飾- C\ が あ 
つた。 ZL れも 後世まで 
盛に 行 はれて、 n 本 建 
築に 於け る 室 內裝飾 法 
の 主要部を 占めて ゐる 
が、 世に 知られた 「雅 
亮裝 朿抄」 にょつ て 梗 
槪を語 る。 同書には、 
母屋、 扉の 調度 立 
'C る Z. と 

一一 五一 


二 沢 二 

と 題し、 母屋の 裝飾 法から 始めて ある。 をの 順序は、 ま づ寢で 殿の 廂に翌 ^ を かけ ^ はす、 次に 母屋の 
翠簾ヒ かける。 をれ から 母屋 內部に 五 間の 壁 代を 引き まは す。 それから 母屋 廂 (C 引 筵， V 敷き、 廂の長 
押の 上に、 大和 莛を 柱に 切 6 まは して、 長 押に 筵の みを 柱に a としく あて、、 釘で 打ちつ ける。 柱の 
もと 毎に、 柱ょ せ、 卽ち 格子 或は 妻戶な どの ある 所々 へ 方 f の 木を 添へ たもの の 外に、 押への 金物、 
卽ち鎭 子. v 置く 。平な 枕の やうな もので、 紙包みに して ある。 廂にわ たつて、 高麗の 疊を 間每に 二帖 
づ 、しく。 その # の 西の かしらに、 二階、 卽ち 二重 棚を 置く ので ある。 その上の I 重の 表面に 錦を 張 
6 つけ、 欄の ふち 廻 $、 裏へ かけて 組 緖 1: かける。 上の 層の 奥に、 火 取、 白銀の 籠、 箸、 匙、 鉢を 載 
せる。 端に 泔枉を 置く 臺が ある。 その 臺に も、 錦地を 張う つける。 泔柘 には 臺が あつて、 共に 銀で あ 
る。下層の%に唾壺の宮の臺を置いて、唾壺を据兔る。蓥の中に錦の打立、卽ち張込みがしてある。 
並べて 端の 方に 打み だう の宮を 、蓥覆 s の 儘に 置く。 Z. れ k も 錦の 打 立が ある" 

一 棚 飾— リ (二) I 以上の Z: とを 敷衍 すれば、 當 時の 棚は 皆 二階 棚で、 或は 高 3 1 尺四寸 '長 S 二 尺八 
寸 、廣さ 一尺 三寸、 板の 厚さ 四 分、 脇の 高さ 七 寸 とし、 或は 長 S 二 尺八 寸 五分、 廣 S 一 尺 三寸 七 分、 
上層と 下層との 間、 高 3 二 尺、 下層ょ $ 一尺 五寸位 な 割合にした の も ある、 泔柘 は髮摄 水 入 料で、 蓥 
n 徑五寸 八 分、 高さ 五分、 身 口 徑四寸 八 分、 *: 高 S 六 分、 廣さ 五寸八 分、 次の * 面 徑九寸 、面 敷物は 
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V 
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小紋 唐錦、 足 高 3 七寸 五分、 泔杻は その 木製の ものには 多く 蒔 繪が齡 y れて ある。 唾 壺は形 狀 一定せ ず 

?» た  ふ /J 

或は 蓥な く、 或は 蓥あ 6、 木製、 金屬 製、 磁器 製と なして ある。 又 打亂宮 は、 普通 長さ 一尺 一寸 五分、 
幅 九寸五分 「深さ 一寸、 置 a 錫、 蒔 繪又螺 細を 補し、 中へ 油 桶、 おしろ い、 香盒、 かけご、 丸 香盒、 

一 小ね う 香盒、 かみ / I で、 は ^ み、 くし 等を 入れて 置く。 或は 乙の 宮に 代へ るに 船 尹! J ^: 用 a る。 
棚 手宮は 長さ 一尺 一 一寸 五分 ノ幅 八寸 、深さ 六 寸四分 五 厘、 その 十二 手宮 には、 中へ 丸 鏡、 毛た れ宫 、沿 

一 ほひ ば こ 

飾 一 結 営、 小 鼠の 香宮 、ふし 宮 、香具 宮 、打 鏡 立、 くし 入、 白粉と き、 油 桶、 愛水 入、 化粧水 入の 十二 器 
|を入れる。但し小鼠とは眉墨とて、油 ^ を螺と船とにて跋4合せたものである0 
j 一 棚 飾 y (三) 一 乙 の 二階、 卽ち 二重 棚の 南に、 筵の 上に 唐く しげを 立てる。 乙れ は、 # L けづる も 

CD 一  ふた 

| のを 入れた 営で ある。 四角な 物の 巷の 上に、 小さい 鏡の 営の やうな ものが あつて、 足 四つ ある 臺 にす 
法 j え る。 を れに 並べて 南に 鏡の 宮、 八つ 花形の 名のを 置く。 鏡 守、 肥矿、 祀 我 槪を 入れて ある。 これに 
一 も臺が あ-^、 唐く しげと 同じい。 鏡を 取 出して かければ、 宮 は!！ をしても との 所に 置く ので ある。 を 
™ の 南に 鏡臺を 張- CN て 立てる。 乙れ は 燈臺の 土 居がなくて、 齡數 の 上の やうに なつて る。 上に 鏡を かけ 
ると 乙ろ が あつて、 下は 張. CS て 楔を S すの て ある。 立て、 のち まづ 肥 取を かける 。乙れ には 靑い もの 
を 縫 a 取う にして ある。 冠の 燕 尾の やうな 形が 二つ あるのを、 屮を齡 へた 細い 所の、 錦のと 乙ろ を かけ 


る。 をれ を橫に なつた 木ょり 前に 引き出して 置く。 をの 上に 汗 手拭を かける。 Z. れは 三尺 ばか'^ の 唐 
綾で、 中に®" 目が あ 6、 其 縫目 ^ 長 ざま {C 中 折に し、 半ば あた 6 を 細めて、 領布の 上に 前向きに また 
一 引き かける。 その上に 守を かける。 乙の 守は 錦を た、 んで緖 をつ けた ものである。 それを 上 R 折う 
一^ •げ て、 その上に 鏡を おく。 雲 i は の緖 ある。 の 領布、 手拭を かけて、 前に 下つ？ 
棚 一 Z: ろを、 左を 右に ちがへ て、 をの 上に 守を かける Z. とも ある。 尙ほ のの 鏡臺の 置き場 所 等には 例外 も 

飾 T る。  *  , 

|  |锻 飾リ (四 71 斯くて、 二重 棚の 後ろには、 大和 繪の四 尺の 屏風を、 母屋の 柱の 際ょ 6、 端 ざま 
一 R 鏡な どの 後ろ -± で 立てる。 廂間狹 くて 屏風の 一が 深 かつたならば、 疊んで 奥の 柱の 際に 二 三枚に 寄 
の) せ！! に 道が ある やうに 立てる。 唐 繪の屛 風 も 立てる が、 普通には やまと 繪 である。 又屛 風の 位置に 衝 
法 一 於 歐 . T--1 を 立てる 乙と も ある。 乙の ii 兄 障子には 寸法が 定まつ てゐ ない。 乙れ には 表面に 矿錦 V」 緣を取 
6 繪をか い / 2 もの も ある 。次に 龍の 繫疊を 敷 S た柬 南隅 iT 三尺の 黒漆の 儿 帳の、 表面は 普通の 纈纈 
一で あるのを、 丑. K にす ぢか ひ に 立てる。 をの 疊の 南の 板に、 大きは 硯の宮 を 置く、 Z1 れに は掛架 はな 
一 S  ® の 方に 寄せて 置く。 をの 奴に、 蔣繪の 脇、 f 三尺 五寸 五分、 幅四寸 、厚 S 九寸 、足の 高さ 七 
寸艽分 なる を、 # の歡 にム 、ひて 丙 ili ざ ^ に ® く。 Z: の 脱は 倒に rnj かぬ やうに 必ず 開けて 見て おく。 

二 . VI'. 五 
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第 六 章帳臺 飾り 

\ 「SB— り 「id 同じ 間の 母屋に 御 帳が ある。 后の 宵などのには濱床があ"0。乙れは高さ二尺ばか 
う、 四つに して 柿 合せて 置く ので、 黑塗臺 物を 打つ て ある。 をの 上に § し滿 てた 縹爛二 帖を北 南に 敷 
帳く。 南を 枕と する ので ある。 乙の ® を 土 敷と いふ。 をの 上に 四つの 隅々 に 土 居を すべて、 柱を 立て 廻 
一して 鴨居を 置く。 をれ から 漆 子の 明 6 障子を 間 まどに 覆 ふ。 をの 柱は 丑 寅の すみから 立てる。 次に 帷 
を かける。 その 有様は 壁 代と 同じ S。 八帖 のうち 四 帖は五 幅、 四帖は 四 幅の もので あ. る。 次 R 帽 額を 
a く、 帽 額は 帷の やうで、 表 ばか 6 .あるのを 長 ざまに 裏 合せに 中 折に して、 わなを しもにして、 丑， K 
の 隅からは じめ て 上に 引 廻す。 それから、 常の 儿帳を 三本 取 寄せて、 乙の 御 帳の 南東 西の 口に、 濱床 
の 上に たて、、 をの 几帳の 頂に 高さを あて、、 三方の 口の 五 幅の 帷を上 げる 。その上げ やうは、 壁 代 
を あげる に 同じ S。 內 此の 紐で 結ぶ 乙と も 同じ S。 四隅の 帷は 垂れて よ S。 乙 の 三方の 几帳 も a きお 
K： す。 乙の 儿帳を 寄 几帳と s ふ。 尙ほ 后の てなくて は濱 床は ない。 をの 土 敷の 上に、 土 居の 內 のうに 
中に繒橺一帖、中'すみに敷く、南枕、をの上に廣綾の/?名て。錦の緣をして綿を入れ穴のに、裏打し 
たの •で 敷 s てと ぢつ ける。 乙 ; L をう は莛と s ふ。 をの 枕の 左右に、 八文字に 紫檀 地の 手の 小 机を 立てる 


飾 \ 
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il 


枕 几帳は 乙れ であつ て、 帷は 二重 織物で ある。 これに 添へ て 沉の枕 ふたつ 置く。 その 中へは、 御倉と 
谟 くので あるが、， c n は 今 ^ く。 又 御 帳の 枕に あたる 中柱の 左右に、 上よ 6 一尺餘 を 下げて 啦；^ をう 
ち、 御 角を 二つバ 左右に 一つ宛) かける。 又 お あとの 中 $ 柱の 左右に も 肱 金を 打ちて， 大きい 鏡を 左 
右にかけ .5 。若し御枕に御太刀を置かば、柄を西にして、见を南に向けて、||.3の間へ後を引きの 
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I 帳 臺飾リ (nyl をの 
御の 西の 間に、 II 綱 二帖 
を 北 南に、 朿の 柱のう ち 
に 敷 s て その上に 東京 
(支那 製の 2. と) の 菌一牧 

を 敷く、 をの# 二れ が、 北の 頭に、 w iri ざまに 帳の 柱に あて、、 五 尺の 屏風 二帖を •中を 引き かさね 
て 一間が うち (C 立てる、 をの 前 # の 頭に、 /N さき 厨子 棚 一雙を 立てる。 をの 東の 厨子の 上の 層には 香 
壺の宮 二 合、 卽ち二 個、」 下の 層には 藥の営 一一 合を 置く。 この 四 合は 皆 じ やうに 入 角の 宫 である。 伹し 
入れ物を 開けて 見て おく、 香 壺の宮 は 白鈒 1C て 美 濃壺の 大きな 壺を二 合に 四 つづ、 いれて ある。 黛 物 


飾 
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を 人れ る 料で ある。 但し まの 壺の 中に 雲母、 今の 銀 葉) の壺が 一つ ある。 Z. の壺の 上に、 白い 針 差の 
やうな、 生絹で 縫つ て 上 差しし はした ものが ある、 ZL れ を入帷 とな づける。 藥の宮 二 合、 折 立 同じ 
Z1 とで、 一 合に 乙の やうな 壺 三つ、 金の 皿の 大き S もの 一つ、 藥を 磨る 鐵匙 一つ ある。 他の 一 合に、 
秤、 籂 、箸、 匙が ある。 つねの 銀器の やうに、 鶴の 向つ た 箸の 臺に 、箸、 匙を す焱て 置く。 篩は 宮の 
緣に 生絹を 張る。 <1 の 箸、 匙を 入れた 宮を 、帳の 方に、 鶴を 西 東に して 置く。 これに も 入帷は 同じ 乙 
とで ある。 次に 西の 厨子 棚の 上の 層には、 草紙の 箱 二 合 折 立が ある。 草子 名 ある。 二 合ながら 折角の 
箱で ある。 下の 一層に 櫛の 宮二合 ある、 乙れ は 皆 las 角で ある。 M 子、 卽ち筆 架に 硯をお し据焱 る。 下 
k 櫛 物の 具を 入れる。 折 立 入帷同 じ 乙と。 

一帳壹 飾 u(Inyl S て、 乙の 厨子を 立てる には、 帳の 際を すかして、 母屋の 柱の ほどを 透して、 Z. 
の二帖 敷い 穴 疊の敷 合の 中に、 厨子 二つ の 中 1: あて、 立て、、 をの 上の 手宮を 厨子の やうに 押 合せて 
二つ の 中 ^ 厨子の 定木 } C あて、 贽く 。をの 疊の 上に、 廂ヒ立 てた やうな 三尺の 几帳を 立てる。 帳と 
母屋の 柱の あは a を 塞 C やうに # の 辰 巳の 隅に、 裏を 奥に 向けて 立てる。 乙の 厨子の 背ろ へ屛 風を 一 
帖立て る 乙と も ある。 又 五帖を 立て ^ はして、 西の 間を も 入れて、 西の 障子を をへ て、 母屋 際の 御簾 
の もとまで 立て 廻す 乙 とも ある。 更に 帳の 東の 間に、 朿に仑 へて 衣架 二つ を 北 南 R 立て、、 をの 後に 


' 


ば！ 麵) 


■遠 縫^^; sm  論 


藏寺生 壬 


鼓 金 


代 


時 


倉 


鎌 


二 六〇 

五 尺の 屏風を 三 帖立て る。 その 前に 疊二 枚を 敷く。 南は 衣架 一つを 立て、、 屏風 も I 帖立て 、、疊 も 
一枚し く。 乙れ に 御 裝 束を かける 乙と あら ば、 先づ御 袴を 衣架の 下の 層に、 南に 向けて 向を 上に 昼み 
て 腰 引きの ベて かける。 上の 層に、 御衣に 表着、 打 衣、 小 # 5 一つを 重ねて、 普通の 衣疊む やうに、 背 
折に して、 右を 上に 打ち かける。 若し 唐衣なら ば、 それを も疊 みて 御衣の 上に かける、 御 裏が あら ば、 
二重 {C 押し 折つ て、 御 跨に ならべて かける。 

第 六 章 鎌倉時代 

.武家 造の 裝 m 鎌倉時代 1C 入うて は、 平安朝に 最も 發達 した 寢殿 造、 及 2; i ®x 內 の室內 
裝飾 法は がら-^ と 變つて 、武家 式の ものと なつて しまつた。 尤も 此の 武家 造. 〇も、 寢 殿、 對の屋 など 
の 名目は あつたが、 それは 決して 後の 寢殿 造の ものでは なく、 た C その 主 殿、 及び 乙れ に 對す るぎ Mr 
と s ふ 意味で 用 a られた 言葉に 過ぎない。 卽ちを の 建築の 様式は 全く 貧 人 Mt であつ て、， -r の 外 廊は織 
板を 以て 取う 圍まれ 、門は 土 門、 或は 橫門 となし 門を 入れば、 右に 遠 侍が あつて、 前面 車 寄から 椽に 
添 a て 室に 達する やう {C 建てられ、 その 屋蓥は 悉く 板 ^4 となして あつた。 をの 他す ベての 構 13 が 優美 
萌奢で あるょう も、 質素 粗野て あるのを 免 かれな かつたら しい。 けれども 乙れ が 後の# unj の茈 因と 
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なつた ことは 大に 注意せ ねばならぬ。 殊に 鎌 倉 御所に 繪の 間なる ものが あつて、 御 障子に さま^-の 糈 
畫を 描いた とい ふ 乙とは、 建築 裝 飾の 上に 一つの 進步を 六し、 桃 III 時代の. 壁 影ゎ の オリジンを なして 
ゐる ので ある。 

I 押  板  の  制 _ また乙、に注意すべきは、當時押板なる名の、用ひられた乙とである。 
をれ はすで に 藤 原 時代 末期から 見ぇて ゐるが 、鎌倉時代には 一般に 用 a られ 、且つ 乙れ が、 後の # 院 
造の 床と なつた ものて ある。 當時 Z1 の 押 板には、 料紙、 砚 、懷 紙、 短冊 等を 押しなら ベ、 武家に あ c て 
も 以上の 外に、 或は 武器 類を も 飾 6 置く やぅに なつ 左ので ある。 乙れ には 色々 あつて、 扁和な る 板 t 
幾牧か 重ねた 形の もの、 をれ に 脚を 取- CN つけた ものな どが 圆に 見ぇて， Q る。 それから 武家時代の 乙と 
とて、 武器の 裝飾 とい ふこと 本餘稆 發 達した。 儀式な どに 於け る 武器の 裝飾 はたと CA 美 MJ: ならざる ま 
でも、隨分目ざましいものとなつた。弓は重藤と定 -3: 6、矢は鷲の羽、その數二十五本、上桁四つ「か 
ぷらし乙」に3し、馬は髮咬かず、沓かけず、水千の鞍を贵き、あざらしの皮、切付に用ゐられる、 
上敷 |.*] 皮、或は獅子而皮、力皮、獅子丸にて上を包み、鏡轡をあてがひ、次手繩、腹帶にはかつ色の 
類、 乃至淺 黄に、 指繩指 して 打 まぜ、 馬の ふぅかみ ょ $ 三 卷をお くな ど、 種々 の美觀 が 工夫せられ た。 
一格 巻物— §阱| 典 i 藤 JK* の 末期から 鎌倉時代へ かけての 室内装飾の 有様を 最もょ く 示して. Q. 


る ものは、 數 多く®? して ゐ る繪卷 物で ある。 をれ 等を 見れば 如何に 當時の 宮廷、 或は 武家の 裝飾が 

® sc れて あつたかを 知る に 極めて 便で あるが、 7-、 に、 その 一つと して 慕歸繪 祠傳を 語る。 乙れ は、 

本願 寺 A4 J1- 人の 行 狀繪卷 にして、 因幡 守 藤 原 隆景の 筆に な 6、 現に 西本願寺に 藏 せられて ゐる 。を 

一 の中に||纪の圖がある。その正面なる壁吸には、中央に人麼の畫幅をかけ、をの左右に稍小振6の、 

嫌 一 左 {C 竹、 右に 松を 描いた 幅を かけ、 をの 前 中央に、 磁器の 香姽を 置き、 左右 また 磁器の 花瓶に 松の 入 

つたのを、 皆 一個 一個の #1 赋 なる 盆に 載せて 据 灸、 51 に ^ の 正面に、 正しく 又臺 ^: 置き、 上には 右端 

倉 | に gg、 その 左に 卷 物二卷 、そのに 同じく 一卷 、左 更にを の 左端に 同じく 二卷 、いづ n もを の 問 少し 

一明け て 正しく «" せられ、 をの 前に 恰 かも 文臺を 挾める 如く、 圓座二 個を 配置して ある。 以上は 皆 板 敷 
咕  一 

の 上に 飾られ、 且つを の圓 座の 手前 右方に 寄せて 橫 、縱 、橫 と、 宛ら 乙 字を 橫 にした やぅに、 三帖の 
fi 疊を しき、 その上に 七 人の 僧俗 入-^ risL A て 座に つき、 各自の 間に 視箱 並に 料紙 1: 配し、 推敲の 狀 而 白 
一ぐ 描いて ある。 而して 凹 字を 横にした 中央の 板 敷の 正中に、 臼 形の 低い 磁器 製の 火鉢を 置き、 灯を 綺 
| 麗 にかき ならし、 火箸 一對を 立て I へ、 ま づ八疊 鄆伩の やぅに 判 ぜられ る。 ついで、 左方は なかば 壁、 
その外は 廊下 4: なし、 廊下の 右方に 室が あつて、 ZL n に 膳部を 用. ^ した # を 示し、 彼の斯 の 外方に 
SS 及び し、 會 席の 入口、 卽ち 廊下の 右側に 大釜を 置き、 湯を わかした ものの 如く、 會席の 手前 
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つ r> な 


は 別の 室に 連う、 今や 廊下 {C 黑 塗の 盆 中、 菓子を 堆く璐 
つたのを、 一 僧のう や^^しく 齡げて 、をれ を 彼の 席上 
へ 運ばん とする 3 まな どを 細かに 寫 S れた もので あろ。 

第 七 章 書院 造 (一) 


I 書院 建築の 出現 I 足利時代 fc 入る と 武人の 勢' 
力は 全く 公卿を 威壓 して、 鎌倉時代の 如く、 公卿を 利用 
して E 家の 權 を 張る の 必要な く、 また 武人が 武邊 一途で 
あるの 必要 もなかつ たので、 おの づから 、足利時代の 武. 
人間に 一種の 文化を 生じた。 而して rJ の 文化的 現象が 建 
築の 上に 現れた もの ^ - 書院 造 6 とする。 鎌倉時代の 武家 
邸は、 ^ だ その 而目に 於いて 武人 的 特色を 「なま」 の 儘 
に 出して ゐたが 、此の 書院 造ぅ に 至つ ては、 それから 脫 
化した る 別種の 新しき 美的 表現を なして ゐ る。 而し て、 

二 六 三 
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現代の 日本 住宅 建築は、 殆ど 皆 乙の # 院 建築の 流れを 汲む ものと 云つ て もよ い。 同時に、 此の 時代の 
後半期よ 6 茶道なる ものが、 起つ て、 rJ JL は 禪宗の m 心 想 及び 趣味よ 6 出で たので あるが、 それが 建築 
及び 室 內裝飾 上に 及ぼした る 影響は 大なる ものが あう、 書院 式と 相 待つ て 茶室 建築は 近世の 建築 様式 
を 支配す る ものと なつた ので ある。 

I 書院 造とは 何ぞ 一 書院 造と いふのは、 玄關 、廣 間、# 院 、客 座敷、 见 間、 奧の屋 などと 稱 
へる 造 6 か / 2 で、 彼の 寢殿造 6 とは 大にそ の 趣を 異にして ゐ る。 乙 の 構造は 以來た C 武家の みに 止ま 
らづ 、堂上の 家々 にも 及ぽ し、 將軍 義尙の 小川の 御所 zt どよ-- 次第に 押し 移つ たやう に 思 はれる。 此 
の 書院と いふ 名稱は 、古書には 見當ら ない が、 「秋の 夜長 物語」 「太平 記」 あた $ に 見ぇ そめて ゐる 。伊 
勢 安齋の 說に 依れば T 今時 武家に て、 客人 R 對 すると 乙ろ を 書院と いふ。 古代は 大家 R は 至 殿と い a 
また 客殿と s ふ。 小 家には 出店と S ふ。 $ づれ も對面 所な う。 元來 、書院とは 寺院 {C て 佛書を 講ずる 
所に て、 俗 家には なき 事な $』 と あれ ど、 書院は 必ずしも 寺院 1C のみ 限つ た 名では ない こと 支那に 例 
多く、 圖書 室、 學校 等の 意味に も 用 a られ てゐ る。 

I 書 院  > の 外 大凡 書院の 造 6 は、 梁 間を 長く し、 明 障子の 前は、 をの 始め 都 格子を 伎 
用し、 敷居、 鴨 Is にして 皆遺戶 としたので あ.. 0 。 乙 はも A 學 生を 集めて 書を 讀兮 しめる 爲め の ii'c 6 方で 
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あるから、 この やぅに しつら a 
て、 ni,* きを 旨と したので、 をの 
書院を 當 時代 中葉 以降の 一風の 
家屋に用5たのを、書院造と稱 
へられる JC 至つ た。 而し -1: 書院 
造 {C は、 書院 床、 床の間、 棚、 
袋 戶 等の ものが ある。 書院 造に 
あつて、をの出入すると乙ろの 
玄關 は、 乙れ も 寺 方に 限つ て 構 
へた ものである。 前 時代の 武家 
の 居 宅は、 すべて 外 ^ 築地 卽ち 
今の 土摒を 築き、 夫れ に 門を 作 
ぅつけ て 大門と 稱 へ、 をの 門 ^ • 
入れば 塀 重 rj 、 卽ち中 門が あ 4、 

二 六 五 
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中 門の 內に 客殿 •所謂 醫 所、^^ は #^ 界 あ？、! IP をし つら ひ、 若し 客而 、使者な どの 來た寺 丈、 
《务 者が 直に 對面 所の 緣を下 6 、• 起 上に て 姓名 5: 聞き、 主人に 傳 へて その 通すべき は 對面所 に g c5 入 L 、 
一進 物な どは 何れ も 庭 上に 於いて 受取る の 例と なつて 居た。 然るに 書院 造と なつて は、 外 築地の 門を 入 
I れ ば、 直樣產 にて、 乙、 につ い て 現今の 如く 案內を If" ふ 乙と になつ たので ある。 

^  一_ 書 院"1 |01 —， こ と 一 元來、 k 書院、 卽ち 今の 書院 床 或は 明 床、 或は 明醬院 など、 g へられる 
院| のは 當的た r 喾院 とのみ 言つ たのを、 後世 その物の ある 一室を 擧げて 、書院と p^4 へ 誤- CN、 以來 、床 
j の 問/明 床、 S 戶、 S 棚な ど 造'^ 附け るを 便利と し、 上下に 通じて 此？ 用； 5 る 言に なつた ので あ 
る。 附 書院は 別に 出 文 棚と も、 tHr ぬ g どもい ふ。 床の間は 雲の 略式で あるとの 說で眞 に 近い やうて 
>1 ある。 「安齋 隨 筆」 に、 『今 武家の 書院に、 眞の 飾と て 佛像三 幅對を かけ、 三 具足な どい ふ ものを 置く は、 
C- 一  僧家の 習俗の 遺うた る f』 みある ノ當 時の 書麗 とても、 現今の 如く 疊を P 入れるな どの 
一 乙とは な い。皆押板を用ゐて、その上へ三具足等を |(15| 6つけたのである。乙の押板を3して床と言つ 
一た のを、 漸次 押しう 〇 つて 遂 R 作う つけに し、 それを 床の間と 呼ぶ やうに なつた ものであると 忍 ふ。 
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I 床！ 飾 17)1 說明 I  棚は、 t 說 k 軍 
防 令に、 軍團の 府庫へ 棚を 設け、 兵士に 至る 
まで、 一人一人の 甲芮 及び 隨 身の 具を 納めし 
めら れた 乙 とが 見ぇる から、 此れ等の 遺制で 
はな S かとい ふ。 今 n、 附 鴨居の 上に、 古い 
一枚の 板 ^ 横に わたして、 乙 れを 棚と 稱 へる 
のは、 卽ち 古代は 間 木と いつた ものである。 
けれども その 棚は、 乙 の 類の 棚の Z1 とでは な 
くて、 床 棚を いふので ある。 或は 床 棚を 問 木 
から 思 s つ s たの かも 知れぬ が、 寢殿造 の 家 
では、 御 Jsrr 子、 黑棚な どを Jil a る罟ら はしで 
あつたから、 或は それから 思 ひつ s たの かも 
知れぬ。 兎に角 床 棚は# 院造 と共に、 當時代 
ょぅ 始まつ たに 違 a ない。 又 一說に 、床 棚、 
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5  -  1 

上  こと  • 

け、曾卑に依つてム、の置さ所を異にするのである。而して彼の您朦ポ、右の首を納める用に供し、祀 
桶の 管 一尺を 定法と 丁れば、 袋 棚の 菅 j 尺 一寸を 定法と すべき だとの 說も あるが、 11 ょ. 〇 信ずる 
には 足-^ なから う。 

S ^ ^ ^ ^ —— §- ^ 又 書院 造の 家には、 必ず 雨戶が あつて、 をの_、 _ぼを 一 溝と して 配 
厂 とする のは 現今の 油 ，-ぅである。併しながら、乙のやうに酿斤を作々用ひられるに至つたのは、書 
院 造の 起つ て以來 、稍 後？ とと 見ぇる。 ••を在京の折‘—歡がその旅館を訪ひモロ沒に 
及んだ のに、 御 產所 の雨戶 を 繰る 音い と 騒がしく 聞ぇ たから、 f^ s* 早く 心 づいて 『め 1. が 阳 A7 Z: . の 音 

3. うどう 

を 聞き 知らぬべし、 若し 騷動 出來 ぬと 心得ても 量 6 がた き 故、 誰か ある 疾く 知らせょ と あ 6 しに、 近 
侍の 者 走せ 出で 見た るに、 果して 供人 股： ^ 高く く.^ あげ、 旣 にかけ 入らん 勢で あつたと いふから、 Ml 
戶の 此の頃は iH だ 珍ら しかつた こと^, 知られる。 但し、 齡纪 g ぼに 入れて 引く 戶は 、今は 一般に^^ 
と稱 へる が、 遣戶と S ふの が 本名で ある。 


第 九章番 院造 (三) 

\  i 君臺觀 左！^ i^ lIEl li 書院 建築 s 外廊 {C ついては 上の 如くで あるが、 zl n が 室内 裝飾法 に 至つ 
一て はもと ょぅ、 茶道と 和 待つべき もので あつて、 常時の 趣味が、 禪と 茶と {C 統括せられ たのは 中す まで 
書  一— く、 殊に 茶道は is^ sc* の 頃に 至つ て、 第一 步の 大成を 見 S であるが、 書院の 飾附も 亦、 乙れ 
一と 同時に その —齡 を 示して ゐる 。茶道の 流行に ついては 乙、 に 言は ず、 ^ ya ZL れが审 -內裝 飾に 與へた 
i  の 例 も、 次の豐 臣時代 に S6、 f、 には 當 時代の 代表と もい ふべき 義政が 、能 阿彌 、相 阿彌越 .に 
浩 |計ぅて、 1: |したる室内裝飾の对齡を示さぅ。而して乙れは、例の「君 « 觀左右帳記」の中に、群し 
一く 出で て© る 乙と であつ て、 乙れ は當 代の 美術、 及び エ藝を 硏究 し、 また 茶道 や 建築を 調べる 人に 缺 
(; ;'  くべ から， n る * 物で ある 乙と、 乙 U も A 々の 知る 處と III 心 ふ。 

:; 掛物の こ と 一 先づ gg と觀 si。 卽ち二 間、 三 間の！； 板には、 三 幅 二封、 或は i 
一一 對 •或は 五 S 一對 、或は  一 f かけ、 何れも 幅 每に& ニヶ 所 打ち 州 ひ、 二 幅 一對の 時には、 その 中 
，您に 琪 上 7,-: 方 gjl、. 右方 花瓶、 中央 香爐 (臺 に のせ：} 香爐の 手前に 香合を 正しく 据灸 、次に 左 幅の 正 前、 
奶に 花瓶、 次に 右 幅の 正 前 又 同じく。 而して 花は 幅 中の ものと :mr 祓せぬ やぅに 選ばなくて はならぬ。 
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蓋し、 押 板は 前 時代に 於いては、 壁 下 何れのと 乙 ろ {C も 用， Q 來つて 、乙れ を 1 し 去る も 自由で あつたが、 
當代に 及んで は 始めて 動かす M との 出來 ぬ、 今日の 如き 据附の 床と なうて、 をの 床に 用 ひた 板は、 化 
一一 然柙板 と稱 へられた 。故に 押 板と いへ ぱ 、つま $ 床の Z: とで、 その 床に 疊を 用 a /2 のは、 德川 氏の 時 
I 代からで ある。 而して 床は 二 間、 三 間に 限らず、 一間、 半 間の もの も あつたが、 をれ 以下の 小さい 床 
は、 利 休が 出で、 紹鷗と 計- CN、 白露 地を 踏んで 數寄屋 を 造 3、 又圍を 造 6 出し ^ からで、 當時 は餘 4 
小 3 い 床は なかつ たので ある。 尙 掛けた 軸と 軸との 問 R は、 廣狹な き やう、 何れも その 明きを 同じう し、 

I 三 具足の 卓、 卽ち 中尊 前. の 卓は、 上に 數 種の 置き物が ある 時は、 勢； 5 稍 大形の 卓を 選 ぱねば ならぬ。 
隨つて 、 -A: 右の 兩卓も おの づ から 左右に 送つ て、 ^ たを の 間の 明き も、 輒と 同じく 廣狹 なく 置かねば 
ならぬ。 そこで、 左右の 卓は、 幅の 正 前になる Z1 とは 稀て ある。 

一 押 板の こと 一 押 板は 上に 洞、 卽ち 今の ^ しかけを 高く し、 g を 重々 に 打ち、 軸の 長き 
| には 上の 釘 1C 掛け、 軸の 短き には 下の 釘に 掛けられ、 尙ほ 短き 軸には、 丈け 高き 卓を 用， Q、 小幅の 3 
は 一つに て 足へは ▲は 柱の 角の 面に 「つぼ」 を 打ちて、 琴の 糸を 張う、 街の 長短に 名ょ るが、 そ 
の 然るべきには 押 板ょう 二 尺 ばかう 上に ^, る。 此のは-^ 絲 とは、 今の Mf ml の!^ 0* で、 風の 爲めに ■ら 
ぬ やう、 絲を 張- cn 渡した ものである。 又 四 幅 一對の 時は、 幅と 幅と ^) 間、 中二 屈の 間に 卓上 香爐、 51 


ft 


院 


香 
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の 左方と 左端の 幅との 間に、 卓上 花瓶、 中の 右方と 左端 
の 幅との 間に、 同じく 卓上 花瓶を 置き、 左右の 卓は 花瓶 
と共に 一對の ものにして、 花 もまた 軸 中に ある 種類と 重 
祓し ては ならぬ。 要するに、 軸は、 一幅 物 その他 何 幅對 
にても、 神佛の 像でなくて は 三 具足は 用； 3 ない。 三 具足 
とは、 香爐 、燭臺 、花瓶の M とて ある。 普通の 山水 花 
鳥 等には 香爐 のみを 供へ 香 爐は胡 銅、 或は靑 磁な ど、 そ 
の 時の 場合にょる が、 Z: れも軸 中の繪 と 重複の 形の もの 
を 用 a ては ならぬ。 ■而 して 彼の 張絲 は、 對の 如何に 拘は 
らず 、必ず 使用， 3 れる ものである。 斯 くして 風鈴を 天井 
に 釣る。 をの 釣ぅ どころ は、 押 板の 前、 何れに て も 然る 
べき 位置を ii 計- CS て、 別 JC 定めは な S。 又 五 具足と して 
鶴の 燭 臺一對 、香合、 香 匙臺を 、彼の 神佛の 軸 前、 卓上 


ろかぎ II 


に据幺 て 飾 C- た 場合 も あつて、 これを 諸 飾と 稱 する。 
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第 十 章 書院 造 四 

I 書 浣鈽の C と (上) J— I 書院 飾は 卽ち圆 に 示した 如く、 喚 鐘 (一) •撞木 (一一)、 鏡 (三)、 小 盆 上の 
水瓶 (四)、 小 盆 上の 印籠 (五)、 卦算 一對 (六)、 砚 (七)、 砚屛 (八)、 水 入 (九)、 筆 架、 中 墨、 左 筆、 左 
小刀 c 十 r 卷物臺 に卷物 (十一) と s ふ 風に 置く ので ある。 而して % くの 如きは 乙れ を 本 g <ta 雛へ、 時 
には 四 種 又は 五 種を 以てする 乙とは あれ ど、 如何なる 場合に て も、 硯 、硯屛 、水 入、 筆 架の 筆、 墨は、 
何れも 取ぅ 去らぬ ので ある。 又 撞木と 鐘とは、 何物に 替へて もょ ろしく、 古い、 喚 鐘を ぎつ た 時は 嵐 
木を つけねば ならぬ。 替 物は 花器、 香爐 などを 釣つ た 際て ある。 且つ 卷物臺 は 容易に ない ものである 
から、 方 盆 或は 筆 架の 類に 载せ 、若しくは 寄せ かけて 置く ので ある。 水瓶は 必らず 小 盆に 紀焱 、何な 
$ とも 時節の 花 一本を 柿し、 藤 原 時代には 小刀は、 匁を 外方に 向ける を 法と した けれども、 此の 時代 
には Z: れを內 方 {C 向けた。 

L 書院 飾の こと (FY1 # 院 飾は 單に 右の 如きの みならず、 同じく 上 JC 喚 鐘、 左に 撕 1 右に 撞 
木、 下には 右方 卽ち書 院 を 四つに 割つ た 二つ 分の 中央に、 硬 齡 1 前に 置き、 硯の 左方 中央 {C 筆洗、 右 
方に筆架に一管の筆を架け、その上方に水入、下方に墨を配しまたその左方四 0 一分の中央に、卷物 
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臺に卷 物を 据 么殷く 2: キもぁった。而して ^ の卷物臺なる卷 


物は 前の 飾 6と共 ^ 、若し床脇の||1."卷物を蹬ぃた時は、 


.が ひだな 


こ、には歌截或は手鑑、違棚に歌書或は手鑑なれぱ、乙、に 
は卷 物を 置く ので ある。 又 石 鉢と て、 面白い 形の 石を 鱗に 配 
免、 三 箇 或は 五箇を 置き、 又 花 ばかぅ を 二 瓶 或は 三 瓶と 並べ 
立て、 又 中に 石 鉢、 左右に 花瓶 一對と 飾られた 乙と も ある。 
要するに、その喚鐘を釣6、掎木、拂子をかけ、三具足、五 
具足と 配し 來る もの、 一に 佛 家の 名殘を 留める 所以' であ 〇 て 
後世 德川 氏の 時代に 至る も、 此等を 用 a るを 本式と し、 取 資 
k は 使用し なかつ /a 。 


たな . 


—ffl ^ 飾 のこと | 次に 棚 飾で あるが、 をれ も君臺 


觀左右 帳 記に、 諸 la が揭 けて ある。 ( 一 ) は、 一間の 違棚に て、 
をの 上段には 汕 滴、 卽ち 大器の 猪 n'- を臺の 上に のせ、 中形 盆 
に 据爰 、中段には 肩衝壺 を、 同じく 小 盆 JC 配 ^ る。 下段には 

一一 七三 
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鴨 香爐を 、翰 盤に 据灸 、.而 して、® 段の 下には 大食寵 を 置き、 ' ± /2 棚の 上部は 戶四 枚を 立て、 をれ に 
繪が ある。 (二) は 會所 所謂 座敷の 一間の 棚で、 上に®^ S ある 乙と、 (一) と 同じく、 上段には 鍮鐙毬 
一 籠、 卽ち M 香爐を 置き、 右方の 中段には、 沉箱 、卽 ち沉 香を 入れ / 2 箱を 置き、 左方の 下段には - >'| 栽 對 
の 花器なる 一を 輸 盤に 据灸 、棚の 下方には 猿 S ■石を 立て、 あつ 力。 (三 S 半 間の 棚に して、 上 
睿 I 段は 七寶 、琉璃の 盃を臺 に &袅、 中段には 湯 瓶、 下段には 推 紅の 骨 吐 一對を 置く。 骨 吐とは 支那で 食 
膳 魚類の 骨を 入れた 器で、 乙れ を 「こぼし」 に 用 a たので ある。 ^ して 中段には 袋 棚を つけ、 二 枚の 
P/ I 戶を立 て、 最上に も 棚を 設け、 Z1 れに滅 邮齡 f の 歡を|1れ '/2 。(四}同じく半間の違棚で、上 ^ 香匙臺、 
造 一 香盒、 香爐の 三種を 方 盆に 据兔 中に 推 紅の 沉箱 、下に 藥 器の 入 子を 飾る。 Z. の 棚には、 上下に 袋戶橫 
一 棚を 取 6 つけて ある。 (五〕 は、 紫檀 花梨で 造つ た 棚に して、 座敷の 然るべき 所に 置いて、 をの 上に 大 
5  物の軸を二重長押の上の分ょぅ掛け下してあつた。而してをの飾附は、上段に立花の花瓶を小盆 ^ 据 
| 兔 、中段には "上層へ® |を小盆 ^ &兔、下層へ推紅の_筒に、象牙の鬮を柿し、をの下の段(卽ち 
一 袋 棚の 上) へ檀 鞭を 置き、 最下へ 象眼の 藥 籠を 据ぇた。 乙れ は 今一つ 違つ た 例 も ある。 (六〕 には、 同 
じく 紫檀 花梨の 棚に して、 座敷の 體に 依-^、 然るべ^ 一と 2. ろに 置きて、 その上 R は 小幅 一對 を、 二重 
長 押の 上の 分ょぅ 掛け 下して あつた。 乙れ は 上段に、 右へ 盆、 左へ 壺を方 盆に 据裘た 名の、 中段 左 {C 


代 


時 
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歸花 と稱 へ-^ 藥器 V」 小 盆に 据 么、 その 汔 番 爐 を 小 盆に 据么 、下段に sl sf fi? ^ ，置く、，^ して 棚の 上 {CA ^» 
~ 棚 をし つらへ、 裡を かいて あつた。 而して 以上の 器具は 皆 支那 製の 名のの みで あつたと いふ。 

\  D〈 木 湯 0 ^ |^>| 飾 f 一 次には 茶 湯 棚の 飾附 1 1 っ 語っ て 置く。 卽ち 一 例を 取れば、 一間の 茶 湯 
一 棚に して、 座敷の 飾に 用 ひられ、 をの 上段には、 建議と て、 天 目の 一種の、 上 器なる もの 六臺 、その 
;中に一つ大海茶入の袋 ^ 入ったのを盆の中 ^ 服焱る0それと並んで左方へ茶碗大小二個の方盆 ^ 据袅、 
一中 段には、 食 籠を 置き、 下段は 左右 二っ に 仕切ぅて、 右方は 右 {C 水 3 し、 中に 拍子 立に 火箸 一對と g 
一子と を 立て、 左に 風呂に 釜を かけて ^: き、 また 水 さしの 右側に 狐 齡と火 掃を、 左侧 に毅歡 を る。 

一 下段 左方の 仕切 ぅには 三箇の 建盞 中に 肩衝茶 入を 盆に 載せる 〇そ して 棚の 前方へは、 右 ic 炭 斗、 をれ 
| に ? IP んで fr 鈿製の 签据、 £左に 大 茶碗の 乙 ぼし を贵 く。 又 炭 斗、 屯概 ¥ 奈良 紙、 水 乙 ぼし、 手 洗を、 

| 右方から y.-: 方への 順 ; f* で ® いた こと も ある。 その他 香道に 關する 飾 方 も あるが 略す る 0 

™  第 十一 章 豐臣 時代  . 

S ― ® ^ . r 影 ^ 豐 trl 氏 時代の 住宅 建築は、 茶道の 流行 JC 伴って 茶室 造 6 の大發 達を 見 7^ 
と共に、 秀吉 の. : K 於 澗迕な る氣象 と 相 待っ て 翁 院連 築が 大に 起つ ^ 。故に 此の 二つ は ^ • ■^• 時代に 於い 
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二 七 六 

て 最も 極度の 盛觀 美觀を 示して ゐる 。，•殊に ?4||とも稱すべき千利休があつて、秀吉の寵の下 ^ 、大に 
茶道を したる が 爲 めに、 時代は 茶に あら ずん ば 夜 名 日 も 開けない 有樣 となつ たので、 從つて 、室 
|內裝飾の上にも、 ^]» .一派の及ぼした聚響ぽ少なからざるものがあつ /2 。しかし彼等の茶の湯の飾附 
一等は、 麟が m* II!* ^' i&* の 式 R ならぅた のみならず、 利 休 等が 專ぱら 自然 ic 從 ふを 法と し、 簡素を 旨と し 
た爲 めに 裝飾等 は、 iS ならず、 11 を 6 ^ るを 特色と し た から、 複雜 なる 裝飾法 等は 餘办 なかつ た 
一ので -iQ る。 

|  S ^ ^mnwmh 茶道の 流行ょぅ、 裝飾上 必然の 要求と して、 花を 生ける 方法が 大に發 達 
した rJ とも 知らねば ならぬ。 而して 孤 it に 竹を 用 ひるに 至つ たのは 千 利 休が 小 田 原の 陣中に、 竹を 切 
I つて花を,し、茶を點じて分ち11を供したのに始まぅ、その時の花入は、竹の本を以て1重切一器、末 

)  も ごお^' し  9  •  り 3: -ぅ 

"を 以て 寸 )度 切 一 器を 造つ たの だとい ふ。 又 彼の 卷鼠 とい ふ 花形 も 利 休から 傅 へられる。 をれ は 利 休が 
S が t 山ょ 切 6 出す に、 概 かも 井戶の Si の 如く、 一 一條の 艦の 兩 端に畚 を 結びつけ、 中に 燧石 
一を 一ぱ S に 盛つ て 上下す る樣を 面白く 感じて、 乙の 趣 1: 釣 花器に 生け、 繩に替 ふるに 蔓草 花を 長く 下 
一に 垂れ、 その 垂れた 眞^-に III 形の ,座を置きて、畚に形どつたのであ6。 

! 行 11 を の 他、 聞  12 、盆石な ど、 何れ 流行せ ね ものは なかつ た。 ^ して 當時海 


代 


時 


E 


煙 


外物 品の 交易は、 餘想 外の 隆盛 ic て、 珍品 舒器 の舶來 する もの、 極めて 多く-あらゆる 方面の 室 勺ぷ市 
品を 入れた ので ある 〇  3 れば當 時の 大小 名の 邸宅は、 實に裝 飾の纪 1 K を 極めた のであった、. ぬ M. i. 
關白兼 良が、 「尺 素往 來」 に 記した 秀吉の 豪奢 振 6 の 如き、 驚く の 外は な S。 茶器は 勿論、 香 器に 食器 


M 形 光琳 筆 51 面® ® 腰 張. M 子  吉 野 達 氏藏 


1 顏 C 

'>v ;* k.. -^ ご ^ . ぃ办ノ 


‘  A」」 パ- ::、，：； ，v. 


に、' 武器 k、 前栽に あ 
らゆる ものを {虫 內 ic 飾 
う 立て、 あつた。 例へ 
ば、 『簾 暖暖席 、毛氈、 花 
氈 、虎 皮、 豹 皮、 曲 
象、 胡 床、 繩床、 竹 凳、 


交椅 、獨榻 、椅子、 1$ 


■? んとん  とろめ ん 


(1 つび 


子、脚榻以下並に * 十、 

ち* フじや / 


机 等、 金擱 、金沙 、金羅 、金 段、 段 綿、 段 子、 M 纈 等の 法被、 打 敷、 水引、 胡 銅、 鍮石 、白 鐵、 W 瓷、 
官用、 定州 等の 花瓶、 香爐 、燭臺 、堆朱、 堆紅 、墊 紅、：： . ：っ 


定州 等の 花瓶、 香爐 、規姦 、堆朱、 堆 紅、！ S 紅、 平 紅、 紅綠 、堆 鳥、 瓶 潔、 金絲 花、 黑 金、 九 

けいし やぅ たいまい  さいひ  ギ ぅ . f 


連絲 、珪璋 、玳瑋 、犀 皮、 象牙、 唐 材 等の 盆、 托 、竹 籠、 食 籠、 香合 以下、 その外 短檠 、燭臺 、湯 

二 七 七 


こ b 八 

瓶、 湯盞 、湯筅 等』 云々。 

I  、  第士 一章 德川 時代 

I  I 當 代の 構築 I 德川 時代の 住宅 建築 等は、 依然として 前代よ 6 の 書院 造を 繼 承して、 す 
德べての事物と共にをの進步發達は實に乙れが極點に達し、同時にをの初期に於いては時勢の耍求と、 

I 建築 術の 進步 等よう、 各自に 相 競つ て 豪壯 宏大、 不應 分、 不相當 な ものを 造 6、 爲めに その 產を傾 け 
•'一る 乙と も 珍ら しくな かつた、 例へ ば 乙、 JC 語る 名古屋 城の 如き、 その 最も 目覺ま しきもので あつ*。 

| 構築の 由來 や狀況 について は 語らない が、 をの 玄關な る 虎の 間と S へる には、 狩 野 永 * • が 若 書きに な 
れる 所に 虎の 襖を 建てめ ぐらし、 をれ よ 6 左へ 進みて、 玄關 床の間は 三 間 四面 十八 # 、 乙、 も 張 附け 
代 一 襖と も 虎の 繪を 描き、 乙れ は 狩 野 山 樂の 筆と 傳 へる。 51 に 左に 進めば 麝香の 間、 三 間 半 四 間 二 十四#、 
上下 雨間と 相 連う、 その 張附 け、 襖 共に 狩 野 永德の 筆で、 麝香猫の 圖を 描いた。 又を の 左へ 進めば、 
書院 二の 間、 來西四 間、 南北 三間廿 四 # 、 乙れ も 上下 雨間 あうて、 張附襖 共に 永 德 ，にして 松 横うな ど 
k 花 M を 描き、 5* に 左に 進めば 表 書院 一の 間、 東西 四 間、 南北 三 間 二十 四#、 同じく 上下兩 問と 續 き- 
その上の 間は 上段 づき、 はう つけ 襖 一樣に 土 佐 光起の 花鳥に し C、 以上は すべて 金 地に 淺彩 もて 描 い 
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IX ® •つげ  ふす 3: 

て あ 6、 又を の 左に 進めば 上使の 間 九 間 四面 k して 諸 所の 行事 風俗 圖を 描いた 張附 、襖 あ $、 をの 


た汰5= 


5¢ か S 


左が 溜の 間で ある。 乙、 まで 悉く 入側附 にて、 をの 入侧の 境は 唐戶を 設けて ある。 更に 眼 も くら ひば 

串 阿彌長 m 作  初音 辟 繪棚並 一一 飾 逍具 


表 


中 


か 4 に 美々 しいのは 上洛の 間で ある。 蓋し rj n は 三代 將軍 上洛の 際、 當 城を 以て 本陣に あてられた か 
ら 、新に 三 間を 增 築し 72 と Z1 ろで、 金 張附に 極彩色の 探 幽の繪 が 美々 しく 今 も 輝 や s て. Q る。 何れも 組 
人 天井、 花鳥には 十二支の 類を 彩色し •張 內の 金物、 釘隱 等には 皆 赤銅を 用 ひ、 引手 R は 七 寶を 3 し 入 


二 七 九 


代 
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二八 〇 

れ 、唐戶 を 立て、 ある。 をの 他數 々の 室、 rJ 、 は 到底 擧げて 數 へる 乙と が 出來な S 。乙 れ德川 初期に 於 
ける 模範的 建築に して、 Z. れを 見れば、 當 時の 屋舍 建築の 现想 5: 十分に 知る 乙と が 出來 る。 しかし 名 
古屋 城は 今 離 宵と なつて ゐろか ら "何人で も ii る わけに 行かな S。 稍 この 俤を傳 へ、 或る 點に 於いては 

をれ に 優る とも 劣らな S のは、 本願 寺の 建物て ある。 
幸 M れは 秀吉の 聚落 第の 遺構 ^ 移した ものと 傳 へられ 
麵るが 、兎に角、 t 慰た る 光景を 呈 する 宏大なる 建物 

ヰ M 

作で ある。 篤志の 人には 見る Z1 とが 出來 る。 

1  S ^ ^ ^ ^ ^ 當代に 於け る 茶人の 勢 
K  > 

_ 力は 大なる もので あつたの みならず、 茶人は 皆相當 
並 

0 の敎育 あぅ、 趣味に 生きて ゐ たの だから、 茶人 等の 
§ 案出した 室 內裝 飾は 甚だ 多 ^〇 今を の 二 三を 指 記す 
れ ば、 ま づ挪窮 み 桑の rs が ぁる。 乙れ は 前 S 
人# i の 新案に か、 る もので、 德川初 世 以來大 に 流行した。 鳥 尻の 長さ 五 尺 三寸 五分、 兩 鼻の 出五寸 
七 分、 太 さ 一寸、 中 貫 木木 瓜、 下段との 間 二 尺、 私 t 高さ 九分。 幅 八 分 半。 柱の 高 S 內法四 尺 二分、 幅 


代 


時 


川 


n 


四 尺 七 寸八 分、 腮板の 商 3 一 一寸、 足の 太 S 長 3 一 尺 三寸、 幅 三寸 三分、 高 3 二寸八 分、 面 二分 半、 足 
の 裏く ぅ 長 3 六寸 一分、 高 3 三分 一 厘、 大輪の 太 S 幅 二寸八 分、 高 3 一寸に 造られて ある。 その外、 
千家 基 流の 祖宗 室、 卽ち 仙叟の 案 R なる 仙叟好 桐の 刀掛 、三代 宗佐卽 ち 原 叟 好、.： 同じく 桐の 刀掛 、仙 

叟好 桐の 煙草 入、 
同じく 杉の 煙草 入 
或は 同じようなる 
煙草盆な ど 甚だ 多 
S。 その他 生花の 
進步 、香道の 發 達、 
盆石の 流行 盆栽の 

普及な ど、 德川 時代 {C 入つ て 室 內裝飾 美術に 關 する 事は いよ <ま す-^ 多き を 加へ た。 

一 煎 茶 式 装飾 更に乙、に特筆すべき以前1茶式の當時代に起つた1事である。煎茶の基 
源 や歷史 や、 或は 式法 R ついては 乙、 に 述べない が、 その 飾附の 一 班を 「煎茶 綺 言」 から 抄錄 しよう。 

「抑、 元祖 丈 山 (石 川) 居士よ 6 相 傅の 煎茶の 三亭 は、 酒店、 飯店、 茶店 乙れ を 三 亭と いふな 气 


代 


時 そ  川 


m 


酒店は 四 # 半、 酒を 燜む る圍燼 あるな-^ 膳 立の 問 あう。 床板な しの 床 あう。 板 棚、 迄娜’を 釣ら ざ 
る 法な-^。 飾は 初座旦 座と 掛物 二度 懸る 事な う。 書 畫の掛 物を 初 座 書 なれば、 後 座の 旦座 には 繪を懸 
ける 法な- CN。 又 初 座に 書を かけ、 且 座には 書の 掛 物を 懸る もょ し。 時の 宜敷に 任すべし。 且座 とい ふ 
は、 茶の湯の 後 座と s ふに 同じく、 相客を ろ a な ば 客殿に 來つて 相伴 揃 a /2 るを 客殿に 飾 おく 木魚を 
打つ て 案內を すべし。 …… 酒店と s ふは 長四疊 、主 疊一疊 、一一 坪 ばか 6 折 廻し 通 a の 土間 あ 6。 食の 湯 
釜 用意の 圍爐あ A。 飯店は 床な し。 客 疊四疊 の 壁附に 一尺 五 寸の板 棚、 1  衣 戶觀一 あ 6。 雕物 „ の 琴、 琵 
琶 、三味線、 笛 類、 樂 器、 香爐 、香具、 懸香 。茶店は 長五疊 、外に 三 疊三尺 四方の 入 側に、 茶を 煮、 凉 
爐を 出し、 灰爐 水流し 茶 具の 入る 袋 戶棚あ 6。 床は 九 尺、 一 間は 疊 三尺は 板 床の 齡哪、 皆靑土 佐 ml: な 
6。 懸花 入の 折 釘、 高低 三本 打附 ける。 次の 長 間四疊 一間 土間の 上- CN  口 あ 6、 二 本 障子な- CN。 床鍩 6 
に 初 座 立 花、 或は 投入れ、 如何にも 美しき 風情を 好むな 6。 …… 又 床の 脇に 碁、 の 盤 駒を 並べ 置 
く 事、 rjn 煎茶 會 H; 座の 法な.^。 をの 外、 鍩物 はせ ぬな 6。』 云々 と。 

I 當時の 書院 飾 1 當時 多く 用 a られた 書院 鋳には、 手鑑に t 鎭を 載せ、 或は 盆石を 置き、 
違棚には 上に 手宮 、或は 香合、 羽箒、 或は 甫 香合を 盆に 据裘て 置き、 下には 硯宮 、坪 紙 或は 文庫を 添 
ぇて 置かれた の も あつた。 反附 書院には、 その 中央に 硯 、をの 向 ふに 硯屛 、硯の 左に 筆洗、 右に 墨、 


時 


川 


藏家砑 伯 達 伊  棚 黑紋菱 竹 地 子 梨 


墨， V 砚 M との 間に 筆 架に 筆 一本を 掛け、 
或は その 中央に 大手鑑 、文庫、 砚箱 、い 
づれか 一個 或は 文臺 に砹 箱、 或は 細 n 花 
入を 置き、 花 入には 座 薄を 用， q て、 花は 
切 溜と S たした の も ある。 又附 書院に 喚 
鐘と 撞木と を かけ、 下に 盆石に て も、 或 
は 盆石を 置かず して 下 0/J ける も 或は 下 盆 
石の みを 飾 6 て 上 明ける も、 或は 置物 乃 
至 書物を も® いたの も あつた。 又附 書院 
•に 盆な しに、 石を 直接に 配し、 砂 面白く 
撒布す るの も あつた。 

床 飾の  こ  と ii 床 飾 一幅の 
時には、 をの 左右に 文庫、 硯 、或は 文臺 
硯 、料紙 箱 ^ 骹さ 、或は 床 三つ k 割 6 て 

二八 一一 I 


川 一 


時 


代 


その I 分の 右方 中央に 一幅を かけ、 左方 问 じく 床 三つに 割つ た その 中央の 一分、 左方に 花器へ 花 7 d: 生 


な ** ぼん 


けた 飾 も あつた。 又 長 盆に、 その 中央 手前に 炷敲 入、 向 ^ 火 筋 立、 乙 の 雨 器の 間 左方 中央に 香爐 右方 

に 銀 葉 箱、 香爐 は相對 して 置 い たのと、 同じく 長 盆 中央 火箸 立、 左方 香爐 、右方 重 旬 似： L 置いた のと 

同じく 長 盆に、 左方 志 野 袋、 右方 火 筋 立を 置いた のを、 何 . fL か 一個 床 或は 棚に 飾つ たの も ある。 又, 

箱 上の 棚に 飾れば、 中 棚には 火 取香爐 、火 取 箱を 地 敷 紙に, せて 置き、 下には 重箱、 或は 料紙に 砚箱 

*» ?■ 

とを ; n a たの 名 ある。 又 「かぅ ろく」 を 床柱 或は 附 書院の 上に 飾 3、 或は 床 乃至は 附 書院の 天井の 釘 


ば ない 


も, ? りん 


へ 船 (C 花生け、 或は 又香爐 或は 風鈴を かけ、 附 書院には 左方の 板に 唐 鏡、 或は 名作の ® 2 など lr 掛け / a 
の も あつ 穴。 尙 、床の 柱は 由來 、始ん ど 丸 柱に 限つ たが 當 時代に 至つ て 始めて 角柱を も f^ 用した。 而 
して 床の 一體に 、張 附の畫 或は 色紙を 以つて された の も 多く 傅は- CN、 現御洛 西修學 院林 丘 寺 ^ は、 腰 
張が あつて、 金と 群靑 とを 交互に 塗 6、 をの 上 {C 千鳥 形に 色紙を 張つ て 一面に 泥 引を し /' 2 のが ある。 


代 


時 


;u 


m 


代  時  川  德 


代 


時 


川 


德 


部內堂 本院 光龍 


5 


代 


時 


川 


德 


八 

九 


阈 


m 


代 


古 


第 八 編 庭園 及び 茶室， 

|  第一章 古代の 庭園 

| 一.. 日本庭園の 起源 I 我が 國庭園 の 起源は 明かで ない けれども、 fs* f=l« l^ M- の 時す で {c 、 0! y, #; 
一を 本 祀し て囤相 社を 定められた 乙と が あるから、 記錄 上には 乙れ を わが ^ に 於け る 庭 作の 始めで ある 
一とせ ねは ならぬ。 しか も、 をのい かなる ものを 作つ たかは 想像 だ R 出來 ない 乙と である。 しかし 庭園 
; は 常に 建築と 關 係した ものであるから /V の 沿革 も 亦 建築の 沿革と 親密— 關 係に— ことは 勿論で 
; あ る 3しかる ^ 、往古帝都は屢々移4、都城の經營 }0 遑なく、且つ或る時は朝鮮風を學び、或る時は 
一 支那 風に 做つ て、 次第に 進步を 見た けれども、 なほ 屋 制の 一定せ ざ 6 しほ どで あるから、 庭阗も 亦 別 
j に 方式の なかつ？ とは 明かで ある。 その後、 M. S* 天 を の 時、 曲水 宴を 催 ほされ 乙と が あるから、 當 
時 禁苑の 設けの あつた 4 想像 3 れる けれど， P、 しかし 乙れ 乙れ とて 斷言 はで— い。 た V 此の 宴の 崔 
3 れ V ょぅ 考 へれば、 必ずや 酒盃を 水に 浮べて、 流すべき 苑 池の 如き もの、 存在した Z1 とは 知られる® 
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降つ て 藤 原 氏 隆盛の 時に おいて、 此の 宴を 樂 しまれた 乙と M 々書中に 見ぇる けれども、 をの もとは 
昏 1. £| にあつ？ の I ベく、 しか！ の 遊びは 我國 創意？？ はなくて 支那 朝鮮よ" 傅 
一はつ た Z: と 勿論で ある， 

|  1 飛鳥^ ir^ 時代 I 忠^の時、 2&- 4^と呼ばれた百濟の歸化人あ4、須彌山の形ぉよ 
中 一び 吳橋 (唐 藤 0 乙と) を 南 庭に 構へ たと ある。 ために、 乙れ は 庭園では ないかと 說く人 も ある。 また 蘇 我 
I .B?.. ?: のこと を 記載した 中に、 彼を 時人 「il 霞」 といつ たと ある。 乙れ 馬子が 自邸に 小 池 小 f 興し 
| たため R して、 ^ た 以てい さ、 か 庭の あつ / 2 乙と を 想像 S れる 。ついで 寧樂 時代 R 入る と、 聖武 天皇 
の 一 以後 別業を 營んだ 乙と、 および 庭 中に 島を 築いた 乙と 等、 しば < 史書に 見ぇて ゐ る。 Z. れ 、當時 庭 
庭 一 園の 築かれた M とを 證 する ものて ある。 S れど その 狀態 はもと よ 6 明かで ない。 要するに、 寧樂 時代 
園 一に おいては、 すで R 庭園の あつた Z. とは 疑 a ない けれども、 ^ だ 十分に 發 達した もので なかつ た 乙と 
一 もたし かで ある。 

I  第二 章 中古の 庭園 

I 平安時代の 庭 1 1 震 2帝 都皋 安に 移 意、 や、 大 SS ■興し、 蠢 の 殿宇は 


唐に なら a て 規模 大に 、建築 法 も 亦 大に備 はつた ので ある。 しかし、 それらの 禁苑 R o いては 徵 すべ 
き 記事な く、 南 殿の 櫻、 御 階の 橘、 および 吳竹臺 について 僅に 知る のみで ある。 尤も、 諸 殿に 附 餳 し 
| て. Q /2 庭は 極めて 狹小 であつ た 乙とは 明かで ある。 3 れば 、壺お よび 前栽なる 語は 此の頃よ 6 始つた 
一 ものら し S。 そして 宮闕は その 樣に禁 苑 3 へ も 十分に 設ける 餘地が なかつ たので あるから* 宮廷に あ 
中  一 s て も 別に 神 泉苑を 構 へられる 乙と になつ た。 

古  一 | 神  泉  苑 | 神 泉苑は 帝の 命を 奉じ、 巨 勢 金 岡 石を た、 1T と稱せ られ る。 而し ての ち 
| 世々 の 天子の 御遊 覽に 用 a られ 、中世の 歷史 、詩歌には 必らず 記載せられ ざると なき 著明の 禁苑で あつ 
の 一た が、 その後 漸く衰 へ、 或る時は 雨 乞 a の 場所と な 6、 遂に 寺の 所有地た るに 至つ 穴。 しかも その 御 
庭 也 は 今も尙 、通 矣宮の 西に 存 し、 その 狹小 にして 風雅に 乏しき 一 小 池は、 乾 臨閣と 神泉苑 との 名に 
W I よ〇て 、些か 面影， v 存して ゐ る。 され ど、 をの 中世に 著名な-^ し 故 5: 以て、 平安京の 固藝を 說く にあ 
J 之 つては、 乙の 苑を第 一位と なし、 -± たしば^'^ 我が 國の 庭園の 祖 として 一 n/ る 人が 多い 
|  ^ ^ ^ ^ 名 一^一 雲林院 。嵯 峨院 •淳 和院 •粟田 院 •亭 子院 •朱 雀院 •冷泉 院 等の 林 泉は、 いづ 
れ も當代 の 名 苑と稱 せられ、 その 記事は 多く 當 時の 文 學お よび 詩歌に 殘つて ゐるが 、大抵は すで R ar-- 
へ 6 て、、 遂に佛 地と なつて ゐ る。 而して i 7-i 闕は 右の 如く 唐 制に 擬して 甚だ 宏壯を 極め、 遂に 各 茹の 
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平安 城を なした。 したがつ て 梧 紳の第 宅 も/心の づ から その 感化を 受け 大 に 發 達し、 遂に 寢殿造 なる 形 
式を 造る に 至つ た 乙と、 咬た 語る を 要しない。 而 して 寢殿 造は 中央 正面を 正殿と し、 をの 束 M 及び 北 
に 對屋を 構へ、 ill 西の 對の屋 よぅは 更に 南方に のび、 廻廊に よ 6 て 泉 殿： jli 翼)、 釣 殿 (西 翼) につ f き 
そして正殿の南力には池をた、へ、中島を設け。橋を架し、大に林泉の美を發揮した。乙れを南庭又 
は廣 庭と 稱 する。 

It  庭 の ^ ^  緒 一 かくて 屋制の 一定と 典に 造 庭に も 一室の 方式を なすに 至つ たので、 乙れ 
よ 6築 ||[ 、立石、流水などと稱する造庭の方法唱へられ、又屢々當時の畫人によつて多くの名苑が設 
計せられ た。 乙 れ晝 人は 當時 第一の 美術家 {C して、 造 庭の 乙と 名當 時の 美術の 一として 取扱 はれた 證 
據 であると 兑て よい。 而して 、以上の 名苑 並に 寢殿 造の 南 庭は 未聞の 發達を なした 如くで あれ ど、 そ 
の景 趣は みな 自然 風よ 6 起れ るいは ゆる 景色 園 又は 自然 園に して、 繪畫の 如くに 理想に よ-^ て 起した 
ものはなかつた。然るに河原院の別業起るに1よびで、わが國の造庭に名勝を冩すの術が起0た。 
0^ 原 院涉成 園 I 卽ち 河原 院 は、 左大臣 源 融の第 にして、 假山を 築き、 池を た、 へ、 中島 
V. 設け、 且つ 日毎に 難 波の 浦よ 6 潮水を 運び、 その 鹽を燒 いて 奥州 鹽 竈の 煙に 摸し、 をの 勝景を 寫し 
たもので ある。 乙の 園、 今は 蒐 本願 寺の 別業と な 6、 枳殼 邸の 涉成 園と いはれ、 その 林 泉は 縮 少し、 
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普 時の 趣を 變 じたと いへ ども、 今 も 京都 名苑の 一として をの 名が 高い。 藤 原 氏 權 勢を 握う、 漸く 驕奢 
を 極める に 至る や、 建築は 寢殿 造の 如く 稍々 一定した が 故に、 庭園 も - J: た 方式には ま 6、 趣を つくす 
の餘地がなかつた。乙、において別に山水明媚の地を選んで別業を構へる乙とが流行した。莊園の起' 
う も 亦 乙、、 にある ^ らう。 

^1 莊—及 — かくて 別業の 名高き は、 宇治の 別業、 葛 葉 野の 別業、 小 野 山莊、 山 階 m 
莊 、深 草 別業、 平等 院 別業、 雙 丘別莊 、福 原の 別業、 龜山 の III 莊 、小 倉 山莊 、粟田口 山莊 、河原 院の 
別業 等に てみ な 知名の ものである。 又 庭園は かく 隆盛を 極めた から、 その 術に ついても 種々 に 說く者 
が 出で た。 卽ち造 庭には 小山を 設け、 池を 穿ち、 中岛を 築き、 遺 水を 流し、 瀧を 落し、 橘 5: 架し、 石 
を 立て、 垣を 造るべし とを の 法を 詳說 した。 しかも 各苑の 狀況は 記事に 趣きを 殘 し、 或は 繪卷 物に そ 
の 姿を 寫 せる 乙とは、 並 rl ねく 人の 知る と C1 ろで ある。 —— かくの 如くして、 庭園は 延曆の 神 泉 苑に始 
ま 6 藤 原 氏の 庭陨に 至. 〇 をの 技術 大に 進み、 大成した るの ? 1 が ある。 藤 原 氏に ついで 平氏 勢力を ふる 
つた けれども、 をの沏 間莊だ 短く、 六波羅 等に 宏大な 第 宅を 構へ たの も、 をの 多くは 寢殿 式で あつた 
らうし、 莛園 につ い ては 甚だ 明瞭を 缺けど も、 藤 原 氏の 造 庭と 大葙 なかつ たで あらう。 
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第三 章 鎌 倉、 室町 時代の 庭園 

家 式 庭 111 起る 一 源氏の 鎌 倉に 幕府を 開いて ょ-^、 鎌 倉に お い ては 京の 寢殿 造と 異 ぅ、 極 
めて 素朴の 風を 帶び た 武家 造 6 起-^、 乙 れょ 6 邸宅に あける 庭園の 如きは ろく^-顧みられな かつた 
如くで ある。 しかるに 一方、 此の 時代には 禪宗 の傅來 につれ て、 建築は やぅ やく 禪味を 加へ 來 $、 そ 
れが やがて 造 庭の 上に 本 及ぼし、 尊ら 閑雅、 幽邃の 風を 好む の 傾向を 生じ、 つ a に 足利時代に 至つ て 
をの 大成を 見た ので ある。 而して 禪宗の 影響を 受けた ものは、 陰陽、 禁忌に 附砘 して 園 冶？ 法を 說き 
築山、立石、遺水、垣、枯山水等に至るまで、或は形に16、或は佛說に基きてそれ^^命名し、を 
の 扱 a 方法の 眞髓は 秘法と なすの 風を 生ずる に 至つ た。 故に 當代に 現 はれた 後 京 極攝政 良經の 「作 庭 
記」 の 如き も、 立 石の 大意 及び 種類、 池 河、 岛嶼の 姿、 洲濱の 作 6 方、 瀧の 種類、 落し 方、 遣 水、 野 
筋のつけやぅ、枯山水について詳細に說き、つとめて自然の趣を寫すやぅに敎へ、をの多くの寢殿風 
の 造 庭に 適合す る 如く 示して ある も、 尙ほ仑 の 間 禁忌、 陰陽を 說くに 至つ て. Q る。 而して 當時寢 殿 風 
の 庭は 多く 殿上人の 間に 行 はれ、 武家'  佛 者は 禪宗の 影響を 受けし 造 庭の 風を 行つ た 如くで ある。 

一 庭園と 禪宗 思想 一 足 利 氏が 室町に 幕府を 開いて 以來 は、 建築は ます  <  禪宗め 感化を 受け、 


寺院は 勿論、 住宅 も 漸く 變化を 來す R 至つ た。 卽ち寢 殿 造、 武家 造の 外に、 住宅には 玄關 k 附 し、 書 
院を 設け、 遂に # 院 造なる 形式を 生ずる に 至つ た。 をれ はやが て 庭園に も 影響を及ぼし。 禪味の 恬淡 
一なる 風を 加へ、 且つ 漸く 勃興せ る 茶道と 禪趣味 を 帶び たる 畫趣 とに 誘 はれて 大に變 化する に 至つ た。 
實に室 町 幕府の 中頃に 至つ ては、 園 冶の 盛んなる 乙と 殆どを の 極に 達した が、 應仁亂 以降は 世は 亂れ、 
鎌 一都は 兵馬の 巷と ^ ぅ、 爻 た 庭園を 顧る ものな きに 至つ た。 然るに 更 R 織 田、 豐臣二 氏の 立つ て 天下を 
Ml 統一す るに 及び、 ZL の 種の 事業 もまた 再興を ii たので ある。 

町 I  | 夢 窓 國師と 庭園 I 而し てを の 始め 隆盛に 至つ / 2 ものを 觀 るに、 夢 窓國師 (疎 石) の 力の、 大 
代 一に 與 つて ゐ る Z1 と 4: 知る のて ある。 國師は 造 庭に 特殊の 技能を 具へ、 乙れ に禪味 を 加へ て 遂に 一流を 
の 一 出した ものである。 國師は 天 龍 寺の 開祖と な 6、 こ、 にを の 泉を 營み 、飛石 等の 類を 用 a る 乙と 少な 
K1 一く、 樹木， V 刈 6込 み、 嵐 III の 遠景を 招致し、 自ら 舊來と 趣の 異る ものを 造 6、大に世に稱賛せられた。 
一世 人 乙 れを嵯 峨 流の 造 庭と 稱し 、屢令 模本と する。 又西芳 寺の 庭園 も、 國師の 遺作と して 有名で ある。 

一 庭聖 相阿彌 の 出現 一 その後 茶人 相阿彌 出て、 ぃょ<造 庭の 法に 新案を 凝らし、 足 利 隆盛 時 
代の 造 庭に 更に ^ た 一流を 開いた。 相 阿彌は 繪畫を もょ くした から、 茶 事と 相 結んで 乙れ を 造 庭の 上 
に 應 用し、 遂に 今日 相阿彌 流と 稱 する もの、 範を 垂れる に 至つ た。 從つて "洛外 洛中に をの 作 多く、 
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遺 法と 稱して 築山 山水 傅の 如き ものを 論ずる もの あるに 至つ た。 「虎の子 渡し」 と稱 する 龍 安寺 方丈の 
石庭、 大徳 寺 塔 頭、 大仙院 の 石庭、 慈 照 寺 銀 閣の林 泉、 靑蓮院 方丈、 清水寺 成就 院 方丈の 林 泉 等、 み 
な 相 阿彌の 作に して、 をの 名高く、 斯道の 範と なる ものである。 而して 龍 安寺の 庭は、 庭 内には 草木 
を 植免咬 た 東 山、 淀川、 東 寺の 塔を 招 S て、 景と なし、 銀 閣の林 泉は、 一草 一木み な 名品を 選び、 如 
意獄を 負 a て 背景と なす 等、 共に 一種の 借景 園に して、 此の 種の 庭園 また 此の 時代よ 4 漸く 盛で ある。 
i 造 庭 術の 二 派 I かくの 如く 庭園 美術は 隆盛と な 3、 大に 進步 したがた めに、 乙 v に 二 派 
を 生じた。 一は 禁忌、 吉凶、 陰陽を 說 き、 佛說に 附會 せる ものと、 一 は 夢 窓國師 の禪味 を 加へ たる 林 
泉と にして、 後者は 茶道の 加味に よ- CS て 愈々 益々 發 達し、 相阿彌 R 至 {て 遂に 大成し、 特種の ものを 生 
ずるに 至つ たのて ある。 且つ 幕府は 庭 奉行、 庭 者を 置きて、 庭園の M とを 司らし めた から、 い.よ<發 
達し / 2 ので あるは 當 然と 云は ねばならぬ 。よぅて 亦 造 庭 {C 關 する 著作 名 多く 出で た。 「尺 素 往來」 「山 水 
秘 傅抄」 の 如き 乙れ である。 けれども、 その 說 くと 乙ろ 作 庭 記 等と 大差な く、 却つ て 忌 禍祥吉 、立 石 
陰陽、 本 所 離別、 律呂の 石、 佛 名配當 、五大 配當 等の 禁忌 類を 詳說 し， 眞に相 阿 i、i 窓 阈 i の 方と 
M はれざる もの 多く 出で た。 かく 林 泉の 美術は 隆盛に 趣 S たと S へど も、 當時な ほ 多くは 公鄕 、權門 
の樂み にして、 一般 庶民に 及ばな かつた 如くで ある 


nF^ !fl)! l 木の 出^ I しかるに、 茶人 千 利 ^. ハ 宗易 9 出で るに 及 / I で、 寸 尺の 地 も、 人家 稠密の 

間 R 7P III 家 幽遂の 趣を 寫し得 るに 至 6、 茶道と 共に 庭園 も 貴賤の 別な く 風流 人の 問に 普及した から、 

いよ-^ 隆盛を 極め、 茶 庭の 發達を 促し、 茶室 建築と 共に 禪味に 富める 藝 術を 生み、 その 景 とその 趣 

I 味とは 全く 融合して よく 我國 人の 趣好に 投じ、 我 國造庭 上 最も 獨特の ものと なる に 至つ 穴ので、 豐 

鎌 一一 i、 德川兩 時代に わたぅて、 庭園 術 空前の 發達を 見た ので ある。 

倉 

室 j  第 四 章 豐臣德 川 時代 

一一^ ^ と 庭 Ml €:. ls. 氏 時代に 入つ ては をの 建築、 太に 支那 明 風を 加味し、 且つ 豪放 壯麗 

のなる 虱を 生じ、 彩色 彫刻を 應 用して、 をの 短期間に 驚くべき 特色を 現は したので ある。 然るに 此の間 
庭 

K I 豪 奔の 風を 全く 正 反對な る 閑雅 幽寂の 味を 含める 茶道、 茶室 建势の 盛大と なつた のは 奇 とすべき 乙と 
一で あつて、 しかも 此の 風は 貴 踐の區 別な く樂 しむに 至ぅ、 且つ 千 利 休の 如き 大茶 人出づ るに 及びて、 

| 前記の 如く 隆盛を 極めた。 茶道は すでに 鎌倉時代に をの 萠芽を 生じた が、 室町 時代に 入つ ていよ^^ 
流行し？ ので、 殊に！^ H が、 銀 閣の東 求. 茶室の 濫觴を 殘し た以來 、遂に 我が 國特 布の 
趣味 投基 成した。 っ？、 ^. ^: 1: ,;. 8: :、か «- |: 、 |1* {11- & ^« などの茶家續'-^し、撕部ょ 

11 九九 
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一一； 〇〇 

3 はまた 小 堀 遠 州 出で、 咬す<茶道をひろめ*茶室、茶庭を大成するに至つた。 

1 茶室 式 庭園 j 茶室は 多くは 山家を 寫 し、 葺くに 茅 藁の 類を 以てし、 佗びた る やぅに 構 
へる が 故に、 乙れ に 配す る 庭の 幽雅と なる は 當然て ある。 而して 此の 風は ひと 6 狹 小の 地の みな L ず 
廣大の 庭に も 及ぼし 穴から、 I、 に 造 庭の 上に 再び 大變遷 を來 したので ある。 茶 庭は S は ゆる 佛說に 
附會 せる 立 石の 法 や、 禁忌、 陰陽を 唱へ ると なく、 飛石、 蹲踞、 燈籠 、籬の 類を 巧に 樹 間に 排置 して 
專ら 幽邃の 趣を 寫す ものにして、 今日 7P 茶室に あら ざれば 巧に Z: れを造 4 得ず と 思 ふ ものが 多い。 け 
れど も ^ の 按排 配列は、 茶 家に ょ {て 他少 流儀を 異にする と S へど も、 樹木の 刈 込 等を なさず、 前記 
の 道具を あしら a て、 自然の 情を 寫し 、天然の 美を 示す 乙 とに 於て は 差違な きもので 、乙れ を 露地 
(露地 庭と いふ) とネ稱 する。 

I 近世の 禁苑 一 當 代の 禁苑又 は 後世 禁苑 となつ たものに して、 今に 殘つて をの 名の 高い 
ものは 京都 小 御所の 御 庭 (池の 御 庭と もい ふ)、 常 御殿の 御池、 仙 洞 御所、 二條 離宮、 修學院 離宮、 桂 離 
宮等が ある。 殊に 桂 離宮は 小 堀 遠 州の 傑作に して、 をの 別莊的 建築と 相俟 ちて 我國 名圃の 代表者と 稱 
せられる。 而し てこれ 等の 禁苑 は、 をの 大部は 德川 幕府と なぅて 完成し、 或は 大に 修復せられ たを 以 
て、 或は 江戶 時代の ものと 稱す るが 適當 かも 知れない。 その他、 豐 太閤の 造 營に か、 る 桃 山城、 聚落 
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第 等は 非常に 廣大 なる ものにして、 をの 逑築も 庭園 も 莊觀を 極めて， Q た。 その 遺物は 他に 移轉せ られ 
て、 一部の 面影を 知る 2. とを 得る が、 庭 固 ^ 至つ ては 痕跡 だ も 止めない。 

\  1 遠 州と 有 乙れ に反して 千 利 休以來 、茶 家の 意匠を 凝せ る 茶室 及び 茶 庭、 並に 別莊 
一 建築と をの 庭園とは、 現今の 住宅 建築 及び その 庭園の 手本と ^ -CN 參考せ られる ものて あつて、 また 實 
I に 我國 庭園の 一 特色た る ものである。 をの 著名なる ものを 擧げ ると、 /l'- l* is* w* の 作に 成れる ものには 
| 桂の 別業 (前記の 離 常 y 火 德寺塔 頭の 孤 蓬 庵、 南 禪寺塔 頭の 金地院 等が ある。 l 木齋の 作には、 
建 仁 寺 塔 頭 正 傅 院如庵 あ 6、 その他 醍醐 三寶院 、妙法 院 、高臺 寺、 知恩院 、西本願寺の 飛雲閣 及び 滴 
翠園 等、 みな 傑出せ る 著名の 林 鼓て ある。 尙ほ當 時よ 6 江戶 時代に 一旦つ て 作られた 茶席の 有名な もの 
| が 多い。 をの 二三は 江戶 時代に 述べよぅ。 

に 近. 代 式 庭園 一 江戶 時代には 住宅 雞築が いよ<發 達し、 ために 建築 上最 7P 見るべき 時 
代と 3 れる ので ある。 隨つて その 庭園の 進步 した 乙と も 明かで あつて、 住宅と 相 待つ て | 種の 趣味を 
| 生じ、 今 U の 住宅の 源と なつた。 而して 江戶城 に 附屬 せる $ のは、 吹上苑 、濱苑 {C して、 現今 皇室の 
御苑と なつて， Q る もの ZL れ である 〇而 して 諸 大名の 江戶に 邸宅を 構へ る もの 亦 各々 廣大 なる 占有 地內 
に 庭園を 造つ たから、 をの 殘れる もの、 および 著名 1C して 今は 荒廢 に歸 せる ものが 少なくない。 


代  時  JII  德臣璺 


一江 戸の 名苑 I 水戶 侯の 後樂園 (小石 川 砲兵 工廠 內) は 朱舜 水の 意匠に 出で、 或は 東海道 
の 名勝を 移し、 大堰 川に 模し 、或は 支那 西 湖提の 意を 寫 し、 廣大 なる ものを 造ぅて 名高く、 松 浦 侯の 蓬 
萊園 (淺草 鳥 越) -± た 遠 州、 江 月の 作に して、 大なる 池を 穿ち、 をの 周 園に 配置せ る 茶席、 石 積 等に 特 
色を あらは して 人に 知られ、 共に 造 庭 家の 手本と すると 乙ろ である。 をの 他 著名で あつた ものには、 
江戶に は 尾 張 侯の 外 山 園、 郡 山 侯の 六義園 (駒 込 岩 崎 邸)、 桑 名 侯の 浴 恩 園、 出 雲 侯の 大崎 庭園、 廣島 
の 泉 邸、 高 松の 栗 林 園 等が ある。 

I 德川 時代の 造 庭 術 一 幕府は また、 吹 上 苑の爲 めには 吹 上 奉行を 置き、 又 作 事 奉行を 設けて 一 
般庭 作の 事を 司らし めた。 されば 足 利 中世に お S て、 一度 衰微し 72 造 庭の 事 も、 豐臣 、德 川を 經て再 
び 隆盛と な 4、 遂に 連- 〇 に 造 庭 {C 眞 、行、 草の 說 を 唱 へる もの、 及び 造 庭の 書 等が 續出 する に 至つ た。 
「築山 造 庭 術」 「築山 庭 作 傅」 「石 組 園 生 八重垣 傅」 等 M れ である。 しかれ ども、 ^ の說 くと ZL る 大同 小 
異にして、 多くは 用 阿彌の 作法と 稱 し。 且つ M n R 立 石、 陰陽、 吉凶、 禍福、 佛名配 當の說 を 附 加す 
る も、 要は 自然 風の 景色 園を 現出す るに あつた。 

一 遺 存の 名茶^ T 京都に 在つ ては 足 利 •豐臣 の 頃に 造れる 名 園の ほか、 殘れる もの 少 く、 多 
くは 壤毁 し、 維新 後の 修復 又は 新營 にか、 る ものである。 乙れ に反して 茶席、 茶 庭は 前期 以降 著名の 
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ものに て- 殘れる ものが 多 S。 その 二三を Mr れば 、桂 離宮 内の 松琴亭 、笑 意 軒、 修學院 の 上 御茶屋、 
隣雲亭 、窮邃 軒、 中 御茶 庭、 下 御茶 庭、 藏六 庵、 山 崎 妙 喜 庵、 黑 谷の 反古 庵、 建 仁 寺の 如 庵、 高臺寺 
時雨 亭 、傘亭 、孤 蓬 庵 中の 山 雲 牀の席 、おょび 忘 筌の席 、眞珠 庵 中の 庭 玉 軒、 金閣寺の 夕佳亭 、表 千 
家の 不審 庵、 殘 月、 基 千家の 今 H 庵、 又隱 、薮内 家の 燕 庵、 南禪寺 八つ 窓の 席 等は 名 ある ものである。 
一惟 新衡の 名 園 i 維新の 改革は 事 甚だ 急 劇に して、 眞に 社會 一般の 大 改革で あつたから、 
名阖と 云 はれた 7P の もを の 際に 破壤 した ものが 頗る 多い。 その 殘れる もの も、 大名屋敷、 寺院 等の 內 
にあつ たものに して、 しかも 前期の ものに 屬 する。 而して 又 西洋の 文物、 洋 建築の 移入に つれ、 庭園 
も漸 やく M 洋風を 校す る Z. と 流行した が、 明治の 晚年あ ょび 大正に 至つ ては、 一時 却つ て 國風 保存の 
聲に 反鄕音 して、 再び 京都 名 園を 模し 、或は 名勝を 寫 せる もの 興る に 至 〇 た。 けれども 未だ 名 園と い 
ふに足るほどのものは一つも現はれない。明治以後の名あるものとして、柬京においては大隈侯の庭 
園、 山縣 公の 椿 山莊 、酒 井 伯の 庭 聞、 澁澤 子の 王子の 庭園、 前 田 侯の 庭園、 岩 崎 男の 深 川の 邸、 原 六 
氏の 高 輪 邸、 益 田 孝 男の 高 輪 邸 等 決して 少なく はない。 
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